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  ──あんな男は見たことがなかった。


  信じられないほど自分勝手で、暴力的で、誰も彼を理解することはできない。


  銀色の腕が、まるで冬の月のように冴さえ冴ざえと輝いている。
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   プロローグ


  



  　僕は軍隊に入って、仲間に必要とされる喜びを知った。平和な日々に勝まさるものなし──とは頭でわかっていても、結局心はより強い刺激と戦場を求めてしまう。こんな僕に殺されちゃった人が結構いるわけで、僕はただただ申し訳ない気持ちだ。みんな仲良くニコニコして生きていければいいのにね。でもそうはいかない。世の中には自分の利り益えきのためならどんな悪事でも平気な人間がいるので、そういうのは僕たちのような人間が排除しなきゃいけない。いつもそう理想的な仕事ばかりじゃないが、まあ基本的にはって話。そして戦争になれば国民全体がなんだかんだで盛り上がる。


  　そして幸運が重なり、この仕事のおかげで恋人もできた。──僕の物語が、フランカと出会って始まった。


  　僕と彼女のロマンスと、暴力と、そしてストロベリー共和国リパブリツクの物語だ。


  　ストロベリー共和国リパブリツクとは、人間が異種族たちの小国につけた蔑べつ称しようのこと。この大陸──新パンゲアでは、人間以外にも、エルフやドワーフ、トロールといった特殊な少数民族が暮らしている。


  



  　新パンゲア大陸には東西に二つの大国があり、対立していた。


  　メイトリア帝国とヴォルコフ大公国である。


  　その周辺には、多数の小国が散らばっている。商人たちによって統治されている都市国家から、海賊たちが作った国まで様々だ。中には侮あなどれない戦力を保有している軍事国家もあり、ストロベリー共和国リパブリツクを吸収し勢力を拡大し、大国の足下を脅おびやかすことも珍しくない。


  　マルランダ王国も、そんな軍事国家の一つだ。


  　その国の王は、アキバルド・マルランダだった。過去形だ。


  　王国の臣しん民みんにとっては不運なことに、このアキバルド王が他に類を見ないほど好色だったことが、すべての悪夢の始まりだった。彼の愚おろかささえなければ、たくさんの人間が死ぬこともなかったのだ。


  　アキバルド王は、ある日、一人の美しい貴族の未み亡ぼう人じんと出会った。


  　彼女の名は、フレデゴンド。


  　変わった名前だが出身地は不明で、かつては高級娼しよう婦ふだったという噂うわさもある。


  　美しいなどという生なま易やさしいものではなく、この世のものとは思えない神こう々ごうしい──あるいは禍まが々まがしい──までの官能美の持ち主であり、彼女の濡ぬれた目で見つめられれば枯れ果てた老人でさえも最後の精を絞り出す。


  　フレデゴンドは乳首と股こ間かんを隠すだけの淫みだらな衣装で、初対面のアキバルド王を籠ろう絡らくした。王は彼女の魅力にどっぷりと溺おぼれた。


  　問題はここからだ。このとき、すでにアキバルド王は結婚していた。


  　隣国の王家の娘を妻として迎えていた。


  　アキバルドのマルランダ王国は、西にヴォルコフ大公国、南にエルフの小国、東に山岳民族系のヴァンダル王国という位置関係の中にあった。


  　アキバルドの妻は、ヴァンダル王家の出身。


  　その王妃を、フレデゴンドが殺した。


  　正確には、フレデゴンドの言いなりとなったアキバルドが毒殺したという。


  　出しゆつ自じも明らかでないような女が、その並外れた美び貌ぼうだけで王妃の地位を勝ち取ってしまったわけだ。


  　王妃の毒殺とフレデゴンドとの再婚で、マルランダ王国とヴァンダル王国の関係は急激に悪化した。フレデゴンドは夫のアキバルド王に宣戦布告を進言。戦力的にはマルランダのほうが有利だったこともあり、あっさり主力軍を動かし、ヴァンダル国に進軍。他国につけいる隙すきを与えるリスクを冒しつつも、フレデゴンドが雇やとい入れた外国人傭よう兵へい部隊やトロール特殊部隊などの力もあり、極めて短期間で決着がついた。


  　敗北したヴァンダル王家の人間は、残忍な公開処刑でみな殺しにされた。


  　七〇近い高齢のヴァンダル王は特に念入りに殺されたと聞いている。全ぜん裸らで後ろ手に縛り上げられて、馬で街中を引きずり回されたのだ。武運に恵まれなかった哀あわれなヴァンダル王。全身の皮ひ膚ふが破れ、骨が砕かれて、最後はボロ雑ぞう巾きんのようになってしまったという。ひどい話だね。でもこれが戦争で敗けちゃった結果なんだよ。仕方ない。


  　併へい合ごうされた旧ヴァンダルの国民には、限界寸前の重税が今も課せられている。逆らうものは容よう赦しやなく生きたまま焼かれて、反乱の計画を密告したものは大金を得ることができた。旧ヴァンダル領は──生き地じ獄ごくと化した。


  　アキバルド王は隣国ヴァンダルを征服し、美しい新王妃を迎えたが、その幸福も長くは続かなかった。権力を手にした王妃フレデゴンドが、アキバルド王の命を狙ねらわない理由はない。しかもフレデゴンドの美貌と絶品の肉体があれば、彼女のために命を惜しまない凄腕の男をいくらでも部下にすることができる。


  　アキバルド王は、白昼堂々と殺された。フレデゴンドの手下たちが腸はらわたを抉えぐり出し、犬に食わせた。誰もアキバルド王の死を悼いたむことはなかったが、邪じや悪あくな王妃が女王となることを誰もが憂うれえた。


  　いつしかフレデゴンドは──「マルランダの魔女」と呼ばれるようになった。


  



  　さて──僕の恋人フランカは、エルフたちの小国エルフェンクラングの貴族の娘である。マルランダ王国は、エルフェンクラングから見て北隣に国境を接している。北から順に、マルランダ‐エルフェンクラング‐メイトリア帝国という並びだ。そんな地理的な要因が、結果的に僕を「動脈回廊」の地獄に引き寄せた。


  　マルランダの魔女、銀腕の傭兵、非合法諜報員ＮＯＣよる極秘作戦、クーデター計画、幽ゆう閉へいされた王女、忠ちゆう義ぎの女騎士、政治的な駆け引き、武器と防具の密輸、ヴォルコフのスペツナズ、動脈回廊の死闘──。


  　よし、じゃあ始めようか。


  　まずは一年前の話。
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   第一章　ニューマケドニア戦争──銀腕のコルテス


  



  
    １

  


  



  　この僕──リョウト・アマザキ──がエルフェンクラングで駐在武官になる一年前。


  　メイトリア帝国は、ドワーフ民族の国家ニューマケドニアと全面戦争状態にあった。


  



  　人類側は、ドワーフの国を植民地にしておけば豊富な鉱物資源と彼らの鉱山技術を手に入れることができる。そんな経済的なメリットに、異種族に対する差別感情もからんで、メイトリア帝国軍は適当な理由をつけて宣戦を布告したのだ。


  　開戦からしばらく、ドワーフたちのニューマケドニア軍は、主力軍同士をぶつけ合う大会戦を避けて、山岳でのゲリラ戦を展開していた。国力、総兵力では圧倒的にメイトリアのほうが上だったし、それになによりニューマケドニア軍はドワーフ民族ならではの構造的な欠けつ陥かんをはらんでいたので、険しい山地に身を隠しながら戦うのは賢明な判断だった。この「構造的な欠陥」とはなんなのか、あとで説明する。


  　ニューマケドニアは、メイトリアとの戦争を泥どろ沼ぬま化させるつもりだった。そこには、時間を稼かせいでいるうちにメイトリア軍が弱体化すれば、対立するヴォルコフ大公国が横やりを入れてくるのではないかという計算があった。


  　しかし──ヴォルコフは動かなかった。当時別の小国と戦っていたことや、異種差別的な理由から、ニューマケドニア戦争をほぼ傍ぼう観かんした。ドワーフたちの目もく論ろ見みは崩れ去った。他国の援助がない状態だと、主要財源が鉱山採掘物の貿易だったニューマケドニア軍の疲ひ弊へいは早く、結局追い詰められるようにゲリラ戦をやめて大会戦に臨むことになる。向こうにしてみれば、一発逆転をかけた大おお博ばく打ちというわけだ。


  　双方の主力軍は、ニューマケドニアのゴスティバル平原で対たい峙じした。


  



  　そのころ、僕はすでに国防騎士団ＯＮＤ・特殊作戦群ＳＯＧの強襲部隊チーム２に所属し、ソフィア隊長の指揮下にあった。あのころからチームの顔ぶれは変わっていない。ウーゴもシナフィも……この前戦死してしまったシタデルもいた。


  　僕たちの仕事は、ニューマケドニア軍の山岳ゲリラ部隊に対応することだった。つまりは、少人数による長距離偵てい察さつだ。気づかれないように敵に近づき、険しい山やま間あいに設置された敵の拠きよ点てんを見つけ出したりする。敵の小規模な偵察部隊と遭遇したときは、叩たたき潰つぶし、捕ほ虜りよをとって情報を得る。


  　後続部隊のための先導任務パスフアインデイングやその他もろもろの特殊技能を要する雑用をこなし、かなりよく働いていたが、ゴスティバル平原で主力同士の大会戦が行おこなわれることになって長距離偵てい察さつ任務は解かれ、僕たち強襲部隊は国防騎士団ＯＮＤの指揮官護衛中隊に組み込まれた。


  「……小話はどうだ？」


  　自軍陣地内で待機中、相棒バデイのウーゴがそう話しかけてきた。


  「あるところに有能で真ま面じ目めな将軍がいた」


  　ジョークで周囲の緊張を和なごませるのは、彼の得意技だ。


  「その将軍は、常々『私生活の乱れは、必ず公務にも悪影響をおよぼす』と考えていた。そこで、自分が仕つかえている王にこんな提案をした。『どうでしょう我が王。国内の規律を正すために、女性に暴力をふるったり不ふ倫りんをするものは、公職から追放してしまいましょう』と。有能で真面目な将軍は、王の前でクーデターを宣言したかどで処しよ罰ばつされた」


  「……くだらないなあ」


  　と、僕は小さく笑う。


  　会戦前の緊張感は独特だった。僕は小規模な戦いはいくつも経験していたが、万単位の軍勢の中に交ざるのは初めてだ。これほど多くの人間が「殺し合うために」この平原に集まったかと思うと、胸の奥がざわつく。舌にざらざらとした感触が走る。それでも気の合う仲間たちに囲まれていると、少しはマシな気分だ。


  「今日の小話は一〇点満点で三点だな」


  　僕たちのボスであるソフィア大佐が言った。


  「三点っすか！」とウーゴが肩を落とす。


  　普段は魔法防御のかかった露ろ出しゆつ度の高い衣服を好このむソフィア隊長だが、今日は色々と事情があって甲かつ冑ちゆう姿である。女性用のスリー・クウォーター・アーマーだった。股こ間かんや関節部分の装甲を取り除き、動きやすさを重視した鎧よろいだ。いつもより露出は抑えられているとはいえ、逆に装甲の隙すき間まからのぞく白い肌の艶なまめかしさが増していた。


  「全軍停止だ。一息入れよう」


  　メイトリア帝国軍五万七千。


  　ゴスティバル平原は広く、両軍が衝突するまで徒歩であと二時間というところだった。そこで帝国軍の指揮官は、全軍に停止命令を出し、最後の休息をとるように命じたのだ。小さな鍋なべでお湯を沸かし、動物の脂あぶらと香こう辛しん料りようで味をつけて即席のスープを作る。そのスープに、硬いパンとウサギの干し肉、乾燥野菜などを入れて野戦料理の完成。量は少なめだが、これから戦争なので満腹になるわけにもいかない。


  「あっついなあ！　ニューマケドニアは！」


  　と、休憩時間中、シナフィがどんどん鎧と服を脱いでいった。僕たち強襲部隊の制式装備は胸きよう甲こうとバフ・コート、そして革かわのすね当てといったもので、防御力はそこそこだが確かに暑い。シナフィは黒い下着姿になり、見事な曲線を描く褐かつ色しよくの体を周囲の男たちに見せつけた。くびれた腰や豊かな胸を帯で締めあげて、その肉体美をより強調している。


  　シナフィは頭から水を被かぶって「あー、気持ちいい！」と喜びの声をあげた。彼女の肌の上を水滴が跳はねる光景があまりにも扇せん情じよう的で、僕とウーゴ、そしてシタデルはすっかり目のやり場に困ってしまう。


  「俺……今からでも娼しよう婦ふを抱いてこようかな」


  　ウーゴが言った。僕は苦笑して答える。


  「もう間に合わないって」


  　五万七千の帝国軍には、さらに二万人近い非戦闘員がついてきていた。補給馬車の乗り手や従軍商人、娼婦や料理人といった人々だ。この最後の休息地点に、そういった非戦闘員を残していく。彼らは帝国軍が敗北すれば大急ぎで逃げる。せっかくの補給物資や娼婦を敵にくれてやるのはもったいない。


  　中隊ごとに二人いる紋もん章しよう官が、騎士の盾たてや隊旗に不備はないかチェックをすませるのもこの時間帯だ。同行してきた蹄てい鉄てつ工職人が軍馬の足元を整えて、馬ば丁ていたちが餌えさと水をやり、丁てい寧ねいにブラッシングする。


  　武器管理係や中隊事務官が、矢がそろっているか、弩いしゆみの準備はできているか、剣や槍やりを持っていないものはいないか、調べて回る。


  　食事の後片付けが終わって、全兵士にコップ三分の一ほどのビールが支給された。酔っぱらうほどではなく、景気づけにちょうどいい酒の量だ。


  「全軍、進軍再開！」


  　指揮官の号令一下、ラッパ手たちが合図の音を鳴らし、僕たちは再び敵軍を目指して歩き始める。シナフィもちゃんと鎧よろいを着て、先ほどまでとは打って変わって厳しい顔つきになる。


  　ニューマケドニア軍の指揮官は、ドワーフのバンデフ王。勇ゆう猛もう果か敢かんで恐れを知らない、かなりの戦いくさ上じよう手ずだと聞いている。


  　メイトリア軍五万七千の指揮官は、国防騎士団ＯＮＤ中将のハンス・ロレンスだった。ハンス・ロレンス＝サリヴァン辺へん境きよう伯はく。僕が所属する特戦群・強襲部隊チーム２の隊長ソフィア大佐の父親だ。


  　──僕はこの「ゴスティバル平原の戦い」で、忘れられない男に出会う。


  　その男と命を奪い合い、その戦いは魔女が支配するマルランダ王国まで持ち越されることになるのだが──それはまだ先の話だ。


  



  　ここでニューマケドニア軍の「構造的欠けつ陥かん」とは何か、という話になる。


  　まず、ドワーフとはどんな種族だろうか。


  　ドワーフ族は身長は低いが肉体は頑健。山地での生活を好このみ、男女問わず豊かで濃いひげが生える。採掘や土木作業に関する天性の才能を持ち、たとえば鉱山なら人間の倍以上の速度で掘り進むことができる。性格は頑固でプライドが高く、僕たち人間のことを「欲望が強すぎる」という理由で嫌っている。


  　問題は、身長なのだ。ドワーフの成人男性の平均身長は一三〇センチ。しかも脚が短くて太い。とてもではないが、まともな軍馬を乗りこなすことができない。ドワーフ専用の改良型の鐙あぶみを使っても、小型馬をよたよたと速歩で進めるのがやっとだ。


  　つまり、ニューマケドニア軍にはまともな騎兵隊が存在しない。ドワーフ民族の軍隊が抱かかえる構造的な欠けつ陥かんだ。


  　仕方なく、ニューマケドニア軍は人間の傭よう兵へいを雇やとって騎兵隊を編制していた。いくら金次第で命を安売りする傭兵とはいえ、わざわざドワーフの味方をする人間は少ない。しかも、この戦いは、ニューマケドニア軍の敗北の色が濃厚だ。──そういった事情があって、このときニューマケドニア軍の騎兵隊には、命知らずの、かなり変わり者の傭兵が集まっていた。


  



  
    ２

  


  



  　五万七千の中の一人として、僕たちは騎乗のソフィア隊長のすぐ後ろについていく。


  　僕たちはみんな戦争の犬だ。ドワーフに対して個人的な恨うらみを持つ兵士は少ないが、国家同士が戦争状態となり、上官に命令されれば逆らわずに敵を殺す。殺される恐怖よりも、せっかく手に入れた居場所を失うことのほうが怖い。ここには仲間がいる。そして僕は兵士である限り、たとえ駒こまとしてでも必要とされている。


  　戦争だ。戦争だ──！　目の前に現れた敵を、なんの恨みがなくとも殺さなければいけない。ここでは敵を殺すことが許される。殺せば殺すほど褒ほめられる。報ほう奨しよう金きんも出る。戦場でだけ倫りん理りが逆転する。最前線の兵士にとっては、政治のことはよくわからない。この戦いに勝利することで、具体的に僕たちの生活が楽になるということもない。


  　それでも僕たちは戦いなしでは生きられない性質の人間だ。


  　山奥の寂れた村で過ごした少年時代は、常に薄いもやにでも包まれているかのように僕にはぼんやりしていた。狩りをしても寝ても覚めても、自分が生きているという実感がなく、時々何もかもがどうでもよくなる。思い切って帝国の歩兵学校ＳＯＩに入っても、しばらくはずっとぼんやりしたままだった。でも、ソフィア隊長と出会い、褒められて、初めての実戦を経験して、すべてが急激に変わっていった。僕は自分の進む道を知った。だから、犬でいい。僕たちはみんな戦争の犬でいい。


  　周辺を警戒する騎馬の偵てい察さつ部隊が、ほぼ予定通りの位置に敵軍を発見した。


  　ニューマケドニア軍、ドワーフのバンデフ王が率ひきいる三万の軍勢だ。


  



  　両軍の編制について少し説明しておく。


  　帝国軍の兵科は、大きく六つに分類できる。


  　歩兵、弓兵、弩ど兵、騎兵、魔術師──そして僕たち特殊部隊だ。


  　歩兵はパイク兵が中心。


  　騎兵は、胸きよう甲こう騎兵、軽騎兵、重装騎士、竜りゆう騎き兵の四種類。


  　メイトリア帝国の場合、中隊は二〇〇名。


  　大隊は六〇〇名。


  　連隊は二〇〇〇名。


  　旅団が四〇〇〇名、そして二個旅団以上が集まると「軍団」となる。今あげた数字はすべて目安にすぎず、実際は部隊によってばらつくことが多い。


  　メイトリア帝国軍五万七千の内訳は、歩兵三万名（七個旅団一五連隊）。


  　騎兵一万名（二個旅団五個連隊）。


  　弓兵九千名（二個旅団五個連隊）。


  　弩兵六千名──（三個連隊）。


  　僕たち特殊部隊や魔術師の護衛といったその他が二千名。


  　対するドワーフ、ニューマケドニア軍は二兵科のみ。


  　歩兵か、弩兵だけだ。


  　ドワーフには騎兵がいない。腕が短いので長弓ロングボウを上う手まく扱うことができず、射撃は弩兵が中心になる。そのかわり、鈍どん重じゆうな見た目の割りにドワーフたちは手先が器用で、使っているクロスボウの性能はかなりいい。


  　ドワーフの歩兵は二種類。


  　バケツ型の兜かぶとを被かぶり、上半身を中心に保護する半甲冑ハーフ・アーマーを着込み、ハルベルトで武装した重装歩兵。


  　ハルベルトとは、槍やりの穂先に斧おのの刃を組み合わせた長なが柄つかの武器だ。斧の反対側には鉤かぎ爪づめもついている。長さは最低でも二メートル。槍のように突いてよし、斧として振るってもよし、鉤爪で引っ掛けてもよしという、その重量に目をつぶればある意味万能の武器と言っていい。


  　もう一種の歩兵は、軽装歩兵。戦闘用のハンマーと、中型の円形盾ラウンド・シールドを持っている。戦場を走り回るために、革かわ鎧よろい以上の防具は身につけない。突撃の際には盾たてを捨てることが多い。


  　そして、人間の傭よう兵へいだち。


  　二千人の連隊規模で、すべて騎兵だ。


  



  　偵てい察さつ部隊の報告を受けて、僕たちメイトリア軍は、縦じゆう隊たいに近い接敵行進隊形から徐々に横おう隊たいに移行していった。


  　縦隊のほうが移動には向いているが、陣形を組むならやはり横隊だ。


  　常備軍を持たない軍隊、あるいは訓練度が足りない軍隊だとちゃんとした陣形を組むだけでも一苦労だが、優秀な陸軍と国防騎士団ＯＮＤを擁ようし、遠えん隔かく通信装置を実用化しているメイトリア軍ならほんの数時間ですむ。


  　ゴスティバル平原の南部はほとんど起伏がなく、まばらにエリカの低木が生い茂っているだけだ。横たわった女神の腹の上みたいだ、と誰かが言った。どんなに広々とした腹なのかは知らないがとにかく、大軍同士がぶつかるには絶好の地形だった。餌えさになる虫を探していた灰はい褐かつ色しよくのツグミが、兵士たちの粗野な足音に驚いて飛び立っていった。


  　僕たちの総大将である国防騎士団ＯＮＤ中将ハンス・ロレンス＝サリヴァン辺へん境きよう伯はくは、自分が直接率ひきいる本部連隊をやや後方に置き、中央に歩兵三個旅団、弓兵一個旅団、弩ど兵二個連隊を配置。


  　右翼に騎兵二個旅団。


  　左翼に歩兵三個旅団、弓兵一個旅団、弩兵一個連隊。


  　歩兵一個旅団を予備兵力とした。


  　ニューマケドニア軍は、なだらかな地形のゴスティバル平原に、馬防柵さくや塹ざん壕ごうを構築して守りを固めていた。馬防柵は木造の簡単なものだったが、長さ三キロという遠大なものだ。塹壕は馬防柵の内側に沿って、深さ一メートルほど。さすがはドワーフ族だ。決戦場所がなかなか定まらない野戦において、短時間であれほどの陣地を形成するのは並なみ大たい抵ていのことではない。


  　ニューマケドニア軍の重装歩兵は縦じゆう深しん一五列の横おう隊たい方陣を組み、ハルベルトの穂先を並べて真昼の陽光に刃を煌きらめかせていた。軽装歩兵は弩兵とともに真四角の方陣を組み、重装歩兵の横隊方陣の隙すき間まを埋うめるようにしていた。


  　陣形を維持したまま、メイトリア軍はニューマケドニア軍に近づいていった。


  　距離三〇〇メートルとなったところで停止する。


  「弓兵、弩兵、攻撃開始」


  　ハンス・ロレンス中将が命令を下した。


  　耳と喉のどにつけた遠えん隔かく通信装置の交信範囲はおよそ半径五〇〇メートルとかなりのものだ。中将から、連隊長、大隊長、中隊長、小隊長、分隊長の順番に命令をリレーしていけば、かなり細かい作戦でも末端の兵士まで伝わる。


  



  「ゴスティバル平原の戦い」は、飛び道具の撃ち合いから始まった。


  　撃ち合いの中心はやはりクロスボウ。距離三〇〇だとぎりぎりロングボウも届く。


  　両軍ほぼ同時の一いつ斉せい射撃。数万の矢が飛び交って、耳みみ障ざわりな風切り音が戦場に鳴り響く。それは無数の鳥が一斉に飛び立った羽音にも似ている。


  　互いの陣地に矢が落下していって、剣に弾はじかれたり盾たてに防がれたり、あるいは運の悪い兵士の頭部や胸板に突き刺さった。そのとき、僕はハンス・ロレンス中将の近く──独立指揮官護衛中隊に配置されていて、戦場のやや後方だったので、矢はまったく届いてこなかった。


  　このあたりが戦争の不思議なところで、前線ではすでに死傷者が出ているのに、ちょっと後方にいるだけでまるで他ひ人と事ごとのように思えてくるのだ。確かに戦いは始まっている。だが僕の戦争が始まるのは、僕の目の前に敵が現れた瞬間からなのだ。


  　弓兵、弩ど兵の数はメイトリア軍が勝まさっている。しかし、使っているクロスボウの性能はドワーフたちニューマケドニア軍のほうが上だった。


  　矢には通常、その飛翔を安定させるために後尾に羽根をつける。矢羽根である。羊よう皮ひ紙しや木片、動物のなめした革かわを使うことが多い。羽根をとりつけるのは武器職人だが、発射直前の最終的な微調整は射手シユーターが自分で行おこなう。ドワーフたちの弩兵は、そのあたりの技術に長たけているのだ。さらに「山羊脚ガウツ・フツト式」にしても「滑車ウインドラス式」にしても、ドワーフのクロスボウは人間のものより数秒は次弾装そう填てんが早い。


  　このまま矢戦を続ければ、致命的な被害とまではいかなくとも、メイトリア軍は徐々に戦力を落としていくだろう。


  　そして──ここまではハンス・ロレンス中将も予想のうちだ。


  「魔術師護衛密集方陣マジシヤンズ・フアランクス、前へ」


  　次に動かしたのは、一個大隊規模の歩兵に守られた魔術師たちだった。


  



  　魔術師を戦争──特に、大規模な会戦──においてどのように運用するのが最も効率的か、という議論はいまだに続いている。


  　火球を飛ばし水の弾たまを撃ち出す魔術が幅を利きかせるこの大陸で、その議論は常に王や将軍、軍事研究家たちの頭を悩ませ続けてきた。


  　初期、戦場の魔術師たちはすべて国王や将軍の近くに控えていた。


  　最高司令官の命令を受けて、少数の護衛とともに、作戦の要所要所に投入されたのだ。


  　そして自分が使える最高威力の魔法を撃てるだけ撃って、あとは後方の安全圏にまで撤退する。このような魔術師の運用方法を「打撃離脱戦術マジツクアタツク＆アウエイ」という。


  　しかし、この戦法は魔術師が死亡あるいは負傷することが多かった。多いといっても一般の兵士よりははるかに低い死傷率であったが、自分たちが「選ばれた人間」だと思っている魔術師たちは納得しなかった。魔術師たちは「特殊技能の持ち主である自分たちは戦場でもっと厳重に守られるべきだ」と言ってはばからなかった。彼らの発言力の上昇とともに、この意見は無視できないものとなり、新たな戦法が生まれる。


  　魔術師護衛密集方陣（Magician's phalanx）である。


  　方陣とは、上からだと正方形や長方形を組み合わせたように見える陣形のこと。中心に一〇人の魔術師を置き、その周囲に大おお盾たてと短たん槍そうを装備した重装歩兵が横一六列、縦たて六列、合計一〇〇人近くの隊列を組み、さらに正面と左右側面にそれぞれ長槍パイク兵二〇〇人ほどが並ぶ。これで、おおよそ一個大隊規模の魔術師護衛密集方陣マジシヤンズ・フアランクスが完成する。


  　この方陣によって魔術師たちの一応の安全は確保されたが、動きは重くなった。部隊全体の移動を、魔術師と大盾を持った重装歩兵に合わせなければいけないからだ。機動力に欠ける部隊の運用は難しいが、これでなければ魔術師たちは戦場に出たくない、という。


  　確かに強力な魔術師の損そん耗もうは王や将軍たちからしても避けたいものであり、運用の難しさを差し引いても護衛密集方陣の実戦での戦果は上々だった。魔術師たちを戦場に出す場合は、今のところ、この方陣を採用するのが主流となっている。


  



  　盾たてを構えた兵士たちが、何があっても魔術師に矢が当たらないように身を張りながら、マジシャンズ・ファランクスが敵まで距離一〇〇メートルという位置まで近づいていく。それが、メイトリア帝国が誇る魔術師戦闘団magician's combat groupの平均的な「射程」だった。


  　人間が持つ見えない生命の力──「星光体アストラル」。


  　星光体アストラルを投射し、元素の運動に働きかけ、様々な特異な現象を起こすのがこの大陸の魔法だ。


  　前進したマジシャンズ・ファランクスは三つ。参加している魔術師の数は三〇名。もしもここでニューマケドニア軍が突撃してきたら、急いで魔術師だけを逃がしてこちらが中央に配置した歩兵旅団が前進することになっていた。──結局敵軍の突撃はなく、弩ど兵からの射撃があるのみであり、三〇名のうちの長距離攻撃魔法を得意とする二三名が星光体アストラルの投射を開始した。意識の集中、そして起きるべき現象を強く頭に思い浮かべるうちに、魔術師たちの体が電光を放ち、次々と異変が起きる。


  　まず、いくつもの巨大な火球が、投石機で撃ち出されたかのようにドワーフの陣地に降り注いだ。何本も規則的に火柱があがり、爆風が何人もの兵士を巻き込んでいく。


  　別の魔術師の魔法によって、ドワーフたちの足下の地面が急激に隆起し、地割れが走り、一気に数十人が呑のみ込まれた。一時的に、範囲を限定した強烈な地震を起こしたのだ。その地震で転んで、味方の背中をハルベルトで突き刺してしまったドワーフもいた。


  　魔法の竜たつ巻まきも発生している。皮ひ膚ふや筋肉を切り裂く「かまいたち」をともなう凶悪なものだ。魔法の風は鎧よろいの隙すき間まに入り込む。そんな竜巻が通り過ぎたあとでは、血まみれの兵士たちが苦く悶もんしている。


  　魔法を撃ち終えたマジシャンズ・ファランクスは、素早く後方にさがった。体力、精神力を消耗した魔術師を避難させるのは当然の処置だ。彼らの魔法によって、およそ二千名近くのドワーフが死傷していた。


  　僕たち特殊作戦群ＳＯＧ・強襲部隊チーム２は、全員が星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクが使えるスペシャル・オペレーターだが、やはり本職の魔術師たちの使う術はレベルが違う。魔法の発動までに時間がかかり、体力の消耗も激しいことが欠点だと聞いているが、強力な魔法攻撃支援があれば前線で戦う兵士としてこれほど心強いものはない。


  　対照的にドワーフたちは生まれつき星光体アストラルを上う手まくコントロールすることができず、魔法の力を嫌けん悪おしているという。異種族でもエルフとは大きく異なるところだ。そのかわりドワーフには、人間をはるかに超える体力と筋力がある。


  「魔法攻撃支援で敵の戦列が乱れた。右翼国防騎士団ＯＮＤ騎兵旅団、突撃。事前の打ち合わせ通りだ。敵の左翼側面をつけ」


  　と、ハンス・ロレンス中将。


  　僕は国防騎士団ＯＮＤの一員である。しかし、特殊作戦群ＳＯＧは裏方と言っていい。やはり花形は騎士を中心とした騎兵旅団である。


  　国防騎士団ＯＮＤ、騎兵旅団──正式な叙じよ勲くんを受けた騎士一二〇〇名が、比較的家柄がよい騎兵三〇〇〇名を率ひきいる、最強の衝撃力を持った部隊。


  　騎兵は槍やり衾ぶすまや飛び道具に弱いので、いくら精鋭でも下へ手たに使えばあっさり壊滅する危険性をはらんでいるが、魔法攻撃支援で敵の陣地が乱れているこの瞬間に投入するのは経験豊富なハンス・ロレンス中将らしい堅実な一手だった。


  「騎兵旅団、突撃！」


  　国防騎士団ＯＮＤの旅団長が吠えて、軍馬たちが土煙を蹴け立たてて戦闘行動を開始した。馬防柵さくが設置されたニューマケドニア軍正面を迂う回かいして、側面から敵本陣までを貫つらぬこうとする。


  　騎士たちは全身装甲鎧プレート・アーマーで頭から爪つま先さきまで防御し、長さ四メートルの騎兵槍ランスを構えている。特に優れた鎧よろいを装着した騎士は、鷲わしやガチョウの羽根で作った旗はた指さし物ものを背中のホルダーにとりつけていた。羽音を奏かなでて敵軍を威い嚇かくするためだ。


  　軍馬の体重は四〇〇キロを超え、重い荷物を載せているのに時速四〇キロで激走する。


  　──重さ四〇〇キロがそんな速度で突っ込んできたら恐怖そのものだ！


  　ロングボウやクロスボウの登場、そして集団戦闘理論の確立により、プレート・アーマーを着込んだ騎士は戦場には不必要という意見も出てきた。確かに重すぎる甲かつ冑ちゆうには欠点も多く、多少の時代遅れ感は否いなめない。だが、魔法鍛か冶じによって防御力がさらに上昇したプレートや、ドワーフから奪った技術によって可動部分が増えた新式鎧などが、まだまだ重装甲の騎士を戦場の主役たらしめていた。


  「隊長も、本当は騎兵突撃に参加したくてうずうずしてるんじゃないですか？」


  　と、シナフィが訊たずねた。


  　強襲部隊チーム２を率いるソフィア・ロレンスは、正式な叙勲を受けた騎士であり、いずれは団長候補になるであろうエリートコースにのっている人だ。


  「何を言う。本陣で父上──指揮官を守るという、大事な役目についているじゃないか。これになんの不満があろう」


  　ソフィア隊長は、役者のように大おお袈げ裟さな口調で言った。その言葉とは裏腹に、ほんの数秒後には大あくびをしている。やはり、退屈している。


  　勝負はついた、と誰もが思った。ニューマケドニア軍重装歩兵の動きは鈍にぶい。馬防柵や塹ざん壕ごうが完全に裏目に出ている。騎兵旅団はその機動力を生かし、どこでも好きな場所を攻撃できる状態だ。万が一国防騎士団ＯＮＤ騎兵旅団がしくじっても、まだ陸軍の騎兵旅団が控えている。騎兵が敵陣をズタズタに引き裂いたあと、歩兵旅団が攻撃すればすぐに終わるだろう。


  　本陣で指揮官を護衛している僕たちの出番はなさそうだ、と思った。


  　だけど──それは見当違いだった。


  



  　ニューマケドニア軍の中央後方に配置されていた、二千の傭よう兵へい騎馬連隊が動いた。側面を突こうとする国防騎士団ＯＮＤ騎兵旅団を、迎げい撃げきしようとしているのだ。それは無む謀ぼうな迎撃に見えた。傭兵は騎士に比べて士気が低く、武装も貧弱。しかも数は半分。傭兵たちの勝ち目は限りなくゼロに近い。


  　ところが──。


  　メイトリア帝国の騎士たちは目を丸くした。


  　向かってくる傭兵騎馬連隊の、先頭を突っ走っている連隊長らしき男が、あまりに異様な迫力の持ち主だったからだ。


  　傭兵の連隊長が乗っているのは、馬ではなかった。「牙馬フアングホース」と呼ばれる魔獣の一種だ。大陸西部の火山地帯に生息している凶暴な大型肉食獣で、このあたりで見かけることは滅多にない。人間に懐なついた──なんて話は聞いたこともない。しかしあの男は、間違いなく、魔法も薬品も使わずに牙馬フアングホースを乗りこなしていた。


  　牙馬フアングホースは体重八〇〇キロを超えるのが普通である。黒こつ褐かつ色しよくの皮ひ膚ふは岩のように硬く、頭部に二本の巨大な角つのが伸びている。牙きばは太く、まるでノコギリを上下にはめたような口。鋭い爪の長さは短いものでも二〇センチ。目は、血の涙を流しそうなほど赤い。


  　しかも傭兵の連隊長は、その牙馬フアングホースに獣けもの用の鎧よろいを着せていた。鉄板を組み合わせた角ばったデザインの赤い鎧だ。すべての装甲がどれほどの重量なのか想像もつかないが、それでも牙馬フアングホースは時速五〇キロは出していた。その足が地面を蹴けりつけるたびに、とてつもなく重い音が鳴り、深い足跡が刻まれていく。巻き上げる土煙の量も凄すさまじい。


  　異様な迫力は、牙馬フアングホースのせいだけではなかった。乗り手の男──傭兵の連隊長は、左腕だけが銀色に輝いていた。


  　その銀腕は不自然に長く、太く、一目で魔法の義手だとわかった。


  　この大陸の兵士なら、必ず一度くらいは噂うわさを聞いたことがある。


  　有名な傭兵隊長──銀腕のコルテスだ。


  



  　戦場に流れる彼にまつわる様々な噂──。


  　──初めて人を殺したのは四歳のころだったとか。


  　──左腕を失ったのはたった一人で沼ぬまの巨人を倒したときのことだとか。


  　──大商人の息子だったのに、突然すべてを捨てて傭兵になったとか。


  　どれが本当で、どれが尾ひれなのかはわからない。


  　ただ一つ確実に言えるのは、彼がニューマケドニア軍に雇やとわれているということだ。


  



  　コルテスは全身装甲鎧プレート・アーマーを身につけていたので、外からはどんな顔なのかわからなかった。牙馬フアングホースと同じで、彼の鎧よろいも赤い。ところどころに黒か金で縁取りがされている。国防騎士団ＯＮＤの騎士たちが使っているプレート・アーマーよりも明らかに分厚く、重そうだが、牙馬フアングホースの手た綱づなさばきは軽やかなものだ。


  　コルテスは、その異い名みようの由来となった銀色の左腕にハルベルトを握っていた。ただし、ドワーフの重装歩兵が持っているハルベルトより一メートルは長く、普通は木材の柄つかの部分まで鋼鉄でできている。


  　コルテスはなんのためらいも見せず、倍の数を誇る国防騎士団ＯＮＤの騎兵旅団に凄すさまじい勢いで突進していた。傭よう兵へい騎馬連隊も騎兵旅団も、陣形は同じ突撃用楔くさび形。その先端同士が触れ合った刹せつ那な、爆発したかのように血煙があがった。コルテスの牙馬フアングホースが、そのたくましい角つので騎士のランスを弾はじきつつ、体当たりで二頭の軍馬を同時に吹っ飛ばし、鋭い爪で別の軍馬の足を切断したのだ。


  　さらに牙馬フアングホース上のコルテスも巨大なハルベルトをその銀腕で軽々と扱い、手近な騎士の首を一発ではねた。ぶん、と続けて振り回し、横を駆け抜けようとしていた騎士の胸板に叩たたきつけた。板ばん金きんの装甲も役に立たない。鎧に大きな裂け目が生じて、ごぽごぽと血が溢あふれる。


  　ハルベルトが殺人の円を描くと、巻き込まれたものは熱い臓ぞう物もつを外にまき散らし、首を失い噴水のように出血し、あるいは甲かつ冑ちゆうごとバラバラになって地面に落ちていく。


  　連隊長であるコルテスが自みずから突破口を切り開き、信じられないことに──ニューマケドニア軍・傭兵騎馬連隊は、メイトリア帝国国防騎士団ＯＮＤ・騎兵旅団を「貫通」した。一瞬で数百騎を討ち倒された騎兵旅団は勢いを失って立ち往おう生じようしたようになり、コルテスの傭兵騎馬連隊はそのまままっすぐこちら──すなわち、僕がいる帝国軍本陣──に突っ込んでくる。


  



  
    ３

  


  



  　タイミングを合わせて、ニューマケドニア軍の全軍突撃が始まった。ドワーフのバンデフ王は、最初からただコルテスの傭兵騎馬連隊に勝敗のすべてをかけていたのだ。メイトリア帝国の歩兵たちは、正面を支えるのに必死で本陣を守る余よ裕ゆうを失った。ここでハンス・ロレンス中将は、苦にがい声で予備の投入を命じた。予備の歩兵旅団には、軽装歩兵連隊と重装歩兵連隊があり、中将がコルテスにぶつけたのは重装歩兵連隊のほうだ。


  　このとき、予備重装歩兵連隊を指揮していたのは、のちに陸軍調査部のエースとなるリカルド・アイアンハイドだった。


  　リカルドは身長二メートルの大男で、温和な顔立ちをしている。普段、あまりにもぼんやりしているので、どんなに実戦で手柄を立てても「実は無能説」が根強く残る。なにより、この男の軍人らしくないところは、どんなときでも丁てい寧ねいな言葉遣づかいで、滅多に声をはりあげることがない点だ。


  「今回は予備だし、楽ができると思ってたんだけどなあ……」


  　とぼやくリカルドを、


  「武ぶ勲くんをあげる好機ではないですか!?」


  　副官のクレアが叱りつけた。


  「じゃあ、みなさん。ここを守って無事勝って、生きて帝都に帰りましょう」


  　リカルドは、遠えん隔かく通信装置を使って部下にそう話しかけた。その穏やかな声が、パニックになりかけた兵士の心を不思議と落ち着かせる。有能なのか無能なのかよくわからないと噂うわさされるリカルドだが、間違いなく部下には慕したわれている。


  　重装歩兵連隊は、長さ四メートルの槍やりを構えたパイク兵二千名の部隊だ。


  　リカルドは本陣を守るため、コルテス傭よう兵へい騎馬連隊の進路上まで進んでやや縦たてに長い方陣を形成した。横四〇列、縦五〇列。方陣の縦を伸ばすことを、軍事用語では「縦じゆう深しんを大きくする」という。そうすることで、騎兵に対する防御力が上昇する。
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  　パイク兵方陣最前列の兵士は、腰を屈かがめて、槍の後ろを地面に立てて低く構える。馬の首、あるいは馬の腹を一刺しするための位置だ。


  　第二列は、槍やりを少し斜めに構えて騎乗の人間を狙ねらう。


  　第三列は、腰の位置に水平に構える。最前列の兵士をフォローする役目だ。


  　第四列は、両手で槍を頭上に掲かかげる。第二列をフォローする。


  　第五列以降は、槍を垂直に立てて待機。前列が崩れたら、すぐにその隙すき間まを埋うめる。


  　これがパイク兵の方陣である。


  



  　訓練された兵士たちが方陣を組み、槍やり衾ぶすまを完成させた場合、並の騎兵部隊で突破するのは至難の業わざと言っていい。


  　でも、コルテスはためらわなかった。国防騎士団ＯＮＤの騎兵旅団を貫通する際、傭よう兵へい騎馬連隊もかなりの脱落者を出していたが、恐れるどころか兜かぶとの奥からは笑い声さえ響いていたという。


  　コルテスは、方陣に突っ込む寸前手た綱づなに力をこめた。


  　すると──。


  　装甲化された牙馬フアングホースが、跳躍した。


  「！」


  　それを見た人間すべてが、自分の目を疑った。コルテスの牙馬フアングホースは、方陣の三列目の真上に落ちてきた。軍馬ではありえない跳躍力だった。魔獣なのだ。牙馬フアングホースはパイクを爪で弾はじき、その圧倒的な重量で三列目と四列目の兵士を合わせて五人、踏み潰つぶした。肉と血が鎧よろいの隙間から「バシュッ！」と溢あふれる、凄せい惨さんな死体ばかりだった。


  　コルテスの部下は、次々と方陣の餌え食じきになっていく。普通の軍馬で彼の真ま似ねはできない。そしてコルテスだけが止まらない。銀腕でハルベルトを振り回す。その一振りで兵士の首が飛び、胸が破裂し、腕が千ち切ぎれる。牙馬フアングホースが歩兵に噛かみついて、長槍ごと腹部のあたりで断ち切った。魔獣の牙きばにやられた上半身が宙を舞う。


  　牙馬フアングホースの口から、食べかけの内臓が垂たれている。


  「槍を」


  　と、長剣しか携行していなかったリカルドが、近くの兵士から長槍を借りた。それを自分の剣で柄つかを半分ほどの長さに切って、長さ二メートルの短い槍にする。


  「ふッ！」


  　方陣を突破しつつあるコルテスに向かって、リカルドは助走をつけてから渾こん身しんの力をこめて急ごしらえの短槍を投げた。


  　その槍は、攻城用の弩いしゆみから撃ち出されたような勢いで飛んでいく。


  　コルテスが操あやつる牙馬フアングホースの装甲を貫つらぬいて、前脚の付け根にリカルドの投げ槍が突き刺さった。


  「凄い！」


  　隣にいたクレアが感嘆の声をあげる。


  「いや、ごめんなさい。凄くない。やれてない……！」


  　リカルドの言った通りだった。牙馬フアングホースは怒りくるった声を発して激痛を訴うつたえたが、それでも走る速度がほんの少し落ちただけだった。コルテスは騎兵旅団に続いて、パイク兵の方陣も突破した。


  「…………」


  　ある程度走ったところで、コルテスは一度だけ振り返ったという。牙馬フアングホースから槍やりを抜き、なだめて、一瞬リカルド・アイアンハイドと戦いたそうな素振りを見せたが、すぐに本来の目的を思い出してか再び駆け出した。狙ねらうはハンス・ロレンス中将の首一つだ。


  



  　リカルドの方陣指揮は巧たくみで、傭よう兵へい騎馬連隊はほぼ壊滅した。


  　でも銀腕のコルテスはやってきた。生き残ったほんの数十騎だけを率ひきいている。


  　ソフィア隊長が率いる指揮官護衛中隊は二〇〇名。


  　その中に、僕たち強襲部隊チーム２も含まれている。


  「ここで止めるぞ」


  　と隊長が言った。


  　もしコルテスが僕たちの防衛線も突破して本部連隊に突っ込んだら、この戦いは負ける──そんな気がした。本部連隊には二千名の兵士がいるが、半分は参さん謀ぼう部のスタッフや全軍のリズムを整えるための音楽隊、そして伝令役などだ。崩れるときはもろい。


  　対策を考える間まもなく、あの男がやってきた。たちまち護衛中隊の兵士たちがハルベルトと牙馬フアングホースによって血祭りにあげられる。


  　コルテスとその牙馬フアングホースと戦うくらいなら、一人で百人を相手にするほうがまだマシな気分だ、と僕は思った。本当に、心の底からそう思った。銀腕の傭兵を、まったく殺せる気がしない。下へ手たに味方がいる分、同士討ちのことを考えると魔法も使いにくい──。


  　だが、やるしかないのだ。


  　僕たちの最も強力な武器は、チームワークだ。僕とウーゴ、シナフィ、シタデル、そしてソフィア隊長。アイコンタクトだけで、ある程度意思の疎そ通つうができる。仲間たちの顔を見ているうちに、なんとなく不安や恐怖が和やわらいでいく。


  　現実感がないほどの迫力とともに、コルテスが急速に接近してきた。地じ獄ごくの太たい鼓こを連打しているような足音だった。


  　僕とシタデルが並んで先頭に立ち、バックアップにウーゴとシナフィがついて、ソフィア隊長は二〇メートルほど後ろにさがる。


  　──さあ、ようやく戦争の時間だ。


  



  　間合いが詰まった。距離二〇メートル。間近で見る赤い目の牙馬フアングホースはまさに動く岩がん塊かいで、具現化した恐怖そのものだった。人間の、本能的な恐怖を喚かん起きさせる存在だ。間近で見るコルテスはまるで悪魔の騎士で、血ち飛沫しぶきがあがり、手足が千ち切ぎれ飛ぶ戦場で、銀の義手がぎらぎらと美しく輝いていた。


  　銀腕のコルテス──実にぴったりの名前だ。


  　距離一〇メートル。重装甲の牙馬フアングホースは、僕たちをまったく相手にしていなかった。簡単に踏み潰つぶすことができる雑ぞう兵ひよう五人──その程度に認識していたはずだ。後ろのほうでソフィア隊長が「オーディン！」と僕の暗号名を叫んだ。そう──最初に仕掛けるのは僕だ。相手の動きが速いので、ほんの一瞬でもタイミングがずれればそこで終わる。


  　距離五メートル。


  　僕は特殊部隊の兵士だが、同時に下級の魔法使いでもある。三種類の魔法を使うことができる。罠わな系魔法のクレイモア、星光体アストラルを反射する治ち癒ゆ、そして光の魔法だ。てのひらに意識を集中すると、そこに直径一〇センチ程度の光のボールが生まれる。この光球を「ウィル・オ・ウィスプ」という。墓場で揺れる鬼おに火びのような青白いウィル・オ・ウィスプは、暗い場所で松たい明まつのかわりになるし、僕が念じると一ひと際きわ強烈な光を放って破裂する。


  　この魔法なら、味方の陣地内で使っても同士討ちを起こす心配がない。


  　仲間たちが目を閉じたのを確認してから、自分も目を閉じて、僕はウィル・オ・ウィスプを牙馬フアングホースの鼻先に投げつけた。そして、自爆させる。その光量は松明の数十倍であり、昼間の屋外でも魔獣の目を眩くらませる。


  　瞼まぶたを開けると、僕が狙ねらった通り牙馬フアングホースは驚きで棒立ちになっていた。


  「シタデル！」と僕が叫ぶ。


  　巨漢で怪力のシタデルの主武器は、先端が太くなった鋼鉄の棍こん棒ぼう──鎚矛メイス──だった。長さ七〇センチのメイスを、牙馬フアングホースの横っ面つらに叩たたきつけた。牙きばが何本か折れて宙を舞い、牙馬フアングホースの巨体がさすがにぐらついた。


  　次に、ウーゴが短槍シヨート・スピアを投げた。牙馬フアングホースに乗ったコルテスの頭部を狙っていたが、これはハルベルトによって打ち落とされてしまった。コルテスは、いちはやくウィル・オ・ウィスプの目くらましから回復していたのだ。被かぶっている兜かぶとに、視覚・聴覚保護の魔法でもかかっているのかもしれなかった。


  　シナフィが立て続けに三本、手斧ハンドアツクスをぶん投げる。一本は牙馬フアングホースの脚に、二本がコルテスの銀腕に命中するが、すべて分厚い装甲に弾はじかれてしまう。


  　僕は、コルテスを完全に止めるために地面を蹴けった。その直後、左右の手に一本ずつ、長さ六〇センチのハンティング・ナイフを構える。大きく跳躍し、一か八かで牙馬フアングホースの頭を踏み台にした。牙馬フアングホースはシタデルの一撃で朦もう朧ろうとしていたので、いけると思った。体はいつも鍛きたえているので、山やま猿ざるのように動く自信があった。


  「！」


  　僕は牙馬フアングホースの頭でさらに跳び上がることに成功し、馬上のコルテスに肉薄した。ハルベルトは長すぎて、至近距離の僕を斬ることはできない。


  　彼の左腕は魔法の義手なので、狙ってもどこまで効果があるのかわからない。だから、右腕の付け根を狙う。鎧よろいの関節可動部分──腋わきの下ならば、装甲も薄い。そこから突き刺せば、上う手まくいけば致命傷になる──。


  　僕はまず、右のハンティング・ナイフをコルテスの顔面に叩たたきつけた。これは、相手の気をそらすための牽けん制せいで、刃が兜に弾かれるのも計算のうちだった。ガツン！　と青白い火花が散る。そして本命、左のナイフを突き上げる。刃の先端が、プレート・アーマーの隙すき間ま、鎖くさり帷かた子びらの部分に達する。


  　ところが──。


  「なッ!?」


  　コルテスは思いきった行動に出た。


  　ハルベルトを捨てて、銀腕で思い切り僕を殴なぐったのだ。まさかこの状況で主武器を捨てるとは思わなかったので、まともにくらって何メートルも吹き飛ばされた。一発殴られただけで、肋ろつ骨こつを三本もっていかれていた。


  　このとき、僕とコルテスの目が合った。


  「──っ」
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  　兜かぶとの奥で、彼の青い目が輝いている。


  　子供のような目だ──直感的に、そう思った。


  「ハイヤッ！」


  　ここで、騎乗のソフィア隊長が動いた。威風堂々とした、騎兵槍ランスを構えての突進だ。特殊部隊の指揮官としてはもちろん、隊長は優秀な女性騎士でもあった。


  　鋭いランスの一撃を、コルテスは銀腕で打ち弾いた。人間離れした運動神経だ。よほど強力な魔法がかかっているらしく、銀腕は異常なほど頑丈で、騎馬突進中のランスと接触したのに砕け散ることはなかった。


  　しかし、ソフィア隊長も並の女性騎士ではない。ランスは銀腕に弾はじかれたが、咄とつ嗟さに力をこめて、なんとかコルテスの脇わき腹ばらを抉えぐることに成功した。火花が散り、プレート・アーマーの装甲に大穴が開いて、鮮血が溢あふれる。コルテスの真横をソフィア隊長が駆け抜けていって、再び距離が離れる。


  「…………」


  　主武器を失い、牙馬フアングホースも自分も負傷したが──コルテスはまだ諦あきらめていなかった。手た綱づなを握り直して牙馬フアングホースを落ち着かせて、単身突撃を再開しようとしている。


  　しかし、戦争はこの直後に終わってしまった。


  



  　一度はコルテスに崩された国防騎士団ＯＮＤの騎兵旅団だったが、すぐに態勢を立て直し、ドワーフたちのニューマケドニア軍本陣へ突撃していた。さらにハンス・ロレンス中将は、コルテスの傭よう兵へい騎馬連隊は予備隊と指揮官護衛中隊だけで止められると判断し、遠えん隔かく通信装置で陸軍の騎兵旅団にも敵本陣への突撃を命じていた。ある意味賭かけだったが、中将はそれに勝った。ドワーフのバンデフ王が討ち死にしたという報せは、たちまち戦場のあちこちを駆け巡り、ニューマケドニア軍は完全に崩ほう壊かいした。


  「ここまでか……」


  　コルテスは、少し寂しげにそう言い残して牙馬フアングホースの首をめぐらせた。


  　ようやく、自分も逃げる気になってくれたのだ。正直、ありがたい、と思った。僕も、強襲部隊のみんなも、誰も追いかける気にはなれなかった。多少傷つけたとはいえ、牙馬フアングホースを殺すだけでも一苦労しそうだ。


  「とんでもないヤツだ……」


  　と、シナフィが半ば呆ぼう然ぜんとつぶやいた。僕も同感だった。
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   第二章　エルフェンクラング駐在武官


  



  
    １

  


  



  　ゴスティバル平原の戦いで、ニューマケドニア王国は事実上滅亡した。


  　手柄を立てたハンス・ロレンス中将は、国防騎士団ＯＮＤの団長に昇進。娘のソフィアは、特殊作戦群ＳＯＧの強襲部隊長と、騎士団副団長を兼務することに。


  　敵の生き残りは、地下組織化し「ドワーフ民族解放戦線Dwarf National Liberation Front（通称ＤＮＬＦ）」と名乗るようになった。僕たち国防騎士団ＯＮＤの特殊作戦群ＳＯＧにはＤＮＬＦ関連の対テロ作戦が増えて、忙いそがしい日々が駆け抜けるように過ぎていき、あっという間に一年──。


  　国防情報局ＤＩＡのサローヤンが起こした事件の影響で、僕は栄転なのだか左さ遷せんなのだかよくわからない扱いを受けて、在エルフェンクラング・メイトリア帝国大使館附騎士団武官──いわゆる駐在武官に就任していた。


  　駐在武官とは、外国にあるメイトリア帝国の施設に派は遣けんされた軍人のこと。エルフェンクラング政府の許可を受けた範囲で、情報収集や現地にいるメイトリア人の援助をするのが仕事だ。軍人であり、特殊な外交官の一種でもある。


  　そして僕はサローヤンのおかげで、駐在武官の地位だけでなく、素晴らしい恋人も手に入れることができた。


  　エルフ貴族の娘──フランカ・ジーフェルスだ。


  　僕は金で買った娼しよう婦ふを抱いたことはあっても、恋人はフランカが初めてだった。


  　フランカは、男性と経験を持つのは僕が初めてだったそうだ。


  　道理で彼女のお兄さん──エルフ族最高会議の議長を務める──ゲオルクが腹を立てているわけである。


  　ただ、僕とフランカはかなり異常な、そして緊迫した状況下で結ばれたので、落ち着いた状況で二人きりになって改めて見つめ合うと妙にそわそわしてしまう。初めて出会ったかのようにどぎまぎする。


  



  　エルフ族──特に女性は風呂好きだ。メイトリアの帝都ノアはサイフォンの原理を使った水道が整備されていて、お湯を沸かして体を洗う風習が確立している。地方の農民やドワーフ族などは川の水浴び程度ですませることも多いらしい。しかし僕が知る限り、エルフェンクラングのエルフたちほどよく風呂に入り、浴室に凝こる人々は他にいない。


  　メイトリア帝国大使館はエルフェンクラングの職人たちに建ててもらったものなので、彼らの感覚に従って設計されていた。こういった公共施設には、必ず大浴場をどこかに配置するのがエルフェンクラング流だ。


  　一日の公務を終えた僕は、疲れをとるため深夜にもかかわらず風呂に入っていた。大使館の大浴場ではなく、駐在武官専用の個室風呂である。豪華なことに、大使、副大使、駐在武官には専用の風呂が用意されている。


  　大使館の地下には大きなかまどがある。煙突のように上に向かって伸びる貯水槽を、直接熱することができる。余熱は、冬には床下暖房に転用可能という優れた構造だ。


  　浴室や浴槽には、水を吸わないように表面がぴかぴかになるまでやすりで磨かれた花か崗こう岩がん系の石材が使われている。桶おけや風ふ呂ろ椅い子すといった道具類は木製だ。植物油と海かい藻そうを焼いた灰が主成分の石せつ鹸けんで体を洗ってから、肩まで湯船につかる。


  「いて……」


  　昼間、仕事中にできたアザに熱湯が染しみた。


  　最近は、エルフェンクラング軍特殊部隊の訓練に付き合って様々な助言をするという、軍事顧こ問もんのような仕事が多い。こちらとしても彼らのテクニックを学べるので、駐在武官の仕事としては至し極ごく真っ当だが、その疲労は半はん端ぱなものではない。森林戦で、エルフと張り合うのは大変なのだ。


  　僕は「今は駐在武官だけど本当は特殊部隊の一員」だとばれているので、下へ手たなことをするとメイトリア軍全体がエルフたちに侮あなどられる可能性もあり、一瞬たりとも気を抜くことができなくて困る。演習でも木剣訓練でも、僕はトップクラスの成績を残すために必死だった。


  　コンコンと、浴室のドアをノックする男が聞こえたので、僕は「どうぞ」と湯船につかったまま答えた。その可愛かわいいノックの音には聞き覚えがあった。浴室の中にもじもじしながら入ってきたのは、僕の恋人──フランカだった。


  　髪は煌きらめく金色で腰まで長い。肌は降り積もったばかりの雪よりも白く、つぶらな瞳には海に似た深い青さをたたえている。全体的にスレンダーな体型なのに、胸やお尻しりは豊かで形がいい。浴室の外には脱衣場があるが、全ぜん裸らになるのは恥ずかしかったらしく、フランカは水着を着用していた。水着は薄い桃色で、面積の小さな布地が肌に軽く食い込んでおり、それが全裸より官能的な姿であることに彼女は気づいていない。水着は大陸南方の発掘文化の一つだが、今では全土に広まっている。


  「リョウト……今日もおつかれさま」


  「フランカも、いつも来てくれてありがとう」


  　身分違い、そして種族違いの恋愛はどんな文化圏でも歓迎されない。それがわかっているから、僕たちはなるべく目立たないように、人目を忍しのんで逢おう瀬せを重ねていた。大使館の浴室は色々と都合がいいのだ。


  「……背中を流そう」


  「うん」


  「リョウトは、今日も軍の連中に付き合わされたのか？」


  「たぶん、明日もだよ。まあ、書類仕事よりは楽しいからいいけど」


  　フランカは高貴な生まれで、気丈な性格だ。弓ゆみも使えるし、馬も乗りこなし、強力な魔法を使うこともできる。──でも、プライベートではとても献けん身しん的で、僕を喜ばせるためにいつも一生懸けん命めいだった。その初うい々ういしさも、欲望に正直なところも、すべてが愛いとおしい。僕も彼女を満足させることに夢中になった。


  　最初は雑談を交わしていても、いつの間にか僕と彼女は唇くちびるを重ねている。


  「ん……」


  「むっ……」


  　存分に感触を楽しんでから、唇を離す。フランカが「……ちょっと浴槽に腰かけてくれないか」と頼んできたので、なんだろうと怪け訝げんに思ったが言われた通りにした。「……っ！」すると信じられないことに、彼女は僕の前にひざまずいて、屹きつ立りつした僕の男性自身を舌を伸ばしてのみこんでいった。「あんっ……」いかにも耳みみ年どし増まな侍じ女じよから教えてもらっただけの、技術的には拙つたないものだったが、彼女が口による奉仕を自分からしてくれるというのが最高に嬉うれしかった。すぐに彼女もコツをつかんで、僕は余よ裕ゆうを失っていった。見下ろすとそこには、閉じた瞼まぶたにうっすらと興奮の涙をためつつ、頬ほおをすぼめて舌と喉のどを使うフランカの顔がある。


  　湯船につかって肌と肌を密着させて、愛を確かめる。美しい彼女が、僕との行為で壊れそうなほど乱れる姿に、軽い感動すら覚える。


  　僕は、退屈を持て余すとすぐに自分が生きていることすら忘れてしまう。何もかもがどうでもよくなってくる。そんな僕でも、全身の血液が沸ふつ騰とうしそうなほど楽しい瞬間──生を実感する瞬間が二つある。任務で戦っているとき、そしてフランカを抱いているときだ。


  　夢のように充実した日々だが、もちろん将来への不安は多い。僕はいつ本国に呼び戻されるのかわからないし、権力者である彼女の兄ゲオルクは僕の存在を露ろ骨こつに嫌いやがっている。そもそもエルフと人間では寿じゆ命みようが違う。『封印』の件もある。


  　エルフと人間のカップルが、過去に存在しなかったわけではない。ハーフエルフだって何人も、何十人も生まれている。そんなカップルがとる行動は昔から決まっていた。人間の寿命を延ばす方法を探す旅に出ることだ。


  　この大陸の辺境には数多くの遺跡や迷宮がある。そこを探索して不老長寿の魔法薬を見つけて、エルフの恋人と永遠の愛を誓ちかった冒険者の逸いつ話わは有名だ。僕がそんな美しいロマンスの登場人物のように上う手まくやれるかどうかはわからないが、試ためしてみる価値はある。


  　僕はもう、フランカ以外の女性のことは考えられなかった。そのことを親友──ウーゴ──に話したら、「付き合い始めは誰だって熱くなるもの。恋愛もそのうち落ち着く。一生を棒に振るな」と冷静な忠ちゆう告こくをされた。一理はある。でも、それがたとえ世界一の預言者の忠告だろうと、僕の家族からの忠告だろうと──自分の人生は自分で決める。後悔しないように、やりたいようにやる。


  　行為が一段落して、僕とフランカは力をこめて抱きしめ合った。


  「リョウト……いつまでも一緒にいて……」


  「大丈夫。死んでも離さない」
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    ２

  


  



  　翌日、僕はエルフェンクラング国軍の演習場に呼ばれた。


  　ここは緑の森に囲まれたエルフェンクラングの首都──ノルトヴァルト。メイトリア帝国の帝都とちがって、レンガ造り、石造りの高層建築物は政府関係施設くらいで、市民のほとんどは木造の質素な建物で暮らしている。人間の街は平原に作り、城を中心にして発展していくことが多いが、ノルトヴァルトは森林を上う手まく利用している。壁や門の類たぐいを極力減らし、かわりに木々がその役目を果たしているのだ。


  　エルフェンクラング国軍の演習場は、ノルトヴァルト中心部に位置する大使館から馬で二〇分程度。駐在武官は大使館の公用馬を使い放題なのでとても便利。国軍司令本部に隣接した場所で、広い空間が高い柵さくで囲まれている。エルフェンクラングの国土は森林が占める割合が多く、演習場でも緑が目立つ。この国の兵士は、森林ゲリラ戦の技術を徹底的に叩たたき込まれる。様々な戦闘を訓練するために、演習場の敷地内には湿地帯や市街地も再現されていた。


  　演習ではすでに、エルフェンクラングの国軍特殊コマンドKommando Spezialkrafte（ＫＳＫ）の一個中隊一〇〇名ちょっとが整列していた。ＫＳＫの最精鋭部隊、第一中隊。指揮官は、賢者会議の代表でもあるフランカの兄──ゲオルク・ジーフェルスだ。


  　ゲオルクは均整がとれた体の持ち主。運動神経が発達していそうな精せい悍かんな顔つきの美青年で、双子というだけあってフランカによく似ていた。


  「きたか……」


  　と、冷たい視線を僕に向けてくる。いきなり居心地が悪い。


  「今日もメイトリア帝国の駐在武官どのがおこしだ！」ゲオルクが凛り々りしい声で部下たちを奮ふるい立たせる。「訓練とはいえ、みっともないところは見せられんぞ！　腕に自信があるものは、駐在武官どのに稽けい古こをつけてもらえばよろしい！」


  　──やっぱり、ずいぶんと嫌われている。格上のゲオルクがわざわざ「駐在武官どの」なんて言うのはかなりいやらしい。確かに僕は特殊作戦群ＳＯＧの中でもトップクラスの部隊に配属されている。精鋭だ。だが、他国の特殊部隊に稽古をつけられるほどの腕かというと自信がない。そもそも、人にものを教えるなんて向いていない。僕は知らない人間と話すのはあまり得意ではないし、人前で目立つのも嫌いやだ。


  　ゲオルクが僕に歩み寄ってきた。


  「相変わらずの間抜けヅラだな、駐在武官どの」


  「その『駐在武官どの』ってやめてもらえませんか？」


  「じゃあどう呼べばいい？」


  「僕はリョウト・アマザキです。あとはお好きなように」


  「じゃあ『野良犬リョウト』とでも呼ぼうか。それとも『帝国の犬』がいいか？」


  「…………」


  　さすがに僕も憮ぶ然ぜんとして立ちつくしていると、ゲオルクが訓練用の木剣を二本投げ渡してきた。いつも使っているハンガー、そしてパリーイング・ダガーとほぼ同じ長さだ。


  「一対一の木剣試合でお前に勝った隊員はまだいなかったな？」とゲオルク。


  「確かそのはずです」僕は木剣を軽く振り回して具合を確かめる。国防騎士団ＯＮＤの威信が肩にかかっているので、たとえ訓練でも負けられない。


  「ＫＳＫ第一中隊で一番の使い手が休きゆう暇かから今日帰ってきたところだ。相手してやってくれ」


  「……まあ、いいですけど」


  「ニコレッテ！」と、ゲオルクが、中隊で一番の使い手とやらの名前を呼んだ。「ニコレッテ・ヴァイツゼッカー！」そして僕の前にやってきたのは、エルフの女性兵士だった。濃い小麦色に肌が日焼けした──砂漠デザートエルフ族だ。


  　エルフといっても、その中にはたくさんの種族がおり、宗教や言語も異なることがある。そのあたりの事情は人間と変わらない。砂漠デザートエルフはその名前通り、昔から乾燥した地域を好んで暮らしてきた種族で、森のエルフと比べて魔法はほんの少し苦手だが運動能力に優れている。


  「お呼びですか、ゲオルク様」


  「ニコレッテ。駐在武官の腕がエルフェンクラングで鈍なまったと言われないように、木剣訓練の相手をしてやってくれ」


  「……承しよう知ちしました」


  　その女性は、いかにもエルフらしい薄着だった。露ろ出しゆつ度の高い革かわのボディスーツに、極めて短いスカートを組み合わせている。大きな胸が、スーツの締めつけに抵抗してはちきれんばかりだ。脚も長く、プロポーションは抜群。


  　純粋な視力矯きよう正せい用か、それとも魔法の道具なのかはわからないが、縁の細いメガネをかけている。知的で整った顔立ち。鼻び梁りようは高く、くっきりとした二ふた重え瞼まぶた。ショートヘアで、白っぽい銀髪だ。


  　ニコレッテ・ヴァイツゼッカー──なんというか、エルフェンクラング人らしい大おお袈げ裟さな名前だと感じた。それとも、エルフたちにとってはわりと普通の名前なのだろうか。


  　僕とニコレッテは、それぞれ訓練用の木剣を持って試合場に移動した。試合場といっても、円形に土が盛られただけの簡単なものだ。


  「ずいぶんとゲオルク様に嫌われているようですね」


  　ニコレッテが話しかけてきた。


  「なんででしょうね……」


  　僕はとぼけた。理由はわかっている。フランカだ。


  「噂うわさは聞いていますよ……噂は」とニコレッテ。「ここの駐在武官になる前は、メイトリア帝国の国防騎士団ＯＮＤ、特殊作戦群ＳＯＧのエースだったとか。隻せき眼がんの二刀流。フランカ様の命を守って、ゲオルク様に目をつけられている……」


  　その程度の噂は、僕たちがどんなに隠しても広まるのは止められなかった。躍起になって否定すると逆効果なので、曖あい昧まいな笑みを浮かべて受け流しておく。


  　砂漠デザートエルフのニコレッテは、体に一切のたるみがなく、手足の筋肉は引き締まっていて、いかにも強そうな気配を漂わせていた。彼女が持っている木剣は、両手持ちの大剣を模したものだった。


  「メイトリア帝国駐在武官、リョウト・アマザキ中ちゆう尉い。お手合わせ願おう」


  「エルフェンクラング国軍特殊コマンド、第一中隊上級准じゆん尉いニコレッテ・ヴァイツゼッカーです。よろしくお願いします」


  



  　僕とニコレッテが訓練試合を始めると、他の兵士たちがぐるりと輪を作って見物を始めた。メイトリア帝国の特殊部隊のレベルを見極めようとしているのだ。


  「！」


  　ニコレッテの打ちこみは鋭かった。木剣の切っ先が僕の頬ほおをかすめて、いきなり皮ひ膚ふが裂けて少量だが血が噴き出した。彼女は普段、もっと重い武器を扱い慣れているのだろう。実に無駄のない、軽やかな動きだった。


  　僕もすかさず、右の木剣で打ち返した。現在僕の二刀流は、右は攻撃用、左は防御用に使うことが多い。ニコレッテは素早く大きめの木剣を中段に戻し、守りを固めた。ゴッ、と木剣同士がぶつかる乾いた音が響く。あまりに隙すきがなかったので僕は正攻法を諦あきらめて、思い切り身を低くして斜め前方に転がった。僕の木剣はやや短めなので、軽業師的アクロバテイツクな動きが可能なのだ。跳びこみ前転でニコレッテの側面をとり、右の下段後ろ回し蹴げりを繰り出す。彼女の両足を一気に払って倒す。


  　よし、と僕は心の中だけで喜んだ。彼女を地面に倒したから、あとは上から攻めれば楽勝だと思ったのだ。ところがニコレッテは、倒れたまま手元で木剣を回転させ、僕を近づけなかった。そこからさらに踊るように両足を振り回し、自分自身も横に回転しつつ、ほんの一瞬で立ち上がって木剣を構え直している。


  「さすが、あの有名な特戦群の強襲部隊だ。並の腕じゃありませんね」


  　彼女が言った。とても楽しそうだった。


  「そっちも。エルフはこういう野や蛮ばんな接近戦は苦手かと思ってけど、間違いだった」


  　こっちも楽しい。僕を熱くするのは、フランカと激しい戦闘──この二つだけ。


  　ニコレッテが踏み込んできたので、僕は左の木剣で彼女の斬ざん撃げきを後方に受け流しつつ、右の木剣で胴を打とうとした。しかし彼女は瞬時に僕の意図を察し、後方に跳び退のいて大きく間合いをとる。なかなか自分のペースでやらせてもらえない。


  「二人とも、そこまで」


  　せっかく盛り上がってきたのに、ゲオルクが試合を止めた。僕とニコレッテは、ほぼ同時にぴたり、と動きを止める。彼女が僕を見つめる目に何か異様なものを感じたが、その正体まではつかめなかった。


  「そっちに、来客だ」


  　と、ゲオルクは僕のほうを指さす。──来客？


  　軍馬に乗って演習場にやってきたのは、ソフィア・ロレンス大佐だった。


  　国防騎士団ＯＮＤ副団長、そして強襲部隊チーム２の隊長を兼務。僕のボスだ。駐在武官に就任しても、僕の軍ぐん籍せきはもちろん強襲部隊にも残っている。


  　それにしても、ソフィア隊長も帝都で忙いそがしいはずなのに、こんなところまでわざわざ本人がやってくるなんて異例のことだった。彼女は元騎士団長の娘であり、現在の騎士団長代理が引退すれば、次期は団長候補となる。多た忙ぼうな重要人物なのだ。


  「どうも、隊長。お久しぶりです」


  「よう、駐在武官どの」


  「……その呼び方やめてくださいよ」


  「すまんすまん」


  「わざわざエルフェンクラングまで、どうしたんですか？」


  「その話は……あとだ。私はゲオルクや軍のお偉いさんと話があるんでな」


  「…………」


  　ソフィア隊長の言葉に、僕はなんだか嫌いやな予感がした。メイトリア帝国の軍人が、エルフェンクラングの重要人物たちと何やら密談を進めようとしている。


  



  　演習を早めに切り上げて、僕は大使館まで戻った。ここには政治的な情報が集まりやすいし、何か動きがあるのなら自室に待機しておきたい。しかし大使館の職員たちはいつもと同じ平常勤務そのもので、ソフィア隊長の訪問を知っている人間さえ一人もいなかった。


  　僕が廊下を歩いていたら、フランカが「リョウト」と駆け寄ってきた。


  　二人きりでいると関係を疑われるだろうが、僕たちはあまり気にしていない。すでに噂うわさは流れているのだ。


  「どうしたの、フランカ？」


  「お前の上じよう司しがこの国にやってきたらしいな」


  　さすが有力者の妹だ。下へ手たな政府関係者よりも耳が早い。


  「うん。さっきちょこっとだけ挨あい拶さつした」


  「私の兄や、エルフェンクラング国軍の将軍たちと極秘会議をやっているらしい。……なんだか嫌な流れじゃないか？」


  「嫌な流れ……まあ、確かに」


  「一番妥だ当とうな線は……」と、不安げにフランカ。


  「この国で、何か軍事行動を起こす……とかかな」


  　もしそうなれば、当然僕も巻き込まれるはずだ。


  「前回のサローヤンの一件がからんでいる？」


  　ソフィアの推測に僕はかぶりを振って、


  「そこまではわからない……とりあえず、次の動きが起きるまで待とう」


  「リョウト……私の前から消えたりしないよな？」


  「そんなことになったら、僕は軍を辞める覚悟だよ」


  　僕は言った。本音だった。僕には愛国心があり、仲間たちのことも大事に思っている。命をかけて戦って守ってきた国だ。帝国の領内では僕の母も妹も暮らしている。──それでも、フランカのこととなると話は別なのだ。軍を辞めても、メイトリア帝国のために働くことはできる。だが、フランカとは別れてしまえばそこまでだ。身分も種族も違うこの恋は、一度手を離しただけで遠くに去ってしまいそうな気がしていた。


  　──結局、この日はソフィア隊長は大使館に来なかった。エルフェンクラング高官たちとの話し合いが長引いているのだ。
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  　そして僕は──料理をしている。趣味というほどのものではないが、時間をつぶす方法としてはかなり好きなほうだ。僕はちまちまとした作業は得意だし、普段から料理をしていれば任務でも意外なところで役に立つことがある。食べることはありとあらゆる活動の基本だ。


  　大使館の台所を借りた。血抜きされたウサギを買ってきて、足首からナイフを入れて一気に皮を剥はいだ。サバイバル訓練でもウサギはよく調理するので、慣れている。余計な場所を傷つけないように慎しん重ちように内臓を取り出し、念入りに水で洗うと、ウサギはまるで別の生き物のようになった。


  　部位ごとに切り分けて、食べやすいサイズに。ウサギの骨は意外と硬いので、何か嫌いやな手ごたえがあったら無理はしない。ガーリックや玉ねぎと一緒に肉をいためてから、赤ワインでじっくり煮込んで臭くさみを消しておく。メインディッシュ、ウサギ肉の赤ワイン煮込みが完成。


  　他にも、僕は血抜きずみの豚レバーも用意していた。牛乳を使って臭みをとり、黒くろ胡こ椒しようや玉ねぎで味を調ととのえ、ペースト状にする。豚のレバー・パテ。これをパンに塗って食べると最高に美う味まい。酒に合う味だ。


  「いい匂い……」


  　一人の食事は味気ない。僕は、夕食時間にフランカを招待しておいた。


  「フランカ、ちょうどよかった。いま、おなかはすいてる？」


  「うん」


  「じゃあ、召めし上がれ」


  　僕は自分の部屋まで料理を運んで、テーブルの上に並べた。飲み物は、グラスに注いだ赤ワイン。椅い子すを引いて彼女を座らせてから、僕も食卓の席につく。


  「頬ほおに傷が……」


  　急に彼女が、驚いたように目を見開いた。


  「ああ。昨日、演習場の訓練でニコレッテ・ヴァイツゼッカーっていう女性兵士にちょっとだけ切られた」


  　昨日もフランカとは顔を合わせているが、あのときはソフィア隊長の訪問で動揺していたので気がつかなかったのだろう。


  「ニコレッテ……？」


  　フランカが眉み間けんにしわを寄せた。


  「知ってる人？」


  「砂漠デザートエルフのニコレッテだな」


  「そう、その人。凄い強かった。フランカの友達？」


  「ニコレッテの父は……私の護衛兵だったんだ」


  「…………」


  　過去形だった。


  「例の、私が拉ら致ちされた戦いで、彼女の父はサローヤンの手先に殺されている」


  



  　フランカは知らないが、彼女を拉致したのは僕たちの部隊だ。──ということは、彼女の護衛兵を殺したのも僕たちということになる。僕は思い出す。頭の中でカウントする。あの襲撃作戦で殺したエルフの数は一二名。その中に、浅黒い肌の砂漠デザートエルフがいたのだろうか？　殺した護衛兵の肌の色まで覚えていない。ひどい話だとは思うが、殺した相手の顔なんて滅多に気にしないものだ。でもたぶん、僕が覚えていないだけで、護衛の中にはニコレッテの父がいた。そして無残に死んだ。


  　死人に対して失礼なことはあまり言いたくないが、ニコレッテの父は彼女ほど腕がよくなかったのだろう。


  　僕は平静を装よそおった。胸の奥に、鋭いトゲのような罪の意識を感じた。僕が殺した敵にも、家族がいる。そんなのはわかりきっていたことで、兵士になった以上はすべて背負っていく覚悟だった。こっちが殺される可能性もあった。ここは非情な世界だ。プロの世界は恨うらみっこなしだろう。──そうはいっても、いざこうして自分が尊とうとい命を奪った現実を突きつけられると、多少の動揺は禁じえない。


  　事件の真実をニコレッテが知ったら、僕たちに復ふく讐しゆうしようとするかもしれない。そのとき僕は、彼女と戦えるだろうか？　僕の料理を食べて、フランカが「リョウトはすごいな……」と笑みをこぼしている。それだけが、気分が落ち込んできた僕の救いだった。


  



  　──それからしばらくして、護衛も連れずにソフィア隊長が大使館の裏口の戸を叩たたいた。人目を避けての移動には、当然理由があるのだろう。「大使館の会議室に案内しましょうか」僕がそう提案したら、隊長は「いや、お前の部屋でいい。他に誰かいるか？」と訊きき返してきた。


  「フランカが。食事中です」


  「彼女なら、同席しても大丈夫だ。ところで、私も腹が減っているんだが……」


  「ウサギと豚レバーのパテが。たっぷり作ったんで、量には余よ裕ゆうがあります」


  「美う味まそうだな。もらっていいか」


  「僕の料理が隊長の口に合う自信がありません。材料も安物ですし……」


  　ソフィア隊長はエリートで、裕福な家の生まれだ。きっと僕のような庶しよ民みんとはまったく違う食生活を送ってきたはずだ。彼女の味覚を想像することができない。しかしそんな僕の不安を見み透すかしたかのように、隊長は屈託なく笑う。


  「ウサギも豚レバーも大好物だよ。いただこう」


  「はい」


  「っていうか、お前が料理したのか。フランカじゃなく」


  「はい。手を動かしていると気持ちが落ち着くので」


  「お前はいい夫になりそうだな」


  「ですかねえ」


  　部屋に入って、フランカと短い挨あい拶さつを交わし、ソフィア隊長は僕が作った料理を食べ始めた。「美う味まい！」と隊長。本当に腹が減っていたようだ。フランカは、色々な意味で隊長のことを警戒していた。騙だまされていたとはいえ、サローヤンが立てた作戦の指揮を隊長がとっていたのは事実だ。


  「いい知らせと悪い知らせがある。どっちから聞く？」


  　食事が一段落したところで、ソフィア隊長はそう話を切り出した。


  



  「じゃあ……いい知らせから」


  　僕は辛つらいことほど後回しにする。


  「昇進だ」と、ソフィア隊長は新しい階級章をテーブルの上に置いた。星が三つついた鷲わしが浮き彫りにされた金属のプレートだ。「国防騎士団ＯＮＤ中ちゆう尉いから大尉に。駐在武官なら少佐くらいの階級があったほうがいいが、大尉ならまあ一応の格好はつく」


  　平民出身の将軍まで出てきた陸軍と違って、国防騎士団ＯＮＤで一般庶しよ民みんが出世するのは難しい。貴族以外だと、最も出世した人間でも中佐まで。その階級だと指揮できるのは連隊が限度だ。それを考えると、士官学校を出ていない僕が大尉というのは、魔法も使えるスペシャル・オペレーターだということを考慮しても大した出世だ。歩兵学校ＳＯＩ出のキャリアは、普通なら准じゆん尉いで止まる。


  　それがわかっていてなぜ国防騎士団ＯＮＤにたくさんの「庶民」がいるのかというと、やはりまず給料や待遇の良さ。それに、可能性はとてつもなく低いが、戦場で大きな手柄を立てればどんなに身分が低くても騎士の叙じよ勲くんを受けることがある。自由騎士や冒険騎士、契けい約やく騎士ではない──「本物の騎士」になれることの価値は計り知れない。たとえば「ゴスティバル平原の戦い」で、僕が銀腕のコルテスを仕留めていれば──。


  「ありがとうございます。隊長の推すい薦せんがなければこうはならなかったでしょう」


  「私も少将に昇進する」


  　少将以上はいわゆる将軍格だ。


  　女将軍という言葉の響きに、僕はロマンと感動を覚える。


  「いよいよ旅団指揮官ですね」


  「今は、旅団よりも少数精鋭の特殊部隊を仕切っているほうが楽しいけどな」


  　特殊部隊は所属する兵士の数は少ないが、その任務の難しさから、かなり階級が高く実績もある指揮官が求められる。


  「もしかして、悪い知らせっていうのは強襲部隊の再編成ですか？」


  「再編成はいずれやるよ。欠員も補充しなきゃいかんし、強襲部隊チーム２には新しい隊長が着任するだろう。だが、悪い知らせは他にある」


  「……なんですか？」


  　僕のことを心配しているのだろう。緊張の面おも持もちでフランカが訊たずねた。


  「リョウトに新たな任務だ。……イレギュラーになる」


  　そう言って、ソフィア隊長は少し申し訳なさそうに瞳を曇くもらせた。


  　メイトリア帝国の特戦群でイレギュラーといえば、非正規作戦イレギユラー・オプスのことだ。大っぴらにはできない極秘作戦で、少人数で実行し、ほとんどの場合通常任務よりもはるかに危険度が高い。
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  「エルフェンクラングの北隣に、マルランダ王国がある。メイトリアとヴォルコフの間に挟はさまれた小国にすぎなかったが、周辺のストロベリー・リパブリックを植民地化、あるいは完全に併へい合ごうして急速に勢力を伸ばしつつある」


  　ソフィア隊長がストロベリー・リパブリックという単語を使ったので、フランカが「むっ」と眉まゆをひそめる。その単語が、人間以外の種族を馬鹿にした意味だと知っているからだ。蔑べつ称しようを使ってしまったことに気づいて、隊長は「あ、すまん」と小さく頭を下げた。


  　隊長は説明を続ける。


  「現在、マルランダは魔女に支配されている。


  　その名はフレデゴンド。


  　かつてはアキバルド・マルランダ王の愛人だったが、陰いん謀ぼうと暗殺で女王の地位を手にした。とてつもない美び貌ぼうを武器に凄腕の傭よう兵へいを何人も雇やとい入れて、軍の力を強化。高い税金と初夜権で民衆を苦しめている」


  「初夜権？」


  　フランカが首を傾かしげた。


  「国民が結婚したら、領主がその花嫁を一晩強ごう姦かんする権利を得る──そんな法律だ。魔女フレデゴンドは、初夜権を餌えさにして臣しん下かを操あやつっている。処女、花嫁を好きにできる法律を定めた女王に感謝しない貴族はいなかったという」


  「むちゃくちゃだ！」


  　フランカが、驚きと怒りが混ざった大声をあげた。僕も同感だった。


  「なにしろ隣だ。マルランダの話はたまに耳に入ってくるが、そこまでひどいことになってるとは……」


  「大使館に来る前に色々と話し合ってきたんだが、ゲオルクはマルランダの現状をほぼ正確に把は握あくしていた。あえてフランカには隠しているんだろう」


  　兄の名前が出てきて、フランカは少し悲しそうにうつむいた。「…………」ゲオルクは過保護な上に妹を子供扱いすることが多く、いつだってフランカを悩ませている。


  「高い税金と初夜権だけじゃない。敗戦でマルランダ王国に併へい合ごうされたヴァンダル国は、生き地じ獄ごくと化しているそうだ。男たちは、逃げられないように右足の膝ひざをハンマーで砕かれてから、死ぬまで鉱山で働かせられる。一部の女たちは、マルランダの兵士たちにいつでもどこでも体を提供できるように下着をつけることを禁止されている」


  　敗北したヴァンダル王家の人間は、残ざん忍にんな公開処刑でみな殺しにされた。七〇近い高齢のヴァンダル王は特に念入りに殺されたという話だ。


  「マルランダ王国は、ヴァンダル国の他にも北方の主要交易路を占せん拠きよした。毎月数千、数万という隊商が行き交う交易路の集中点──人呼んで『動脈回廊』も、がっちり押さえられている。このままにしておくのはまずい。しかし正面からマルランダに戦争を仕掛ければ、ヴォルコフ大公国につけこまれるかもしれない……」


  「そろそろ話が見えてきました」


  　僕は言った。


  「非正規作戦イレギユラー・オプスは、マルランダの魔女を暗殺することですか？」


  [image: ]


   幕間　マルランダの魔女


  



  　マルランダ王国は、領土は狭いが強力な軍隊を持つ。


  　国土には湿地帯が多く、旅人の道は入り組んでおり、そのため交易の重要地点が一か所に集まりやすい。しかし、マルランダを迂う回かいして周辺の国々が交易を行おこなうことは、西に広がる巨大な湖みずうみと、東にそびえ立つ旧ヴァンダルの険しい山岳地帯のためにほぼ不可能。交易の重要地点に関せき所しよを置き、通行税や荷物税をとるだけで、外国の商人からも多額の税収を得ることができるのだ。そうやってためこんだ豊富な金銀が、マルランダ王国を軍事強国たらしめている。


  



  　マルランダの王都は、アルモニアという。大量破壊系魔法に対応するために、古い城壁に石造の稜りよう堡ほを追加することで要よう塞さい化している。人口の多い大都市だが、高い税金のためにあまり活気はない。街中には勾こう配ばいのきつい坂道が多く、整然と並んだ灰色の建物からは「魔女」の統治を嘆なげく陰いん鬱うつな気配が漂ってくる。


  　都市の中心部には、様々なイベントに使われる広場があるものだ。アルモニアも例外ではない。今日の王城前の広場は、大勢の人でごった返していた。こんなに人が集まる催もよおしものといえばやはり、祭り、定期市──そして公開処刑だ。


  



  　広場の真ん中に、材木を組み合わせて作った高こう楼ろうがあった。そこには金の刺し繍しゆうが施ほどこされたリネンの布が被かぶせてあり、外観を立派に見せていた。


  　高貴な身分の人間が移動に使う豪ごう奢しやな天てん蓋がいつきの御み輿こしが、高楼の上に鎮ちん座ざしていた。護衛の兵士たちが蟻ありの這はい出る隙すき間まもないほど厳重に警護したその御輿の中には、ヤギの柔やわ毛げを使った高級毛布が敷いてあり、魔女と呼ばれる女がだらしなく寝そべっていた。


  　マルランダの魔女──女王フレデゴンドだ。


  　現在、マルランダ王国はフレデゴンドが独裁統治している。かつてはアキバルド・マルランダ王の愛人だったが、陰いん謀ぼうと暗殺で女王の地位を手にした。


  「…………」


  　人を惑まどわす妖よう美びの持ち主である。悟りきったような、生きることに飽あいたような──とにかく退屈しきった表情に独特の魅力がある。匂やかな眉まゆ、鮮やかな唇くちびる──。煌きらめく金色の髪を左右に分けて肩の下まで垂たらし、ダイアモンドを惜しげもなくいくつもはめたティアラを額ひたいにつけている。


  　すらりとした長身の肢体を包むのは、胸と股こ間かんを隠すだけの黒いスリングショット──Ｙ字型の淫みだらな衣装だけだ。少ない布地からこぼれそうな乳房が、肉体的な快感をそそる。顔も体も、すべてのバランスが完かん璧ぺきに近い。高貴な身分とは思えない邪じや悪あくな目つきが、より一層その悪魔的な官能を強調していた。


  　高楼の上には他にも、フレデゴンドが高額の給料──あるいは、その肉体で直接──で雇やとっている契けい約やく将軍、契約騎士たちがいる。「傭よう兵へいあがり」の高官たちである。倫りん理りやモラルには欠けているが、人並み外れた凄腕ばかりがそろっている。


  　フレデゴンドは、柵さくで囲まれた公開処刑場にけだるげな視線を送っていた。処刑場には、全ぜん裸らの中年男性が数十人、後ろ手に拘こう束そくされた状態で立たされている。怯おびえきった彼らは、マルランダを捨てて他国に逃亡しようとした農民たちだった。


  「どうか……お慈じ悲ひを……！」


  　農民の一人が大声で叫んで、処刑場を見張る武装した兵士に殴なぐられた。


  「何がお慈悲だ。厚かましい」


  　と、フレデゴンドは御み輿こしの中でつぶやく。


  　現在マルランダ王国は国家予算の四割を軍事費につぎこんでいる。こんな無茶な財政を支えるのは、国民の犠ぎ牲せいにほかならない。もしも国外への逃亡を許せば、歯止めが利きかなくなるのは目に見えている。残ざん酷こくな見せしめ処刑を行おこない、恐怖で言うことを聞かせるのが最も合理的な判断だった。恐怖を、恐怖を──！　中途半はん端ぱな恐怖ではだめだ。反抗する心を根こそぎ奪うほどの恐怖を！


  「布袋をかぶせい」


  　フレデゴンドが命令を下した。すぐにその言葉を女王の親衛隊長が復唱し、死刑執行人たちが実行する。


  「！」


  　執行人たちは震ふるえる農民たちに、体がすっぽり丸ごと入るような布袋を上から覆おおいかぶせた。暴れる農民たちの動きを封じるために、袋の口を足首のあたりで厳重に紐ひもで縛りつける。そうなってしまったら、あとはもぞもぞと芋いも虫むしのようにうごめくことしかできない。


  「油」と、フレデゴンド。


  　布袋を被かぶせて縛った農民たちを転がして横に並べてから、執行人たちは樽たるに入った油を振りかけていった。視界はふさがっていても、べとつく油をかけられたことくらいは肌の感触でわかる。次に起きることが容よう易いに想像がついて、農民たちはくるったようにのたうち回るが、袋がごそごそと上下するだけだ。


  「火を」


  「んー！　んー！」


  　執行人たちが、松たい明まつで布袋に火をつけた。油にまみれているので、火の回りが早い。一瞬で燃えあがり、肉が焦こげる嫌いやな臭においが周囲に広がる。金切り声の悲鳴があがり、数十人が炎の踊りを披ひ露ろうする。


  　広場に集まったアルモニアの市民たちは、フレデゴンドを恐れるあまり、精神の均きん衡こうを崩した人々だった。あまりに日々の生活が辛つらいので、残酷な公開処刑を心の底から楽しめるほど心が歪ゆがんでいたのだ。


  　しかし、それとは対照的に──。


  「あんまり面白くないな……」


  　この処刑を思いついた本人、フレデゴンドは冷めていた。


  「布袋に油……思いついたときは、いい余興になるかと思ったのだが」


  「あの農民たちの子供はいかがいたしましょうか」


  　と、親衛隊長が訊たずねた。


  「子供を殺すのはかわいそう」初めて、フレデゴンドの顔に憐れん憫びんの情が浮かんだ。「国営の孤児院に入れて、職業訓練を受けさせてあげなさい」


  　フレデゴンドが変わっているのは、恐ろしく残ざん忍にんで逆らうものには容よう赦しやしないのに、子供にだけは慈じ悲ひを見せることだった。子供や、犬や猫といった小動物と遊んでいるときには、魔女と恐れられる彼女が屈託のない微笑ほほえみを見せる。そんな光景を目撃してしまった関係者は、フレデゴンドの二面性に首を傾かしげて戸と惑まどうしかなかった。
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   第三章　ウイスキー・ハンティング
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  「そろそろ話が見えてきました。非正規作戦イレギユラー・オプスは、マルランダの魔女を暗殺することですか？」


  「ことはそう単純じゃない」


  　ソフィア隊長は頬ほお杖づえをついて難しい顔をした。


  「トップを殺してマルランダを無政府状態にしても意味がない。政治的空白は経済活動を停止させ、他国に介かい入にゆうの隙すきを与える。魔女──フレデゴンドを殺すのは決定事項だとして、重要なのはその後の政権をどうするかだ」


  「どうするんですか？」


  　僕は話の先を促す。


  「ここから先は極秘事項だ。実は、ヴァンダル王家にはたった一人生き残りがいる。その生き残りを心の頼りにして、地下抵抗組織が活動しているんだ」


  　心なしか、ソフィア隊長は声を小さくした。


  「まず、少数の精鋭部隊を非合法諜報員ＮＯＣとして特別編成。国防騎士団ＯＮＤ、帝国陸軍、エルフェンクラング国軍の合同作戦だ。──そのＮＯＣ部隊は、正体を隠して密ひそかにマルランダ王国に潜入。現地の地下抵抗組織と協力して、彼らのクーデターに協力する。


  　女王フレデゴンド、そして主要な貴族の暗殺。公的機関の占せん拠きよ。すべてが上う手まくいったあかつきには、ヴァンダル王家の生き残りがマルランダの王位につき、新政府、メイトリア帝国、エルフェンクラングで交易路の利り益えきを分け合うことになる」


  　慈じ善ぜん活動のために行おこなわれる戦争は存在しない。どんなに人々が苦しんでいても、メイトリア帝国に利益がなければこんな作戦が立案されることはなかったろう。メイトリアとエルフェンクラングの関係は良好ではない。それでも共同作戦が成立してしまうのは、それほどマルランダがやばいということか。


  「で、その特別編成の精鋭部隊についてだが……」


  　ここで、隊長──ソフィア少将は意味ありげな苦笑を浮かべた。


  「今までの実績から、特戦群の強襲部隊チーム２が中心になるのが自然だろう、という話になった。そもそもこの作戦を立案したのも私だしな。このチーム……つまりお前たちに、エルフェンクラングのＫＳＫから一人、帝国の魔術師戦闘団ＭＣＧから一人、ニューマケドニア占領統治軍の対テロ特殊部隊から一人、合計三人が応援にくわわる。そしてさらに陸軍調査部のバックアップがつく」


  「調査部？」


  「リカルド中佐」


  「ああ」


  　納得した。リカルド・アイアンハイド。あの人にはサローヤンとの戦いで命を助けられた借りがある。ちょっと挨あい拶さつしただけでも、ただものではないことがわかった。リカルド中佐の温和な表情の奥には、目的のためなら手段を選ばない修しゆ羅らが潜ひそんでいる。


  「どうだ、リョウト。やってくれるか」


  「……断ったら、どうなりますか？」


  「帝国に対する背信行為だ。駐在武官の地位を失うだろう」


  「じゃあ……やるしかないですよね」


  



  　今後の予定を軽く打ち合わせしてから、ソフィア少将は大使館のゲストルームに向かっていった。僕の部屋で、フランカと二人きりになる。


  　なるほど。少将がわざわざこの国までやってきたわけだ。この作戦を成功させるためには、エルフェンクラング‐マルランダ国境近辺に拠きよ点てんが必要だ。逆にいえば、エルフェンクラングの支援なしでやり遂とげるのは不可能に近い。そのあたりの細かい条件や作戦後の利り益えき分与に関する契けい約やくを、ソフィア少将が今日まとめてきたのだ。


  「マルランダ王国に、行くのか……？」


  　フランカが訊きいてきた。


  　僕はうなずき、


  「……うん。ごめんね」


  「ずっと私の側そばにいるんじゃないのか」


  　そう言ったフランカは少しすねて、同時に悲しみを覚悟したような表情だった。


  「もちろん。必ず生きて帰ってくる。駐在武官としてきみとずっと一緒にいるためにも、行かなきゃいけない」


  「リョウト……」


  「それに……たぶんこれは、必要な任務だ。ただ駐在武官の地位が惜しいだけじゃない。フランカを拷ごう問もんしたときとは違う。意義を感じる」


  「マルランダは、いずれこのエルフェンクラングにも侵しん攻こうしてくるんじゃないかという噂うわさがある。それに、人々が苦しんでいるのならなんとかするべきだと思う。だけど……それがリョウトの任務になると、辛つらいんだ」


  「『誰かがやらなきゃいけないこと』が、今回はたまたま僕たちに回ってきた。それだけのことなんだよ」


  　僕だって死ぬのは嫌いやだし、ほんの一瞬でもフランカからは離れたくない。だが、マルランダを放っておけばいずれもっと大きな災さい厄やくになりそうな予感があった。


  「私は族長の妹なのに、ひどい性格だ。見知らぬ人間がどうなろうと、リョウトさえ無事ならそれでいいと考えてしまう……」


  「いいんだ。立場が逆なら僕もそう考えるはずだ」


  　フランカが抱きついてきた。唇くちびるを押しつけてくるので、僕も唇で応える。彼女の水すい晶しようのような瞳から、ごく少量だが涙がこぼれた。出会った時代が悪かった。僕たちの人生には、常に死と戦いがつきまとうさだめだ。


  　ランプを消した。闇やみの中、僕たちの荒い息いき遣づかいが響く。フランカの大きな柔やわらかい胸を揉もみしだきながら、彼女をベッドに押し倒した。彼女の服を剥はぎ取り、僕も全裸になる。女の子をぎゅっと抱きしめるだけで、信じられないほど気持ちいい。僕たちは汗を流して絡からみ合う。命と存在を確かめるかのように、僕たちは互いの体をむさぼり合う。彼女の内側で、僕の快感が弾はじける。
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  　翌日、僕とソフィア少将は公用馬で旅立つことになった。すぐに戻ってくるだろうが、久しぶりにフランカから離れることになる。しばしの別れを惜しみつつ、ノルトヴァルトの城門でフランカが見送ってくれた。


  「すぐに戻ってくる」


  「戻ってきても、またすぐにマルランダに向かうんだろ……？」


  「うん……そういうことになる」


  「任務なら仕方ない。応援する。頑張って」


  「ありがとう、フランカ」


  　手を振って別れを告げて、僕とソフィア少将は馬を走らせた。しばらくは並木道が続き、やがて未舗装、未整備のでこぼことした荒れた道に入っていく。木々が地面に複雑な格こう子し模様の影を落とし、馬の蹄ひづめが枯葉を踏んで乾いた音を立てる。道ですれ違うのは、ドワーフの行商人や人間の旅芸人、大きな楽器を抱かかえたエルフの吟ぎん遊ゆう詩人といった顔ぶれで、治安の良さを感じさせた。エルフェンクラングからメイトリアの帝都まで直線距離で八〇〇キロメートル。かなりの長旅だ。当然、途中で馬以外の交通手段も使う。


  「いい女だな、フランカは」


  　ソフィア少将が言った。馬首を並べて会話を交わす。


  「僕にはすぎた恋人です」


  「身分も違う。種族も違う。これから大変だぞ」


  「なんとかします」


  　僕は力をこめて答えた。


  「『なんとかする』か……」ソフィア少将は、年の離れた親しん戚せきの子供を見守るように微笑ほほえんだ。「男の子はそうじゃなきゃ」


  



  　僕たちは途中の川で、馬から水中馬車に乗り換えた。小型のボートを、比較的おとなしい水すい棲せい生物に牽けん引いんさせるものだ。全身二メートルの水生爬は虫ちゆう類「四つひれ首長竜」が櫂オールのような四本のひれ足を力強く動かせば、時速五〇キロほどで進む。馬よりもずっと疲れにくいので便利だ。


  　水中馬車で国境を越えて、メイトリア帝国の城じよう塞さい都市セントマルコで一泊。疲れをとってから、ソフィア少将が手配しておいた軍用の輸送グリフォンに乗る。四〇〇キロ近い荷物を載せても、一〇〇メートルの高さを時速一二〇キロで飛ばすことができる魔獣だ。


  　単純計算なら、グリフォンならほんの数時間で目的地にたどり着く。しかしグリフォンの乗り心地は最悪で、頻ひん繁ぱんに休憩を挟はさまないと、体力の急激な消しよう耗もうのため比ひ喩ゆや誇こ張ちようではなく本当に死んでしまう。それでも僕たちは、軍用馬車で六日かかるところを半分に縮ちぢめて帝都ノアに帰還した。


  　グリフォンで直接帝都の中心部に降り立つのは禁じられているので、僕たちは郊外の物もの見み櫓やぐらで普通の乗用馬に乗り換えた。懐なつかしい二重の城壁を潜って、国防騎士団ＯＮＤの宿営地へ。ソフィア少将と一緒にいるから、門番たちは顔を見るだけで通してくれた。


  



  　国防騎士団ＯＮＤの宿営地は、小さな城のようだ。円柱形の塔が壁に沿って建ち並び、帝都宿営地本部の六階建ての建物が、石造りの堅固な威容を誇っている。本部から少し離れた場所にあるのが、赤い屋根の兵員宿舎──僕の「我が家」だ。暮らしにくく殺さつ風ぷう景けいな内装でも、住めば都みやことはよく言ったものだ。懐かしくて自然と唇くちびるが笑ってしまう。


  　厩きゆう舎しや係に馬を渡して、ソフィア少将と別れて、宿舎の四階にあがった。久しぶりの、自分の部屋だ。ドアを開けて中に入ると、ルームメイトで相棒バデイのウーゴがいた。ノックするのをうっかり忘れていた。


  「ひっさしぶりじゃねえか！　リョウト！」


  　ウーゴは部屋の床に手をついて、腕立て伏せをやっている最中だった。彼は僕を見ると立ち上がり、汗だくなのに抱きついてきた。僕は「あーあ……服が汗で濡ぬれるなあ……」と思いつつも、友人との再会はもちろん嬉うれしかったので、彼の挨あい拶さつをしっかりと受け止める。


  「ウーゴ！　元気そうじゃん」


  「一人だけ勝手に出世しやがって……しかも向こうで彼女と楽しくやってるんだろ!?」


  「彼女って誰のことだよ！」


  「とぼけんな！　例のエルフのお姫様のことだよ！」


  　ウーゴは、素早く僕の首に腕を回してきた。すっかり油断していた僕は、あっさりと首の骨を脇で固められてしまう。


  「駐在武官の仕事が忙いそがしくてそれどころじゃないよ！」


  「嘘うそつけ！」


  　確かに、半分嘘だった。


  　駐在武官の仕事が忙しいのは本当だが、フランカとは──。


  「それよりさ」


  　僕は彼に首を極きめられたまま、強引に話題を変えた。


  「イレギュラーのことは聞いてる？」


  「…………」


  　イレギュラー。非正規作戦イレギユラー・オプス。


  　その言葉を聞いた瞬間、ウーゴの腕の力が緩ゆるんだ。僕はようやく彼の腕から逃のがれる。


  「まあ、お前とソフィア少将がエルフェンクラングから戻ってきたってことは……いよいよだな。たぶん、ゲオルクとの話はまとまったんだろう？」


  「隣で聞いてたわけじゃないけど……たぶんそうだと思う」僕は極められていた首をさすりながら、うなずく。「エルフェンクラングは、国防騎士団ＯＮＤの作戦に国境近くの前線拠きよ点てんを提供するはずだ」


  「厄やつ介かいそうな任務だよな……ウチの国もさ、なんであんな面倒くさそうな国に手を出すかね？」


  「面倒くさい国だからこそ、つけいる隙すきがあるんじゃない」


  「まあ、そりゃそうか」とウーゴ。「……しかし、あれだな。俺は命令があればなんでもやる。この仕事が好きだし、他にやることもない。でも、リョウト。お前はもう命が惜しいだろう？　危険な任務は避けるべきじゃないか？」


  「誤解してるみたいだけど」僕は長旅の荷物を自分のベッドの上に置いた。「僕もこの仕事が好きだ。仲間たちのことも、大事に思ってる。どうせ、いつも誰かが殺し合ってる。この大陸は平和にはほど遠い。それなら手を汚すのが僕でもいい」


  「そんな理由か？」


  「あと、断ったら背信行為で罪に問われるって脅おどされたし……」


  「ああ……」


  「フランカの側そばにいるためには、エルフェンクラング駐在武官が一番だし」


  「結局は女のためかよ」


  「違うよ。マルランダ王国の政情を安定させるための、大事な作戦だから」


  「……最後にいい子ぶってんじゃねーよ！」


  　ウーゴが笑いながら、また僕の首を固めようとしてきた。今度は僕も用心していたので、彼の右腕をつかんで手首と肘ひじを同時にひねりあげた。これで終わるかと思ったが、ウーゴもさすがに経験豊富なプロフェッショナルだ。僕に足を引っかけて抵抗する。


  「腕は鈍にぶってないな。駐在武官どの」


  「その呼び方、あんまり好きじゃないんだって……」


  　僕もかなり疲れてるのに。ウーゴときたら。
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  　国防騎士団ＯＮＤ、帝都宿営地本部の大会議室は、やたらと大きな円卓が設置されただけで、石の壁や床がむき出しの飾り気のない内装の広い部屋だ。ここに、今回の作戦に関わる主要人物が集められた。


  　担当指揮官はソフィア少将。


  　強襲部隊チーム２の面々。僕──リョウト・アマザキ。


  　ウーゴ・バティスタ、そしてシナフィ。


  「へへへー。リョウト。久しぶりだし、キスしてやろうか？」


  　僕はにっこり笑って、「遠慮しておきます」


  　シナフィは「ちぇー」と子供のようにすねる。ここまでは付き合いの長い仲間たちだ。今日は、応援としてやってきた他の特殊部隊の兵士もいた。応援は三人らしいが、とりあえずまだ二人しか到着していない。驚くべきことに、すでにこの会議室にいる応援の一人は──硬そうな黒いひげを生やしたドワーフだった。


  「ニューマケドニア占領統治軍治安維持部隊、特別戦闘中隊所属、ゲオルギウス特務少しよう尉い」


  　そのドワーフが名乗った。


  　背は低いが、肩が筋肉で盛り上がっていて広い。岩石を削り出したかのような厳いかめしい顔つきが、長い鉱山暮らしを物語っている。目は大きく、口も大きく。ウサギをつかまえたら頭からバリバリと平気で食べそうだ。鼻の横から右耳にかけて、ひび割れたような傷が走っている。


  　ドワーフの体型はよく酒さか樽だるにたとえられるが、彼──ゲオルギウス特務少尉は腕や足が子供の頭よりも太く、酒樽にはほど遠かった。背が低いだけで、熊くまやゴリラといった野生動物に近い体つきだった。


  「ドワーフですか……？」


  　僕は言った。どうしても、彼らは敵というイメージが強い。


  「何か問題でも？」


  　と、ゲオルギウスは大きな口を開けて笑った。あまりにも陽気な笑い声だったので、警戒心が薄らぐ。演技だとしたら大したものだ。


  「彼はニューマケドニア出身のドワーフだが、メイトリア帝国に協力的で、何度もテロ活動を阻そ止ししてきた。腕は超一流だ」


  　ソフィア少将が言った。


  　僕はなんとなく上層部の意図を察した。参加者全員が人間だと、いかにもメイトリア帝国の秘密作戦という感じがする。その臭くさみを消すためには、異種族を交ぜるのが一番だ。敵もまさか、ドワーフがメイトリアの特殊部隊にくわわっているとは思わない。


  　もう一人は、人間だった。ゆったりとした身なりで魔術師だとわかる。


  「魔術師戦闘団ＭＣＧ、アーサー・フリードマン」


  　細ほそ面おもての、長身痩やせ気味の青年だった。髪は短く、明るいブラウン。少年っぽい整った顔立ちだが、どこか荒すさんだ雰ふん囲い気きを秘めた灰色の眼のせいでとても神経質そうに見える。


  「…………」


  　ドワーフよりもとっつきにくそうな相手だった。ＭＣＧの人間はエリート意識が強く、中には自分たちのことを神だと勘違いしているものもいるという。今日初対面だが、いきなり僕たちを見下しているのがわかる。


  「遅れました」


  　応援の三人目も、会議室に入ってきた。聞いたことがある声で、しかもそれは僕の心の奥に芽生えた罪の意識を刺激するものだった。


  「エルフェンクラングＫＳＫ、ニコレッテ・ヴァイツゼッカーです」


  　見事な肉体を持つ美び貌ぼうのデザートエルフの登場に、魔術師のアーサーが好色そうに口くち笛ぶえを吹いた。ニコレッテはアーサーの無礼な態度にもちろん気づいているだろうが、微笑ほほえんだだけでほとんど無視をした。


  「これで、とりあえず全員そろったな」


  　ソフィア少将は腕を組み、会議室を見回してから満足げに言った。


  



  　円卓を囲んで全員が席につき、ソフィア少将が改めて今回の非正規作戦イレギユラー・オプスについて説明をした。作戦名は「ウイスキー・ハンティング」。目的は、マルランダ王国で反政府勢力に協力し、軍事クーデターを成功させること。


  「その目的達成のために、私たち非合法諜報員ＮＯＣ部隊が編成されたわけですが……」ニコレッテが発言した。「部隊の暗号名はもう決まっていますか？」


  「お前たちのチーム名は、作戦名と同じでいいだろう。わかりやすいぞ」とソフィア少将。「ウイスキー・ハンター・チームだ」


  　確かにわかりやすい。ちなみに、ウイスキーとは大麦の蒸じよう留りゆう酒しゆというそのままの意味ではなく、魔女witchのことを暗に示している。アルファベットを軍隊式に発音すると「Ｗ」はウイスキー。頭かしら文字を合わせたのだ。


  「名前なんてどうでもいいからな」


  　アーサーが冷笑を浮かべて言った。


  　彼がそんな態度でも、ソフィア少将は咎とがめるでもなく、説明を再開する。


  「ウイスキー・ハンター・チームは、四日後にこの帝都ノアを出発。軍用馬車とグリフォンを乗り継いで、エルフェンクラングの首都ノルトヴァルトを目指す。ノルトヴァルトで、三日の休息。それからマルランダとの国境に近い前線基地に移動」


  　頭の中に地図が浮かぶ。行程に無理はない。


  「……その前線基地で準備を整えてから、ウイスキー・ハンター・チームは冒険者を装よそおってマルランダ王国に潜入。残念ながら私が直接任務に参加することは許されなかったので、六人で行動してもらう。潜入後はシナフィがリーダーになる。偽ぎ造ぞうの身分証明書は、エルフェンクラングでゲオルクが用意しているはずだ」


  　僕とシナフィは同じ階級だが、彼女が先任なので優先的にリーダーに選ばれる。


  「潜入後、ハンター・チームは現地の地下抵抗組織に所属する協力者と接触。彼らのクーデターに協力し、マルランダ王国の主要人物をなるべく多く暗殺する」


  「質問いいでしょうか」


  　ドワーフのゲオルギウスが手をあげた。ソーセージのように太い指だ。


  「なんだ」


  「マルランダで、冒険者の活動は規制されたりしていないんですか？」


  「確かに現在マルランダでは、様々な職業が厳しい制限を受けている。出版や郵便物には検けん閲えつ。新聞は政府発行のもの以外は禁止。演劇も禁止。集会の自由もない」ソフィア少将はさすがにマルランダの情勢に詳しい。「だが、冒険者はまだ大丈夫だ。できのいい偽造身分証明書さえあれば、かなり自由に行動できる」


  　そうだろうなあ、と僕は思った。冒険者を規制して上う手まくいった例ためしはまだない。本当に一度もない。


  　戦闘系の魔法が使えて、しかも国家に仕つかえるのが嫌いやだった場合、残された道は冒険者くらいしかない。数は少ないが、せっかく大量破壊系の魔法が使えるのに、破格の報ほう酬しゆうを断って冒険の旅に出る魔術師もいるという。


  　魔術師、あるいは魔法戦士を中心に「パーティー」が結成される。人数は五人から八人くらい。性格は野や蛮ばんで自由奔ほん放ぽうなものが多い。パーティーにもよるが、たいていの場合、その戦力は一般の兵士数十人を凌りよう駕がしている。


  　そんな冒険者たちを規制すればどうなるか？


  　かなりの確率で、盗賊団化する。


  　反政府勢力に発展してしまうケースもある。


  　規制さえしなければ、冒険者はモンスターを殺し、盗賊団と戦い、迷宮に挑いどんで財宝を持ち帰ってくれるのだ。もちろん冒険者は治安を乱すこともあるし、金次第でなんでもやるゴロツキも交ざっているので野放しにはできないが、よほどのことがなければ全体に規制をかけるべきではない。


  「僕からも質問が」


  「リョウトか。よし、どんどんこい」


  「帝都を出るのが四日後というのは、遅くないですか？」


  「チームワークを養うために、この宿営地でギリギリまで戦闘訓練を行おこなう。そのための時間だ。訓練の時間はノルトヴァルトにも用意してある」


  　納得した。個人個人の力量がどんなにハイレベルでも、チームワークがバラバラでは実力は発揮できない。僕とウーゴとシナフィはいいにしても、今回は初顔合わせが三人もくわわるのだ。互いのことを知っておくのは重要だ。


  「昼飯を食ったら、さっそく訓練を始めてもらうぞ」
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  　ベーコンを挟はさんだパンとシチューで簡単な昼食をすませてから、僕たちは宿営地内の訓練場に移動した。今回は、極秘作戦用のチームなので、特戦群以外は立ち入り禁止の屋内訓練場を使う。屋内訓練場は低い壁で囲まれた三階建て。木造の質素な内装。部屋に立てこもった敵を突入して殲せん滅めつする訓練のために、二階と三階は宿屋や砦とりでを簡かん易いに再現した専用の訓練施設キリングハウスになっている。キリングハウスには天井がついていない。隊長や教官が、上から隊員たちの動きをチェックするためだ。


  　屋内訓練場の一階には、練習台の等身大わら人形や木の杭くいが立てられている。床板に白い塗料の線が引かれていて、木剣試合用のエリアが区切られている。


  　僕たち強襲部隊は、胸きよう甲こうにバフ・コートという特戦群の制式装備を身につけた。それぞれ愛用の武器を構える──僕の二刀流、ウーゴのショート・スピア、シナフィのハンドアックス。


  　ゲオルギウス特務少しよう尉いは、頑健な体に鎖くさり帷かた子びらと革かわ鎧よろいを重ね着していた。


  　比較的軽装だが、彼はそもそも肉体が装甲のようになっているので、重厚な迫力を醸かもし出している。


  　ゲオルギウスの武器は、びっしりと釘くぎのような突起がついたウォーハンマーだ。殴なぐる部分が子豚ほどの大きさがある。柄つかは鋼鉄製で、長さは一メートルちょっと。彼がこんなウォーハンマーを力一杯振り回せば、軍馬の頭でもスイカのように割ることができるだろう。


  　デザートエルフのニコレッテは、その可か憐れんな容よう貌ぼうに似合わない両手剣ツバイハンデルを携たずさえていた。刃が波を打つようなデザインの大剣。柄も含めると長さ二メートル近い「フランベルジュ」だ。僕は、前に木剣で彼女と試合をしたときのことを思い出し、彼女なら重いフランベルジュでも華か麗れいに使いこなしそうだと思った。


  　この屋内訓練場で、ただ一人、魔術師戦闘団ＭＣＧのアーサーだけが弛し緩かんした雰ふん囲い気きだった。


  　魔術師らしく、意識の集中を妨さまたげないように半はん裸らに近い格好をしている。上は大きく前が開いた白い法衣だけで、隙すき間まから腹筋が綺き麗れいに六つに割れているのが見えた。一見痩やせているが、筋肉はよく鍛きたえられて引き締まっている。下は、脚の長さを自慢するような、黒くろ革がわのぴちぴちとした脚衣ロングパンツ。やや童顔気味とはいえルックスも整っているし、街に出ればいくらでも若い女の子を引っかけることができそうだ。


  「俺には、この手の訓練は必要ない。魔法がある」


  　アーサーは傲ごう慢まんに言い放った。懐ふところのポケットから真っ赤に熟うれたリンゴを取り出し、いきなりそれにかじりつく。


  「そうじゃなくて、チームワークのためなんです」


  　僕はアーサーに詰め寄って言った。


  「いざとなったら、俺が助けてやる。自由にやらせてくれれば、悪いようにはしない」


  　彼はまったく聞く耳を持っていない。助け舟を求めて、僕はソフィア少将に視線をやった。彼女が怒鳴りつければ、いくら腕うで利ききの魔術師でも将軍クラスの人間に無礼な態度をとれば大変なことになる。「…………」しかし何か考えがあるのか、ソフィア少将は無言で僕たちのやりとりを傍ぼう観かんしている。


  



  　僕たちは、仕方なくアーサー抜きで訓練を始めた。まずは柔軟体操。簡単な筋肉トレーニング。それから、真剣で素振りとわら人形切り。一対一での木剣訓練。他の特戦群隊員にも手伝ってもらって、チーム戦の訓練も積む。キリングハウスの一室に立てこもった六人の敵を、僕、ウーゴ、シナフィ、ニコレッテ、ゲオルギウスの五人で突入して片付ける。キリングハウスでの訓練でも木剣を使う。僕たちは体中にあざを作り、滝のように汗を流し、お互いの動きのクセや実力を確かめ合うが、アーサーはずっと果物を食べたり、寝そべって昼間から葡萄ぶどう酒しゆを飲んだりしていた。さすがに腹が立ってきて、僕はもう一度彼に話しかけた。


  「これで最後です。訓練にくわわってください」


  「……あー」


  　口のまわりについた葡萄酒を手の甲こうでふきながら、アーサーは僕に敵意と侮ぶ蔑べつの視線を送ってきた。僕はこんな仕事をしているが、どちらかといえば温厚な性格だと思う。日常生活においては、よほどのことがなければ怒らない。そんな僕でも、魔術師アーサーに対してはいつ手が出るかわからなかった。


  「特殊戦闘員スペシヤル・オペレーターなんて呼ばれていい気になってるみたいだけどな……お前ら程度の魔法じゃ、魔術師戦闘団ＭＣＧじゃ下っ端ぱもいいところだ」


  「魔法が強けりゃ偉いってもんでもないでしょう」


  「魔法が強い奴ほど偉いんだよ。俺はそういう世界で生きてるの」


  「…………」


  「いいや。ちょっと見てろ」


  　アーサーは僕を押しのけて、屋内訓練場の隅っこに移動し、壁に右手を当てた。


  「俺が使う魔法は全部で四種類」


  　星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクには、意識を集中する時間が必要である。アーサーの場合は、その時間が信じられないほど短かった。彼の右手から閃せん光こうがほとばしったかと思うと、次の瞬間には小さな爆発が発生し、木片が飛び散って屋内訓練場の壁に大穴が開いていた。「……っ！」野生の熊くまの体当たりよりも威力がありそうだった。


  「今のが『一番弱い』ヤツだ。術名は『ハンドカノン』という」


  　アーサーは荒すさんだ笑顔を浮かべていた。


  　なるほど。自信があるわけだ。これより強い魔法が三種類もあるなら、チームワークやら訓練やらがバカらしく感じても無理はないのかもしれない。


  　だが──いくら強くても、彼がこの部隊の不安要素なのは間違いなかった。


  　不安要素といえば、ニコレッテもそうだ。彼女の父は僕たちの手で殺されている。恨うらみを抱いていないわけがない。──なぜ彼女なのか？　ニコレッテをウイスキー・ハンティング作戦にくわえたのは、ゲオルクの推すい薦せんか、それともソフィア少将のスカウトなのか。


  　どちらにしても、前途は多難だ。
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  　リョウトたちがメイトリアの帝都ノアで訓練に励んでいたころ、エルフェンクラングの首都ノルトヴァルトでフランカも動いていた。


  　エルフェンクラング政府は、賢者会議という、代表者たちの合議制で運営されている。エルフ族の主要な四氏族が、それぞれが二人の代表を出しているのだ。賢者会議に参加する八人のうち、最も若く、しかし一番強い権力を持っているのがフランカの兄──ゲオルク・ジーフェルスだ。


  　ノルトヴァルトには四つの城があり、主要四氏族がそれぞれ暮らしている。ジーフェルス氏族の城は、ノルトヴァルト北西の一角を占しめていた。それほど大きな城ではないが内ない郭かくと外郭があり、磨いた砂岩によって舗装されている。エルフの城らしく、敷地内のあちこちに雑ぞう木き林ばやしがあり、立派な公園のような落ち着いた雰ふん囲い気きだ。内郭の城門にそのままキープ天守がくっついていて、そこにゲオルクの部屋がある。


  　フランカはノックしてから、ドア越しに「失礼します。入ってもよろしいでしょうか？」と声をかけた。すぐに「どうぞ」と兄の声が返ってきたので、中に足を踏み入れる。


  　最初は石造りの殺さつ風ぷう景けいな部屋だったが、貴族趣味の強いゲオルクが大陸の各地で買いそろえてきた高級家具のおかげで、それなりに豪華な内装となっていた。特に目を惹ひくのは、黒地に金糸織りのテーブルクロスがかけられた、輝くような黒こく檀たんのテーブルだ。部屋の主であるゲオルクは、テーブルの上にマルランダの地図や関連する資料を広げて、なにやら思案の最中のようだった。


  「お兄さま、お話があります」


  「マルランダ王国に関する、メイトリア帝国との共同作戦の話だな」


  　さすがに兄は察しが良かった。


  　ゲオルクは、自分の真正面にある椅い子すに座るようフランカにすすめた。言われた通りに腰を下ろしてから、フランカは強い口調で「その共同作戦ですが……ぜひ、私にも何かやらせてください」と言った。


  「なぜだ？　なぜお前がこの作戦にくわわらねばならない」


  　ゲオルクは眉まゆを歪ゆがめて露ろ骨こつに嫌いやそうな顔をした。


  「お兄さま相手に今さら隠しても仕方ないと思いますので、率直に申し上げます。私はメイトリアのエルフェンクラング駐在武官──リョウト・アマザキのことを憎からず思っております。彼が危険な任務に参加し、それにエルフェンクラングも協力するというのなら、私も放っておけません」


  「これについては、一度お前とじっくり話し合わんといかんと思っていた」


  　ゲオルクは、地図と資料を手早く片付けて、フランカの目をまっすぐに見み据すえてきた。相手を貫つらぬくような威圧感を秘めた目をしていた。もちろん、フランカも目をそらしたりはしない。強い視線を送り返して、兄と真っ向から対決する構えだ。


  「いいか。あいつらは──あの男は、お前を拷ごう問もんしたんだぞ？」


  「でも、助けてくれました」


  「助けるくらいなら、最初から何もしなければよかったのだ。拉ら致ちして、拷問して、それで自分で勝手に助けて感謝しろだと？　ふざけているとしか思えん」


  「あの事件はサローヤンという男の陰いん謀ぼうがあって……」


  「もちろん、その話も聞いている。しょせん彼らは、その程度ということだ」


  「どういうことでしょうか」


  「メイトリアの犬ということだよ。飼いならされている。サローヤンが悪かったとしても、彼の命令にも逆らえない程度の連中なんだ。今回の共同作戦のように彼らを利用することはあっても、信頼はできない。妹を預けるなんてもってのほかだ。いきなり例の駐在武官のことをすっぱり忘れろと言っても無理だろうが、これ以上の深入りは必ず不幸を招くぞ」


  「…………」


  　フランカは一瞬、反論の言葉に詰まった。


  　リョウトの最大の弱点は──軍隊に愛着を持っているということだ。


  「お兄さまのおっしゃっていることはわかります」


  「よかった。もっと説得に苦労するかと心配していた」


  「ですが」


  　フランカはすぐに次の言葉を繰り出し、兄が優勢のまま論戦を終わらせたりはしなかった。


  「リョウトは、お兄さまが思っているよりずっと複雑な男です」


  「なぜ、そう言える？　まだ短い付き合いだろう」


  「軍の命令に従いながら、しかし軍の命令に背そむいて私を助け、絶体絶命の危機にありながら私のためにお兄さまをぶん殴なぐるような男です。私の言葉一つに頬ほおを赤らめる純じゆん朴ぼくなところがあるかと思えば、いざ戦いくさとなれば眉まゆひとつ動かさず敵の急所に刃を突き刺す。彼が複雑でないというなら、いったい複雑とはなんでありましょうか。……私は、彼のそんなところにも魅力を感じているのです」


  「むう」と、ゲオルクは首を絞められたようにうなった。


  「リョウトが死闘の場に赴おもむくというのに、そこで私に指をくわえて見ていろというのは……」


  「わかった、もういい」ゲオルクはこの話題を終わらせるために大おお袈げ裟さにかぶりを振った。このまま話を続けても、自分がどんどん不利になるだけだと悟ったのだ。「……仕方ない。この作戦で、お前に何ができるか考えておく」


  「ありがとうございます。しかし、自分に何ができるかは自分で考えます。そのときがきたらお兄さまは許可を出してくれるだけで結構。それでは失礼いたします」


  　そう言って椅い子すから立ち上がったフランカは、一度も振り返らずに部屋を出ていった。


  



  　ゲオルクはテーブルに頬ほお杖づえをついて、思わず独りごちる。


  「まったく、誰に似たのやら。我が妹ながら頑固すぎる……」


  　よほどのことがない限り例の封印は解けない。とはいえ、フランカが他のエルフよりもずっと重要なのは間違いない。もっと用心深くなるべきだ。


  　その直後、フランカと入れ替わるように、同じエルフ族のメイドが軽い食事とティーセットを持ってきた。子供のころからゲオルクに仕つかえている見み目め麗うるわしいメイドで、正式な役職名は侍じ女じよ頭がしら。名前はグレタといった。家事全般をこなすだけでなく、頭脳明めい晰せきで国際法にも詳しいので、政策秘書として働くこともある。


  「失礼いたします。ハーブティーを用意させていただきます」


  「なあ、グレタ」


  「はい、なんでしょうか？　ゲオルク様」


  「人間の男は、エルフの男よりもずっと夜の床とこが達者という噂うわさがあるのを知っているか」


  「夜の床……ですか」


  　訊たずねたゲオルクは涼しい顔をしているが、色ごとの類たぐいにうぶなグレタは顔を真っ赤にしてうつむきがちになった。


  「恥ずかしがるな。純粋な好奇心だ。何か知っているなら聞かせてほしい」


  　ゲオルクにしてみれば、気になってはいても、グレタの他にこんなことを訊ねられる相手がいない。下へ手たをすれば家族の恥をさらすことになるからだ。グレタならば口も堅いし、ジーフェルス家への敬意も揺らがないだろう。


  　氏族の代表は世襲制である。そのぶん、指導者の質を落とさないように長男、長女には徹底的な英才教育がなされる。一度無能をトップにすると、エルフは寿じゆ命みようが長いぶん一族全体に及ぼす害悪が大きくなる。


  　ゲオルクは、一族の期待に応えてエルフ族のエリート像をそのまま具現化したような青年になった。文武両道で外交手腕にも長たけ、ヴォルコフやメイトリアとやり合っても一歩も引くことはない。確かに今はまだエルフェンクラングもストロベリー共和国リパブリツクと揶や揄ゆされることが多いが、ゲオルクは自分の力でそんな状況を変えていくつもりだったし、事実、様々な内政改革に着手していた。


  　大国の政治家にも「厄やつ介かいな相手」と言われているゲオルクが、まさか妹のことで夜も眠れないほど悩んでいるとは──あまり、多くの人間に知られたくないことだった。


  「では、失礼ながら……」


  　グレタは恥ずかしそうな顔のまま続ける。


  「そのような噂うわさがあるのは事実でございます。嘆なげかわしいことに、エルフの女性には、わざわざ人間の男だん娼しようを買うものもいるとか……」


  「それは本当に嘆かわしい……エルフ族の誇りはどこへいったのやら……」


  　ゲオルクは深いため息をつく。


  「なぜそんなことに？」


  「エルフ族の男性は総じて女性に優しく、どんなときでも上品に振る舞うことを心がけます。しかし上品もすぎれば逆に、夜の床とこに関しては淡たん白ぱくであるとも言えます。人間の男の好色さ、女体に対するしつこさは、ある意味癖くせになるものがあるのかもしれません」


  「好色さ、しつこさか……確かにそれは、エルフの男にはないものだ」


  　よりによってなぜ人間の男なのか──。


  　グレタの話を聞いて多少不安になったが、フランカはただ快楽に溺おぼれるような娘ではないとゲオルクは確信している。あの、リョウトという青年には、もっと特別な何かがある。


  　そしてゲオルクは、初対面でいきなり彼に殴なぐられたことを思い出した。自分がフランカを厳しく叱りつけたのが原因だった。あの状況であの行動をとれる人間が、そんなに大勢いるとは思えない。


  　今回の作戦で、リョウトはマルランダに潜入する予定だ。その結果次第では、彼がどれほどの男なのか見極める判断材料になるだろう。


  　しかしそれにしても──メイトリア帝国の兵士というだけでも引っかかるのに、そのうえあの顔の傷はいただけない。エルフの貴族社会は、人間以上に見た目にこだわる。──いったい、妹の美意識はどうなっている？
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  　メイトリア帝国、帝都ノア中央区の一番外側に、質素な造りの陸軍士官宿舎がある。竹を半分に割ったような形の木造二階建てが八つも並んでいて、部屋数は多く、四千人近くを収容できる。宿舎の右隣には陸軍参さん謀ぼう本部が、左隣には演習場がある。


  　陸軍士官宿舎のリカルド中佐の部屋を、副官のクレア大たい尉いが訪ねた。リカルドの部屋はいつも雑然としていた。大きな本棚が壁を埋め尽くし、それだけでは足りなくて板張りの床に直接大量の本や古こ文もん書じよが山積みにされている。足の踏み場はほとんどない状態だ。リカルドは小さな椅い子すに背中を丸めて座って、熱心に本を読んでいる。彼が読んでいる本の表紙を見て、クレアは「あっ」と驚きの声をあげて慌あわてて後ろ手にドアを閉めた。表紙には『ニューズウィークNewsweek』という書名が書いてあった。


  「やあ、どうもいらっしゃい。クレアさん」


  「リカルド中佐！　それは……崩ほう壊かい前の古文書じゃないですか！」


  「だねえ」


  　崩壊前、つまり大陸移動前の出版物らしきものだ。


  　かつては鮮やかな紙面だったのかもしれないが、今はすっかり色褪あせて白黒に近いボロボロの状態になっている。


  「法律違反ですよ」


  「クレアさんが密告しなきゃ大丈夫」


  「……用心してください」


  　この大陸のほとんどの国家では、魔術師以外が崩壊前の古こ文もん書じよに触れることは厳しく禁じられている。魔術師の知的特権階級としての権威を保たもつための法律だとされているが、正確なところは一般人にはよくわからない。


  「何を調べてたんですか？」


  　クレアは呆あきれた調子で訊たずねた。


  「戦争関係の記事を」とリカルド。「大昔『アメリカ軍』ってのが『アフガニスタン』という土地で戦争してたそうです」


  「アメリカ……ですか」


  　そんな国があったらしい、という伝説はなんとなく聞いたことがある。


  「一応、英語圏だったみたいですよ。で、この記事に『アメリカ軍の第１０１空くう挺てい師団』という言葉が出てくる」リカルドは難しい顔をして、首を傾かしげた。「空挺エアボーンはわかる。でもこの『師団division』という概がい念ねんがよくわからない」


  「その文脈からすると……部隊単位ですよね」とクレア。「『ＤＩＶＩＳＩＯＮ』か……何かを分割したもの、部局、区分、境界を意味する単語。もしかして、古代の『連隊』のようなものではないんですか？」


  「他の資料を調べるとね、連隊や旅団、軍団は別にあるんだよ。この師団という概念が失われているんだ」


  「どうしてそんなことに？」


  「大災害で文明が一度崩壊して、人口がだいぶ減ったという説がある。その仮説が正しいとして話を進めてみよう。人口が減ったら、戦争はどうなる？」


  「規模が小さくなります」クレアは即答した。


  「その通り。災害後に生き残った人類国家の軍隊は大幅に縮小された。そこでたぶん、師団という部隊単位が必要なくなった。おまけに大焚ふん書しよもあって、軍事に関する資料は絶望的なほど少ない」


  　大焚書はもう二百年ほど前の事件だ。政治の中ちゆう枢すうに入りこんだ魔術師たちが、ただでさえ貴重な崩壊前の古文書を一か所に集めて燃やしてしまったのだ。彼らが何かを恐れて、隠いん蔽ぺいしようとしているのは明らかだった。その秘密を暴あばこうとしたものが死体として発見されることは珍しくない。今となっては、大焚ふん書しよがあったことを知っている人間のほうが圧倒的に少ない。リカルドのような変わりものだけが、火中の栗くりを拾いに行く。


  「そんなこんなで、いくら調べてもわかりにくいんだよね……。この師団っていう概がい念ねんが理解できると、何か軍事的な新発見につながるはずなんだ。今のメイトリア帝国軍の編制でも大きな問題はないけど、もっと効率的に戦うための古人の知恵がどこかに隠されている……」


  　悩むリカルドに何かいい助言はできないかと思って、クレアはその古こ文もん書じよを上から覗のぞき込んだ。古びていても、いい紙だとわかる。メイトリアには水力の紙工場がいくつもあるが、崩ほう壊かい前の古文書を再現するのは不可能だ。


  「……この絵は？　古文書によく見かける『写真』というやつですか」とクレア。


  「そうだね」リカルドがうなずいた。


  「この『写真』に描かれているのはたぶん兵士ですよね、中佐。持っている武器は……なんですか、これ？」


  「『ライフル』というらしい。飛び道具だと思われる」


  「クロスボウの一種？　それにしては……弦つるがはられていないし、兵士は矢も持っていない」


  「魔術師たちが古書の研究を禁止する理由が、このあたりに隠されている気がするんだな」


  「…………」


  　クレアとしては、こんな危ない橋を渡るのはやめてほしい。陸軍にとって大事な人間なのだ。もちろんクレアは密告したりしないが、軍事工学教団の内通者や国防情報局ＤＩＡの過激派など、リカルドの敵にこの情報が渡ったら大変なことになる。


  「あっ！」ここでようやく、クレアは自分がリカルドの部屋を訪ねた理由を思い出した。「まったくもう！　リカルド中佐が変な話を始めるから、すっかりここに来た目的を忘れるところだったじゃないですか」


  「変な話はひどいなあ……俺の大事な研究なのに」


  「研究よりも、作戦ですよ。ウイスキー・ハンティング」


  「ああ、マルランダのね」


  「陸軍調査部──私たちもサポートに入ります。大きな作戦なので、やることは多そうですね」言ってから、微かすかに瞳を曇くもらせるクレア。「……しかしなんで国防騎士団ＯＮＤの情報部ではなく、私たちに役目が回ってきたんでしょうか？　騎士団主導の作戦なのに」


  「作戦の担当指揮官はソフィア大佐だよね」


  　リカルドは読んでいた古文書を閉じた。


  「はい。現在は少将に昇進されてますが」


  「なるほど、ソフィア少将ね。彼女は切れ者だよー」そう言ってリカルドは、のんきそうな微笑ほほえみを大きな口に浮かべた。「一つの国を引っくり返すような、他国も巻き込んだ大作戦だ。成功すれば大手柄になる」


  「なら、なおさら国防騎士団ＯＮＤで独り占じめにすれば……」


  「組織内の対立を煽あおるようなやり方は、ソフィア大佐──じゃなかった、ソフィア少将の望むところじゃないわけさ。あちこちの組織に花を持たせておけば、いずれもっと大きな作戦を動かすときに役に立つ。ずっと先を見み据すえてるんだ」


  「…………」


  「国防騎士団ＯＮＤが手柄を独り占じめにしたら、陸軍も別の作戦で手柄を独り占めにしようとするかもしれないでしょ？　そういうことの繰り返しで、組織ってのは疲ひ弊へいしていくんだよ」


  　リカルドは時々、まるで何もかも知り尽くした哲学者のように語る。的まと外れなことを言っている感じはしない。


  　全体が見えているのはあなたも同じでしょう、とクレアは思った。リカルドはどんな小さな作戦を進めるときでも大局を忘れない。緻ち密みつに計算し、それでいて行動は臨機応変で偏かたよるということがない。だからこそ、抜群の検挙率を誇るにいたった。


  　本人がどこまで気づいているのかは知らないが──リカルドは間違いなく将軍の器うつわなのだ。


  　しかし不思議なのは、リカルドの過去だ。クレアは、陸軍に入ってから彼と出会った。それ以前のことを知る人間が一人もいない。資料には「平へい凡ぼんな庶しよ民みんの次男坊」と書いてあったが、本当にそれだけとは思えない。


  「で、ウイスキー・ハンティングに関して、何かあったの？」


  「え、ああ……」


  　また話が横にずれていた。


  「エルフェンクラングから、私たちの分の入国許可証、作戦活動許可証が届きました。陸軍大将の署名が必要です」


  　と、クレアは書類をリカルドに渡す。


  「了解、了解です。あとで俺がもらっておきましょう」


  　リカルドは受け取った書類を懐ふところに突っ込んだ。


  「近いうちに、私たちもエルフェンクラング領内マルランダ国境近くの前線基地を目指してこの帝都をたちます。忘れもののないように、しっかり準備をしておいてくださいね」


  　クレアは教師のような口調だった。


  「俺だって……子供じゃないんですから、忘れものなんかしませんよ」


  　と、少し不満げにリカルド。


  「この前の野戦演習で、リカルド中佐は騎き兵へい槍そうを忘れてたじゃないですか」


  「あれは忘れたんじゃなくて、置いていったんです」


  「なぜ？」


  「重かったから」


  「まったく！」
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  　帝都ノアの、宮殿や官庁舎が集まった中央区に、豪勢な四階建ての城館がある。この城館の最上階に、天然の乾性油で光こう沢たくをつけられた樫かし材が天井と床に張られた、華美な内装の部屋があった。柔やわらかで上品な手触りのビロードの布が、部屋の要所要所にかけられて、高級感を引き立てるのに一役買っていた。


  　この部屋──この城館の主あるじは魔術師である。


  　それも、メイトリア帝国で最も権力を持つ女魔術師だ。


  　メイトリアの政府機構には、魔術師のための組織が二つ存在する。


  　魔術師書記局と、魔術師戦闘団ＭＣＧだ。


  　どちらも皇帝直属となっている。


  　魔術師戦闘団ＭＣＧの仕事は、わかりやすい。戦時には護衛方陣とともに出撃する、総勢五〇〇名近い命知らずの魔術師の集団だ。戦場に出れば、とりあえず総司令官の命令に従うが、基本的には国防騎士団ＯＮＤにも陸軍にも所属していない。ちゃんとした命令系統に組み込まれていないために、戦場全体に無用の混乱をもたらすこともしばしばある。


  　魔術師書記局は、戦闘団よりもやや上位に位置する。その仕事は、国内におけるありとあらゆる文化的活動の審査、重要な公文書の補完、議事録の作成、魔術師たちの知的活動への支援などだ。書記局長は慣例として帝国大書記官を兼務し、政治や軍事に関して国王に直接助言をすることができる立場で、メイトリア帝国で暮らす魔術師たちの権力ピラミッドでは頂点と言っていい。魔術師書記局長の命令で、魔術師戦闘団ＭＣＧも動く。


  　なぜ、魔術師が政治の中ちゆう枢すうにまで食い込むことができたのか──。その理由は、星光体アストラル魔法の才能が「生まれつき」のものだという事実に尽きる。才能を持つものがさらに上達することはあっても、星光体アストラル魔法は使えないものには一生使えないのだ。修行や研究でどうにかなるものではない。


  　一握りの人間だけが、一瞬で数百人を殺す大量破壊系魔法を使えるという状況で、彼らのエリート意識、選民思想が膨ふくらみ始めるのはある意味仕方のないことだったのかもしれない。国家のために優秀な魔術師たちの力を使ってもらうには、破格の報ほう酬しゆうと権力が必要だったのだ。


  　そうやってこの新パンゲア大陸では、どの国でも魔術師を政治の分野でも重ちよう用ようするのが当たり前になっていた。


  　現在の書記局長、兼帝国大書記官は女性である。


  　名前はゼナ・ゴールドバーグ。


  　帝国が魔術師を雇やとうようになって以来、屈指の才能の持ち主といわれている。およそ六種類の魔法を駆使し、しかもそのうちの三種類が「大量破壊系」だ。彼女が全力で、自分が持つ最強の星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクを使えば、一撃で二千人近くを葬ほうむることが可能だ。


  「ああ……」


  　そんな彼女が、ベッドの上で悩ましい吐と息いきを漏もらした。小さな白い下着をずらして、敏感な部分に白く長い指を挿入されている。その指は、書記局長ゼナの幼なじみ──ソフィア・ロレンス少将のものだった。公おおやけにはしていないが、二人は長い付き合いの恋人同士だ。つまり同性愛者同士ということになる。


  　この新パンゲア大陸の諸国家では、多様なセクシャリティが認められていた。そうなったのは、やはり魔法と魔術師たちの影響だった。


  　前文明崩ほう壊かい後はしばらく、ただ腕力のみが支配する野や蛮ばんな大陸だったが、魔術師が現れてからは急激に変わった。魔法さえ使えれば、非ひ力りきな少女一人でも数百人の部隊に匹敵する戦力になりえるという事実が、社会機構すべてに影響をおよぼすのはある意味当然のことだと言える。


  　女性の魔術師が政治の世界でも発言力を持つようになり、その結果、性差別的な発言は許されない社会の空気が自然と出来上がった。そして魔法は、女性や少数派マイノリテイの社会進出にも一役買った。たとえば同性愛者の魔術師でも、実力さえあれば国王、皇帝に政治的な助言をできるようになるので、法律もそのように変化していったのだ。


  「ああ、ソフィア凄くいい……」


  「ほら、私も気持ちよくしてくれ……ゼナ」


  　ゼナ・ゴールドバーグは、長い研究生活のため視力を落としていて、情事の際もメガネをかけたままだった。長い黒髪をおさげに結っているのがどうにも田舎いなか娘のようで、とても大金持ちの大天才に見えない。背が低く、容よう貌ぼうも子供っぽくてあまり美人という感じではないが、しっとりと潤うるんだ切なげな目が恋人の保護欲をかきたてた。胸が小さいのに、お尻しりは丸みが強くて弾力もあり、魅力的である。


  　ソフィアが指で刺激をくわえると、ゼナは豊かなお尻をいやらしく振って応えた。彼女の甘い喘あえぎ声が、ソフィアの耳に心地いい。


  　まず、ゼナが絶頂の波にさらわれた。それから一休みして、次はゼナがソフィアを責めたてて高みへと導く。


  



  「……アーサー・フリードマンはどうだ？」と、ゼナが思い出したように言った。


  　情事を終えた二人は、裸同然の格好のまま、ベッドの上で寝転んで会話を交わす。


  「腕は良さそうだ。だが、性格に問題があるな」


  　そう答えたソフィアは、寝そべったまま粘土クレイパイプの刻み煙草たばこに火を入れた。ベッドの脇に小さなテーブルがあって、そこに喫きつ煙えんのための道具が一通り用意されている。


  「それは事前に言っておいただろう。『実力は抜群だが協調性なし。エリート意識が強い』って。どうする？　今から別の魔術師に代えるか？」


  「いや、彼でいい。今回はきつい作戦になる。彼の使う大量破壊系が必要だ。ゼナがかわりにやってくれるというなら、それでもいいが」


  「無茶を言う」冗じよう談だんだとわかっているので、ゼナは笑った。「私が行きたくても、皇帝陛下が許しちゃくれないよ。私は存在そのものが『軍事機密』で『国家の財産』らしいから」後半は少し皮肉っぽい口調になっていた。


  「国家の財産である以前に、ゼナは私の宝だ」


  「ソフィアの見事な殺し文句には、きっと死ぬまでドキドキさせられるのでしょうね」


  [image: ]


  　下級魔術師の特殊部隊化。そこそこ魔法が使える人間に、接近戦の技術を叩たたき込んで難度の高い任務に投入する──そんな特殊戦闘員スペシヤル・オペレーター構想を最初に提唱したのは、ソフィアの父親、元国防騎士団ＯＮＤ団長ハンス・ロレンスだった。この構想にはたくさんの反対意見があがった。一番多かったのは、魔術師は厳重に保護しなければいけない、という反対意見。そして魔術師戦闘団ＭＣＧとしては、たとえ大した魔法は使えなくとも、下働きをやってくれるかもしれない人間を国防騎士団ＯＮＤに引き抜かれるようで面白くなかったのだ。


  　しかし、様々な障害を乗り越えて特殊戦闘員スペシヤル・オペレーターの部隊は成立した。それはひとえに、ゼナの個人的な厚意と協力のおかげだった。特殊部隊の騎士ソフィアと、帝国魔術師のトップであるゼナ。この二人の女性によって、メイトリア帝国内でひそかに軍事改革が進行していた。
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  　訓練は順調だった。──ただ一つ、アーサー・フリードマンの一件を除けば。


  　潜入工作任務は長引きやすい。これから旅立てばしばらくは戻ってこれない、そんな帝都最後の夜。短い休みをもらったので、参加する隊員たちはそれぞれ楽しむことになった。今のうちにたっぷり遊んでおかないと、息が詰まる敵地で後こう悔かいすることになる。


  　僕、シナフィ、ウーゴの三人は、行きつけの酒場「一いつ角かく鮫ざめ亭てい」で大騒ぎすることに。ここで飯を食い、酒を飲んで、ウーゴは女漁あさりに、シナフィは男漁りに出かけていくという。僕はまだ──飲み会のあとのことはあまり考えていない。


  　一角鮫亭は三階建てで、上階は売春宿を兼ねている。安酒とよく合うドライソーセージの味が評判の店だ。


  「じゃあ、国防騎士団ＯＮＤに乾杯！」


  　三人でぶつけたジョッキには、香こう辛しん料りようを入れて味を調ととのえたビールがなみなみと注がれていた。飲むと、喉のどと舌に爽やかな刺激が残る。


  「やっぱり、リョウトがいるとしっくりくるな」とシナフィ。


  「そういうもんですか」


  「いきなり二人減ったわけで、寂しいもんだ。こっちは」


  　サローヤンの一件で、シタデルは戦死。リョウトは駐在武官になった。ソフィア隊長も少将に昇進となれば、今までのように現場に出るのは一層難しい立場となる。強襲部隊チーム２は事実上戦力が半減した状態だった。


  　今回の作戦が終われば、再編成があるはずだ。チーム２にも人員の補充があって、僕は強襲部隊から外される可能性もある。そもそも、駐在武官兼特殊部隊員という現在の立場は少々微妙なのだ。フランカの側そばにいたい。しかし、ウーゴやシナフィと離れるのも嫌いやだ。すべて丸く収まる何かいい方法はないものか──と、最近ずっと頭を悩ませている。


  「それにしても、魔術師ってのは嫌な奴だなー」


  　早速酔いが回ってきたらしいウーゴが、赤ら顔で言った。


  「僕たちも一応魔術師だよ」


  「確かに、俺たちは特殊戦闘員スペシヤル・オペレーター──魔法戦士ってところだ」シナフィはソーセージを噛かみ砕いてから続ける。「俺たちは体も酷こく使しするから、頭でっかちになることがない。本職の魔術師連中は違う。薄暗い部屋にこもってわけのわからん理屈ばかりこねくり回しているから性格がねじ曲がるんだ。いきすぎたエリート意識は病気みたいなもんだしな」


  　そうだろうか、と僕は疑問を覚えた。今回応援としてくわわった魔術師アーサー・フリードマンは、体も相当鍛きたえている感じだった。彼の性格の悪さには、もっと根深い理由がありそうな気もする。


  「でも、ソフィア少将は魔術師書記局にコネが。詳しいことは知らないけど」とウーゴ。


  「そりゃ、すべての魔術師があの男……アーサーみたいなヤツだったら、メイトリア帝国はもう終わりだよ、終わり」


  　シナフィが吐き捨てるように言った。彼女もそろそろ酒で勢いがついてきている。
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  　一人のドワーフが帝都ノアの大通りを歩いている。たくましいひげと低い身長で、一目でそれとわかってしまう。人間たちから敵意むき出しの視線を向けられるが、ドワーフの男は体だけでなく心もタフだ。気にしない。


  「……まったく臆おく病びような連中だ。鉱山掘りのツルハシに誓ちかって、俺は無差別テロなどやるようなドワーフではないのに！」


  　ニューマケドニア占領統治軍治安維持部隊、特別戦闘中隊所属、ゲオルギウス特務少しよう尉いだった。彼の家は、帝都ノアの住宅街にある。過激派ドワーフのテロ活動のせいで近隣住民の目は冷たいし、露ろ骨こつな嫌いやがらせを受けることもあるが、それでもゲオルギウスには帝都で暮らさないといけない理由があった。


  　ゲオルギウスは普段はニューマケドニアで対テロ捜査に従事しているので、久しぶりの帰宅となった。四階建ての集合住宅の一室。ドアを開けて「ただいま帰った！」と中に入ると、病気の妻がベッドの上で横になったまま「お帰りなさい……」と弱々しく微笑ほほえんだ。


  　ゲオルギウスの妻は、ドワーフ特有の難病にかかっていた。正式な病名は定まっていないが、山で暮らすドワーフにしか発症しないことから「鉱山毒にやられた」と言えば通じる。魔法金属に関わる中毒症状ではないかという説もある。


  　発症すると、手足の先から麻ま痺ひが始まり、内臓にいくつも悪性の腫しゆ瘍ようができる。末期になるとほぼ意識はなくなり、全身が硬直しぴくりとも動かなくなってから、いつの間にか心臓が止まっているのだ。


  　病気の妻のために家事手伝いを雇やとっているが、今日はゲオルギウスが帰宅するのがわかっていたので休きゆう暇かを与えている。「こんな訓練があってな……」と話しかけながら、手て際ぎわよく山菜や鹿しか肉を料理していく。妻は栄養をとらなければいけない。鹿肉は食べやすいように細かく切ってから、じっくりと煮込む。バターを入れたスープで、肉を溶かすように──。煮込み始めたところで約束の時間になって、妻の担当医師が訪ねてきた。


  　その医師はいわゆる魔法医だった。一般的な医療知識と星光体反射治癒魔法アストラル・リフレクシヨン・ヒーリング・マジツクを併へい用ようし、昔は死病といわれていたものでも治療可能な「神の手」の持ち主だ。帝都ノアにいる魔法医の数はたったの五人。その中で、比較的良心的な費用でドワーフまで診みてくれるのはたった一人だけだ。


  　魔法治療はシンプルなものだ。麻ま酔すい魔法をかけて患者を眠らせてから、体を切り開いて患部を摘出し、縫ほう合ごうしてから治ち癒ゆ魔法をかける。その手術はすでに成功し、今は術後のケアとして定期的に治癒魔法をかけてもらっている段階だ。体の中身の傷が開くこともあるので、まだまだ気は抜けない。


  「……よくなっていますよ。このままいけば完治だ」


  「いつもありがとうございます」


  　さすがはメイトリアの魔法医である。妻の病状は確実に快復に向かっていた。今はまだベッドで横になっていることが多いが、あと数回の治癒魔法で普通に歩けるようになるという。


  　ニューマケドニアではこうはいかない。ドワーフたちは魔法を毛嫌いしている。自分たちが一切使うことができないからだ。妻に最先端の魔法医療で手術してもらうには、どうしてもメイトリア帝国の力が必要だった。


  　今日の治療を終えて、医師はゲオルギウスから謝礼を受け取ってから帰っていった。ベッドの近くに料理を並べて、スプーンで妻の口まで運ぶ。ドワーフ族は女性でも顔つきが厳いかめしく、ひげが生えている。確かに人間の美的感覚からすると違和感があるかもしれないが、ドワーフたちにしてみれば人間の女たちのほうが異常に見えるのだ。


  「……任務で、少し遠くに行ってくる。でも、大丈夫。いつものお手伝いさんが、引き続きお前の身の回りの世話をしてくれるから」


  　食べさせながら、ゲオルギウスは言った。


  「遠く……ですか？　いつも危険な任務ばかりで、本当にすみません……」


  　妻が悲しそうな顔をする。良心的な価格といっても、魔法医の診察料は庶しよ民みんには高すぎる。特殊部隊の中でも、高額の危険手当が出る部署でなければ支払いはできない。


  「いいんだ。ニューマケドニアに残っていたら、お前の命はなかった。お前がいなければ、俺が一人で生きていても意味がない」


  「……本当は、メイトリア帝国のことを憎んでいるのではないですか？　それなのに、祖国の解放運動を弾圧する側に回るなんて」


  「滅多なことを言うものではない。メイトリアに恨うらみがないといえば嘘うそになる。俺にだって、燃えるような愛国心とドワーフ族の誇りがある。だが、無差別テロはダメだ。解放運動もやり方を間違えば逆効果だ。俺は、今の自分の仕事にも誇りを持っている。お前が心配するようなことはない」


  「あなた」


  「いよいよお前の病気が治る。そうなったら、次は子供だ」


  「任務の成功を……無事を心の底から願っております」


  「岩より硬いこの拳こぶしに誓ちかって言う。どんなことをしてでも、必ず帰ってくる」
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  　魔術師戦闘団ＭＣＧのアーサー・フリードマンは、あえてみすぼらしい外がい套とうを羽織って城壁の外側──貧民街スラムに出かけた。時間は夜の八時半。九時になると外壁の城門が完全に閉ざされてしまうので、今晩はスラムで一泊するつもりだ。


  　アーサーが歩いているのは、帝都ノア城外スラムの中でも特に柄が悪いとされている地区だった。曲がりくねった道はあちこち酔っぱらいの嘔おう吐と物や排はい泄せつ物で汚れていて、貴族のおぼっちゃんなら自みずから鼻を斬り落としてしまいそうなひどい臭においだ。安っぽい露ろ店てんからはごろつきたちの怒鳴り声が響き、厚化粧の娼しよう婦ふをめぐる刃にん傷じよう沙ざ汰たは日常茶飯事だ。


  　草くさ葺ぶき屋根の小屋が立ち並ぶまるで迷路のような街角に、アーサーが育った貧民街スラムの孤児院があった。その孤児院の戸口の前で、一人の女性が三人の酔ったごろつきにからまれていた。知り合いの女性だったので、アーサーは迷わず助けに入った。ごろつきたちはこのスラムに流れてきたばかりで、孤児院に手を出すのがどれだけまずいことなのか知らなかったのだ。


  「やりたいんだろ」「やらせろよ」「スラムの女なら股またはゆるい」と口々に卑ひ猥わいな言葉を吐き出す連中に向かって、アーサーは道端の石を拾って何も言わずにいきなり投げつけた。石は子供の頭くらいの大きさで、それがごろつきの後頭部にめりこんで、頭ず蓋がい骨こつが陥かん没ぼつする鈍にぶい音がした。頭から血を噴き出しながら倒れたその男は、致命傷をくらったことを表現するかのように大おお袈げ裟さにびくびくと痙けい攣れんする。


  　アーサーはごろつきたちが状況を理解するよりも早く、二人目の髪の毛をつかんで地面に引き倒し、すかさず上から三回、かかとで踏みつけた。アーサーは魔術師とはいえ力が強く、あっという間に男の顔はぺしゃんこに潰つぶれて眼球が飛び出し、前歯や鼻の骨が砕けて、耳と口から血と脳のう漿しようがこぼれる。


  　三人目が「てめえ！」と言った瞬間、アーサーはなんだか面倒くさくなって、右のてのひらから星光体アストラルを投射した。持っている中では一番弱い魔法──「ハンドカノン」を使ったのだ。閃せん光こうと小さな爆発が生じて、衝撃波が三人目のごろつきを包みこんだ。男の全身の皮ひ膚ふが一瞬で体から引き剥はがされて筋肉がむき出しとなり、背中側に大きな穴が開いて内臓と脳が飛び出した。


  「危ないところを助けてくれて、ありがとう」からまれていた女性は、アーサーに向かって頭を下げた。「……でも、殺すことはなかったのに」


  「下へ手たに生かしておけば、必ずあとで仕返しにくる。中途半はん端ぱに助ければ逆に迷惑になる。生かしておいても価値がなさそうな人間はためらわずに殺す。俺はちゃんとずっと先のことまで考えている。高位の魔術師である俺は、皇帝陛下から直じき々じきに殺人を許可されている。ごろつきを殺さないとすれば、それはただの偽ぎ善ぜんだ」


  「相変わらず、アーサーらしいね」


  　その女性は微苦笑して死体の後片付けを始めた。近くのごみ捨て場に適当に捨てておけば、あとは野良犬やカラスが勝手に処理してくれる。彼女の名前はケイティ。今は孤児院のスタッフをしているが、昔は腕うで利ききの冒険者だった。実は、やろうと思えばさっきの三人も彼女一人で簡単に殺せたわけだ。


  



  　ケイティは茶色の髪で顔にそばかすがあり、実際の年齢よりもかなり若く見える。意外なことに冒険者だったころは、前衛を担当する戦士だった。彼女も一つだけ魔法が使える。自分の筋力を何倍にも高める肉体強化系の魔法であり、そのおかげで彼女が振るう両りよう手て斧おのは一撃必殺の威力を有していた。


  　昔はやんちゃだった彼女も、子供を産んでからは人が変わった。冒険稼か業ぎようから足を洗い、スラムの孤児院で働き始めた。その孤児院で育ったアーサーにとっては、まるで姉のような存在だった。


  　孤児院の敷地内には、スタッフが寝泊まりするための木造二階建てがある。宿屋に近い構造の建物で、一階が食堂になっている。そこでアーサーとケイティは、久しぶりの再会を祝してワインで乾杯した。二人の間にあるテーブルには、ケイティが「ワインに合う」と言って切ったチーズの皿が載っている。


  「ちびどもはもう寝てるみたいだな」とアーサー。城門を出たのは八時半だったが、道が入り組んだスラムを歩いているうちに夜の一〇時を過ぎていた。


  　ケイティはうなずき、


  「この時間になるとさすがに。昼間、遊び疲れているし」


  「子供たちはたくましいな」アーサーは思わず微笑ほほえんだ。「こんなスラムでも、酒に頼らずに人生を楽しんでいる。人間は子供のころが一番偉大だ。年をとるたびにつまらなくなっていく」


  「大人にしかできないこともあるんじゃないか？」


  「そんなのはつまらないことばかりさ」と、ここでアーサーは思い出したように懐ふところから金銀が詰まった布袋を取り出してテーブルの上に置いた。「忘れる前に渡しておく。これは寄付だ。ちびどもに美う味まいものでも食わせてやってくれ」


  「いつもすまない、アーサー。本当はこんな多額の寄付は申し訳なくて、受けとるべきではないと思うんだけど……」


  「遠慮するな。俺は金が余ってる。いつでも城壁の内側にもっと立派な孤児院を建ててもいい」


  「その申し出はとても嬉うれしい。でも、孤児院は貧民街スラムになければ意味がないんだ」


  　ケイティの言うことはもっともだった。アーサーの権力をもってしても、貧民街スラムの孤児をすべて城壁の内側に移すのは難しいだろう。しかも、スラムでは今も孤児が増え続けている。対応するためには今の場所が一番だ。


  「アーサーがいなかったらと思うとぞっとする。本当に尊とうとい魔術の達人だ」


  「そんな立派なもんじゃない」


  　アーサー・フリードマンはスラムの出身で孤児だ。当時の院長が、共用井戸の桶おけに捨てられていた赤ん坊のアーサーを拾ってくれた。いまだに本当の両親がどんな人間なのか一切情報はないし、もはや興味もない。ケイティが孤児院のスタッフになったのは、アーサーが一二歳のころ。貧しく、城壁の内側の人間に蔑さげすまれる生活だったが、それなりに楽しい日々だった。


  　ところが、アーサーが一五歳になったとき、転機が訪れた。街の兵士と揉もめ事を起こした際、生まれて初めて使ったハンドカノンで一人を粉こな微み塵じんに吹き飛ばしたのだ。罪に問われて牢ろう獄ごくに送られるかと青くなったが、そうはならなかった。彼に大量破壊魔法の才能があることがわかって、兵士を殺したことは「事故」で処理された。アーサーの才能は、一般人の命よりもはるかにも重かった。


  　アーサーが魔術師になって、周囲の態度が一八〇度変わった。今までのスラムの人間をくず扱いしてきた貴族や商人が、出世が確実なアーサーに下げ卑びた笑顔を浮かべてすり寄ってきた。変わらないのは、孤児院の仲間たちだけだ。極端な環境の変化、そして魔術師を取り巻く貴族社会のいやらしさに、心底嫌いや気けがさして性格がひねくれていく。


  「仮に魔法が一切使えなくなっても、私はアーサーのことを尊敬し続ける」


  　ケイティは真剣な面おも持もちで言った。


  「あなたの言葉は俺の心に染しみる。とても幸せだ。しかし……」と、アーサーは自じ嘲ちようする。「俺は心に染みた言葉さえもどうしても信じることができない。あまりに多くの嘘うそつきとおべっか使いを見てきたからだ」


  「私はそんな人間ではないが、アーサーの気持ちは察するよ……」
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  　──実のところ、父親の顔すらよく覚えていなかった。


  　我われながら親不孝な娘だ──と、ニコレッテ・ヴァイツゼッカーは心の中だけでつぶやく。


  



  　フランカの護衛にあたっていた父が死んだ。戦死だった。本来ならば卑ひ劣れつなメイトリアのやり口に怒りと復ふく讐しゆうの炎を燃やさないといけないのだろうが、父とは一人暮らしを始めて以降、五〇年近く会っていなかったので、ピンとこないのだ。


  　エルフの寿じゆ命みようは短いものでも五〇〇歳。死ぬ寸前まで老いることはなく、体力もほとんど落ちない。たとえ親子でも、ちょっと疎そ遠えんになれば人間では考えられないほど長い時間顔を合わせないのは、エルフ族の間ではたまにある話だ。それだけ時間が空けば、さすがに家族の情も薄れてしまう。


  　聞けば父は、ニコレッテが知らないところで再婚し、二人目の子供を授かっていたという。死んでからそれを知らされても、はあそうですか、としか言いようがない。父の死に関してまったく悲しみがない──ニコレッテは、そんな自分が嫌いやになった。父が殺されたのだから、復ふく讐しゆうしなければいけない。でも、殺意がわいてこない。


  　そんな中、メイトリアとの共同作戦の話が出てきた。


  　そして、すかさずニコレッテは志願した。


  　あまりに迷わず志願してしまったために、ゲオルクには「復讐する気なんじゃないのか？」と疑われた。そんなつもりはありません、とニコレッテは答えた。少なくとも嘘うそではない。今はまだ復讐しようにもその気になれない。メイトリアの特殊部隊と行動をともにしていたら、ふと復讐心が盛り上がってくるかもしれない──そんな期待があった。父を殺した兵士に会えるかどうかはわからないが、人間の醜みにくさや狡ずるいところを見せてくれればニコレッテとしては助かる。


  　腕はＫＳＫの中でもニコレッテはずば抜けていた。能力的には申し分がないのに、やはり父親の件がネックになった。本当に大丈夫かどうか確認するために、彼女はわざわざ作戦の指揮を担当するメイトリア帝国ソフィア少将の面接を受けた。


  　その結果──合格したわけだ。ソフィア少将は、ニコレッテが復讐心のかたまりではないことをあっさり見破ってくれた。


  



  　ところでニコレッテは、作戦の中心となる特殊作戦群ＳＯＧ、強襲部隊チーム２のリョウト・アマザキに個人的な興味を抱いていた。作戦前の休息をとるための夜、ニコレッテは国防騎士団ＯＮＤの兵士に「強襲部隊がいそうな店はどこか」と訊たずねて、たどり着いたのが「一いつ角かく鮫ざめ亭てい」だった。少し中を覗のぞいたら、リョウト、ウーゴ、シナフィの三人が楽しそうに酒を飲んでいた。


  「…………」


  　──あの中の誰かが、父を殺した可能性もあるわけか。


  　そう考えても、憎しみがわいてくるということはない。むしろ、彼らのいかにも人間的な陽気さが微笑ほほえましい。物静かなリョウトは「いじられる」役目だが、それでも馬鹿騒ぎをしっかりと楽しんでいるのが伝わってくる。


  　リョウトに個人的な興味を持ったきっかけは、フランカとの情事を盗み見したことだった。


  　ニコレッテは、父を殺した犯人の情報を手に入れるために在エルフェンクラング・メイトリア帝国大使館に忍びこんだことがある。それは復讐のためではなく、復讐心を呼び起こすための義務感からの行動だった。結局、それらしい情報を入手することはできなかったが、たまたま浴室で体を重ねるリョウトとフランカを目撃してしまった。


  　ニコレッテはまだ処女だ。エルフの男は恋愛に関して淡たん白ぱくなところがあり、熱心に言い寄られたこともない。そんな彼女が生まれて初めて見た男女の交まじわりは、想像したよりもずっと情熱的で、激しかった。あんな獣けもののような体位で、あのおしとやかなフランカが舌を伸ばして快楽の悲鳴をあげていた──。あまりにも衝撃的で、その日の夜、ニコレッテは一睡もできなかったほどだ。


  　あの日以降、ニコレッテは淫みだらな妄もう想そうにふけるようになった。


  　別に好きになったわけではないが、ショックが強かったせいか、自然と妄想の相手はリョウトになった。


  　最初の妄想は、浴室でのフランカを自分に置き換えただけのものだった。しかし徐々にそれだけでは満足できなくなってきて、自分で思いついた状況を追加していった。やがてニコレッテは、自分の心の奥に潜ひそんでいた様々な性せい癖へきに気づく。


  　ニコレッテはいつの間にか、自分が縛られて、リョウトにいやらしく嬲なぶられる妄想ばかりするようになっていた。痛みに強いデザートエルフの特殊部隊員が、実は心の奥底で甘い痛みを求めていたのだ。それはエルフの文化では変態性欲とされていて、到底許されるものではなかった。


  　その点、新パンゲア大陸の人間は多様な性に寛かん容ようだ。共同作戦のために初めて帝都ノアを訪れて、見るもの聞くものすべてが新鮮で面白かった。近くで適当な男を引っかけて宿の部屋に連れこもうかと思ったが、さすがにそれは軽すぎると思ってやめた。人間たちの好奇の視線を浴びながら、ニコレッテは「一いつ角かく鮫ざめ亭てい」の外でリョウトを待ち伏せする。
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  「じゃあなリョウトー！」と、ウーゴが酒さけ臭くさい息とともに言った。


  「またあすた！」と、シナフィはろれつが回っていない。


  　夜遅くなってきて、ぐでんぐでんに酔っぱらったウーゴとシナフィはそれぞれ異性との一夜限りの情事を求めて「一角鮫亭」を出ていった。酒は飲んだが、あまり酔わずに比較的いつも通りの僕は取り残されたような寂しい気分を味わう。さてどうしようかと思って自分も道に出ると、美しいデザートエルフ──ニコレッテ・ヴァイツゼッカーに「どうも、今晩は」と声をかけられた。


  　意外な人物との遭遇に、僕は微かすかに目を丸くした。ここ最近ずっと一緒に訓練をしていたが、こうしてプライベートな時間に会うのは初めてだった。


  「どうしてここに？」


  　という僕の問いに、


  「あなたを待っていた」


  　ニコレッテは静かな声で答えた。


  「僕を……？」


  　僕は、足下に火が点ついたような思いを味わった。それを悟られないように平静を装よそおう。間違いなく強襲部隊チーム２の誰かが、彼女の父を殺したのだ。余計な話をしてボロを出さないうちに、自分から「もしかして、あなたのお父さんのことで話でも？　犯人はまだわかっていないと聞いています」ときわどい話題を振った。


  「例の、フランカの護衛がメイトリアの特殊部隊に殺された件ですね……」ニコレッテは自じ嘲ちよう気味の笑いを浮かべた。「それはもういいんです。犯人は確かに気になるけど、今はマルランダの件が優先で」


  「プロフェッショナルなんですね」


  　僕は感心して言った。ニコレッテは、強がっている感じではなかった。本当に私情よりも任務を優先しているような、嘘うそのない目をしていた。彼女が怒ったり悲しんだりしていないのが、僕の気持ちをいくぶんか楽にした。


  「そんな大層なものじゃないですよ」


  　ニコレッテは小さく首を左右に振る。


  「ところで、リョウト大たい尉い。これから一緒に飲み直しませんか？」


  　その誘いに、僕は当然ためらった。女性と二人きりで酒というのは、浮気かそうでないか悩む。ただ、しかし──ニコレッテはただの女の子ではなく、特殊部隊の一員であり、これから共同作戦に参加する仲間だ。結局、問題ないだろうと判断した。


  「いいですけど……僕とお酒飲んでも面白くないですよ？」


  「あなたに個人的な興味があります。でも、恋愛感情ではないのでご安心を」


  　ニコレッテは、冷静な声でそう言った。そして人差し指でメガネの位置を正す。


  「あなたも、私に興味を持ってくれると嬉うれしい」


  「…………」


  　彼女の言葉をどう受け取ればいいのかわからなくて、僕は「はあ……」と曖あい昧まいな反応をするのが精一杯だった。ニコレッテは知的な表情で、まるで僕のことを観察しているかのようだ。


  「リョウト大尉。私に、色々なことを教えてください。人間の文化を。人間の心を」


  　ニコレッテの「教えてください」には、なんだか妙な含みがあった。しかし、僕のことを父の仇かたきとして怪しんでいる、という感じでもない。むしろ彼女から伝わってくるのは、純粋な好奇心とプロの戦士らしい大胆さ。変わった女の子だな──と思う。
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  　最後の休息の夜が明けた。


  　僕──リョウト・アマザキ国防騎士団ＯＮＤ大たい尉い。特殊作戦群ＳＯＧ、強襲部隊チーム２所属。


  　ウーゴ・バティスタ国防騎士団ＯＮＤ中尉。同右。


  　シナフィ・ボスルー国防騎士団ＯＮＤ大尉。同右。


  　先任大尉であるため、彼女がマルランダ潜入後現場での指揮を担当。


  　メイトリア帝国魔術師戦闘団ＭＣＧ所属、アーサー・フリードマン。


  　ニューマケドニア占領統治軍・治安維持部隊、特殊戦闘中隊所属、ゲオルギウス特務少尉。


  　エルフェンクラング国軍特殊コマンド所属、ニコレッテ・ヴァイツゼッカー上級准じゆん尉い。


  　以上の六人──ウイスキー・ハンター・チーム──を後方からサポートするのが、メイトリア帝国陸軍・調査部第一課リカルド・アイアンハイド中佐と、総責任者でもあるソフィア・ロレンス少将だ。


  　とりあえず、僕たちハンター・チームの六人は輸送用グリフォンで先行した。驚くほどの短い日数でエルフェンクラングの首都ノルトヴァルトに到着。大使館で休息をとりつつ、軍用馬車を乗り継いでやってくるソフィア少将とリカルド中佐を待つ。ノルトヴァルトでもチームワークの訓練を積んだが、アーサー・フリードマンはやっぱり参加しなかった。「雑ざ魚こどもは勝手にやってろ」とかひどいことを言い、特別注文の豪勢な食事を食べながら酒ばかり飲んでいる。


  　対照的にゲオルギウスとニコレッテはメイトリア式部隊戦闘システムの呑のみ込みが早く、まるで何年も一緒にやってきているように馴な染じんでいた。


  「なるほど洗練されている！　こりゃあニューマケドニアが戦争に負けるわけですな！」


  　と、僕たちの戦法に感心してゲオルギウスが大きな声で笑った。


  　メイトリア式部隊戦闘システムの基本は、自分たちの位置と敵の位置を素早く確認して、誰が誰を狙ねらうかを驚くほど短時間で決めてしまうことだ。隊長からの細かい指示がなくても、最大の攻撃力を発揮するように効率よく標的を分担する。僕たちにはそれが、簡単なアイコンタクトをとるだけでほぼ無意識のレベルで実行できる。厳しい訓練の成果だ。


  　僕はメイトリアの駐在武官でもあるので、大使館に自分の部屋がある。他の仲間たちはゲストルームに泊まる。自分部屋で床に荷物をおろして、グリフォンでの長時間移動にさすがにくたくたになってベッドに倒れこもうとしたら、ドアがノックされてフランカが入ってきた。


  「大変そうだな、リョウト……お帰りなさい」


  「ただいま。久しぶり、フランカ」


  「いいよ、リョウトは寝てて。疲れてるだろ」


  「でも、フランカの顔を見たら元気が出てきた。全然大丈夫」


  「そうか……嬉うれしいけど、無理はしないで」


  　無理はしない。元気が出てきたのは本当のことだ。フランカと抱き合って軽くキスを交わし、二人並んでベッドの端に腰をかけた。


  「ニコレッテはどうだ……？」


  「よくわからない……変わった女性だね」


  「ＫＳＫでは、普通に優等生だったそうだ」


  　ニコレッテの父親はフランカの護衛兵で、戦死した。殺したのはたぶん僕たちの中の誰か。フランカが不安がり、心配しているのも当然だった。


  　だが、僕はどうしてもニコレッテが復ふく讐しゆうや敵意といったネガティブな感情を抱いだいているとは思えなかった。だからこそ、ソフィア少将も彼女の参加を認めたのだろう。──かといって僕たちのことを無視しているわけでもなく──ただの優等生という感じでもない。「一いつ角かく鮫ざめ亭てい」を出たあと彼女と二人きりで飲み直したが、交わした会話の内容は世間話の域を出るものではなかった。


  「……私もマルランダに一緒に行きたい」


  　ふと、フランカが言った。子供のように純粋で、今は廃すたれた宗教の聖女のように恐れを知らない目をしていた。僕の胸に熱いものがこみあげてくる。


  「気持ちは嬉しいけど、無茶はしないでほしい。もう、二度とフランカが傷つくところなんて見たくない」


  　僕たちはサローヤンという男の命令でフランカを拉ら致ちし、拷ごう問もんした。彼女が傷つく姿に耐えられなくて、僕は命令違反を犯したのだ。


  「これから先、たとえ相手が上官だろうと皇帝だろうと、僕の愛する人に手を出すやつは絶対に許さない。君を守り抜く。でも、そのために一番重要なのは、大事な人を最初から危険な場所に近づけないことだ」


  「リョウト……」


  　フランカが、僕の胸に顔をうずめてきた。しっかりと受け止めて、彼女の髪を撫なでる。


  「……浮気とかしないよな、リョウト」


  「するわけないよ」僕は少し笑ってしまった。「なんでそんな」


  「だって……命をかけた潜入任務の中で、ふと女が抱きたくなることもあるだろう」


  　それは、ある意味正しい。危険な戦いの前後に性欲が高まるのはよくある話だ。命の危機が近づけば子孫を残したくなるのが本能という、もっともらしい説がある。


  「じゃあ、出発するぎりぎりまでフランカを抱くよ」


  「……わっ！」僕の言葉に、フランカは一瞬で顔を真っ赤にした。とても可愛かわいく慌あわてている。「そ、そういう話じゃなくて」


  　確かに、話が微妙にずれている。いくらフランカを抱いても浮気をしない保証にはならない。しかし僕はそのことに気づかないふりをして、少し意地悪な気持ちで「じゃあ、どういう話？」と訊きき直した。すると彼女は、照れた顔で唇くちびるを尖とがらせて「もういい……」とつぶやく。あまりに彼女が愛いとおしくて、もう一度キスをする。本当に、グリフォン移動の疲れなんて吹っ飛んでしまった。


  



  　三日後にソフィア少将たちと合流して、軍用馬車で移動を再開した。フランカともまた別れることに。名な残ごり惜しいが任務の最中だ。短くても、彼女とリラックスできる時間があっただけでよしとする。マルランダとの国境に近い今回の作戦の拠きよ点てんとなる城は、エルフェンクラング北部の荒れ果てた丘きゆう陵りよう地ちにぽつんと建っていた。


  　シュヴァルベ城、といった。


  　高く分厚い城壁に、広い中庭。石造りで円筒形のキープ天守を備えている。かなり大きな兵員宿舎と武器庫があり、いかにも戦争用といった雰ふん囲い気きの城だ。城の中を歩いても非戦闘員をほとんど見かけないことから、エルフェンクラング側のマルランダ王国への警戒心がうかがえる。大量破壊系魔法に対応した城ではないが、城内にはエルフの魔術師が一個小隊常じよう駐ちゆうしていた。


  「そういえば」と、城の中庭を歩いているときに、僕は隣にいたニコレッテに訊たずねた。「ヴァイツゼッカーさんは魔法は使えるんですか？」


  「ニコレッテ、と呼び捨てでいいですよ。リョウト大たい尉い」と、彼女は微笑ほほえんでから答える。「使えます。大量破壊系とまではいきませんが、砂漠デザートエルフにしてはそこそこ強力な魔法の使い手だと自負しています」
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  　シュヴァルベ城には、賢者会議の代表者ゲオルク・ジーフェルスがすでに到着し、作戦の準備を始めていた。いかにも冒険者らしい装備と、偽ぎ造ぞうの身分証明書は必ひつ須すだった。このシュヴァルベ城に、ゲオルクの他ソフィア少将、リカルド中佐、クレア大尉が残って作戦の指揮と支援を行おこなう。


  　僕たちは、キープの大広間で作成会議を開いた。樫かしの木材のテーブルを囲んで、上かみ座ざの席にゲオルクとソフィア少将がつく。


  「まず、これを魔術師戦闘団ＭＣＧのアーサー・フリードマンに渡しておく」


  　と、ゲオルクが耳と喉のどにはめるタイプの遠えん隔かく通信装置をテーブルの上に置いた。


  「通常の魔法遠隔通信装置の交信範囲はおよそ半径五〇〇メートル」とソフィア少将。「しかし、アーサーほどの魔術師が使えば、更新可能距離が大幅に延長される。ここ……つまりシュヴァルベ城にいるエルフの魔術師に協力してもらって、アーサーと連絡を取り合う。計算ではマルランダの王都からでもここまで届くはずだ」


  「ただし、強力な遠えん隔かく通信はマルランダ王国の魔術師に受信される可能性がある」ゲオルクが補足説明した。「空中を行き来する魔力は目に見えなくとも、優れた魔術師なら追跡することができるんだ」


  「心配無用だ……俺はそんな間抜けじゃない」アーサーが退屈そうに腕を組んで言った。「俺が追跡する側だとしたら、相手が遠隔通信装置で九〇秒以上話していたら位置をほぼ特定できると思う。それくらいを目安にして気をつける」


  



  「敵について、今までより詳しく説明しておく」


  　と、ソフィア少将が数枚の公文書用羊よう皮ひ紙しを広げた。


  「これはマルランダ全域の地図。そして、作戦の主要な舞台になりそうな王都アルモニアと、第二の都市トレントの詳細な地図だ。軍事用の地図を冒険者が持ち歩いていると怪しまれるから、ここにいる間に頭に叩たたき込んでおけ」


  「陸軍調査部のみんなが頑張って作った地図ですよー」


  　リカルドがのんきな声で言った。


  「前にも言ったように、最大の標的はマルランダの魔女こと女王フレデゴンド」


  　ソフィア少将は説明を続ける。


  「他に、重要な標的は四人だ。


  　マルランダ王国軍元げん帥すい、フェルナンド・スアレス。


  　王国騎士団の団長、アントニオ・バルデム。


  　トロール猟りよう兵へいコマンド部隊の長、エドヴァルド。


  　そしてもう一人──フレデゴンドが高額で雇やとっている傭よう兵へい隊長、銀腕のコルテス」


  「……コルテス!?」


  　僕たちは一いつ斉せいに驚きの声をあげた。あの自信満々なアーサーでさえ、ほんの少し顔色が変わっていた。ニューマケドニア戦争で一躍名をあげた伝説の傭兵。銀腕のコルテス。華々しい戦歴以外、すべてが謎なぞに包まれた男。あの男がマルランダで魔女に仕つかえているとなれば、これは思っていた以上にきつい任務になりそうだ──。
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  　そしてとうとう、出発の日になった。


  　兵士ではなく冒険者に見えるように、僕たちは防具や衣服をすべて市販のものに着替えた。政府の武器・防具工房で作られたものは一切身につけない。


  　僕たち強襲部隊は普段、胸きよう甲こうつきのバフ・コート──揉もみ革がわの上着──に、鋼鉄製のこてとすね当てを組み合わせて身を守っている。これだといかにもメイトリアの国防騎士団ＯＮＤっぽいので、バフ・コートはやめる。革の鎧よろいに、それぞれ違うデザインの胸甲をつける。


  　あと、国防騎士団ＯＮＤの兜かぶとは、ロブスター・テイル・ポッド。後頭部を守る部分がエビの尾に似ていることから、そう呼ばれている。バイザーつきの兜だ。これは新パンゲア大陸全土で使われているものだ。しかし、三人──僕、ウーゴ、シナフィ──が同じ兜というのはやはり目立つので、シナフィは金属の棒と板で補強された兜がわりの三角帽を被かぶった。これだといかにも女性冒険者っぽい。


  　僕は二刀流だ。使っている武器は太い両刃の短剣「ハンガー」と、相手の攻撃を受け流す頑丈な鍔つばがついた「パリーイング・ダガー」。どちらもサローヤンの件で逃亡の旅を始める際に盗んだもので、結局返すことなく愛用している。魔法鍛か冶じによって鍛きたえられた武器で、切れ味が素晴らしい。メイトリア帝国軍で配給、販売されている武器ではないので、冒険者が持っていても違和感はない。


  　ウーゴのショートスピア。


  　シナフィのハンドアックス。


  　ゲオルギウスのスパイクつきウォーハンマー。


  　ニコレッテの両手用大剣フランベルジュ。


  　それぞれ、エルフの商人が用意してくれたものに交換する。太っ腹のゲオルクが、すべて魔法がかかった武器を用意していた。一流の冒険者の一行パーテイーだと、全員が魔法武器を装備しているのが当たり前なのだ。


  　武器にはすべて鞘さやか柄つかにフックがついていて、それをたすきがけにした革帯や腰のベルトに引っかけて携行する。


  　念のために、飛び道具も忘れてはいけない。僕、ウーゴ、シナフィ、ゲオルギウスは、ガウツ・フット式クロスボウを持っていく。ニコレッテだけは長弓ロングボウだ。


  「イチイの木のロングボウに、矢材はトネリコ。矢や羽ば根ねは雁かりの羽根を加工したもの」


  　弓の弦つるを試ためしに少し鳴らして、ニコレッテは満足げにうなずいた。


  「ワックスも丁てい寧ねいにかけてある。これはいい弓ですね。三〇〇メートル先の的まとにも、一〇発中八発は当たると思いますよ」


  「ロングボウで、動いている標的相手にそれができたら凄い腕だ」


  　と、ウーゴが口くち笛ぶえを吹く。


  



  　ゲオルギウスは革鎧のみという軽装だ。ドワーフの場合は、分厚い筋肉そのものが鎧の役目を果たすので、防御力に不安はない。


  　ニコレッテは露ろ出しゆつ度の高い革のボディスーツに、短いスカートという服装。こて、すね当て系の防具は身につけない主義だという。冒険者は軽装のものが多いので、自然に見える。


  　魔術師のアーサーは、武器は数本のナイフを護身用として持ち歩くだけだ。割れた腹筋を見せつけるかのように前が開いた上着に、黒の革かわパン。政府お抱かかえだろうが冒険者だろうが、星光体アストラルの投射を妨さまたげないように、魔術師のいでたちはだいたいこういうものだと決まっている。


  　そして僕は、久しぶりに魔法の義眼をはめた。両目の動きが連動するように作られている特別製だ。隻せき眼がんのままだと目立ちすぎて潜入任務には向かない。これも、前回の事件で盗んだまま返し損そこねているもの。たぶん、このままずっと返さないんだろう。


  



  　ウイスキー・ハンター・チームは、全員旅行用の背バツク嚢パツクを背負う。中身はレインコートや替えの下着、保存食、料理用具といった旅の必ひつ需じゆ品ばかりだ。腰に装備した雑嚢フイールドバツグには、大きな縮しゆく尺しやくの市販の地図の他、応急処置キットやサバイバル用品を詰めておく。


  　移動のために、長旅に強い大型の馬が五頭待機していた。しかしドワーフのゲオルギウスは背が低すぎて、普通の馬には乗ることができない。この問題を解決するために、彼には一風変わった動物が用意されていた。


  　──猪いのしし。


  　ただし、普通の猪ではない。


  　頭ず蓋がい骨こつが発達しすぎて兜かぶとのようになっている「岩猪イワイノシシ」だ。


  　普通の猪よりも大きいが、馬よりは小さいという、まさにゲオルギウスの体格にぴったりの乗り物だ。鞍くらと鐙あぶみをつければ、乗り心地も馬とそれほど変わらない。完全武装の兵士を乗せても、時速三〇キロ近くで走る。


  「ニューマケドニア軍は、これを騎兵のかわりにすればよかったのに」


  「リョウト大たい尉い、そうはいきません」ゲオルギウスが笑ってかぶりを振った。「岩猪は湿地帯でなければ繁はん殖しよくしません。岩山で暮らすドワーフとの相性が悪いんです。ニューマケドニアで飼育することはほぼ不可能。輸入するしかなくなりますが……岩猪を専門に扱う商人などこの大陸には一人もおりません。手間がかかるのに客がドワーフだけでは、割りに合わない」


  「そういうことですか……」


  　とにかく、ゲオルギウスの乗り物問題もこれで解決した。


  　ソフィア少将から直接軍資金が詰まった麻袋を受け取り、懐ふところに収める。袋の中身は貨か幣へいや紙幣、他に宝石や金きん塊かいをそのまま持ち歩くことが多いのも冒険者の特徴だ。すべての準備が整って、僕たちはシュヴァルベ城から旅立つ。ソフィア少将、リカルド中佐、ゲオルク・ジーフェルスが城門で見送ってくれた。


  



  　なんだか妙な感じだ。冒険者を装よそおったせいで、本当に兵士をやめてしまったような気分になってくる。魔法戦士ばかりが四人。ドワーフの怪力戦士が一人。大量破壊系の魔術師が一人。フリーのパーティーとすれば、どんな迷宮でも突破できそうだ。盗とう賊ぞく団を壊滅するなんて朝飯前だ。地方領主や代官くらいなら向こうから頭を下げて仕事を依頼してくる。楽しいだろうなあ、と思う。


  　でも、僕たちは任務のために集められただけだ。それぞれ兵士をやめられない理由もある。冒険者になるなんて夢想にすぎない。


  　森林が続くエルフェンクラング北部を馬で進んで、マルランダとの国境まで半日もかからない。国境沿いに双方の監視所が数キロ間かん隔かくで立ち並び、道には国境警備隊が睨にらみを利きかせている。流れの速い川と、そこにかかったアーチ橋があり、そんな地形を利用してマルランダ王国側の国境監視所が構築されていた。鋼鉄の門を中心に、石造りの小さな砦とりでのようになっている。周辺を槍やりを持った武装兵士たちがうろつき、軽騎兵たちが定期パトロールのために出動していった。


  　僕たちは門の前で馬から降りて、監視所の係官に通行許可証と身分証明書を提出。在エルフェンクラングのマルランダ大使館が発行したことになっている。どちらも偽ぎ造ぞうだが、普通の役人にはまず見分けがつかないはずだ。


  「……冒険者か」


  　係官は、顔に傷がある中年の軍人だった。眼光が鋭く、古ふる強つわ者ものといった雰ふん囲い気きだ。鞘さやに収まっている長剣も、ずいぶんと使いこまれている。僕は緊張が顔に出ないように気をつける。


  「かなり稼かせいでいるようだが」


  　係官が、僕たちの装備を見て言った。確かに武装は充実している。


  「エルフェンクラングの辺境や未開拓地帯で一山当てました」


  　と、事前の打ち合わせ通りのセリフを口にするシナフィ。自然な態度だ。


  「有名なパーティーなのか？」


  「こう見えて、実はまだまだ駆け出しなんです。マルランダの『動脈回廊』なら、隊商護衛の仕事がいくらでもあるという話を聞いて」


  「ふうん……」


  　係官は僕たちを怪しんでいるように見えるが、きっと関所を通る人間にはみな同じような態度をとっているのだろう。彼は身分証明書と僕たちを交互に見比べて、少し考えてから「よし、通っていいぞ！」と大きな声で言った。「マルランダ王国へようこそ！　最近貧しい農民が盗とう賊ぞく化することが多くてな。はっきり言って冒険者が不足しているんだ。お前らのような腕うで利ききっぽい連中なら大歓迎だよ」
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  　僕たちはマルランダ王国に入国した。ここまでは簡単だと最初からわかっていた。ゲオルクが用意した許可証と証明書の出来が本当によかったので、しくじるわけがなかったのだ。難しいのはここからだった。


  　身分を偽いつわって敵地に潜入する──この落ち着かない感じは独特だ。自分が自分でない奇妙な楽しさと、つかまったら間違いなく死刑になるであろう緊張感、この二つが胸の内で混ざり合っているのだ。この任務が国民を苦しめる魔女を倒すための危険かつ重要なものだと思い出し、もし命を失えばフランカと二度と会えないということを強く意識し、浮うわついた気分を引き締めて直す。


  　マルランダの風景は、噂うわさに聞いていた通り陰いん鬱うつなものだった。むき出しの岩が散らばった痩やせた土地に、生気を失った顔の農民たち。主要な道は平たく加工された花か崗こう岩がんで舗装されているが、川と湿地が多いせいで細く入り組んでいる。


  　日が暮れたころに、街道沿いにぽつんと建っている隊商向けの宿屋を見つけたので、そこで一泊することになった。泥どろを固めた低い塀へいに囲まれた、質素な木造二階建ての──いわゆる宿駅だ。荷物番が見張る厩きゆう舎しやに馬と岩猪イワイノシシをつないで、宿賃前払いで部屋をとる。宿帳には偽ぎ造ぞう身分証に合わせて偽名を書いておく。


  　宿屋の台所でビールと鶏とり肉の串くし焼きを買ってその日の夕食にした。鶏肉は硬くてパサパサしていて、お世辞にも上等な料理とは言えなかったが、保存食よりはマシなのがわかっていたので文句はなかった。緊張しているせいかほぼ無言で料理を平らげて、宿の裏手の井戸で適当に体を洗ってすぐにベッドで眠る。


  　翌日も、早めに朝食をとって出発。馬の世話をしてから、先を急ぐ。


  



  　やがて僕たちは、一段と複雑に道が入り組んだ場所に差し掛かった。


  「ここが動脈回廊だ──」


  　と、シナフィがつぶやく。


  　東──旧ヴァンダル国側から、長い手を伸ばすように険しい山が連つらなっている。西側を見れば、巨大湖へとつながる急流が何本も走り、川の一部は平原を浸しん食しよくして湿地帯を増やすのに一役買っていた。


  　山の方角から狼おおかみの遠吠えが聞こえた。山と川、そして湿地を避けて、舗装された街道が大地を縫うように街と村とを結んでいる。街道は曲がりくねっていて、確かに人間の血管に見えた。──まさに動脈回廊だ。


  　そんな「動脈」上には、交易所とは名ばかりのマルランダ王国軍関せき所しよが建っていた。旅の商人たちから「交易通行税」をとるための施設だ。運ぶ商品によっては「国内産業保護税」「魔法物品税」などもかかる。


  「この複雑な地形が、すべての問題の発ほつ端たんだ」


  　半ば独り言のように、シナフィが説明してくれる。


  「東は山地、西は巨大湖。使う道は限定される。ところがマルランダ王国のさらに北には、異民族の小国や大商人たちの都市同どう盟めいが存在する。そんな北方と交易するためには、どうしても『ここ』を通らなきゃいけない。関せき所しよで商人の荷に高い税金をかけて、マルランダは強力な軍隊を作る資金源にした」


  「そんなに税金が高いなら、交易しなきゃいいのに」


  　ウーゴが首を傾かしげた。


  「それですむんなら誰も困らん。お前はアホか」アーサーが横から口を挟はさんだ。「税金がかかっても、利り益えきが上回れば商人は行き来する。税率の設定が絶妙なんだ。人がいなくなるほど高い税金ではない。しかし、決して安くはない──そこが、マルランダの上う手まくて狡こう猾かつなところなんだよ」


  「そのぶん、国民が苦労していると聞きます」


  　ゲオルギウスが沈ちん痛つうな面おも持もちで言った。


  「……いくら儲もうけてても、マルランダ程度の国土と人口で常備軍を持ち、周辺の小国と戦争ばかりしていれば、そりゃあ国民はボロボロさ」シナフィが苦にがい顔をした。「しかも国内では、マルランダの魔女が雇やとった傭よう兵へいたちがやりたい放題だとか。占領した隣国ヴァンダルへの締めつけも、想像を絶するものらしい」


  「傭兵と略奪は切っても切り離せない」


  　アーサーが荒すさんだ笑みを浮かべていた。


  　ゲオルギウスが眉み間けんにしわを寄せて、


  「マルランダは常備軍も傭兵並みに柄が悪いと聞いています」


  「噂うわさをすれば、ほら」


  　と、シナフィは動脈回廊の要所を押さえる国営交易所の一つを指さした。


  　その交易所では、頑丈な柵さくの中で凶暴な豚を何匹も飼っていた。交易所の兵士たちが、柵の中に餌えさを投げ込んでいる。


  　餌は、人間をバラバラに切り刻んだものだった。かつて人間だった肉片が、適当に竹で編んだかごに入れてあった。その底からは新鮮な血が滴したたっている。肉は、ちょっとだけ魚の切り身に似ていた。兵士たちはこの作業が初めてではないらしく、少し壊れた笑い声をあげながらかごに手を突っ込んでいる。野生に近いぎらついた目の豚たちは、特に内臓が投げ込まれると喜んで食らいついた。


  　よく見れば、豚を囲む柵の近くに丸太を半分に切った台が設置され、そこに虚うつろな目をした土つち気け色の生首が並べられていた。台の前に『不ふ埒らちにも女王様の国有林から食しよく糧りようを盗ぬすんだ農民たち』という立て札がある。典型的な見せしめ処刑だ。


  　密入国して、二日目でこれだ。


  「…………」


  　僕たちは兵士だ。いちいち綺き麗れいごとで動くわけにはいかない。今回の作戦も、ようするに交易路の金が目当てなのだ。それでも、ここまで悲ひ惨さんな現状を見せつけられると使命感のようなものが燃えあがってくる。困っている人々のために戦うのは、プロフェッショナルとしての義務だ。


  　僕たちは動脈回廊の関せき所しよを難なく通り過ぎて、マルランダ第二の都市トレントに入った。


  



  　マルランダ王国内で一番大きな都市は王都アルモニア。


  　その次が、トレントだ。


  　トレントは、歴史だけならアルモニアよりも古い。二重防壁構造が特徴的な城じよう郭かく都市だ。直線にすれば長さ三キロに及ぶ外壁には、防御用の塔が一〇〇近く設けられている。カラフルな三角屋根が、いかにもマルランダ風だった。南側に大きな川が流れているので守りやすい地形と言える。城壁の外にも、農地やみすぼらしい集落が広がっている。


  　僕たちは警備の兵士に入場税を支払い、身許を確認されてから、二重の城壁を通ってトレント市内に入っていった。壁の中だけで大勢の市民が暮らさなければいけないので、五階建ての集合住宅が密集している。それ以外だと、各国の商館をあちこちで見かけた。


  　立派な双塔城門の奥には、内壁に接する形でトレント領主──マルランダ王国騎士団長──の城が建っている。堀と跳はね橋に守られた、居住性よりも防御力重視の城だ。街のどこを見ても、軍事強国らしい威圧感が漂っていた。


  



  
    ５

  


  



  　僕たちは、マルランダと貿易する都市同どう盟めいの在外商館に一泊することにした。その商館は商人だけでなく一般の旅人にも開放されていて、少し高めだが施設の整った宿屋として繁はん盛じようしていた。中庭に大きな厩きゆう舎しやと倉庫があり、一階には食料品店とワインの醸じよう造ぞう場が入っていた。二階がほとんど居酒屋のような食堂、三階と四階が客室。五階は都市同盟の商館関係者以外立ち入り禁止の執務室や会議室となっている。


  　一階と二階に大浴場があるという豪華さだ。


  　部屋をとって、二階の食堂へ向かう。たくさんの人間で、まるで小さな祭りのような賑にぎやかさだ。マルランダ国内はどこも暗い雰ふん囲い気きだったが、冒険者が集まる宿屋は例外だった。一仕事終えた隊商がどの店の娼しよう婦ふに会いに行こうか話し合い、吟ぎん遊ゆう詩人たちは「マルランダの騎士はケチなヤツが多い」と愚ぐ痴ちをこぼしている。他にも修行中の職人や各国の大学を巡る旅行学生がいて、ニコレッテやゲオルギウスのような異種族も珍しくなかった。厨ちゆう房ぼうからは美う味まそうな匂いが届いてきて、これは昨日の宿とは全然違うぞ、と期待も膨ふくらむ。ようやく僕たちは、敵国で活動することの緊張に慣れてきて余よ裕ゆうが出てきたところだ。


  「みんなで夕食だ。明日からは忙いそがしくなるから、今日のうちにたっぷり酒も飲んどこう」


  　ウイスキー・ハンター・チームでは一番階級の高いシナフィが、みなをねぎらうように言った。しかし、アーサー・フリードマンは「俺はメシは部屋で食べる、一人がいい」と言い残してさっさと二階にあがっていった。


  「本当に協調性がない男だ」と、半ば呆あきれたような顔でウーゴ。


  「あいつは、いざってときぶっ放してくれればそれでいいんだ」


  　シナフィはそう割り切っていた。ウイスキー・ハンター・チームの中で一番階級が高いのは先任大たい尉いの彼女だが、魔術師はまったく違う命令系統で動いている。よほどの高官でない限り、言うことを聞かせるのが難しいのだ。


  　残った僕たち五人で夕食をとる。しかし、大きなテーブルはすでに他の客にとられていた。それでもなんとか三人座れば限界のやや小さめのテーブルを二つ確保することに成功。ニコレッテが「リョウト大尉と飲みたい」と言って、なぜかゲオルギウスもついてきたので、自然と組み合わせが決まった。


  　本音を言えば僕はウーゴやシナフィという長い付き合いの仲間と同じテーブルがいいのだが、異種族の二人に興味がないわけでもない。せっかくのいい機会なので、彼らと色々話しておくことにする。


  　僕、ニコレッテ、ゲオルギウスの三人で席につき、料理とワインを注文した。料理は、牛肉の網焼き、鹿しか肉と豆のシチュー、焼きりんごなどそれぞれ三人前。商館の料理は美う味まい、というのが旅人の常識のようになっているが、それは本当のことだ。


  「ゲオルギウス特務少しよう尉いは、ニューマケドニアで治安維持をやってるんですよね」


  　食べながら、僕はそんな話題を振った。もちろん、他人に聞かれないよう周囲を確認してからだ。


  「対テロ部署です。国防騎士団ＯＮＤの特戦群と仕事内容は似てますな」


  「オリオンはかなりきつい状況とか」


  　僕は言った。オリオンは、ニューマケドニアの首都だ。


  「控えめに言っても地じ獄ごくですな」そう答えて、ゲオルギウスは苦にがい笑みを浮かべた。「ドワーフは魔法を嫌いますが、テロリストは星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクで作った爆弾を使います。破壊工作や爆弾テロは日常茶飯事。商店街に銀貨や銅貨をばらまく男が現れて、大勢集まったところで自爆したという事件もあります。どんなときでも気は抜けません」


  　ニューマケドニアでは、人間の兵士は目立つ。周囲に溶け込むことができるゲオルギウスは、さぞかし対テロ捜査の役に立っていることだろう。


  「ドワーフ民族解放戦線ＤＮＬＦの無差別テロには腹が立つばかりです。崇すう高こうな目的があるのかもしれないが、ヴォルコフ大公国の資金と軍事顧こ問もんが入ってからは方向性が歪ゆがんでいる。かつての支持層が離れていって、それが逆に過激闘争路線に拍車をかける。神経をすり減らす戦いの日々です。毎日が殺し合いだ。それに比べれば……実は、この任務は少し気が楽です。少なくとも同じドワーフを殺さなくてすむ」


  　ゲオルギウスは笑っていたが、僕は内心申し訳なかった。そもそもメイトリアが戦争を仕掛けなければ、悲ひ惨さんな状況にはならなかった。異種族の小国をストロベリー・リパブリックと揶や揄ゆし、差別的な感情を隠そうともしない帝国の政治家たちの傲ごう慢まんには、一いつ兵ぺい卒そつの僕でも疑問を覚える。


  　そんな僕の心情を察したのどうかは知らないが、ゲオルギウスは話題を変えた。


  「しかし妙なもので、シュヴァルベ城を出発したとき、本当に冒険者になったような気がしました。この面々で好き勝手にやったらさぞかし楽しいだろうな、と。──俺たちはみんな軍隊に所属しているので、まあ錯さつ覚かくですな」


  「…………」


  　ゲオルギウスが僕と同じ気分になっていたことを知って、なんだか嬉うれしかった。


  「冒険者は楽しそうですが、軍はそう簡単にやめられませんからね」


  　とニコレッテ。


  「ニコレッテさんも、何か軍隊にいる理由が？」


  「だから呼び捨てでいいんですって。リョウト大たい尉い」そう言って意味深な微笑を浮かべてから、ニコレッテは続ける。「私が軍隊にいるのは、例の邪じや教きよう──軍事工学教団との戦いが年々激化しているからですね」


  「ああ、なるほど」僕はうなずく。現在宿営地で拷ごう問もん取り調べを受けているサローヤンも、教団の人間だった。「どんどんやり口が悪あく辣らつになってきている。邪教の脅威はメイトリアでも問題になっています」


  「私は、自分で言うのもなんですが淡たん白ぱくな性格で、あんまり怒らないし人を恨うらむこともあまりない。でも──軍事工学教団の連中は生理的に不快だ」


  　ニコレッテの双そう眸ぼうが鋭く細められた。ただの美しいエルフではない、プロの特殊部隊兵士らしい顔つきだ。


  「あいつらは、子供を誘ゆう拐かいして教団の兵隊になるよう洗脳教育をします。それを阻そ止ししたり、誘拐された子供を奪還するのは私たち国軍特殊コマンドＫＳＫの大事な仕事です。ひどい事件がたくさんあった」


  「ニコレッテ上級准じゆん尉いは子供が好きですか？」


  　ゲオルギウスが訊たずねた。場の雰ふん囲い気きが重くなってきたので、それを和やわらげるために必要以上に明るい声を出していた。


  「子供……好きですね。今すぐ子作りしたいくらい」


  　かなりきわどい言葉だったが、彼女は涼しい顔だった。


  　僕はすっかり赤面して、それをごまかすためにワイングラスを傾ける。


  「子作りなら、上級准じゆん尉いにはリョウト大たい尉いがお似合いだ！」


  　と、ゲオルギウスは豪快に笑う。


  　僕は思わず「ぶふっ」とワインを口からこぼしそうになる。


  「そういう冗じよう談だんはやめてくださいよ……」


  「あら、冗談ですませるんですか？」


  　ニコレッテが僕を誘うような、蠱こ惑わく的な表情で見つめてきた。


  「まったく……僕には恋人がいるんです。きっと心配してる」


  「おお。それは失礼」


  　ゲオルギウスはそう言って軽く謝あやまったが、


  「私は、そういうのあんまり気にしませんよ。恋人なんて何人いても困るものじゃなし」


  　ニコレッテはどこまで本気なのかわからない。


  「僕は気にするんです……！」


  　怒った顔を作って、がつがつと食事を再開した。


  



  
    ６

  


  



  　マルランダ王国に占領されたヴァンダル国。その占領統治があまりにも残ざん忍にんだったため、すぐに反乱を目もく論ろむ地下抵抗組織が結成され、活動を開始した。その組織は「ヴァンダル革命軍Fuerzas Armadas Revolucionarias de Vandal」という。略称は「ＦＡＲＶ」。マルランダ、ヴァンダル周辺ではかつてスペイン語という珍しい言語を使っていた。この組織名はその名な残ごりだ。大陸移動とそれにともなう崩ほう壊かい前に、スペインと呼ばれる国か文化圏があったかどうかは今ではもう定かではない。


  　なぜ、ヴァンダル解放軍ではなく革命軍なのか。それは、ヴァンダルの旧きゆう臣しんたちがマルランダの反政府勢力を初期の段階でとりこんだためだ。ただ占領地を解放するだけではなく、マルランダの政権を転てん覆ぷくさせるという意味で、現在の名称に落ち着いた。


  　そもそも話を持ちかけてきたのはヴァンダル革命軍側だった。彼らの連絡員が、メイトリア帝国の在マルランダ大使館に接触してきたそうだ。ＦＡＲＶは軍事支援を欲しがっていた。大使館でのスパイ活動は国際法で禁止されているので、連絡員を建物の中に入れたりはしなかったが、陸軍は極秘のうちに調査部から工作員を派は遣けん。定期的に連絡をとり続けた。


  　その連絡には、一風変わった暗号が使われていた。「棒」と「革かわひも」を介かいしたやりとりだ。びっしりと文字が書かれた革ひもを、棒に巻きつけてから横に読むと、ようやく文章になっているという構造だ。棒の長さ、革ひもの長さを間違えば決して読むことはできない。この方法を知らない人間には絶対に見破れない暗号だ。


  　今回も事前に陸軍の工作員が暗号文を送って、僕たちのことをヴァンダル革命軍に知らせていた。向こうからの返信で、待ち合わせ場所と時間が指定されている。


  



  　僕たち六人は都市同どう盟めいの商館で一泊し、約束の時間に待ち合わせ場所に向かった。ヴァンダル革命軍が指定したのは、絵画工房だった。


  　この大陸の画家は大勢の弟で子しを抱かかえて、大きな工房を経営しているのが当たり前である。画家にとって一番金になる仕事が、騎士や貴族の館やかたに数十メートル級の天井画や壁画を描えがくという、かなりの人手を要するものだからだ。


  　その工房は石造りの三階建てで、地下にも部屋があった。中に入ると、油絵具の臭においが鼻の奥をついた。木の枠わくに麻あさ布ぬのをはったキャンバスが並び、彫刻に使う雪花石膏アラバスターの大きなかたまりがあちこちに転がっている。戦いの匂いは一切しない。本当にこんなところで大丈夫なのか？　と僕の心に不安がよぎる。


  　でも冷静に考えてみれば、いかにも怪しい場所ではマルランダの政府関係者に踏み込まれたときに言い訳が利かない。あまりにもありきたりな画家の工房に見えるのは、カムフラージュが見事ということだ。不安を覚えるのはすじちがいというものである。


  「…………」


  　絵筆を持った若い男や、鉛筆でデッサンをとっていた老人の目が、一いつ斉せいに僕たちのほうを向いた。素しろ人うとは気づかないだろうが、凄すさまじい警戒心を感じる。やはりこの場所で間違いなかった。この工房では大勢が絵の修行をしているが、オーナーから使用人にいたるまで、全員がヴァンダル革命軍の構成員なのだ。


  「絵の依頼ですか？」


  　と、愛あい想そのいい笑顔を浮かべて中年の職人が訊たずねてきた。


  　これは、合い言葉だ。


  「いえ、高価な画材を運ぶには護衛がいたほうがいいと思うので、私たちを雇やといませんか？」


  　シナフィが、やや棒読み気味に答えた。


  「雇うのにはいくらかかるでしょう」


  「金きん塊かいを片手で持てるほどで十分です」


  「それなら地下へどうぞ」


  　今のやりとりはすべて、事前に決まっていたものだ。


  



  　階段を下りていくと空気は湿っていて、そこはかとなくかび臭くさかった。鍵かぎのかかった分厚い鉄の扉があり、見張りが二人ついていた。その扉を抜けて、地下室の奥へ。思っていたよりも部屋数が多く、通路も長く、広々としている。僕たちは見張りに「通路の突き当たりに地下会議室があります。そこに俺たちのリーダーが待っています」と言われて、その通りに歩いた。会議室のドアは木製で、鍵もかかっていなかった。そこで待っていたのは、一人の女性だった。


  「あなたたちが、メイトリアとエルフェンクラングの非合法諜報員ＮＯＣ部隊だな？」


  　そして彼女は僕たちを値踏みするような目で見回す。


  「なるほど、確かにただものじゃなさそうだ」


  「国防騎士団ＯＮＤ大たい尉いのシナフィです。ウイスキー・ハンティング作戦を成功させるために参上しました」


  「私はコンスタンシア・アマヤ」と、女性が名乗る。「かつてはヴァンダル山岳騎士旅団を率ひきいていた、上級大将だった。現在はＦＡＲＶの議長を務めている」


  



  　山岳騎士旅団はヴァンダル国の最強部隊であり、侵しん略りやくしてくるマルランダ軍に最後まで激しい抵抗をしたそうだ。その旅団長コンスタンシア・アマヤといえば、まだ二〇代前半の若さとは思えない槍やりの達人として有名だった。


  　コンスタンシアは、燃えるような赤毛を狼おおかみのようにワイルドな髪型にしていた。最後まで戦うことを諦あきらめない情熱的な女騎士に相応ふさわしい、山で狩りをして暮らす猛獣の目をしている。


  　彼女も普段は冒険者を装よそおっているらしく、武器と防具を身につけていた。ヴァンダル山岳騎士はよく走るので半はん裸らと言っていい軽装を好む。コンスタンシアは筋肉質だが、胸や腰は女性らしい官能的な丸みを帯びていた。その肉感的な体に、水着のように小さな白い革かわ鎧よろいが食い込んでいる。


  　そんな軽装でも、魔法鍛か冶じが鍛きたえた肩当てやこてを装備して、強化した星光体アストラルの層で全身をカバーすれば防御力は高めになる。星光体アストラルはもともと人間が持っている力の一部なので、軽装のほうが増ぞう幅ふくしやすいのだ。


  「ここまでは予定通りですが」とシナフィ。「ここから先は、あなた──コンスタンシア将軍の命令に従うように言われています」


  「それはありがたい。はっきり言って、特殊作戦に投入する精鋭の数が足りんのだ」


  　若く野性味あふれる女性だが、その話し方には威厳があった。


  「まず、欲しいのは武器と防具だ。ヴァンダル革命軍の構成員はおよそ五千人ちょっと。旧ヴァンダル領、そしてマルランダの各地に散らばっている。いざというときのために全員が兵士として決起できるだけの装備が欲しいが、今用意できているのはたったの一五〇人分程度だ。まとまった数を仕入れようとすれば目立つし、資金も足りない」


  　そして、とコンスタンシアは続ける。


  「装備が整ったら、いよいよ重大な作戦にとりかかる。それが成功すればＦＡＲＶの結束はいよいよ固くなり、今は圧倒的な暴力に屈している旧ヴァンダルの国民たちも一いつ斉せいに反乱を開始する可能性もある」


  「……どんな作戦ですか？」


  　ニコレッテは興味津しん々しんといった様子だ。


  「ヴァンダル王家にはたった一人生き残りがいる」


  　そこまでは僕もソフィア少将から聞いていた。


  「マルランダの魔女──フレデゴンドは、なぜか子供は殺さない。ヴァンダル王家の人間は虐ぎやく殺さつされたが、今年九歳のエドゥルネ・ヴァンダル王女だけは、マルランダ王都アルモニアの城に監禁されている。父から譲ゆずり受けた槍やりに誓ちかって言うが、王女様を助けない限り、このコンスタンシア・アマヤに生きている価値はない」
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   幕間　魔女と傭兵
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  　マルランダ王国軍元げん帥すいフェルナンド・スアレスは、赤しやく銅どう色に日焼けした今年四〇歳になる男だ。貧乏貴族の次男として一三歳で初うい陣じんして以降、長い時間を馬上で過ごしてきた。体中、ほとんどの場所に矢傷あるいは刃物傷がある。


  　王都アルモニア内にあるフェルナンドの城館の中庭に、二頭立ての馬車が停とまっていた。手た綱づなを握るのは、二〇年近く彼に仕つかえてきた年老いた従兵だ。


  「本当に、よろしいのですか？」


  　馬車に、フェルナンドの妻子が乗っている。一〇歳年下の見み目め麗うるわしい妻と、八歳の息子。そして生まれたばかりの娘だ。


  「ああ、しばらくは私一人でいい」


  　フェルナンドは愛いとしい妻に向かって言った。彼は馬車を運転する従兵に、妻子を北方の都市同どう盟めいまで連れていくように命じていた。都市同盟の安全な場所に、密ひそかに買っておいた別荘がある。これからはそこで暮らしてもらう。


  「大きな声では言えないが、マルランダはそろそろ終わりだ」


  「あなた」


  「もちろん、私はこの国を裏切ろうと思っているわけではない。だが、あの魔女がこの国を牛ぎゆう耳じっていれば、いつかメイトリアかヴォルコフが動いてくるはずだ。そうなったら、いくら我が軍が強くても限界がくる。国民の心はすでにマルランダから離れている。悲ひ惨さんなことになる前に、お前たちだけは逃がしておきたいんだ」


  　事実、ヴォルコフ大公国は何度もしつこく資金援助と軍事顧こ問もん派は遣けんの申し出を打診してきている。当然、善ぜん意いの打診ではない。ゆっくりと政治に介かい入にゆうし、まんまと乗っ取る──飴あめと鞭むちがヴォルコフのやり方だ。今はフレデゴンドも援助を断っているが、いずれもっと直接的な手段を仕掛けてくるだろう。


  　外交的に貧弱──ストロベリー・リパブリックだと思われているのだ、マルランダは。


  　妻子を逃がす理由はそれだけではない。政府の要職にあっても、ほんの少しフレデゴンドに反抗的な態度をとっただけで処刑される事件が増えてきている。王国軍の元帥であるフェルナンドも安心はできない。なにしろあの魔女は、自分の夫──国王さえも殺しているのだ。


  「俺の王国軍はまだしも、騎士団は今の団長になってから最悪の組織になった。アントニオのような男が幅を利きかせている現状が長く続くわけがない。いや、私でさえも長く続いてほしくないと思うのだ」


  「何があっても、またあなたに会えるよう祈っております」


  「子供たちを頼む」


  「はい……！」


  「たとえ私に何かあっても、子供たちさえ立派に育てばそれでいい」


  



  
    ２

  


  



  　マルランダには二つの軍隊がある。


  　フェルナンド元げん帥すい率ひきいる国民兵士たちの王国軍と、貴族中心の王国騎士団である。このあたりの軍制はメイトリアに似ている。


  　先代の騎士団長は、アキバルド王を守ろうとしてフレデゴンドに殺された。かわりに選ばれたのは、アントニオ・バルデムという男。魔女に、その残ざん忍にんさと忠ちゆう誠せい心しんを買われたのだ。


  　騎士団の本営は王都ではなく第二の都市トレントにあり、伝統的に騎士団長が領主も兼任することになっていた。アントニオ・バルデム＝トレント伯はくとなる。


  　唇くちびるが薄い、やや冷たい美び貌ぼうのアントニオは、ここ最近苛いら立だってばかりだった。ヴァンダル革命軍の動きが活発化している。しかも、王国騎士団の中にもやつらに内通しているものがいるらしい。


  　アントニオも内通者を作ろうとしたが、革命軍は用心深かった。暗号や日替わりの合い言葉を使い、すでに騎士団情報部の工作員が何人も殺されている。


  　なかなか潜入捜査が成功しないので、あとは密告者が頼りとなる。たれこみ情報をもとに片かたっ端ぱしから怪しい人間を逮たい捕ほして、拷ごう問もんにかける。情報を吐くまで、徹底的にやる。仮に無実だとわかっても、そのときには取り返しのつかないほど痛めつけていることが多いのでそのまま殺してしまう。


  　ところが、そこまでしてもなかなか情報が集まらない。報ほう奨しよう金きん目当てのいい加減なたれこみが多すぎるのだ。ガセネタをつかませてきた密告者は徹底的に追いかけて、逮捕し、報奨金を没ぼつ収しゆうしてから拷問の末に処刑する。捜査が進展しないことに苛立ちはあっても、アントニオは虐ぎやく待たい、殺人に興奮を覚える性た質ちで、拷問を繰り返す日々をそれなりに楽しんではいる。


  



  　アントニオは、動物を使った拷問が特に好きだった。死体や罪人を犬や豚に食わせると、それを見た人間がたいてい震ふるえあがるのが面白かった。「お前も動物に食わせるぞ」と脅おどせば、無実の人間でも罪を認める。冤えん罪ざいをいくら作っても女王フレデゴンドは喜ばないわけだが。


  　今日も、トレントの騎士団本営地下ではアントニオの指揮で凄せい惨さんな拷問と尋じん問もんが行おこなわれている。飢うえた狼おおかみの部屋にガセネタの密告者を裸にして放りこんだら、いい死体が出来上がった。動物によって人間の食べ方が違う。狼は密告者の手足に噛かみついて動けなくしてから、喉のどを牙きばで引き裂いた。ごぼごぼと血の泡が喉の傷からこぼれる中、狼は両手の指を食べていく。指の次は、柔やわらかい頬ほおの肉。そして腹だ。ペニスや陰いん嚢のうにも食らいついたのは意外だった。いい出来なので、この死体は街角に飾ることにする。


  「きっとみんなびっくりするぞう」と、アントニオは満足げに独りごちた。


  　別の部屋では、爪と肉との間に針を刺す拷ごう問もんで悲鳴があがっている。


  　また別の部屋では、膝ひざをハンマーで粉ふん砕さいする拷問。


  　あまた別の部屋では、縄で縛ってからゆっくりと沸ふつ騰とうする熱湯につける拷問。大の男でも泣いてわめいて許しを乞こうのがアントニオにとって快感だ。


  「でも、ヴァンダル革命軍の情報はちっとも集まらないんだよなあ。変なの」


  　思わずため息をつく。


  　ストレス解消のために、アントニオは自みずからの手で拷問を行おこなうことにした。


  　お気に入りの道具──頭ず蓋がい骨こつ粉ふん砕さい機を使う。


  　頑丈な鉄の枠わくの中に、円えん錐すい状の兜かぶとのようなものがついている拷問具だ。上にハンドルがついていて、それを回すと兜の部分が動く。頭を挟はさみこんで、万まん力りきとして締めつけるのだ。無実だとわかった中年の男がいたので、アントニオは「ちょうどいい」と彼を殺すことにした。この拷問部屋の実態を外でべらべら喋しやべられると迷惑だ。哀あわれな男は顔面蒼そう白はくで「たすけてくださいたすけてくださいたすけてください」と全力の命いのち乞い。それを無視して、数人の拷問係が彼を床に固定した椅い子すに縛りつける。歪ゆがんだ情熱でアントニオの背筋がぞくぞくと震ふるえる。


  　男の頭に、頭蓋骨粉砕機を装着した。鉄の枠の中に、人間の頭部がすっぽり入っているのが滑こつ稽けいだ。円錐状の兜が、男の頭部にオーダーメイドの帽ぼう子しのようにフィットする。そしてハンドルを回していくと、最初に鉄枠の下の部分に接している歯と顎あごが砕ける。顔の下半分が血であふれ返る。


  　さらに回す。眼球が半分ほど飛び出して、頭蓋骨にもひびが入る。男の下半身では排はい泄せつ物がだだ漏もれだ。この段階で円錐状の兜をコンコン叩たたくと、男の体がそれに合わせて踊るように痙けい攣れんするのだ。「ぷふっ」とアントニオは噴き出してしまう。頭蓋骨は頑丈なので、完全に粉砕するまでまだまだ楽しめる。


  



  
    ３

  


  



  　マルランダ王都アルモニア。その中心に位置する王城内で、フレデゴンドは贅ぜいの限りを尽くした日々を送っている。しかしどんな快楽も彼女の心を満たすことはない。大量の死と絶望をまき散らしながら、フレデゴンドは退屈していた。


  「…………」


  　昨晩は大広間でらんちき騒ぎだった。正確に言えば昨晩も、だ。湯水のようにとり立てた税金を使って美酒と美食をむさぼり、大楽団を呼んで歌って踊り、侍じ女じよと兵士に乱交を強要し──いつの間にか夜が明けている。やや二日酔いの軽い頭痛を覚えて、黒い下着姿のフレデゴンドは「ちっとも面白くなかった」と思う。


  　フレデゴンドは、昨晩のらんちき騒ぎに参加していなかったあの男に会うために、護衛を引き連れて大広間をあとにした。宝石がはめこまれた窓ガラスを通って降り注いでくる朝の爽やかな陽光を浴びながら、下着のまま宮殿の長い廊下を歩いていく。


  　彼女が自分から会いに行く男は、今のところこの世にただ一人だけだ。


  　アルモニアの王城は、宮殿とそれを「ロ」の字に囲む回廊によってできている。ほぼすべての床が黒光りするマホガニー材で、壁には要所要所に金きん箔ぱくが張られている、美しい白はく亜あの城館だ。屋根の上には無数の尖せん塔とうと張り出し櫓やぐらがあり、周囲を威圧しているようだ。東西南北の方角に合わせて、回廊の四隅に六階建ての塔がそびえている。


  



  　フレデゴンドは、北の塔の最上階まで移動した。そこに、傭よう兵へい隊長──「銀腕のコルテス」の部屋がある。青せい銅どうの扉に鍵かぎはかかっていない。中に入ると、獣けもののにおいがした。コルテスの他に、もう一人──トロール猟りよう兵へいコマンド部隊の長、エドヴァルドがいたのだ。


  　トロール猟兵コマンドは、その名前通り全員が人間外の異種族──トロール族──で構成された特殊部隊である。隊長のエドヴァルドももちろんトロールで、身長は二メートル七〇センチ。体重は五〇〇キロ近い筋肉のかたまりだ。顔は人間の美的感覚からすると醜みにくい。異様に鼻が長く、白いあごひげを長く伸ばし、こめかみのあたりから二本の牛に似た角つのが生えている。


  　エドヴァルドは毛皮の脚衣をはいて、返り血で汚れた革かわのエプロンを常に身につけている。革のエプロンは、トロール族が好む服装なのだ。


  「エドヴァルドと酒盛りしてたの？」


  　フレデゴンドは少し呆あきれたように言った。エドヴァルドの体から漂う獣けもの臭しゆうで鼻が曲がりそうだ。


  「……ああ」


  　部屋の奥の闇やみから、声が返ってきた。


  　コルテスだ。


  「人間より気が合うんだ」


  「俺も、お前は……銀腕のコルテスは、人間という気がしない」


  　エドヴァルドは、流りゆう暢ちような英語で言った。トロール族は、その獣じみた見た目に反して知能が高い。子供でも数か国語をたちまち話すようになるという。


  　だからといって、トロールを「話のわかる連中」だと思うのは早計だ。彼らは、人間には理解しがたい極端な暴力衝動にしたがって突発的な行動を開始することがある。野良犬をつかまえて、頭からバリバリと丸ごと食べてしまうような連中なのだ。彼らを特殊部隊として運用するには、やはりコルテスのような男がいなければ難しかったろう。


  　そしてフレデゴンドは、空からっぽの酒さか瓶びんや食べかけのパンが散らばった床に、人間の死体が倒れていることに気づいた。昨晩から姿が見えなくなっていたメイドの若い女だ。頭部が一八〇度反対側に向いている。首の骨を折られて即死というところか。


  「それは？」フレデゴンドの問いに、


  「俺のことを好きだと言ってきたメイドだ」コルテスが答える。「いい娘だった。性格も明るそうで、笑顔が可愛かわいらしい」


  「それなのに、殺した？」


  「だからこそ、怖くなって殺したんだ」


  　そう言って、コルテスがゆっくりとフレデゴンドに近づいてきた。


  「銀腕のコルテスともあろうものが、こんな小娘を怖がったの？」


  「ああ。愛は怖い。人から自由を奪う。愛を告白されれば、相手に興味を覚える。興味を覚えて、相手のことを好きになったりしたら大変だ。俺は自由じゃなくなる。だから……殺した」
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  　銀腕のコルテスは、人間とは思えないほど重厚な鎧よろいを着用して戦場に出るが、それを脱げば意外にも優やさ男おとこだった。とはいえ、貴族的な優雅な風ふう貌ぼうというわけでもない。年齢は二〇代後半なのに、老いた獅し子しのような静かな目つきをしている。飽あきるほど殺人を繰り返してきた人間の目だ。


  　濃い栗色の髪に、締まった口もと。頬ほお骨ぼねから顎あごにかけてのラインが精せい悍かんで、意志の強さを感じさせる。


  　今、コルテスは上半身裸で、下にゆったりとした脚衣をはいているだけだ。背は一九〇センチといったところか。体に太さはないが、筋肉は引き締まって鋼はがねのようだ。腹筋はこぶ状に盛り上がり、胸板も分厚い。


  　彼の最大の特徴は、左腕──その銀腕だった。


  　大型のこてに似た義手が、左肩口に装着されている。


  　長く、太い、銀色に輝く魔法の義手。


  　複雑な機械と装甲が組み合わさっているが、半分は魔獣の筋肉でできている。人間の知恵と不可思議な魔獣の体を、魔法の力によってつないでいるのがこの義手だ。


  「あなたは、私のことは怖くないの？」


  　フレデゴンドは訊たずねた。


  「ああ、全然怖くない」


  　コルテスは笑う。彼が笑うと口角が横に膨ふくらんで独特の愛あい嬌きようが漂う。


  「どうして？　私の命令で万の軍勢が動くのよ？」


  「俺は戦って死ぬのは怖くない」


  　それに、とコルテスは言葉をつなげる。


  「女王様は俺を恐れてる。だから、怖くない」


  「──私が？　あなたを？」


  「心当たりがあるはずだ」


  　図星だった。


  　フレデゴンドはまだ少女だったころから、その美び貌ぼうと肉体でどんなものでも手に入れてきた。ただ圧倒的に美しいというだけで、たくさんの間抜けな男が彼女のために命を捨てた。それがフレデゴンドにとっては不思議で滑こつ稽けいで仕方なかったが、やがて男たちの献けん身しんにも慣れてきてただ退屈なだけになる。


  　そんな中、銀腕のコルテスに会った。


  　彼は、恐ろしいことに、ただの一瞬もフレデゴンドの性的魅力に興味を覚えた素振りを見せなかった。


  　どんなに真ま面じ目めな妻子持ちの男でも、悪魔的な美貌の持ち主であるフレデゴンドを前にすれば、たとえ短い時間でも心が揺れ動くことは止めようがない。そうならないのは、幼い子供か──あとは、このコルテスくらいのものだ。


  「……不思議だわ。あなたには何を言われても腹が立たない」


  「それでこそ、俺の雇やとい主だ。素晴らしき女王よ」


  「あなたは私に金で雇われているだけ。心はずっと自由でいたいのね」


  　それがわかっているから、フレデゴンドは彼に忠ちゆう誠せい心しんを強要しない。


  「完全な自由は不可能だ。だから俺はいつもびくびくしてる」


  　と、コルテスは自じ嘲ちようした。


  　思わずフレデゴンドは首を傾かしげて、


  「……どういうこと？」


  「たとえば……」


  　コルテスは、その場で地面を蹴けった。どすん、と音が鳴る。


  「こうやって、俺が軽くジャンプすると、また下に落ちる」


  「それが？」


  「これは『重力』というらしい。詳しいことはわかっていないが、この大地そのものが持っている引っ張る力なんだと。なんだか不気味な話じゃないか。何なん人ぴとたりともこの力からは逃のがれられない、それが怖い」


  「怖い？」フレデゴンドは眉み間けんにしわを寄せる。「じゃああなたはそこの侍じ女じよみたいに……この大地も破壊したいということ？」


  「その通り。さすが女王様。察しがいい」


  　コルテスは軽く拍手をした。その銀腕ががちゃがちゃと金属音を立てる。


  「…………」


  「怖いものはすべて破壊できる。そういうものに俺はなりたい」


  



  　──得体のしれない男だ。


  　何を考えているのか、フレデゴンドにはほぼ理解できない。気まぐれな妖よう精せいのような男だが、少なくともしばらくフレデゴンドのもとを離れるつもりはないらしい。


  　彼は、この大陸でもトップクラスの戦闘能力を誇る傭よう兵へいだ。大おお袈げ裟さではなく、たった一人でも数千の軍勢に匹敵する力を持っている。ただ個人として強いというだけでなく、抜群の戦術眼があるからだ。ニューマケドニアでは失敗したが、自分の部隊だけで負け戦いくさを引っくり返したことも一度や二度ではない。彼がいる限り、フレデゴンドの権力の座は安あん泰たいであり、さらなる野望をかきたてる。


  　フレデゴンドは夢想する。


  　──新パンゲア大陸全土を巻き込むような戦乱を起こせば、コルテスはその力を十二分に発揮するだろう。この退屈も少しは紛まぎれるのだろうか。
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   第六章　密輸作戦


  



  
    １

  


  



  　エドゥルネ・ヴァンダル王女の救出作戦をするにも、僕たち──ウイスキー・ハンター・チーム──だけでは人手が足りないので、ヴァンダル革命軍の力が必要になる。「とりあえず五百人分ほどの武器防具が欲しい」とコンスタンシア・アマヤ将軍が言ったので、メイトリアからエルフェンクラング経由で送ってもらうことになった。ある程度まとまった数の武器防具が必要になるのはわかっていたので、僕たちがヴァンダル革命軍と接触するずっと前からリカルド中佐の指揮で陸軍調査部が準備を進めていた。なんとも手て際ぎわよく作戦が進んでいくのは、後方にいるソフィア少将、リカルド中佐、そしてゲオルクが優秀だからだろう。


  「装備の受け渡し方法と場所はどうしましょう」とシナフィ。


  「ほぼ通行不可能とされている国境近くの山岳地帯だが」とコンスタンシア。「実は、我われ々われヴァンダルの山岳騎士なら行き来できるポイントがある。旅人や隊商には無理だが、今回は密輸に使える」


  　シナフィがうなずき、


  「そのポイントを通って山岳騎士たちが国境を越えて、エルフェンクラングから武器と防具を持ち帰ってくる」


  「で、我々は……」とゲオルギウス特務少しよう尉い。「マルランダ側で四頭立ての馬車数台とともに待機。馬車に山岳騎士たちが運んできた装備を詰めこんで、ここトレントに戻る。そんなところですか」


  「問題なさそうだ！」コンスタンシアは手を打って喜んだ。「ただ、メイトリア、エルフェンクラングとの連絡方法は？」


  「俺がやろう」アーサーが手をあげた。「シュヴァルベ城にエルフの魔術師が待機して、俺からの星光体投射遠えん隔かく通信をいつでも受け取れるようになっている。詳細な受け渡しの場所と時間を決めて、紙に書いてから俺に渡してくれ。向こうに伝える」


  　コンスタンシアと僕たちが相談して詳細な密輸作戦計画書を作り、アーサーに手渡した。アーサーはそれを一読してから、遠隔通信の準備にとりかかる。「近距離の通信とはわけが違うからな。それなりの手順があるんだ。なるべく長い定じよう規ぎと鉛筆。作戦の舞台になる場所の詳細な地図。そして機械式の時計を急いで持ってこい」


  



  　ヴァンダル革命軍の隠れ家、その地下会議室のテーブルの上に、アーサーがマルランダとエルフェンクラングの地図を広げた。アーサーは定規を使って、地図の縦たて、横に鉛筆で緻ち密みつな線を書いていく。


  「それは？」と、ゲオルギウスが首を傾かしげて訊たずねた。


  「グリッド線だ」と、無ぶ愛あい想そうな口調でアーサー。「地図上の文字や図形の位置を、座標に置き換えるのに使う線だ。魔術師なら、魔法攻撃支援のために地図のグリッドについては徹底的に叩たたき込まれてる」


  　アーサーは、まとっている法衣のポケットからマジックアイテムの水すい晶しよう球を取り出した。その中には簡かん易いの天体図が表示されていて、季節や日時、自分たちが立っている場所によって図柄が変化する。地図と水晶球の情報を照らし合わせることによって、現在位置を正確に把は握あくすることができる。


  　魔法の天体水晶球を覗のぞき込んでいたアーサーは「位置決定フイツクス」とつぶやき、グリッド線を書きこんだ地図にどんどん座標の数字を書きこんでいった。ただ魔法の才能に恵まれているだけではない。アーサーが高い知能と数学的な素養も持ちあわせている証しよう拠こをまざまざと見せつけられて、僕は内心舌を巻いた。


  　地図の作業を終えたアーサーは「よし」と満足げにうなずき、ポケットに水晶球を戻して、かわりに小さな巻き貝のようなコマを何個か取り出し、テーブルの上に並べた。コマはすべて磁じ石しやくでできている。


  「その小さなコマは？」と、魔法の知識が乏とぼしいゲオルギウスがまた訊ねた。


  「……これだけ長距離の遠えん隔かく通信になると、自分と相手の位置をしっかりイメージしないと失敗する」少し面倒くさそうな顔をしながらも、アーサーは説明した。「このコマを地図上の自分の位置、そして通信相手の位置に置いておくんだ。磁石は星光体アストラルの影響を受けやすく、いい目印になる」


  　そしてアーサーは、トレントとシュヴァルベ城の位置に磁石のコマを一つずつ置いた。耳に遠隔通信装置の受信器をはめ、喉のどに発声器をはりつける。


  「リョウトだっけか」と、アーサーが僕を指さした。


  「あ、はい」


  「時間の測定を頼む。秒針だ。九〇秒近くなってきたら、俺を殴なぐってでも止めろ」


  「了解です」


  　僕はコンスタンシアが持ってきてくれた機械式の時計を見えやすい位置に動かした。長距離の遠隔通信を九〇秒以上行おこなえば、マルランダの宮きゆう廷てい魔術師に位置を知られる可能性が出てくるという。敵の魔術師たちが二四時間ぶっ通しの警戒態勢を敷いているかどうかはわからないが、用心に越したことはない。


  「じゃあ、始めるぞ」


  　アーサーは手元に白い紙と鉛筆を用意し、それから意識を集中。星光体アストラルの投射を開始する。


  



  　彼の魔力に反応して、トレントの位置に置かれた磁石のコマがほんの数センチだけ宙に浮いた。そしてコマはくるくるとその場で横に回転する。それから数秒後、シュヴァルベ城のコマも浮き上がる。「つながった、ここから九〇秒だ」アーサーがパチン！　と指を鳴らした。僕は秒針の動きに気をつける。


  　アーサーは早口で、それでいてしっかりとした滑かつ舌ぜつで密輸計画の詳細をエルフェンクラングの魔術師に伝えていった。


  「受け渡し場所は、広範囲魔法支援グリッド座標で四二、三九、八七……」


  　あっという間に四〇秒が経過した。僕は五本の指を開いてアーサーに見せて、残り五〇秒と知らせておく。


  「武器と防具は五〇〇人分。市街戦用なので短めの武器を。防具は鎖くさり帷かた子びら中心で。運びやすいように五〇個ほどの箱に分けて……」


  　僕は指を二本折り曲げる。残り三〇秒。


  　アーサーは、向こうからの指示を手元の紙に鉛筆でメモしていった。額ひたいには脂あぶら汗あせが浮かんでいる。長距離通信は、魔術師にかなり体力と精神力を消しよう耗もうさせるようだ。


  　僕の指が残り一本になったところで、アーサーは「交信終了！」と叫んで遠えん隔かく通信装置を放り捨てた。次の瞬間、宙に浮いていたコマが同時にテーブルに落ちて乾いた音を立てる。難度が高いとされる長距離通信のホストを、ここまで見事にやり遂とげるなんて他に見たことがない。ニコレッテが感心してため息をついた。僕は初めてアーサーに拍手を送りたい気分だ。
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  　僕たちはトレントを出発し、隊商とその護衛を装よそおって旧ヴァンダル領の険しい山岳地帯──サンタ・マリア山地に向かった。


  　ヴァンダル革命軍コンスタンシアと、彼女が率ひきいる山岳騎士旅団の生き残り精鋭三〇名ちょっと。そこに僕たちウイスキー・ハンター・チームを合わせて、四〇名ほどでこの密輸作戦を行おこなう。マルランダ領内では珍しくもない大規模隊商を装うために、四頭立ての馬車を四台用意した。ちゃんと馬具をつければ、一頭だけで引く馬車でもおよそ千キロの荷物を運べる。四頭立て馬車では、およそ一五〇人分の武器防具と、それに見合う量の上から覆おおいかぶせるカムフラージュ用の荷物を積み込むことが可能だ。


  



  　サンタ・マリア山地は、観光客や商人が踏とう破はすることはほぼ不可能とされている、難所中の難所である。青黒い山脈が、波は濤とうに似た輪りん郭かくを形成している。いくつかの山さん嶺れいには雲がかかり、岩を削っただけのような登りにくい山肌が続くかと思えば、谷間は猛獣が棲む森林になっていて、よほど人間の侵しん入にゆうを嫌いやがっているのは疑いようがなかった。


  　実際に山に入っていくのは山岳騎士たちで、僕たちはキャンプをはって彼らが武器防具を持ち帰ってくるのを待つ。馬車に荷を積んで、トレントに到着するまで護衛するのが僕たちの役目だ。


  　まばらに背の低い草木が散らばる山の麓ふもとで、コンスタンシアたち山岳騎士はそれまで乗ってきた馬を降りた。確かに騎乗のままサンタ・マリア山地に入っていくのは無む謀ぼうだが、徒歩でどうにかなるものだろうか──。


  　僕が怪け訝げんに思っていたら、コンスタンシアは腰につけたポーチから小さな笛ふえを取り出し、口にくわえた。彼女が吹いても、空気が震ふるえている気配はするのに音が鳴らない。犬笛に近い性質のものだった。


  　──そういえばそうだった。うっかり忘れていた。


  　ヴァンダルの山岳騎士たちは、変わった生き物を乗りこなす。今の笛で、その生き物を呼び出したのだ。山峡の森林から現れたのは──獅子ライオンだった。ただし、その尻尾しつぽにはサソリのような毒の棘とげがついている。


  　ただのライオンではない。異様な迫力のマンティコラだ。


  「鞍くらと鐙あぶみがついてる」


  　僕は言った。馬具つきのマンティコラなんて初めて見た。


  「魔法で調教したのか？」


  　と、アーサーが驚きの声をあげた。


  「魔法は使っていない。性格が弱くなるからな」自分に近寄ってきたマンティコラの頭を撫なでながら、コンスタンシアが答えた。「ヴァンダルの山岳騎士は、子供のころからマンティコラの幼獣と一緒に暮らし、一緒に遊び、心を通じ合わせるんだ。そうやって成長したころには、兄弟姉妹のようになっている。そうでなければ、こんな凶暴な魔獣を乗り物に使うなんてありえないことだ」


  　マンティコラは本来凶暴な性格だ。サソリの尾からは毒針を射出し、数十メートル離れた人間を殺すこともできる。人肉を好むので、まったく油断できない生き物だと聞いている。それなのに僕たちの目の前にいる数十頭のマンティコラは、山岳騎士たちとの再会を喜んで猫のように喉のどを鳴らしていた。


  「地下に潜っている状況なので、仕方なく今は森に放してあるが、一度乗り手を選んだマンティコラはそのことを忘れない。近くで呼べば、必ずやってきてくれる。だから、鞍も鐙も外す必要がない」


  　なるほど、マンティコラは馬よりも圧倒的に体力があり、悪路にも強い。山岳騎士以外には真ま似ねはできないが、今回の密輸にはうってつけの輸送手段だ。コンスタンシアたちはマンティコラに乗り、「では、なるべく早く戻ってくる」と言い残し、武器防具の受け渡し場所を目指して岩山の急斜面を駆け上がっていった。


  



  　僕たちは山さん麓ろくの目立たない場所にテントをはって、コンスタンシアたちの帰りを静かに待つことにした。この手の潜伏は、特殊部隊員の得意とするところだ。料理するときに火は使わず、風向きに気をつけてどんな臭においも周囲に広げないように気をつける。


  　交替で見張りをやりながら、手が空いたものは暇ひまつぶしのゲームか武器の手入れをする。ゲームは、ウーゴが持ってきたものだ。『カタンの開拓者たち』という。大陸移動前にはすでに遊ばれていたという伝説がある、歴史の長いゲームだ。三人か四人で遊ぶ。サイコロを振りながらカタンという小さな島を開拓して、一番得点をためたものが勝ちだ。得点につながる家や街を作るためには資源が必要で、プレイヤー同士の交こう渉しようも行おこなわれる。かなり頭を使う。


  　最初に僕とシナフィ、ニコレッテ、そしてアーサーという四人でプレイ。ウーゴは仮眠をとり、ゲオルギウスが見張りだ。とにかくアーサーが圧倒的に強くて、僕たちはまったく歯が立たなかった。こっちが有利な交渉を進めたつもりでも、すべてがアーサーのてのひらの上。交易路の延ばし方も計算されていて、一度点差がつき始めるともうどうにもならない。


  「お前らにはしょせん頭脳労働は向かないという証しよう拠こだな」


  　アーサーが勝ち誇って満面の笑みで言った。


  「は、腹立つー」と、シナフィが低くうめく。


  　確かに腹の立つ態度だが、僕はどこか憎めない感じがすると思った。アーサーはなんだか無む邪じや気きなのだ。初対面の最悪な印象も、まったく訓練に参加しない身勝手さも、とてつもなく強い力と知恵とを手に入れた子供の行動だと考えると納得がいく。


  「じゃあ、私がいきましょうか」


  　見張り交替の時間になった。


  　今度はシナフィが仮眠、ニコレッテが見張りに立つ。カタンのプレイヤーは僕、アーサー、ウーゴ、ゲオルギウスとなる。


  「ドワーフもこんなゲームで遊ぶのか？」


  「そのゲームは、ドワーフの冒険者が古代遺い跡せきで発掘したものですよ」


  　アーサーは自信満々の表情だったが、ゲーム開始からほんの一〇分程度で苦にが々にがしいものに変化していった。僕とウーゴじゃ話にならない。強いのはゲオルギウスだ。彼の打つ手はいちいち的確で、交渉も上う手まく、アーサーも一度劣勢に回ると立て直しが利きかなかった。


  「なんだよ！　バカみたいに強いじゃねぇか！」


  「アーサーどの、油断しておりましたな！」


  　完全に勝利し、ゲオルギウスはがははと豪快に笑う。


  　和なごやかな雰ふん囲い気きだった。やはり目的のある旅はいい。特に理由がなくとも、なんとなく仲間の絆きずなのようなものが出来上がっていく。


  



  　コンスタンシアたちが、三日後に帰ってきた。軍馬よりも強きよう靭じんなマンティコラが、武器防具が詰まった木箱を五〇箱も運んできた。一応、みんなで中身を確認する。油紙で包まれた長剣や槍やり、弓と矢、革かわ鎧よろいと鎖くさり帷かた子びら。すべて製造した工房の名前や紋もん章しようは削り取られている。量も質も完かん璧ぺきだった。コンスタンシアたち山岳騎士は、マンティコラに餌えさを与え、たっぷりと体にブラシをかけてから森に帰した。


  　僕たちは、五〇〇人分の武器と防具を四台の馬車に積み込んでいく。


  　まず、三台の馬車が出発した。それぞれ、一〇人ずつ山岳騎士の護衛がつく。彼らはいきなりトレントに入るのではなく、周辺の小さな村や町に密輸品の装備を隠しておく。いくら大規模な隊商を装よそおっても、四頭立ての馬車四台で一いつ斉せいに入城するのは目立ちすぎるし、見み咎とがめられたときのリスクも大きい。時間をかけて、何回かに分けて用心して運ぶ。


  　残ったのはコンスタンシアと山岳騎士が二人、そして僕たちと馬車が一台だ。


  　騎士たちは商人っぽい服装に着替えて、護衛に扮ふんした僕たちを引き連れてこのままトレントに入る計画になっている。


  　夜が明けて東の空が白み始めた。早朝の空気は肌寒い。密輸は順調そのもの。上う手まくいきすぎているくらいだ。そして僕の経験上、このまま無事に終わりそうだとか、なんだ大したことなかったなという雰ふん囲い気きになってきたときが一番危ない。


  「──ん？」


  　荷物は積み終わったが、上にダミーの荷物を被かぶせるカムフラージュはまだで、騎士たちが着替えている最中という、最悪のタイミングで僕の耳に馬の蹄ひづめの音が飛び込んできた。武器と防具を満載した四頭立ての馬車を隠す場所はどこにもない。


  　マルランダの国境警備隊に所属する、パトロール軽騎兵隊だった。
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  「なんなんだ、お前ら。どうしてこんなところに馬車をとめている！」


  　パトロール軽騎兵隊の数は一三騎。金メッキの鍔つば飾りがついた片刃の曲刀をすでに抜いている。防具は鎖帷子。キャバセットという、マルランダ、ヴァンダルあたりでしか使われていない帽ぼう子し状の兜かぶとが特徴的だ。


  　僕たちだけなら馬に乗って逃げることも可能だったが、着替え途中の山岳騎士や馬車を置いておくわけにはいかない。仕方なく、馬には乗らないまま彼らに包囲される。


  「荷物を検査するぞ。いいな！」


  　向こうは完全にこちらを怪しんでいる。そりゃそうだ。数キロ離れた街道上ならともかく、サンタ・マリア山地の麓ふもとは隊商がいるような場所ではない。これはもうごまかしきれないと判断して、僕たちはアイコンタクトを交わした。「……っ」一秒以下の時間で、誰が誰を殺すのかを分担していく。訓練の足りない部隊は、攻撃力の分散と集中のバランスが悪い。僕たちはプロだ。言葉は交わさずとも、全員が最も効率的な戦闘のイメージを共有している。


  　僕たちは包囲されている。東西南北四つのエリアに区切り、立ち位置から僕が東を担当することになる。西がシナフィ、南がニコレッテ、北がゲオルギウス。ウーゴは全方位を警戒し、危ないところをフォローする役目。アーサーはチームワークの訓練にも参加していないし、しばらく待機していてもらう。そもそも彼の魔法を使うほどの敵とは思えない。


  　僕、ウーゴ、シナフィ、ゲオルギウスの四人は矢が装そう填てんずみのガウツ・フット・クロスボウを背負っていた。それを素早く両手で構えて、少しでも腕が立ちそうな軽騎兵の頭部に狙ねらいを定めて、引き金を絞る。僕たちが放ったクロウスボウの矢は敵の頭部を貫通し、甲かん高だかい金属音を立てて帽ぼう子し状の兜かぶとを吹き飛ばした。一気に四人、敵の数が減る。再装填している暇ひまはないので、クロスボウはとりあえず放り捨てる。


  　両手持ちの大剣──フランベルジュを鞘さやから抜いたニコレッテが、手近な騎兵に大上段から斬りつけた。彼女は怪力というほどではなかったが、体の使い方が上う手まい。剣は腕で振るのではない。足から腰、腰から背中──全身を素早く回転させ、その勢いを剣先に乗せるのだ。バツンッ！　という凄すさまじい音がして、フランベルジュが騎兵の左足を切断した。敵はバランスを崩して馬から落ちる。切られた足が鐙あぶみに引っかかって、少し馬に引きずられる。


  　ゲオルギウスも、愛用の武器を振るった。びっしりと釘くぎが打ち込まれた凶暴な外観のウォーハンマーだ。それで軍馬の頭を思い切り殴なぐる。動物はただの乗り物なのでかわいそうだが、こっちも命がけなので仕方ない。ゲオルギウスの怪力とウォーハンマーの重量で、馬の頭部が血ち飛沫しぶきとともに半壊する。釘が肉を引き剥はがし、一気に頭ず蓋がい骨こつまで露出していた。上に乗っていた騎兵は、倒れた馬の下敷きになる。


  　ウーゴが槍やりを投げて一人、シナフィがハンドアックスを投げて一人殺す。僕は助走をつけてからジャンプし、馬上の敵の胸にハンガーで一突き。鎖くさり帷かた子びらでは、魔法で強化された刃は防げない。みぞおちのあたりを深く抉えぐった致命傷の手ごたえに僕は満足し、次の敵に標的を切り替える。


  　気がついたら、敵の数は四騎にまで減っていた。そのうちの一騎が、一番軽装のアーサーに狙いを定めた。楽にやれそうだ、と間違った判断をしたのだ。アーサーは面倒くさそうに右手を伸ばし、彼が持っている中では一番弱い魔法ハンドカノンを使った。強烈な衝撃波が、馬と人間をひとまとめにして血飛沫の霧きりに変える。


  「うおう！」


  　とゲオルギウスがさらにウォーハンマーを振るい、馬の前脚をへし折った。その拍ひよう子しで、乗り手が思い切り前に放りだされる。落馬した敵を追いかけて、ゲオルギウスは愛用の得え物ものを振り上げた。「ひっ！」と怯おびえて失禁した敵の頭をぶん殴る。人間の頭部が、熟しすぎた果実のように破裂する。肉や骨の破片が、ハンマーのスパイクにこびりついている。


  　残った二騎が、馬首を返して全力で逃げ出した。


  「どうする!?」僕が叫ぶと、


  「任せてください！」ニコレッテが背負っていたロングボウを構えた。


  　逃げた敵は馬に無理をさせて、たちまち五〇メートルほど僕たちから離れていた。こちらは隠おん密みつ作戦中だ。逃がすわけにはいかない。


  　ニコレッテが弓ゆみを引き絞った。腕や肩に余計な力が入っていない、いい構え方だ。彼女はほんの一瞬息を止めて、矢を発した。電光のように飛翔する。その矢に背後から喉のどを貫つらぬかれて、一人の騎兵が倒れる。その間に、もう一騎がさらに一〇〇メートルほど遠ざかっている。


  　しかしニコレッテは余よ裕ゆうの表情で素早く次の矢をつがえて、もう一射。遠くで「グェッ」と悲鳴があがった。最後の敵は背中の中心に矢を受けて絶命し、しばらく惰だ性せいで走ったあと馬から振り落とされた。


  



  　僕たちは、殺したパトロール軽騎兵隊の死体を集めた。僕は埋うめて隠そうと思っていたのだが、アーサーが「もっといい方法がある」と提案。彼の魔法で処理することにした。


  　アーサーは意識を集中し、両手を頭上に掲かかげた。皮ひ膚ふの表面で電光がバチバチと弾はじけて、やがて手と手の間にどろりとした質感の水の球が発生した。球は直径一メートルほどの大きさにまで膨ふくらみ、鈍にぶい錆さび色に変化していく。


  「時間はかかるが、痕こん跡せきはなくなる。髪の毛一本残らない」


  　アーサーは錆色の球を、集めた死体に向かって投じた。球は目標の直上で砕け散って、局所的に恐るべき強酸性の雨を降らせた。その雨がかかった死体は、ゆっくりと、しかし確実に溶けていく。鎖くさり帷かた子びらに穴が開き、溶けた肉と血液が混ざり合って赤黒い沼ぬまのようなものが出来上がる。燃やせば煙が出てしまうので、この処理方法は完かん璧ぺきだった。


  　彼が使う魔法は四種類。一番弱い魔法がさっきも使ったハンドカノン。もう一段階強い魔法がこの「アシッドレイン形成」なのだそうだ。


  「とんでもない腕うで利ききぞろいなんだな、本当に」


  　コンスタンシアが、微かすかに目を丸くした感心の表情で言った。


  「そうじゃなきゃ、こんな大事な任務に派は遣けんされませんよ」


  　とシナフィ。ごもっとも。
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   幕間　階段の踊り場で


  



  　エルフェンクラング領内。


  　ウイスキー・ハンティング作戦の拠きよ点てんは、国境近くの丘きゆう陵りよう地ちに建つシュヴァルベ城だ。現在この城に、ソフィア・ロレンス少将、エルフのゲオルク・ジーフェルス、そしてリカルド・アイアンハイド中佐という作戦の責任者がそろっている。


  「ふあああ……」


  　リカルドは大あくびをしながら、キープの三階にあるゲストルームから廊下に出た。ここ数日、激務が続いていて睡眠不足だ。マルランダに密輸で送るための武器と防具をそろえるのも一苦労だった。なにしろ五〇〇人分だ。しかも、作戦の機密性を保持するために、政府と関わりが深い工房の生産品は使えない。民間の業者から仕入れるわけだが、大量に購入すればそれが噂うわさになって、他国の密みつ偵ていに作戦の存在を気づかれるかもしれない。質しち屋やや貧民街スラムの雑貨屋まで使って、なんとかアシがつきにくい装備をヴァンダル革命軍が注文した数だけ用意することができた。


  「猫と遊んでこよう……」


  　仮眠をとる前に、リカルドは中庭の野良猫に会いに行くことにした。猫と触れ合うとストレス解消になって、気持ちよく眠りにつくことができる。


  「早くすっきり終わってくれないかなあ、この作戦……」


  　こんなことなら自分もハンター・チームにくわわっておけばよかった、とリカルドは思う。面倒くさいことや非効率的なことが大嫌いなリカルドだが、どうせ疲れるのなら体を動かしているほうがマシだ。意味のある作戦のためなら、自分の命を危険にさらしても気にならない。


  　石造りのキープを、革かわ靴ぐつの足音を立てて歩いていく。中庭に向かう途中、階段の踊り場でリカルドはエルフの若い男性兵士と出くわした。たとえ所属する国が違うとはいえ、リカルドはかなり高い階級なので、その兵士は立ち止まって敬礼してきた。


  「おつかれさまです」


  「ああ、どうもどうも」リカルドは腰の低い挨あい拶さつを返した。横を通り過ぎると、エルフの兵士も再び歩き出す。


  　そのときだった。リカルドは彼の足音に違和感を覚えて振り返った。


  「……あの、すみません」と兵士を呼び止める。


  「なんでしょう、リカルド中佐」


  「あなたの姓名と階級は」


  「ギュンター・シュミット。エルフェンクラング国軍少しよう尉いです」


  「その靴」


  「はい？」


  「足音が高い。底の厚い革靴ですね」


  「それがなにか……？」


  「エルフは森林を愛する。暇ひまなときは背の高い木の枝の上で日光浴をするそうです。だから、木登りの邪じや魔まにならない底が薄い靴くつを好む。あなたは変わってる。人間の軍人みたいな靴だ」


  「…………」


  「ちょっと、耳を触らせてもらいますね」


  　リカルドは無造作に若い兵士──ギュンターの耳に手を伸ばした。


  「！」ギュンターはその行為に強い拒絶を示し、階級差のことも忘れて半ば反射的にリカルドの手をはねのける。その瞬間、リカルドは確信した。人間の耳を、エルフの耳のように長くするマジックアイテムがあるのだ。その魔法は、耳を引っ張ったり強く握ることで解除される。つまり──そういうことだろう。


  　ギュンター──間違いなく、偽ぎ名めいだ──は、正体を隠すことを諦あきらめて、右の掌しよう底てい打だを繰り出した。顎あごに向かって飛んできた鋭い掌底打を、リカルドは左手で払ってすかさず右の拳こぶしで殴なぐり返す。ギュンターは上体をそらしてカウンターの拳をギリギリでかわす。


  　リカルドは身長二メートル近いが、ギュンターも一九〇センチをわずかに超えている。体重はほとんど変わらないだろう。どちらも腰のベルトに護身用の長剣をさしているのに、階段の踊り場は狭いので抜く余よ裕ゆうがない。


  　ギュンターは小さくジャンプして、リカルドの顎を狙ねらって右みぎ膝ひざを突き上げた。狭い場所でも使える跳び上段膝蹴げりだ。


  　軍隊格闘技──それも、ヴォルコフ大公国のスタイルだった。


  　この新パンゲア大陸でも格闘技は盛んに行おこなわれている。特に、情報部の工作員や特殊部隊の兵士は素手で人間を殺す訓練に熱心だ。大陸移動前の文化を研究しているリカルドは、今では失われてしまった古い格闘技をほんの少しだけ使うことができる。


  



  　リカルドは、敵の膝蹴りを左腕でがっちりとブロックした。周囲は静かなものだ。互いの荒い息いき遣づかいだけが響く。人間、本気で殺し合うときは言葉が少なくなる。


  　跳び上段膝蹴りのあと着地したギュンターに、リカルドはコンパクトな右フックで殴りかかった。それを防御されたら、間をおかずに左フック。その反動を利用するようにして、さらに右のボディにねじこむ。リカルドの連打。巧たくみに上下に打ち分ける。ただ速いだけではない。一発一発に重さもある。ギュンターも必死に殴り返す。肉と肉、骨と骨とがぶつかり合う鈍にぶい音が続く。やがてリカルドの拳が敵の顔面にクリーンヒットした。打撃音のあと前歯が飛び散り、鼻血が噴き出し彼の膝が震ふるえる。「ダメージが足にきている」状態だ。


  　この勝機を見み逃のがさず、リカルドは右の手刀を放った。手の側面は拳に比べて面積が狭いぶん、打撃に「切れ味」が増す。水平に振り抜いてギュンターの鎖さ骨こつあたりを強したたかに打つ。手刀打ちは肘ひじに体重を乗せて、弓ゆみを射いるように繰り出すのがコツだ。リカルドは手刀を立て続けに閃ひらめかせた。パン、パンッ！　とリズミカルに敵のこめかみ、耳の下、首筋に打ち込んでいく。


  　ギュンターがだいぶふらついてきたところで、リカルドは彼の喉のどを右手でつかんで、そのまま石の壁に押しつけた。「ごほっ」と彼の口からうめき声が漏もれる。ギュンターは両手でリカルドの腕をつかみ、喉から引き離そうとする。


  　リカルドはあっさり喉から手を離し、かわりにギュンターの右足に自分の左足を引っかけた。そこから体の位置を入れ替えながら、足で相手のバランスを崩して踊り場の床に押し倒す。ギュンターに馬乗りになって、髪の毛をつかみ、彼の後頭部を乱暴に床に打ちつける。


  　床そのものがリカルドの凶器となった。殺さないように加減しつつ、しかし相手の頭が割れる寸前までゴッ、ゴッ！　と同じ行為を繰り返す。


  



  　ギュンターを気絶させて、リカルドは大声で「誰かいませんか！」と人を呼んだ。すぐにエルフェンクラングの警備兵たちが駆けつけてきたので、敵の密みつ偵ていを拘こう束そくしてもらう。ギュンターの耳をつかむと、やはりマジックアイテムで長く伸ばした偽にせ物ものだった。


  「リカルド中佐！　ご無事ですか!?」


  　誰かからこの突発的な戦闘のことを聞きつけたのだろう。副官のクレア大たい尉いもやってきた。


  「まあ、なんとか……」


  「そいつに襲われたんですか」


  　と、クレア大尉は後ろ手に縛られたギュンターを指さす。


  「襲われたというか、こっちが見破ったというか……」リカルドは上う手まく説明できない。「とにかく殺しちゃいないんで、あとで尋じん問もんしましょう」


  「中佐の命を狙ねらった刺し客かく？」


  「違いますね。情報収集が主目的だと思います」リカルドは少し考えてから、続ける。「マルランダかヴォルコフの密偵……かなりの腕前だし、戦闘スタイルからすると後者かなあ。だとすると、なんにも情報吐かないだろうなあ」


  　恐らく、ウイスキー・ハンティング作戦が始まる前からこの城に潜入していた敵の密偵だ。シュヴァルベ城を拠きよ点てんに何か極秘作戦が進んでいる──くらいの情報はもうヴォルコフに漏もれてしまったかもしれない。この程度でマルランダ潜入中のハンター・チームに危険がおよぶとは思えないが、一層の用心が必要なのは間違いない。
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   第七章　救出作戦


  



  
    １

  


  



  　武器と防具の密輸は上う手まくいったが、祝いの飲み会をやるような余よ裕ゆうはない。僕たちは、たまたま遭遇した国境警備のパトロール軽騎兵部隊をみな殺しにしてしまった。死体は完全に処理したとはいえ、まともな軍人ならすぐに非常事態に気づく。


  「もはや一刻の猶ゆう予よもない、ということだ」


  　トレントにあるヴァンダル革命軍隠れ家の地下会議室で、コンスタンシア将軍が強い口調で言った。


  「エドゥルネ・ヴァンダル王女の救出作戦を断行する」


  　その言葉に、震ふるえるような緊張が走った。今までの作戦とは難度が違う。


  「おかげさまで武器はそろった」コンスタンシアは続ける。「しかし、国境警備隊はもう部隊の行方ゆくえ不明に気づいてると思ったほうがいい。死体が見つからないから、集団で軍を脱走した可能性も考慮してるはずだ。だが、どこかで王国騎士団に連絡が行けば……」


  「戒かい厳げん令れい……までいきますかね」


  　と、苦にがい顔でシナフィ。


  「それはない……と思う」とコンスタンシア。「が、やりにくくなるのは間違いない。今ならまだ、冒険者として王都アルモニアに入れるだろう」


  「救出作戦の計画くらいはあるんでしょうな？」


  　ゲオルギウスが訊たずねた。


  　コンスタンシアはうなずく。「当然だ。ただ、実行するには難点がいくつもあった」


  「その難点とは」とニコレッテ。


  「こちらの兵士が持つ武器と防具がなかった。それは、解決した」


  「解決していない難点もある、と」


  　シナフィが話の先を促すように言った。


  「そう。アルモニア王城の警備が厳しくて、中の構造がいまいちよくつかめていない。わかっているのは、王女様が幽ゆう閉へいされているのが『東の塔』ということだけ」


  「そんな警備の厳しい場所に大勢を送り込むのは無理だ。しかも見取り図はなし」そう言いながら、僕はなんとなく先の展開が読めてきて嫌いやな気分に。


  「……救出作戦には数百人規模の陽動部隊と、王城中心部に侵しん入にゆうする少人数の精鋭部隊が必要になる。侵入する部隊は、とびきりじゃなきゃいけない」コンスタンシアは少々演技がかった口調だ。「そのとびきりの精鋭部隊が、厳重な警備を突破して王城内の東の塔でエドゥルネ・ヴァンダル王女様を救出。駆けつけてくる敵を蹴け散ちらして、いざとなったら城壁を吹き飛ばしてでも逃とう亡ぼうする」


  「とびきり……ね」


  　と、シナフィが微笑する。


  「それ、もしかして俺たちのことじゃないスかね」


  　ウーゴがとぼけた口調で言った。


  



  
    ２

  


  



  　コンスタンシア将軍とはしばらく別行動だ。僕たちはトレントを出て、アルモニアへ。距離は、馬でほんの半日といったところだ。朝に出れば、夕方には到着する。


  　アルモニアを遠くから見ると、緩ゆるやかな山のようだった。都市全体を守る外側城壁の周囲に防御用の人工の坂──斜しや堤ていが築かれているからだ。アルモニアの斜堤は全方位に八〇メートル近く延びている。


  　外壁には一定の間かん隔かくをおいて塔が設けられていて、すべてに楔くさび型の稜りよう堡ほ──壁から突出した堅固な構造物──が追加されていた。古くなった城壁を、近代的に改修したあとだった。斜堤も稜堡も、大量破壊系の魔術師に対応するための防御施設だ。


  　長い斜堤で魔術師たちは強力な魔法の狙ねらいがつけにくくなる。そして稜堡には、魔術師だけを狙うクロスボウの狙そ撃げき手しゆが配置されるのだ。複数の稜堡が互いの死角をカバーすることで、魔術師の「安全地帯」をなくすことができる。


  　城門の警備は、冒険者を名乗る人間には比較的甘かった。偽ぎ造ぞう身分証の出来がいいおかげもあって──税ぜい金きんはたっぷりとられたが──難なく入城することができた。


  　とうとう、敵の本ほん拠きよ地ちだ。


  　ここにマルランダの魔女がいる。


  



  　僕、ウーゴ、シナフィ、ニコレッテ、ゲオルギウス、アーサー。六人の非合法諜報員ＮＯＣ、特別編成の精鋭部隊、ウイスキー・ハンター・チーム。いよいよ僕たちの任務も大詰めを迎えつつある。王都内では民間人の騎乗は目立つので、馬から降りて手た綱づなを引く。


  「ここまできたらジタバタしても始まらないし」


  　シナフィが不敵に笑う。


  「非常事態になったらたくさん殺しましょう。たくさん」


  　ニコレッテが少し危ないことを涼しい顔で言う。


  　僕たちは敵地潜入の恐怖と緊張感にすっかり慣れていた。もともと特殊部隊には、ネガティブな感情が麻ま痺ひしやすい人間が多い。厳しい訓練と修しゆ羅ら場ばの連続で、心が鈍どん感かんになっているだけなのかもしれないが。


  　コンスタンシア将軍と合流する前に、明日まで一泊分時間を潰つぶさないといけない。ちょうどいい宿を探して、夕焼けで赤く染まったアルモニアの市街を歩き回る。石造りの建物ばかりで見た目は立派な町並みだが、商店には活気がなく、住民たちの表情には生気がない。王都全体が巨大な葬そう儀ぎ場のような雰ふん囲い気きだった。


  「──っ！」


  　僕たちが王城前の広場を通りかかったとき、騒ぎが起きた。跳はね橋の門に向かって走っていたマルランダ王国軍の馬車から、腕を縛られた粗そ末まつな身なりの若い女性が飛び降りたのだ。怯おびえきった顔のその女性は、助けを求めて走り出し、僕たちの近くで転倒する。面倒に巻き込まれるとまずいと思いつつ、僕は反射的に彼女を助け起こした。


  「どうしました？」


  「……助けてください！　このままではあたしたちは……」


  　女性が説明を終える前に、僕たちは数十のマルランダの騎士に囲まれた。


  「お前たちは冒険者か」


  　一ひと際きわ立派な鎧よろいを着込んだ騎士が、馬上から高圧的に質問してきた。


  「……はい」


  　六人を代表して、シナフィが答えた。


  「私はマルランダ王国騎士団長、アントニオ・バルデム＝トレント伯はくだ。その女を寄こせ」


  　──騎士団長？　トレント伯？


  　マルランダ王国騎士団の本営は、王都アルモニアではなくトレントに存在する。その騎士団長も普段はトレントにいるはずだが、何か仕事があるのか女王に呼ばれたのだろう。とにかく今、騎士団長様は女の尻しりを追いかけ回している。


  「この女性は何をやったんですか」


  　僕は思わず訊たずねた。


  「何をしたというわけでもない。初夜権を使える娘が旧ヴァンダル領の代官から献けん上じようされてきたのだ。その娘を含めて、これから二三人の処女に私の高貴な精を与えてやらねばならん。そのために、わざわざトレントからやってきた。時間はいくらあっても足りんほどだ。こんなところで揉もめている場合ではない」


  　初夜権──国民が結婚したら、領主がその花嫁を一晩強ごう姦かんする権利を得る法律のことだ。


  「しかし……」


  　僕は納得できない。若い女性が震ふるえているのに、そう簡単には見捨てられない。


  「なにがしかしだ！　身分をわきまえろ！　みな殺しにするぞクズども！」


  　騎士団長アントニオが激げつ昂こうし、腰の長剣を抜いた。


  　こういうとき僕は、あまりあとのことを考えずに暴走する悪あく癖へきがある。ぶっ殺してやろうと思って腰のハンガーに手をやるが、背後のウーゴに羽は交がい締めにされた。


  「ここは我慢だ。リョウト」


  　意外──と言っては失礼だが、アーサーも女性を助けるために戦う気満々で一歩前に踏み出していた。そんなアーサーの手を、シナフィがつかむ。


  「アーサーも……！」


  　これ以上目立てば、ウイスキー・ハンティング作戦はもう終わってしまうだろう。現時点で、すでにかなりまずいのだ。「…………」結局僕たちは戦うわけにはいかず、悲鳴をあげて助けを求める若い女性をマルランダの騎士団に引き渡した。団長のアントニオが唾つばを吐いて、それが僕の頬ほおにかかった。今に見ていろ。もうすぐマルランダ王国は終わりだ。


  



  　──前日。


  　僕たちはトレントの隠かくれ家がで、コンスタンシアから作戦の説明を受けていた。


  「救出作戦のために、敵を混乱させるための陽動作戦を行おこなう。まず、ヴァンダル革命軍の戦士五〇〇人を二部隊に分ける。仮にＡアルフアチームとＴタンゴチームとしよう。Ａはアルモニア、Ｔはトレントだ。


  　アルファ・チームはアルモニアの外壁城門や見張り塔を襲撃。貧民街スラムにも予備の粗そ悪あくな武器をばらまいて騒ぎを起こす。タンゴ・チームはトレントでマルランダ王国騎士団本営に焼き討ちをかける。もちろん、どっちもその程度の人数で襲撃を成功させるのは不可能だ。ただ、敵の目を引きつけることができればそれでいい。陽動作戦に引っかかって、敵の警備部隊が王都全域に散らばったところで、お前たち六人──ハンター・チームが王城に密ひそかに侵しん入にゆうする。第一目標は王女の身柄。第二目標──チャンスがあれば、王城内で見かけたマルランダ王国の高官を片かたっ端ぱしから暗殺する」


  「アルファとタンゴの襲撃は時間をずらしたほうがいいと思います」


  　僕は言った。


  「なぜだ？　私は両チームが同時に行動を起こす計画を立てたが……」


  「たとえば、先にアルファ・チームが行動を開始するとします。敵もバカじゃありません。すぐに陽動作戦だと見抜かれます。そこで、少し遅れたタイミングでタンゴ・チームの焼き討ち。敵は、トレントを本命だと判断する」


  　理由を説明した。僕が思いついたというよりは、ソフィア少将の教育の賜たま物ものだ。少将ならきっとこう言う。だから僕もそうする。


  「なるほど」コンスタンシアはうなずき、「同時攻撃だと、逆に怪しまれるかもしれない。あなたの提案のほうが上う手まくいきそうだ。変更しよう」


  「ハンター・チームの潜入方法は？」


  　ニコレッテが手をあげて質問。


  「王城警備兵の衣服と装備が一式そろえてある。空から堀ぼりを渡るまでは、それでいける」とコンスタンシア。「しかし、王城中心部は女王親衛隊の縄張りだ。中に入るのは難しい」


  「特殊部隊っぽく、暴力と魔法でなんとかしますよ」とシナフィ。


  「王女を助けるついでに、俺の魔法でマルランダの魔女も仕留められるかもしれんぞ」


  　相変わらず自信たっぷりのアーサーだ。


  「あとはアドリブだな」


  　ウーゴがしかめっ面つらで言った。


  「僕たちらしくていいんじゃないですか？」


  



  　──そして、今日。


  　作戦開始の時刻が近づいてくる。


  　騎士団長アントニオとの一件のあと、僕たちは寂れた宿を見つけた。人通りが多い場所にあって、他にも冒険者がたくさん泊まっているという、理想的な宿だ。その食堂で、夕食として林りん檎ご酒とそば粉のクレープを食べる。クレープは野菜と生ハムを挟はさんだものだが、嫌いやなこともあったし、大仕事前ということもあってあまり味はしなかった。食事というよりは栄養補給だ。他の宿泊客に聞かれないよう小さな声で、アーサーが何度も「さっきの騎士団長絶対に許さん……いつか必ず、じっくりいたぶって殺してやる」とぶつぶつつぶやいていた。


  　宿に一泊して、コンスタンシアとの待ち合わせ場所に向かう。


  　隠かくれ家がというほどではないが、かつてヴァンダル王家に仕つかえていた老人が、過去を隠してこのアルモニアで仕立て屋を経営しているという。どこかに表情や感情を置き忘れたような老人に「ウイスキーの入にゆう荷かですな？」と合い言葉を言われて、シナフィが「はい。マルランダでは魔女の酒が飲めると聞きました」とその答えを返す。


  「こっちだ」と仕立て屋の二階に通されて、そこにはすでにコンスタンシアが待っていた。


  「覚悟はできてるな？」


  「騎士団に入ったときから、ずっと覚悟はできてますよ」


  　僕は言った。顔には出さないが、愚ぐ問もんだと思った。


  「残念だが、ゲオルギウスはここで待機だ」とシナフィ。「ニコレッテの耳は隠せるが、ドワーフの体格はごまかしようがない」


  「確かに、私もひげは剃そりたくないですし」


  「そのかわりに、私も潜入に参加する」とコンスタンシア。


  「将軍自みずから敵の本ほん拠きよ地にですか？」と仕立て屋の老人が驚く。


  「王女様に再会できるかもしれんのだ。むしろ行くべきだろう」


  　僕とウーゴ、そしてアーサーは、二階に用意されていたマルランダ王国軍、王城警備兵の服に着替えていく。カモシカの革かわでできた服に、内側に小さな鉄板がたくさん仕込まれた革かわ鎧よろいを組み合わせる。兜かぶとは、水滴型で鼻を覆おおう面当てがついたかなりの安物だ。手てつ甲こうとすね当ても革かわ製。マルランダ軍の王城警備兵は刃渡り七〇センチほどの曲刀か長さ二メートルほどの槍やりを支給されるが、それぞれ自前の武器を用意することも許されているそうなので、僕たちも愛用のものをそのまま持ちこむ。


  　女性陣は警備兵を装よそおう必要はない。そういう計画なのだ。


  



  　僕たちは仕立て屋裏手のひとけのない路地に停とめてあった馬車に乗り込み、王城に向けて走らせた。手た綱づなを操あやつるのはウーゴ、その隣に僕が座り、箱形の飾り気のないキャビンにシナフィ、ニコレッテ、コンスタンシア、アーサーがいる。


  　一度アルモニアの中に入ってしまえば、内側に高い城壁はない。改修された外側城壁によって都市全体が要よう塞さい化かしていて、その必要があまりないのだ。そのかわり、中心部の宮殿──王城の周囲には、跳はね橋がかかった空から堀ぼりがある。


  　城を守るための人工の川や池が水すい濠ごう。


  　深く穴や溝を掘っただけで、水を流さないのが空堀だ。


  　王城の空堀は幅三〇メートル、深さ一五メートルという侵しん入にゆう者しやにとっては厳しいものだ。しかも上り下りしにくいように、縁の部分に刃物や棘とげが仕込まれている。唯ゆい一いつの出入り口は跳ね橋だ。滑かつ車しやで引きあげるとそのまま門になる構造で、分厚い鉄板でできていた。王城は人の出入りが激しいので、滅多に跳ね橋が上がることはない。その周囲には、警備兵の詰め所や軍馬の厩きゆう舎しやが集まっている。


  　僕たちの馬車が、跳ね橋の前で門番たちに呼び止められた。


  「お前ら、どこの部隊だ？　なんのために王城に？」


  「ヴァンダル駐ちゆう留りゆう軍だ」と、僕は事前にみんなで決めておいた設定を答える。「運んでいる荷物を見てくれれば、目的はわかる」


  「……？」二人の門番が、後部の覆おおい布をめくってキャビンを覗のぞいた。そこには、ほぼ全裸に近い奴ど隷れいのような格好のシナフィ、ニコレッテ、コンスタンシアがいた。アーサーはそこで女たちを見張っているような演技をしている。


  　かろうじて乳首と股こ間かんを隠しているだけの、みすぼらしい奴ど隷れい装しよう束ぞくだ。かつては一軍の将だったコンスタンシアにここまでしてもらうのは申し訳ないが、侵しん入にゆうに失敗してしまっては元も子もないので仕方がない。美しい女たちのあられもない姿に、門番たちがごくりと唾つばを飲み込む音がした。


  「貴族たちが初夜権を使う娘たちだ」


  「そ、そうか」と門番の一人がもっともらしくうなずく。「ここは通すが、俺たち警備兵は王城の建物の中には入れない。娘たちは途中で女王親衛隊に引き渡すように」


  「了解。おつかれさまです」


  「おつかれさま」


  　空から堀ぼりを渡ると、広い庭園になっている。美しい彫像で装飾された噴水があり、隅々まで手入れされている。景観のためにちょっとした雑ぞう木き林ばやしや並木道まで整えられているが、その陰でこそこそと侵しん入にゆうの準備をすることができる。


  「奴ど隷れいの格好も悪くないな」


  　シナフィは悪戯いたずら小こ僧ぞうのような笑顔だった。


  「ちょっとぞくぞくしましたね」


  　と、ちょっと色っぽい顔でニコレッテ。彼女たちは羞しゆう恥ち心しんの類たぐいが薄いようだ。ここから先はどんな些さ細さいなミスも許されないのにのんきなものだ、とも思う。しかし、少しくらい余よ裕ゆうがあったほうが上う手まくいきやすいのもまた事実。張り詰めている糸ほど切れやすい。


  　女性陣も、服を着替えて武器と防具を身につけた。


  　庭園の奥に鉄てつ柵さくがある。


  　鉄柵の向こうは親衛隊の縄張り──王城中心部。


  　荘そう厳ごん華か麗れいな白はく亜あの城だ。東西南北の方角に合わせて、王城の四隅に六階建ての塔がそびえている。エドゥルネ・ヴァンダル王女が幽ゆう閉へいされているのは「東の塔」という話だが、内部の詳しい構造はわかっていない。


  　潜入作戦の邪じや魔まになるので、クロスボウは置いていく。馬車を雑木林の目立たない場所に停とめておいて、僕たちは見張り塔の死角を探した。建物が帽ぼう子しを被かぶっているような尖せん塔とうや張り出し櫓やぐらから、クロスボウを構えた女王親衛隊が睨にらみを利きかせている。彼らに目をつけられたら隠おん密みつ作戦は終了。あとは修しゆ羅ら場ばになってしまう。


  「よさそうな場所がありますよ」


  　ニコレッテがちょうどいいポイントを見つけた。そこには小さな監視所があるだけで、どの塔からも見通しの利かない角度になっているはずだ。監視所は壁のない小屋で、柱で屋根を支えているだけの簡単な造りだった。椅い子すと小さなテーブルがある。どちらかといえば、天気が悪いときのための巡じゆん回かい警備の休憩所といったところか。それでも、二人の警備兵が常じよう駐ちゆうしている。僕たちは、交替要員の振りをして監視所に近づいていく。


  「監視所の二人は殺そう、どうしようもない」歩きながらアーサーが小声で言った。「そのことに気づかれる前に鉄柵を越えて、俺の魔法で壁に穴を開けて中に侵入だ」


  「他になさそうですね」


  　僕は首を縦たてに振った。本当は「壁に穴を開ける」くだりが乱暴でいただけない。他にもっといい手があるのかもしれないが、悩んでいる時間が惜しい。


  「どうやります？」とニコレッテ。


  「リョウトが右のやつ。ニコレッテが左。ウーゴが周囲を警戒」


  　シナフィが素早く指示を飛ばした。


  「あの、すみません」


  　監視所に入って、僕は警備兵の一人に話しかけた。ニコレッテもさりげなく標的の側面に回り込む。


  「なんだ？」


  　敵は、本ほん拠きよ地のど真ん中ということもあってすっかり油断しているようだった。実際、いくら塔からは死角になっているとはいえ、壁もないような見晴らしのいい建物で殺しに時間をかけることはできない。一〇秒以下で二人を殺して、急いで死体を処理して、アーサーが壁に穴を開ける。敵にしてみれば、そんな侵しん入にゆう方法は想定していないだろう。最初は乱暴な手だと思ったが、意外と全然悪くないかもしれない。


  　僕のハンガーは抜き打ちにはあまり向いていない武器なので、素手で殺すことにした。踏み込むと同時に左ひだり肘ひじを突き上げて、敵の顎あごを粉ふん砕さいする。そうすれば口の中は血で溢あふれ返り、悲鳴をあげられることもない。敵は反射的に顔を守るために両手を上げた。それを左手で払って、今度は右の肘打ちを眉み間けんに振り下ろす。鈍にぶい打撃音。確かな手ごたえ。敵はがくりと崩れ落ちる。まだ息があったので、ハンガーを抜いて心臓に一突き。とどめを刺した。


  　ニコレッテは、敵の虚を突いてまんまと背後をとった。右腕を相手の喉のどに巻きつけて、左腕で引っ張って締めあげる。頸けい動どう脈みやく閉へい鎖さに必要な力はたったの五キロ。一五キロで気道までふさがってしまう。たとえ女や子供でも正しい知識があれば人を殺すのは簡単だし、特殊訓練を受けたニコレッテの腕力はかなりのものだ。敵は手足を振り回して必死にもがくがどうにもならない。目玉が引っくり返りそうな凄すさまじい形相だ。すぐに舌ぜつ骨こつ、甲こう状じよう軟なん骨こつが折れる音が響く。意識を失った敵の首を思い切り横にひねって、完全に首の骨を折って絶命させる。


  「いい手を思いついた」とアーサー。「その死体を、壁の近くにまで運んでくれ」


  　まず、シナフィとコンスタンシアが鉄てつ柵さくを乗り越えた。柵の高さは二メートル五〇センチ程度で、僕たちから見れば大したことはない。僕とウーゴで警備兵の死体を持ち上げて、鉄柵に乗せた。向こう側の二人が死体を引っ張って、王城の壁の近くまで運ぶ。そして僕たちもアーサーとともに鉄柵をよじ登る。


  　壁の前でアーサーは、例の強酸の魔法──アシッドレイン形成を使った。かなり威力を抑よく制せいしていた。それでも石の壁に人間一人がぎりぎり通ることができるだけの穴が開き、警備兵の死体は完全に消失した。


  「上う手まくいきましたね」と僕。


  「ここからだ」とコンスタンシア。


  　僕たちは東の塔を目指す。
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  　回廊を歩けば、女王親衛隊だけでなく侍じ女じよや小こ間ま使づかいたちもいる。見られてしまったら、殴なぐるか首を絞めて気絶させて、縛ってから物陰に転がしておく。服を奪って変装することも考えたが、着替えている場所と時間がない。いくつか親衛隊の小部隊をやり過ごし、途中から非戦闘員に目撃されるぶんには気にしないことにした。


  　兵士の数は、思っていたよりもずっと少ない。コンスタンシアの部下が外壁城門とトレントで行おこなっている陽動作戦の効果が出ている。


  　やがて僕たちは東の塔に足を踏み入れた。逃とう亡ぼうを防ぐために、王女の監禁部屋は塔の最上階かそこに近い場所だろうと予測する。螺ら旋せん階段を駆け上がると、まさしく六階に一ひと際きわ頑丈そうな鉄の扉があった。六人の女王親衛隊に警備されている。


  「もう隠おん密みつ作戦は無理だ。みな殺しのあと、強行突破で」とシナフィ。


  　相手が驚いているうちに、僕たちは武器を抜いて斬りかかった。こちらの数は六人。相手の数も六人。しかしアーサーは普通の接近戦には参加してくれない。シナフィの目を見ると「お前が二人やれ」と合図された。はいはい、やりますよ。


  　親衛隊は、うろこ状の装そう甲こうを組み合わせたスケールー・アーマーの上に白いコートを着ていた。僕のハンガーが閃ひらめいて敵の右手首を切り落とし、間をおかず太ふと腿ももの動脈のあたりを斬り、最後に「ざっ」と喉のどを突き破って一段落。三回ハンガーを振るうのに、たぶん二秒とかかっていない。もう失血性のショックで立てないだろうから、あとは死ぬまで放っておく。


  　別の敵が曲きよく刀とうを抜いて斬りつけてきたので、左手のパリーイング・ダガーを円まるく動かして後方に受け流した。勢い余って敵の体が前のめりになる。そこで、顔面に「グシャッ」とハンガーを叩たたきつける。さっきまで顔だったはずの場所に深い谷が生じて、血に濡ぬれた骨が露出する。注文通り二人倒して周囲を見ると、仲間たちもそれぞれ一人ずつ敵を血の海に沈めていた。


  　分厚い本のような大型の鍵かぎを壊すのに時間がかかりそうだったので、「後ろにさがって。ドアから離れてください」と警告してからアーサーにハンドカノンを使ってもらった。鍵を粉々に吹き飛ばして、ドアを開ける。大急ぎだ。


  



  　室内は、監禁部屋と聞いて想像するものとはだいぶ違っていた。壁やテーブルには花柄の刺し繍しゆうが施ほどこされたビロードがかかり、床には子供向けの玩おも具ちややぬいぐるみが散らばっている。貴族の部屋にあるようなオーク材の高級本棚もあった。


  　いい部屋ではある。だが、外に出ることができないのならここは牢ろう獄ごくだ。


  　華美な牢獄に、不安げな表情の少女がいた。まだ幼いが、聡明そうな青い目をしている。大人に甘えたり、友達と遊びたい年ごろだろう。それなのに、こんな塔の最上階に監禁されている。──子供の命は奪わない？　なら許される、という話ではない。マルランダの魔女は、子供にもひどいことをしている。


  「……王女様！」


  　コンスタンシアが歓喜の涙をうっすらと両目に浮かべて言った。


  　エドゥルネ・ヴァンダル王女。タイトな長なが袖そでのドレスで発達途中の小さな体を包み、白い手袋をつけている。


  「コンスタンシア！」


  　少女──エドゥルネ王女の暗い顔が明るくなった。


  「ずっと王女様の身を案じておりました」コンスタンシアは言う。「遅れてすみません。ヴァンダルの敗北も、王女様の幽ゆう閉へい生活もすべてこのコンスタンシアの責任です。ここを脱出したあかつきには、どのような罰ばつ、お仕置きでも受ける覚悟です」


  「相変わらずコンスタンシアはお仕置きが好きじゃな」


  　と、エドゥルネが微笑ほほえむ。


  　僕は内心王女様の言葉が引っかかった。相変わらずお仕置き好き？　まあいいや。今はそんなことより脱出しなければいけない。
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  　シナフィが、簡単に僕たちのことを説明した。メイトリア帝国とエルフェンクラングの合同非合法諜報員ＮＯＣ部隊。非正規作戦イレギユラー・オプス。ヴァンダル革命軍への協力。王女はまだ幼いのに、すぐに事情を呑のみこんでくれた。コンスタンシアが、両手で王女を抱き上げる。侵しん入にゆうする際に開けた穴を目指して、僕たちは塔の螺ら旋せん階段を駆け下りる。新しく穴を開けてもいいのだが、アーサーの疲労を考えるとこれ以上の魔法はギリギリまでとっておきたい。


  　何人か女王親衛隊が駆けつけてきたので、ニコレッテのフランベルジュが蹴け散ちらした。波打つ刃やいばの大剣が敵の顔面に炸さく裂れつすると、リンゴを全力で床に叩たたきつけたような音がして脳みそが散らばる。


  　キープを囲む回廊を走っていると、二人の男が前に立ちはだかった。そのとき先頭を走っていたニコレッテが、あまりのプレッシャーに思わず足を止めてしまったほどだ。一人はトロール、もう一人は銀腕の傭よう兵へい──。どちらも軍事関係者なら必ず知っている有名人だ。この二人が陽動に引っかかって城を空けていれば助かったのに。


  　僕が銀腕のコルテスと遭遇するのは、これで二度目になる。
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  「お前のこと知ってるぞ！」コルテスが、いきなり僕を指さして楽しそうに叫んだ。「ゴスティバル平原の戦いだ！　運命を感じる！」


  　コルテスはあのときと違って兜かぶとをつけていなかったし、獰どう猛もうな牙馬フアングホースにも乗っていなかった。しかし、銀色の左腕に長さ三メートルの特大ハルベルト──槍やりの穂先に斧おのの刃を組み合わせた長なが柄つかの武器──を握っていて、とてつもない量の殺意を放っている。


  「お前は殺す。必ず殺す。奇妙な縁を感じる。だから殺すんだ」


  　素顔のコルテスは意外なほど優やさ男おとこだった。それに思っていたよりもずっと若い。だが、人を殺すことに慣れた野獣の目をしていた。静かな凶器を感じるその目が、貫つらぬくように僕を見み据すえている。僕は戸と惑まどう。縁を感じるから殺す？　意味がわからない。


  　もう一人のトロールは、右手に片手剣を、左手に四角い盾たてを構えていた。片手剣といってもそのトロールの身長は二メートル七〇センチ、体重は五〇〇キロなので、人間から見れば超特大の両手剣サイズだ。盾は、大きな城の厨ちゆう房ぼうで肉を焼くのに使う鉄板に似ていた。無ぶ骨こつで、なんの装飾もなく、ただ分厚く重い──そんな盾だ。


  　異様に鼻が長く、白いあごひげを長く伸ばし、こめかみのあたりから二本の牛に似た角つのが生えている。血まみれの革かわエプロンを身につけたトロール猟りよう兵へいコマンドの隊長、エドヴァルド。コルテスほどではないが、条件の悪い戦場でいくつも武ぶ勲くんをあげている。


  



  　厄やつ介かいな二人に出くわしてしまった。トロールの数え方が「一人」で合っているのかどうかはわからないが、「一匹」というのも何か違う気がする。とにかく大急ぎでここを突破しないと大軍に包囲されることになる。


  　コルテスが無造作にハルベルトを振るった。


  「──ッ！」なにがまずいって、その速さだ。大型武器の欠点は斬ざん撃げきの速度が落ちることだが、コルテスは例外だ。魔法の銀腕が、巨大なハルベルトをまるで木の枝のように軽々と振り回す。人間にはありえない怪力がなければ不可能な荒技だ。


  　僕は頭を低くしてハルベルトをかわした。すぐ頭上を刃が通過して、風圧で髪の毛がぶわっと乱れた。僕は彼の懐ふところに跳びこもうとする。が──。


  「ふッ！」コルテスは素早くハルベルトを回転させて、僕を牽けん制せいしてくる。


  　僕は跳びこむタイミングを失ってたたらを踏んだ。ただの力任せの技ではない。コルテスは冷静で、手先もかなり器用だ。使っている武器の間合いがまったく違うので、やりにくいことこの上ない。


  　また、ハルベルトの刃が飛んできた。僕の体を首筋から斜めに切り裂くコースだ。バックステップ、回避は──間に合わない！　咄とつ嗟さにハンガーで受ける。


  　刃がぶつかり合って火花が散り、僕は思い切り横ざまに吹き飛ばされた。武器の重さが違いすぎたのだ。魔法がかかったハンガーでなければ、今の一撃で粉ふん砕さいされていただろう。僕は慌あわてて立ち上がって武器を構え直すが、そのときにはすでにコルテスが嬉き々きとした表情でハルベルトを振りかぶっていた。


  「リョウトッ！」


  　ここで、助すけ太だ刀ちのタイミングを見計らっていたウーゴが槍やりを突き出した。彼が使うのは短めの槍だが、それでも僕の二刀流よりはハルベルトに対抗できる。


  　槍を素早く扱しごいて、立て続けに突く。ウーゴの見事な槍さばきだ。コルテスは少し不ふ愉ゆ快かいそうな顔をして一歩さがる。いくら鎧よろいも牙馬フアングホースもない状態とはいえ、あの銀腕コルテスを後退させたのだからウーゴも大したものだ。


  



  　トロールのエドヴァルドには、ニコレッテとシナフィが向かう。


  　コンスタンシアは幼いエドゥルネ王女を抱いていて戦いに参加できない。


  　魔術師のアーサーは、大量破壊系魔法の発動に備えて精神集中を始めていた。正しい判断だ。


  「うおおおッ！」


  　ニコレッテが雄お叫たけびをあげてフランベルジュで斬りつける。トロールは人間よりもはるかに大きいが、急所の位置は同じだ。ニコレッテの身長と武器なら、みぞおちから股こ間かんにかけてが狙ねらい目になる。そして、足を斬るのも悪くない。単純な話だ。大型動物ほど下半身にかかってる負ふ荷かが大きい。トロールは脚がやや短く異様に太いので、太ふと腿ももよりも膝ひざや足首を斬っていくほうが効果がある。


  　鋭い斬ざん撃げきのフランベルジュを、エドヴァルドは盾たてで受け止めた。盛大に火花が散って、エドヴァルドが盾ごと「ぐい」と押し返すと逆にニコレッテがよろめいてしまう。圧倒的な体格差はどうしようもない。


  　シナフィが何本も持っているハンドアックスのうちの一本を投げた。それが、ニコレッテに気をとられていたエドヴァルドの左肩口に突き刺さった。──が、彼は平然としている。トロールはタフなのだ。ハンドアックスくらいの武器だと、顔面や首に命中しない限り致命傷にならない。


  　獣けもの臭くさい息を吐きながら、エドヴァルドが右手の剣をニコレッテの頭めがけて振り下ろした。よく見ればその剣の刃は、一部がギザギザのノコギリ状になっている。横に跳んでトロールの鋸のこぎり刃ば剣をかわすニコレッテ。外れた剣が床に突き刺さって、小さな雷かみなりが落ちたような音がする。そうやって飛び散った破片の一つが、彼女の魔法の防具が作りだす星光体アストラルの層を突破して太ふと腿ももに小さな傷をつけた。


  



  　僕はコルテスを殺したい。なるべくなら、今、ここで。仮に無事に脱出できたとしても、彼を生かしておいたらきっと大変なことになる──という予感がある。コルテスの正面にはウーゴがいるので、僕は敵の側面をとりたい。しかし、僕から見てコルテスの右側は壁で、左側ではトロールとニコレッテたちが戦っている。下へ手たに動くと、僕がウーゴの邪じや魔まになる。


  　一瞬考えてから、僕は規則正しく並んでいるはめこみガラスの窓に目をつけた。全力で駆け出して、ウーゴの横を通り抜けるタイミングで斜めにジャンプし、窓まど枠わくに足を引っかけて壁を走るように移動する。


  　とうとう僕はコルテスの懐ふところに飛び込んだ。


  　超至近距離。得意な格闘戦の間合いだ。


  　右手のハンガーをコルテスの顔面に叩たたきつける。


  「やるな」


  　ふっと涼しげに笑って、コルテスはハルベルトから手を離した。


  「──えっ」


  　僕のハンガーを、コルテスは銀腕で直接打ち弾はじいた。そして彼の中段蹴げりが僕の腹部にめり込む。木の杭くいを思い切りぶつけられたような衝撃。一撃で内臓が破られたかと思った。僕は呼吸困難に陥おちいり立っていられなくて、こみあげてくる嘔おう吐と感に耐えながら、床の上を転がってコルテスから離れる。思い出した。ゴスティバル平原でも同じようなことがあった。一年前なのですっかり忘れていた。


  　僕のかわりに、ウーゴが再び槍やりで襲いかかった。


  　そのとき、僕の背筋に強烈な悪お寒かんが走った。


  　──やめろ、ウーゴ。このタイミングはまずい。


  　コルテスは、突き出された槍の先端を銀腕でつかんだ。人間の手なら穂先で指が落ちるが、魔法の義手はびくともしない。コルテスは横にひねって槍を折り、もぎとった部分をナイフの要領で投げた。


  「──ッ！」


  　折れた槍の穂先が、ウーゴの腹部を貫通した。


  　すべてが一瞬の出来事だった。


  



  　ウーゴが倒れた直後、アーサーの魔法の用意が調ととのった。


  　彼が「チャーリー、マイク、シエラ！」と叫ぶ。


  　Ｃチャーリー・Ｍマイク・Ｓシエラ──近接魔法攻撃支援Close Magic Supportのことだ。


  　今から魔法で攻撃することを敵に気づかれないように、わざとこんな言い方をする。


  　目の前にはコルテスとエドヴァルドがいて、回廊の前後から数百名の女王親衛隊がどっと押し寄せてきている。


  　僕はパリーイングダガーを鞘さやに戻して、左手で腹部からどくどくと血を流しているウーゴを引きずった。僕たちはアーサーの周囲に集まって、身を低くして防御体勢をとる。コルテスとエドヴァルドは、次に起きることを察して後退していく。


  「ぶっ放せ！」とシナフィ。


  「言われなくても！」とアーサーが両手を前に突き出す。そのてのひらの上で、星光体アストラルの投射反応を示す電光が瞬またたく。


  　アーサーの星光体アストラルが魔法によって増ぞう幅ふくされ、見えない元素に干かん渉しようし、超自然的な現象が発生した。「キュウウッ」という不気味な吸気音がして、赤い灼しやく熱ねつの球体がアーサーの手からいくつも飛び出した。球体は矢のように飛翔し、壁、床、天井──そして殺到してきた女王親衛隊に次々と炸さく裂れつする。


  　破裂した球体を中心に、ドン、ドン、ドンと爆風が走り、上層の尖せん塔とうまで一気に吹き飛んだ。窓の固定されたガラスが何十枚も一いつ斉せいに吹き飛び、床の破片が燃えながら飛び散って女王親衛隊の兵士に突き刺さった。まるで炎の雨だ。球体の大爆発で、周囲の酸素が一気に薄くなった感じがした。アーサーの近くは安全なはずだが、僕は肺はいに痛みを覚える。


  「俺が持ってる魔法の中で、一番強いヤツだよ……」


  　アーサーが疲れ切った表情で言った。


  「術名は？」とコンスタンシア。


  「『ブリムストーン』だ」


  　壁と床に大穴が開いて、そこから炎と煙の一部が外に流れ出していった。天井と柱が凄すさまじい音を立てて崩れ落ちる。すでに半壊していた上の尖塔が大きく傾く。


  　兵士たちの悲鳴やうめき声でうるさいほどだった。あるものは崩れてきた瓦が礫れきの下敷きとなって潰つぶれて死に、またあるものは焼け焦こげて黒い炭すみになっていた。爆風で手足が千ち切ぎれたり、首がもぎとられたものもいた。軽く一〇〇人以上が死体になっている。さすがは誰もが恐れる大量破壊系魔法のＣＭＳだ。子供が壊した人形が散乱しているような光景だった。アーサーの魔法がコルテスとエドヴァルドをやったかどうかは──まだわからない。あいつらは逃げ足も見事なものだった。


  　崩れる瓦が礫れきの下になってはたまらないので、僕たちは壁の大穴から外に出た。雑ぞう木き林ばやしの目立たない場所に停とめておいた馬車に飛び乗る。運転席にニコレッテ、その隣にシナフィ。僕は馬車のキャビンでウーゴの腹の傷を両手で押さえて星光体反射治癒魔法アストラル・リフレクシヨン・ヒーリング・マジツクを使っている。キャビンには他に、アーサーと、王女様を抱いたコンスタンシアもいる。


  　尖せん塔とうや張り出し櫓やぐらからクロスボウが発射され、無数の矢が降りかかってくるが、こんなときのために僕たちの馬車のキャビンには鉄板が仕込まれていた。問題は手た綱づなを握るニコレッテだが、彼女に当たりそうな矢は隣のシナフィがハンドアックスで打ち落とした。


  　騒ぎに気づいて、空から堀ぼりにかかった跳はね橋が上げられていた。橋を下ろすには、門番詰め所の滑かつ車しやをどうにかしなければいけない。


  「アーサー、魔法は!?」


  　僕は言った。詰め所を丸ごと吹き飛ばせば、勝手に跳ね橋が下りる。


  「今日はもうまともな魔法は撃てん！」


  　アーサーがそう答えたあと馬車のキャビンで吐いた。足元に吐としゃ物ぶつが広がって、ひどい臭においだ。大量破壊系魔法は、たった一発でも魔術師を疲労の限界まで追い込むという。しかも今日、アーサーは酸の魔法も使っている。


  「あと撃てるのは、ハンドカノン数十発ってところだ。再び強い魔法を使うには、最低でも数時間の休息がいる」


  「じゃあ、私が！」


  　ニコレッテが運転席で叫んだ。


  　そうだった。彼女も魔法が使えるのだ。
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  　もうすぐ跳ね橋というところで、ニコレッテが星光体アストラルを投射した。電光が弾はじけて、門番詰め所の周囲で急激に地面が隆りゆう起きする。土の魔法だった。地面が変形し数十本の太い牙きばとなり、蛇へびに似た動きでニコレッテが狙ねらった場所に突っ込んでいく。大量の土の牙が、馬車の行く手をふさごうとした門番たちもろとも、詰め所を徹底的に破壊した。巨大な滑車の装置も粉ふん砕さいされ、空堀に鉄の橋が落ちてかかる。


  　空堀を渡ったすぐの場所に、槍やりを持った王城警備兵が三〇人、僕たちの馬車を止めようと壁を作ろうとしていた。こりゃあ一度馬車をとめなきゃいかんかなと思った次の瞬間、敵の中に凄すさまじい勢いで何者かが突っ込んで鮮血が弾けた。外で待機していたゲオルギウスだった。彼がスパイクつきのウォーハンマーを振り回して、たちまち三人を薙なぎ倒した。そのスパイクに、もぎとった生首が引っかかっていた。背後からの奇襲に敵の壁は乱れて、僕たちの馬車は難なく突破することができた。ドタドタと走ってゲオルギウスが馬車の後部に飛びついてきたので、コンスタンシアとアーサーが手をかして車内に引きあげた。


  「救出は上う手まくいったようですが……重傷者が出ましたか」


  　ゲオルギウスがウーゴを見て言った。


  



  　僕は走る馬車の中で、ずっとウーゴに応急処置を施ほどこしていた。コルテスの攻撃が腹部を貫通し、腸はらわたの一部が外に引きずり出され、胃いが破裂していた。重傷なんてもんじゃない。どう見ても、認めたくはないが──致命傷だった。とにかく、傷を縫ほう合ごうしないと治ち癒ゆ魔法も効果がないのに、道具も人手もまったく足りない。外科医の技術を持った人間があと二人、僕より強力な治癒魔法の使い手がもう一人、合わせて三人が足りない。


  　シナフィが、小さな窓を使って馬車の助手席からキャビンにやってきた。


  「……ウーゴは!?」


  「今、必死にやってるんですが……！」


  　情けないことに、僕はいつの間にか泣いていた。


  「いいよ、もう。リョウト。俺だって素しろ人うとじゃない。自分の体がどうなってるかくらいわかる」と、顔面蒼そう白はくのウーゴが血を吐く。そして、弱々しく微笑ほほえむ。「死ぬときは、もっとあっさり……即死が良かった。こんなにダラダラゆっくり弱っていくなんて、怖くて仕方ねぇよ」


  「ウーゴ……」


  　シナフィの双そう眸ぼうからも涙がこぼれ落ちた。僕たちは長い付き合いだ。色々な修しゆ羅ら場ばを、戦争をともに潜り抜けてきた。


  「俺をぎゅっとしててくれ、リョウト、シナフィ」


  「ああ」


  　僕とシナフィは、兄弟のようにウーゴを抱きしめた。


  　こっちだってたくさん殺した。僕もいつか殺されるかもしれない。命をかけて戦っているんだから仕方ないとはわかっていても、それでも友達が死ぬなんて嫌いやだ。理屈は通っていない。単純な感情の話。嫌なものは嫌なのだ。


  「……俺の最後の任務になった。あとは、みんなで成功させてくれ。マルランダの魔女を……そして銀腕のコルテスを殺して、この地にたとえ一時的でも平和をもたらしてくれ。いいじゃないか。俺はこういう任務のために特殊部隊に入ったんだ」


  「わかった。その二人は必ず仕留める」


  　僕は誓ちかった。約束は守るよ。


  「結婚してなくてよかったよ……戦争未み亡ぼう人じんは苦労するからな」


  　ウーゴの母は戦争未亡人だった。子供のころは、とても大変だったそうだ。「俺は、俺みたいな子供を減らすために兵士になったんだ」とウーゴはいつも言っていた。


  「苦労続きの孤独な人生だったけど、仲間に囲まれて死ねるんだから上出来か……」


  「お前と会えてよかった、ウーゴ」


  　シナフィが、死んでいく仲間に情熱的なキスをした。ウーゴの血が、いつもあまり化粧をしない彼女の唇くちびるに紅べにをさした。


  「こんなことなら、シナフィとやっときゃよかった」


  「今からでも遅くないぞ」


  　と、シナフィは無理をして笑う。


  「その前に、とっておきの小話させてくださいよ……」


  　ウーゴが、自信満々の表情で言った。


  「『あるところに、二人の男がいた』」


  　なにやってんだよ、ウーゴ。そんな場合かよ。


  「『一人は騎士。もう一人は騎士の妻を殺した犯罪者だ。騎士の妻は、なぜか左右の手に一本ずつ特大のソーセージを握らされた状態で死体が発見されていた。


  　ある嵐あらしの夜、騎士はとうとう犯罪者を追い詰めた。喉のどに長剣の切っ先を突きつけてこう訊たずねる。なんでお前は俺の妻を殺したんだ？　なんでお前は妻の死体にソーセージを握らせたんだ？　すると、犯罪者はこう答えた──』」


  「…………」


  　不意に静せい寂じやくが訪れた。


  「ウーゴ？」


  　恐る恐る僕は彼の名を呼ぶ。


  　脈をとり、瞳どう孔こうを確かめた。


  　彼の呼吸が止まっていた。


  　──最後の最後でなんてヤツだ！


  　文字通り小話のオチを「墓場まで持っていく」なんて。


  　僕は我慢できなくて、泣きながら笑ってしまった。


  　最高だよ、ウーゴ。お前の友達をやってて本当によかった。


  「じゃあな、シタデルによろしく」
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   第八章　戒厳令下
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  　ウーゴは死んだが、僕たちは例の仕立て屋まで戻ることに成功した。王女の帰還に、コンスタンシアの部下たち全員が歓喜を隠しきれない顔になった。もうこれで「魔女に勝ったも同然」のような空気が流れ始めて、僕は戸と惑まどう。大変なのはこれからなのに。大事な仲間を失ってしまったのに──。


  　ウーゴの死体は、とりあえず布に包んで床の上に横たえてある。僕たちが埋まい葬そうしたり、メイトリアまで移送する時間はないだろう。このまま死体は置いていって、ほとぼりが冷めたころに仕立て屋の親おや父じに埋うめるか燃やしてもらうか。残念ながら、ウーゴはもう故郷に帰ることはできない。


  「……死んでしまったのだな、その人は」


  　そんな声をかけられて、僕は驚いた。エドゥルネ・ヴァンダル王女が、ウーゴの死に胸を痛めて瞳を潤うるませていたのだ。たった九歳でも、王族は王族である。部下や国民の痛みを理解できる王族は珍しい。


  「私のために、本当にすまない……」


  「王女様……」


  　なぜ、コンスタンシア将軍が幼い王女に心しん酔すいしているのかわかった気がした。確かに、命をかけたくなる主君の器うつわだ。人の上に立つ人間には非情さも必要だが、もっと大事なものをエドゥルネ・ヴァンダルはすでに身につけている。ずっと監禁されていたはずなのに、心こころ根ねが歪ゆがむこともなく、立派なものだ。


  「私たちはプロフェッショナルの兵士です」


  　僕たちを代表して、シナフィが王女に向かって言った。


  「任務のために死ぬのは覚悟の上です。死んだウーゴ・バティスタ中ちゆう尉いは、最後の瞬間『この地に平和をもたらしてくれ』と私たちに」


  「……地に平和を、か……なんと偉大な死か」エドゥルネは沈ちん痛つうな面おも持もちだった。表面的な演技ではないと感じた。「私は見ての通り幼く、両親や親しん戚せきを殺された哀あわれな王家の生き残りにすぎないが、できることがあるならなんでもする」


  　いい王女様だ。やる気が出てきた。


  



  　ウイスキー・ハンター・チームが一人減って五人。それにコンスタンシアとエドゥルネ王女をくわえた七人で馬車に乗り込んで、仕立て屋を出る。商人とその護衛を装よそおい、王女様はキャビンの奥で二重底の長なが持もちに隠れてもらう。窮きゆう屈くつだろうが、車内を覗のぞかれたときのために用心は必要だ。なんとか、この王都アルモニアを脱出しなければいけない。


  「大急ぎで外壁城門を出るんだ！」とシナフィが焦あせった口調で言う。手た綱づなを握るのはニコレッテ。助手席にはゲオルギウス。残りはキャビン。キャビンの前部には小さな扉と窓がついていて、車内からでも御ぎよ者しや席の二人と会話を交わすことができる。


  「アーサーの大量破壊系魔法で敵は大混乱だ」シナフィは続ける。「その隙すきをついて、できるだけ離れることができれば……」アルモニアを離れて、国境近くの寂れた村で敵の捜そう索さくをやり過ごし、武器防具を密輸したときのようなやり方で王女様を逃がす。政治亡ぼう命めいだ。マルランダ王国にとってはかなりの痛手となる。


  　しかし、すでに王都アルモニアには戒かい厳げん令れいが布しかれていた。


  「……ダメだ！　外壁城門はすでに閉じられています！」


  　馬車を走らせていたニコレッテが苛いら立だった声で告つげてきた。しかも、マルランダ王国軍の軽騎兵部隊が僕たちを捜さがし回っている。警備兵たちが街角で検問を始めている。これはもう、どうにもならない。仕立て屋に戻ることもできそうにない。


  「この近くに、どこか隠れる場所は……」とコンスタンシアが考えこむ。


  　僕はアルモニアの地図を思い出して言う。「……エルフェンクラング大使館が！」


  



  　在マルランダ王国エルフェンクラング大使館は、各国の商館が建ち並ぶ貿易特区の一角を占めていた。白大理石の化粧板で装飾された三階建ての城館が、石造りの塀へいと鉄の門によって守られている。


  　中に入ろうとしたら、エルフの大使館衛兵たちに止められた。門の両脇に高さ八メートルほどの櫓やぐらが組まれていて、そこで弓ゆみを構えてこちらを狙ねらっている。鉄の門は固く閉ざされたままだ。冷たい対応だが、無理もない。僕たちは非合法な存在で、やっているのは非正規戦だ。そう簡単に大使館に入れるわけにはいかない、という事情はわかる。


  「怪しいものではありません！　エルフェンクラングの大使に用があります！」


  　同じエルフのニコレッテが手綱を握ったまま門番たちに告げた。


  「現在、ここ王都では戒厳令が布かれている！」門番の一人が怒鳴り声で答える。「大使館の正式なスタッフ以外は立ち入り禁止だ！　犯罪者をかくまえば国際法違反となる！」


  　相手が言っていることはもっともだ。僕だって本当は、大使館に頼るなんて最悪の展開だとわかっている。国際法違反は戦争のきっかけになってもおかしくない、割りに合わないリスクだ。それでも、他に選択肢はない。ここでエルフェンクラング大使館に切り捨てられれば、あとはマルランダの追おつ手てと大立ち回りしかない。


  「門番程度じゃ話にならない！　大使を呼べ！」


  　ニコレッテが声を荒らげた。


  「大使は門のすぐ後ろに待機している！　非常事態だからな！」門番も負けじと怒鳴り返す。「『通すな』という指示だ！」


  　そのとき、背後から勢いのいい馬の蹄ひづめの音が聞こえた。マルランダの騎兵かと思って、僕はキャビンから身を乗り出して確認する。敵ではない。──敵ではないが、僕は驚いて腰を抜かしそうになった。


  「門を開けよ！」


  　やってきたのは、僕の恋人──馬に乗ったフランカだ。


  「ゲオルク・ジーフェルスの妹フランカだ！　外交特使として派は遣けんされている！」堂々としていて、凛り々りしい口調だった。そして彼女は僕たちを指さして言う。「この馬車に乗っているのは、私の部下だ！　大使館に入れて構わん！」
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  　大使館の門が開いて、僕たちはようやく敷地内に入ることができた。馬車を降りて、フランカに話しかける。


  「なんで君がここに!?」


  「やっぱり、リョウトのことが心配で……身分を偽いつわってエルフェンクラングを出て、このアルモニアの宿に泊まっていた。大騒ぎになったから、もしかしたら私にも何かできるかもしれないし、行かなきゃと思って……」


  「危険すぎるよ。外交特使ってのも嘘うそなんでしょう？」


  「嘘ではない。ただ、兄の部屋から何枚か書類を盗ぬすんだ」


  「あちゃー」あとあと大問題になるだろう。でも助かったのは事実。それに、恋人にここまで心配してもらって嬉うれしくないわけがない。「……まずいことはたくさんあるけど、とにかくありがとう。危ないところだった」


  「困りますな」エルフの大使が苦にがい顔で歩み寄ってきた。若い男性──といっても、彼らは年をとっていても外見の変化がほとんどないので正確にはよくわからない。「私も、今回のウイスキー・ハンティング作戦がどういうものかはよくわかっております。その上で、彼らを入れるわけにはいかなかった……。ジーフェルス氏族の姫君は、賢者会議の代表者入りが約束されたおかた。軽けい挙きよ妄もう動どうは慎つつしんでもらわなければ」


  「もちろん、長居はいたしません。すぐにこの大使館を出るつもりです」


  　フランカは、僕以外の人間と話すときは完全に貴族の口調だった。なるほど、彼女は人の上に立つように教育されている人間なんだと思い出す。


  「まさか、あなたに助け船を出してもらうとは……」シナフィも近づいてきて頭を下げた。「フランカ様のおっしゃる通り、急いで出ます。大使館とはいえ、マルランダ軍が戦争覚悟で踏み込んでくる可能性は高い」


  　現在、この王都ですべての権限を握っているのは軍部だ。何をやっても不思議はない。


  「戒かい厳げん令れい下では夜間外出は禁止です」とエルフの大使。「動くなら、陽ひが落ちる前に」


  「用意はしてあります。これを」


  　そう言って、フランカは腰に巻いた雑嚢フイールドバツグから小さな鳥のくちばし状のアクセサリーを取り出した。


  「イヤリング？」と僕。フランカはかぶりを振って、


  「ちょっと違う。耳に穴をあける必要はなく、洗濯バサミみたいにつけることができる」


  「つけると？」


  「人間の耳を、エルフのように長くするマジックアイテムだ。これで、ウイスキー・ハンター・チームのみんなを大使館員に仕立て上げる。エルフェンクラングの外交団なら、城門を一時的に開けてもらうことも可能だろう」


  「いけそうだな」シナフィが腕を組んでうなずく。


  「さっきからずいぶん急いでいるようだが……一時間だけ仮眠させてくれ」アーサーが、冷水を浴びせるように言った。「そうしたら集中力も回復して、遠えん隔かく通信でソフィア少将に連絡を入れることができる。必要なことだと思うが」


  「一時間か……」コンスタンシアが考えこんだ。「着替えや、偽ぎ装そう馬車の準備にも時間がかかる。一時間の休息は妥だ当とうだろう」


  「よし、今から全員休憩で」とシナフィ。「遠隔通信後に出発しましょう」


  



  　僕たちハンター・チームは大使館のゲストルームを借りた。コンスタンシアとエドゥルネ王女が同室。シナフィとニコレッテが同室。アーサーとゲオルギウス、そして僕とフランカ。合計四部屋に分かれて休む。ゲストルームで二人きりになった瞬間たまらなくなって、僕はフランカを抱きしめた。「長い付き合いの友人が死んだ。戦死したよ」


  「リョウト……」


  「僕は死なないように頑張る」頬ほおを寄せ合って、彼女の体温を感じる。「……フランカが来てくれたのは嬉うれしい。でも、君がいなくなったら僕は生きていけない。危険なことはできるだけ避けてほしい」


  「リョウトはずるい」フランカが不満そうに、それでいて切なそうに言った。「リョウトはどんどん危険に飛び込んでいく。駐在武官の地位のため、平和のため、仲間のため……それなのに私にはただ安全圏で待っていろと？」


  「ごめんね、僕はずるいんだ」


  「…………」


  「フランカを守るためなら……フランカとともに生きていくためなら、僕はどんな卑ひ怯きよう者にでもなれるんだ」


  　いつの間にか僕と彼女の唇くちびるが近づいている。


  　ウーゴの死を見て、僕はすっかり怖くなった。


  　死ぬのが怖い──当たり前のことだ。でも、僕たち特殊部隊員はそのことを忘れて任務に集中している。普段忘れているぶん、死の恐怖がよみがえってくると反動がくわわって手がつけられなくなる。危険な戦いの前後に性欲が高まるのはよくある話だ。命の危機が近づけば子孫を残したくなるのが本能という、もっともらしい説がある。そういう本能的な理由もあるのかもしれないが、女の子にすがって甘えて恐怖を忘れたいという、もっと単純なことなのかもしれない。


  　僕たちはみんな戦争の犬だ。フランカを抱いて、また恐怖を麻ま痺ひさせて、再び戦場に向かう。


  　乱暴にキス。乱暴に服を脱がせて、乱暴に押し倒す。


  　フランカも、荒々しく僕を迎えてくれる。獣けもののオスとメスのように、立場も恐怖も戒かい厳げん令れいも忘れてひたすら熱く肉体をぶつけ合う。


  



  
    ３

  


  



  　──あっという間に一時間が過ぎて。僕たちは大使館の中庭に集合する。


  「こっちの状況をソフィア少将に伝えた。ヴァンダル王女は確保したが戒厳令を布しかれた、エルフェンクラングの大使館に逃げ込んだ、まずいことになってる、と」


  　エルフェンクラングの魔術師と遠えん隔かく通信を終えたアーサーが言った。


  「……即時対応の増援なんて期待できないが、少将なら何かしら手を打ってくれるだろう」と、シナフィが期待半分諦あきらめ半分の顔で言った。「よし、じゃあいよいよ王都からの脱出だぞ。万が一のミスも許されない。引き締まっていこう」


  　僕たちはマジックアイテムを耳につけて長く伸ばし、エルフに扮ふん装そうした。


  「王女様とゲオルギウスは、馬車に隠れてもらいます」とシナフィ。ゲオルギウスは耳を伸ばしてもエルフには見えないし、エドゥルネ・ヴァンダル王女はどんな変装でもその幼さをごまかすことができない。


  「王女様、窮きゆう屈くつでしょうが、しばしの間我慢を」


  　コンスタンシアが主君に頭を下げた。


  「わかっています。あなたたちの苦労に比べたらこれくらい」


  　エドゥルネ王女は我がままを言わない。周囲のことがよく見えている。


  　ドワーフの体型はよく酒さか樽だるにたとえられる。ゲオルギウスはまさにそれに化けてもらう。樽にすっぽりと身を隠してから、彼のすぐ上を動物の革かわで覆おおい、本物の酒を注いでおく。革で密閉すると中で呼吸ができなくなるので、側面に息継ぎ用の小さな穴が開けてある。


  　エドゥルネ王女は、二重底の長なが持もちの下に。二重底の上には、カムフラージュ用の衣服類をこれでもかと詰めこんだ。


  「戒かい厳げん令れい下だ。向こうも色々と調べたがる。酒さか樽だると二重底でごまかせるか？」


  　コンスタンシアが心配そうに長なが持もちを見つめている。


  「じゃあ、僕にアイデアが。五分ください」


  　僕は計画を思いついた。街の反対側に「あるもの」を仕掛けて、それから馬車と馬で外壁城門に向かう。


  



  　今回はハンター・チームだけでなく、よりそれっぽく見せるために、フランカをはじめとする本物のエルフ六人──エルフェンクラング大使館のスタッフ──にも同行してもらう。ゲオルギウスとエドゥルネ王女を隠した馬車の御ぎよ者しや席にシナフィとアーサー。そのキャビンにコンスタンシアと大使館のエルフたち。残り──僕やフランカ、そしてニコレッテは全員普通に馬に乗って移動する。


  「止まれ」


  　さすがに、城門の警備はものものしかった。数百人という騎兵や槍やり兵が門の横に待機し、城壁や塔の上ではクロスボウ兵が監視の目を光らせている。大佐の階級章をつけたマルランダ王国の騎士が城門の警備責任者らしく、騎乗のまま僕たちに近寄ってきた。


  「我われ々われはエルフェンクラングの外交団である。マルランダの政治的混乱に巻き込まれるのを避けるために、女性スタッフを中心に一時帰国する」


  　フランカが一切臆おくすることなく、凛り々りしい声で告つげた。向こうも、エルフの貴族であるフランカの顔を知っているようだった。


  「お待ちください。一度戒厳令が出たら、開門の許可は簡単に出せるものではないのです。現在、高官たちと連絡がつかず……」


  　城門の騎士は、言い訳めいた口調だった。王城襲撃、そしてエドゥルネ・ヴァンダル王女救出という大事件に、向こうも大慌あわてなのだろう。


  「少し開けて、私たちを通せばよい。そんな簡単なこともできないのか！」と、フランカは激しい口調で畳たたみかけた。その迫力に、僕はなるべく彼女と喧けん嘩かをするのはよそう、と思う。フランカは激しいまま続ける。「ここで私たちを通さないというなら、それは外交問題だ。貴公にも命をかけてもらう！」


  「そこまで仰おつしやるなら」城門の騎士が、覚悟を決めたように重々しくうなずいた。すっかり騎士の目が据すわっている。「……ただし、こちらも戒厳令下です。馬車の中身は調べさせてもらいます。エルフ以外の種族は一人も通せません」


  「どうぞ。いくらでも調べればよろしい」


  　と、平然とした表情を維持したままフランカが了りよう承しようした。


  「…………」


  　二人の警備兵が、覆おおい布をめくって車内を覗のぞいた。じっくり観察してから、彼らは結局キャビンに乗り込む。外にいる僕に中の様子はわからない。緊張や動揺が顔に一切出ないように気をつける。なんて心臓に悪い展開だ。


  　中にいるコンスタンシアが、キャビンの側面についた小窓を開けた。それは事前に決めておいた、警備兵が長なが持もちを調べ出したときの合図だった。──ここまでだと思って、僕は魔法を使うことにした。出発する前に、敵の兵員宿舎の近くに仕掛けておいたクレイモアを起爆させたのだ。僕が使う魔法の一つ──星光体アストラル投射による、魔法の指向性対人地じ雷らいクレイモア。なぜその名前がついたのか、由ゆ来らいはすでに失われて久しい。


  　僕が生み出すクレイモアは、白く濁にごった板状の物体だ。かなりの広範囲を、爆風で扇おうぎ状に吹き飛ばす。クレイモアの正面を敵が通ったとき自動的に起爆させることもできるが、今回は自分の意思で遠えん隔かく起爆させる方式を選択した。


  「な！」騎士や警備兵たちの注意が、完全に僕たちから爆発のほうに向いた。仕掛けたクレイモアは合計三か所。少しずつ時間をずらして起爆していく。いつまでも、遠えん雷らいのような爆発音がゴロゴロと続いている。


  「街の反対側で、敵の襲撃のようです！」警備兵の一人が血相を変えて言った。


  「反対側は手薄だ！」と城門の騎士。「私と一緒に二個分隊ほどついてこい！」


  「私たちを放っていく気か！」フランカは激げつ昂こう。


  「む……！」


  　騎士は顔をしかめて唇くちびるを噛かんだ。面倒くさくて仕方がない、といった表情だ。一瞬悩んでから、別の場所で戦闘が起きているのだからエルフェンクラングの外交団は今回の事件に無関係と判断し、大きな声で「開門しろ！」と部下に命令した。


  「失礼しました！　お通りください！」


  　もしも僕が城門の責任者だったら、あとでどうなろうが知ったことではない。絶対に開けない。敵も戒厳令が出て緊張し、混乱し、焦あせっているので判断ミスを犯したのだ。
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  　僕たちが王都アルモニアの外に出て、城門は再び固く閉ざされた。僕たちは細く入り組んだ舗装道路を突っ走り、動脈回廊を目指す。川と湿地が多いマルランダの複雑な地形だと、エルフェンクラング側、旧ヴァンダル側、北方の都市同どう盟めい──どこに向かうにしても馬車を使う限り一度はあそこを通らねばならない。大急ぎなので、馬にはかなり無理をさせる。途中、街道沿いの宿駅で一泊。疲労した馬を、新しい馬に全頭買い替える。ここまできて、金に糸目はつけていられない。


  　そして──真昼の動脈回廊だ。僕がここを通るのは二度目になる。


  　主要な道路が集中する動脈回廊の中心に、関せき所しよを兼ねたマルランダの国営交易所が、その厳いかめしい外観で周囲を威圧している。


  　国営交易所は高さ四メートルほどの壁で守りを固めていて、小さな城のようだった。南と北に大きな門があり、それぞれ三階建てのゲートハウスになっている。


  　ゲートハウスとは、防御用の櫓やぐらや塔を備えた門と一体型の施設のこと。国営交易所には天守キープにあたる建物がなく、南のゲートハウスに所長室や警備兵の宿泊施設があるという。コンスタンシア将軍から聞いた話だ。


  　城外に広がる、死肉をむさぼる豚の牧場を横目に、僕たちは国営交易所──関所の北ゲートハウスに進んでいった。この関所さえ抜ければ、エドゥルネ王女を旧ヴァンダル領に逃がすことができる。前回はあっさり通ることができたが──。


  「──っ」関所のマルランダ兵たちはいきなり殺気立っていた。前方の中庭では重装歩兵が槍やりと盾たてを構え臨戦態勢をとり、ゲートハウスの階ごとに三つ並んだ矢や狭はざ間まから山羊脚ガウツ・フツト式クロスボウが僕たちに狙ねらいをつけている。激しい蹄ひづめの音がして、反対側の門から出撃した敵の騎兵隊に背後もふさがれてしまう。


  「王都アルモニアから、遠えん隔かく通信で『エルフェンクラングが怪しい』と警告があった。お前たちのことだな。逮たい捕ほする。少しでも抵抗すればみな殺しだ」


  　──さすがに気づかれたようだ。遠隔通信ということは、この関所には常じよう駐ちゆうの魔術師がいるのか。王都からはかなり離れているので、連絡をとったのは僕のような下級魔術師ではなく、中級以上の職業魔術師だろう。そうでなければ、通常数百メートルまでしか届かない遠隔通信の距離を延長することはできない。


  　大使館まで巻き込んじゃったから、ばれたら後始末が大変だ──僕はそんなことを胸の内だけでつぶやいた。ややこしくなりそうな外交や政治の問題はさておき、この関所での戦闘はもう避けられない。


  「アーサー」と、僕は小声で呼びかけた。「いける？」


  「なんのために一時間休んだと思ってんだよ」と、落ち着いた声でアーサー。「そういえば、まだお前らに『二番目に強い』魔法を見せてなかったな」


  　二番目に強い魔法──大量破壊系魔法ブリムストーンと、強酸を放射するアシッドレイン形成の間ということか。恐らく、この状況にぴったりの威力のはずだ。


  「とりあえず、クロスボウを片付けてもらえればそれでいい」


  「りょーかい。術名は『オッカムの剃かみ刀そり』だ」


  　アーサーが星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクを使った。彼を中心に突風が巻き起こり、それが透明な生き物のように敵に襲いかかる。その風は星光体アストラルの刃やいばを含んでいて、術名通り鋭い剃刀となって触れるものを斬り裂く。魔法の風は矢や狭はざ間まに入りこんで、クロスボウを切断し、その引き金にかかっていた指も切断する。運のいいものは一撃で首を切断されて即死。運の悪いものは、手や足を切断されて失血死していく。壁かべ際ぎわでクロスボウを構えていた兵士だけでなく、北のゲートハウス内にいたものはほぼ全員が何らかのダメージを受けた。


  「ゲオルギウス！」


  　シナフィが叫んだ。


  「ようやくですか！」


  　酒さか樽だるを内側から割って、馬車のキャビンからウォーハンマーを構えたドワーフの兵士ゲオルギウスが飛び出した。


  　コンスタンシアは、マンティコラを呼ぶときに使った笛ふえを吹いた。恐らく、援軍を呼んだのだ。陽動作戦を行おこなっていた山岳騎士五〇〇が、ほぼ無傷だと聞いている。


  



  　前方の重装歩兵、後方の騎兵隊が突っ込んできた。合わせて数は一〇〇人ほどだ。南ゲートハウスにはもう何十人かいるだろう。僕たちは馬を降りて、大急ぎで北ゲートハウスに逃げ込んだ。この建物は、アーサーの魔法ですでに制圧したようなものだった。エドゥルネ王女は、コンスタンシアがしっかり抱かかえていた。負傷した敵兵にとどめを刺して、ゲートハウスに立てこもる。


  　──ああもう、こんなドタバタとした作戦は嫌いやだ。もっとスマートにいけないものか。


  　北ゲートハウスの出入り口は、城壁とつながっている扉が左右側面に一か所ずつ、そして門の内側に一か所という、合計三か所だ。とりあえずドアに鍵かぎをかけたが、槌つちや斧おのですぐに壊されてしまうだろう。


  「城壁につながっている出入り口は、右側をＲＤロメオ・デルタ、左側をＬＤリマ・デルタとする。門の内側はＩＤインデイア・デルタだ」シナフィがてきぱきと指示を飛ばす。「ＲＤにはゲオルギウス、ＬＤには俺、ＩＤにはリョウト。ニコレッテは屋上に出てロングボウの狙そ撃げきを。コンスタンシア将軍とフランカ姫は奥で王女様を守っていてください。アーサーは遠えん隔かく通信でソフィア少将に連絡。もうこれだけの大騒ぎになったから、通話時間は気にしなくていい」


  「判断が速い。指示も的確だ」とコンスタンシアはシナフィの肩を叩たたく。「大たい尉いにしておくには惜しい。ヴァンダル国なら将軍になれるぞ」


  「お世辞半分だとしても、ありがとうございます」


  　全員が、シナフィの指示通りの位置についた。同行していたエルフェンクラング大使館のスタッフ六人もロングボウが使えるというので、ニコレッテと一緒に屋上で狙撃を行う。


  「敵の魔術師だ。仕留めます」


  　ニコレッテの声が聞こえた。僕は小窓から外の様子をうかがう。マルランダ軍の魔術師がこちらに近づいてきていた。重装歩兵が、大きな盾たてを掲かかげて魔術師を守っている。距離一五〇メートルで、ニコレッテが屋上から弓ゆみを射いた。盾と盾の隙すき間まを通して魔術師を貫つらぬくのも、彼女にとってはそれほど難しいことではなかったようだ。矢が脳天を貫通していた。


  「魔術師はクソ厄やつ介かいだからな。クソ魔法を使われる前に仕留めることができてクソ嬉うれしい」


  　テンションがあがってきたシナフィが大声で言った。本当に口が悪い。


  　僕は念のため奥のほうにクレイモアを仕掛けておいた。きっと役に立つ。


  　やがて、担当する扉──インディア・デルタ──が乱暴に破られて、マルランダ兵が侵しん入にゆうしてきた。ゲートハウスの通路は幅四メートル、高さ三メートルほど。僕一人でもなんとかカバーできる広さだ。


  　敵は、二列縦じゆう隊たいで槍やりを構えて押し出してきた。横に二人並ぶと、よほど息が合っていない限り同士討ちの危険性が高いと思うが──。


  　とにかく、僕は殺すのが仕事だ。


  　左のパリーイング・ダガーで槍の先端を弾はじき、無防備になった敵の懐ふところに飛び込んで、下から右のハンガーを突き上げた。腹部を抉えぐって相手の体が「く」の字に折れたところで、今度はハンガーを水平に振り抜いて敵の首を一気に切断。魔法の武器は切れ味が違う。切断面から大量の血が噴き出す死体を体当たりで吹き飛ばして敵の隊列を乱して、敵の槍を避よけながら二人目の顔面にハンガーを叩たたきつける。鼻から入った刃が、脳まで届く。


  　先頭の二人を倒したところで、敵の同士討ちが始まった。焦あせって槍を突いて味方の背中を傷つけるもの、慌あわてて前に出ようとして味方の死体につまずくもの、恐怖のあまり腰を抜かして味方の移動を妨さまたげるもの──大混乱だ。


  　僕は切り落とした敵の首を蹴けって、別の敵にぶつけた。そうやって混乱を大きくしてから、どんどん踏み込んでハンガーを振るう。敵の手首を斬り落とし、別の敵の太ふと腿ももを斬って動脈を切断。僕は流れた血で足を滑らせないようにすり足で戦っているが、敵はそんな訓練は積んでいないのでよくバランスを崩す。転びかけた敵の喉のどを切り裂くなんて、赤子の手をひねるより簡単だ。


  「急に気になってきた……」


  　僕は思わず独りごちる。


  「慣用句として使ってるけど、赤子の手をひねるなんてひどいヤツだな」


  　指を切り落とすだけでもいい。戦闘能力を失った敵が、敵全体の進退を阻そ害がいする。


  　哀あわれな敵に親切に教えてあげたい。こう見えても僕はプロなんだってば。


  



  　五分ほどの戦闘で、僕は七人の敵を殺していた。床には、首、手、指──様々な肉片が散らばっている。ロメオＲとリマＬのドアＤも破られて、シナフィやゲオルギウスが戦っていた。ニコレッテも屋上で弓を撃ちまくっている。まだ、こちらは全員無傷だ。


  　僕は一休みしたくなって、通路を後退した。クレイモアの安全域までさがる。僕を追ってきた敵が曲がり角にたまったところで、起爆。七、八人が一瞬で挽ひき肉になって散らばった。吹き飛んだ血や内臓が壁にベシャッ！　と広がって付着する。その間に僕は深呼吸。全身の筋肉に酸素を補給する。


  　敵はこれに怯ひるんで、撤退を開始した。南のゲートハウスにまでさがっていったのだ。一時的な撤退だろうが、とりあえず僕たちの一時的な勝利といえる。マルランダ国営交易所の敵部隊は六〇人近い死傷者を出していた。


  「手近な家具で出入り口をふさいで、ハンター・チーム集合！」シナフィの大声が聞こえた。


  「三階の大広間だ！　エルフェンクラングの大使館スタッフは、そのまま屋上から周囲を監視しててくれ！」


  　僕は大きな樽たるや椅い子すを転がして出入り口をふさぎ、シナフィのもとに移動した。


  



  
    ５

  


  



  　南北のゲートハウスで睨にらみ合う形になった。膠こう着ちやく状態だ。敵はまだ数で勝まさっているが、質の差がかなりあるので僕たちを攻め切れるわけがない。


  「関せき所しよの敵は半数以上やっつけた」と満足げにゲオルギウス。


  「でも、矢はなくなりましたよ」そう言ってニコレッテはロングボウの弦つるを「びいん」と軽く鳴らした。


  「ニコレッテが前線にくわわるんなら、それはそれで戦力アップだ」とシナフィ。


  「その必要はないと思う」コンスタンシアが言った。そのすぐ後ろに王女がいる。


  「どうしてですか？」僕は訊たずねた。


  「陽動に使ったヴァンダル革命軍の部隊は動脈回廊周辺に散らばっている。マンティコラか軍馬に乗っているものばかりだから、そろそろ駆けつけてくるはずだ」


  　コンスタンシアの言葉は、ほんの数十分で現実のものとなった。武装した兵士たちが、特殊な笛ふえを使った呼びかけに応じて、この関所に殺到してきたのだ。旧ヴァンダル山岳騎士旅団の精鋭たち。その数、五〇〇人。僕たちが密輸した武器防具を身につけている。南ゲートハウスに残っている敵は一〇〇人以下だと思われるので、完全に勝負がついた。


  「王女様」と、コンスタンシアが主君に向かって片かた膝ひざをついた。「駆けつけてきた彼らに、その英えい姿しをお見せになっていただけませんか？　士気があがります」


  「苦労をかけてすみません。もちろん、やります。それで彼らのやる気になるのなら」


  　なんのために戦っているのか──それを兵士に実感させるのは重要なことだ。


  　エドゥルネ・ヴァンダル王女は、ヴァンダル革命軍の兵士たちを鼓こ舞ぶするために屋上に出た。彼女が狙そ撃げきされないように、僕たちがしっかり周囲をガードする。


  「ヴァンダルの兵士たちよ。大たい儀ぎである」


  　王女は幼いのに、声が遠くまでよく通る。滑かつ舌ぜつと声質がいいのだ。


  「ヴァンダル王家がふがいないためにこの窮きゆう状じよう。心底申し訳ないと思っている。しかし、マルランダの魔女の暴政がいつまでも許されるものではありません。このエドゥルネ・ヴァンダルに、みなの力を貸してほしい。平和を取り戻すのです」


  　王女は堂々と演説を終えた。


  　短い演説でも効果は抜群だった。王女がいるということは、王都からの救出に成功したということだ。マルランダ王国軍の正規軍が出し抜かれた証しよう拠こだった。この瞬間、王女は山岳騎士の生き残りにとって絶対的な心の支えとなり、魔女に対する反乱の象しよう徴ちようとなった。


  「王女様のために！」


  「エドゥルネ・ヴァンダル王女万ばん歳ざい！」


  　五〇〇人の山岳騎士が、熱狂的な勢いで南ゲートハウスに突入した。関せき所しよの兵士たちは僕たちに苦戦し、士気が落ちるところまで落ちていたので、まったく勝負にならなかった。ヴァンダルの兵士たちは、敵を引き裂き、内臓をつかみ出し、死体の首に縄をかけて次々とゲートハウスの窓から吊つるしていった。屋上から敵兵を放り投げて、悲鳴がこだまする。そんな光景を目まの当たりにしても、エドゥルネ王女は眉まゆ一つ動かさない。


  　もしかしたら、とんでもない人物をメイトリア帝国は支援しているのかもしれない──弱じやつ冠かん九歳にして英雄の片へん鱗りんを覗のぞかせる少女に、僕は空恐ろしくなった。


  　関所の騒ぎは伝染病のように広がっていった。虐しいたげられていた農民や、正体を隠して難民となっていたヴァンダル軍の生き残りが、手近なものを武器にして続々と集まってきたのだ。彼らは、手当たり次第に役人を殺し始めた。反乱農民や難民はたちまち千人近くに膨ふくれあがる。


  「これはいかん、王女様。ここでお待ちを」


  　と言い残して、コンスタンシアが北のゲートハウスを駆け降りていった。部下の山岳騎士たちに指示を飛ばし、集まった千人が暴徒化しないよう統制をとる。「暴れ回るのはそこまで！　諸君に戦う意志があるなら、ヴァンダル革命軍の民兵として歓迎しよう！」コンスタンシアのこの申し出は、歓喜をもって受け入れられた。


  



  「五〇〇人の山岳騎士、千人の民兵か……厄やつ介かいなことになったぞ。もう目立つなんてもんじゃない。しかも全員ノリノリときてる」シナフィが舌打ちした。「これで、王女は身を隠しにくくなった。この類たぐいの民兵は扱いが難しい」


  「シナフィ大たい尉い！」


  　周囲を警戒していたエルフが大声をあげた。


  「マルランダ軍です！」


  　最初に現れたのは、動脈回廊に近いトレントに本営を置くマルランダ王国騎士団、その軽騎兵大隊六〇〇だった。この関所の北側に陣取る。次に、マルランダ国境警備隊のほぼ全戦力と言っていい一個連隊二千が南側から出現。南北を敵に押さえられた。民兵千人といっても、ろくに訓練も積んでいないし武器も防具も貧弱だから戦力としてはまず役に立たない。


  　コンスタンシアが屋上まで戻ってきた。


  「どんどんヤバくなってくる」


  「王女様」とシナフィ。「今なら、民兵を見捨てて逃げることも可能です。まだ、マルランダの正規軍と一戦交まじえる段階ではありません」


  「しかし」エドゥルネは悲しげに瞳を曇くもらせた。「ここで立ちあがった民たみを見捨てた王族に、次の機会などあるものでしょうか？　今逃げたら、もう二度と前に進むことができなくなるような気がします」


  　一理ある、と僕は思う。民は支配する側──王の優劣に敏感だ。


  「なんとか、民兵とともにこの動脈回廊を突破できませんか？」王女が、コンスタンシアやシナフィを交互に見ながら訊たずねた。「敵兵は二六〇〇。こちらは民兵を含めて一五〇〇。特殊部隊のみなさんの協力があれば……」


  「実質的な兵力差は五対一」とシナフィ。「アーサー、魔法は？」


  「体力・集中力は回復してる。大量破壊系魔法も一回だけなら使える」


  「リョウト、お前が指揮官ならどうする？」


  　シナフィが僕に話を振ってきた。作戦立案能力をあてにされている。


  「国境警備隊に民兵をぶつけている間に、我われ々われと山岳騎士でマルランダの軽騎兵部隊に突撃。アーサーの魔法で先制し、なるべく早く壊滅させる。軽騎兵部隊を潰つぶしたあと、民兵が苦戦しているだろうから急いで味方が合流。この流れならいけるかもしれません」


  「悪くない」コンスタンシアがうなずく。「敵が仕掛けてくる前に、そのプランで……」


  　彼女の言葉を遮さえぎるかのように、ニコレッテが「すみません！」と鋭く言った。


  「敵軍がさらに増えています！」


  　マルランダ王国騎士団の軍勢が、続々とこの動脈回廊に駆けつけてきた。最初は足の速い騎兵部隊が、少し遅れて全力疾走の軽装歩兵が一帯の街道を封ふう鎖さしていく。増え続ける敵兵の数はすでに四千。


  　──そして、最悪の展開。


  「なんだあの大軍は……」


  　トレントの方角から、規則正しい足音を響かせて、圧倒的な大軍が行進してきた。軍旗と紋もん章しようから、敵の数と指揮官がわかる。マルランダ王国騎士団二千、王国軍二千、傭よう兵へい騎馬部隊二千、トロール猟りよう兵へいコマンド部隊五〇〇、女王親衛隊四千。総数およそ一万五〇〇。親衛隊がいるということは、間違いなく総大将としてフレデゴンドも出撃している。


  「傭兵騎馬部隊だ。銀腕のコルテスもいるはずだぞ」


  　遠目には甲こう虫ちゆうの群れのように見える敵の大軍を細目で観察しつつ、コンスタンシアが言った。


  「紋もん章しようによれば、騎士団はマルランダ最強の黒衣連隊。先頭にいるのは騎士団長アントニオ・バルデム。王国軍は、元げん帥すいフェルナンド・スアレスが育てた精鋭騎馬弓きゆう兵へい連隊。トロール猟りよう兵へいコマンドの指揮官は、エドヴァルド以外ありえない」


  「恐らく、女王自みずからが兵を率ひきいてエドゥルネ王女の行方ゆくえを捜そう索さくしていたんだ！」


  　そう言ってシナフィは舌打ちした。


  　これだけの大軍は簡単に動かせるものではない。気づかないうちに、時間差の陽動作戦が悪い方向に働いていた。


  「銀腕の男とトロールは、俺の魔法から逃げきってやがったのか……」


  　信じられない、とでも言いたげな顔でアーサー。過か剰じよう気味だった自信が揺らいでいる。


  「農民がここまでの大勢で決起したのは初めてのことだ」とコンスタンシア。「圧倒的な大軍で叩たたき潰つぶせば、二度と同じことは起きない。見せしめにする気だな」


  「諦あきらめるのはまだ早いぞ……連絡が入った」


  　アーサーが不敵な笑みを浮かべていた。彼はこのゲートハウスに入ってから、耳と喉のどに遠えん隔かく通信装置をつけっぱなしにしていた。これだけの大騒ぎになったので、敵の探知を怖がって通話時間を制限する必要がなくなったからだ。


  「メイトリア帝国とエルフェンクラングがマルランダ王国に宣戦布告した。すでに急使が走っているそうだ。ソフィア少将率いる援軍一万が、こちらに急行している」


  　──まさかの決戦が近づいていた。
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   第九章　動脈回廊で流れる血は


  



  
    １

  


  



  　翼が風をはらんで上下する音が聞こえた。僕たちの頭上に、多数のグリフォンが舞い降りてきたのだ。グリフォンにはすべて、人間を輸送するためにスキッド──そり状の足場──が装着されている、空くう挺てい部隊だ。


  　グリフォンの数はおよそ五〇。一頭につき騎手も含めて四人の兵士が搭とう乗じようしている。一気に二〇〇人のメイトリア帝国空挺部隊が、関せき所しよの中庭に降り立った。その中に、女性用のスリー・クウォーター・アーマーを着こんだソフィア少将もいた。僕とシナフィで、中庭まで少将を迎えに行く。


  「ウイスキー・ハンティング作戦が、まさかこんな展開になるとはな！」


  　顔を合わせるなり、ソフィア少将は愚ぐ痴ちっぽく言った。


  「私を困らせるためにやってんだろ」


  「民兵が集まったのは完全に計算外で……」


  　と、申し訳なさそうにシナフィ。下品で粗そ野やな彼女も、少将の前ではしおらしい。


  「わかってるよ、これがわざとならお前ら全員軍法会議だ」ソフィア少将は自分用の騎き兵へい槍そうとハンティング・ナイフをグリフォンのスキッドから外し、自分の従者に渡していった。「どうやら、魔女が自みずから出陣している。この合かつ戦せんで仕留めることができれば万ばん々ばん歳ざいだな」


  　グリフォンは、魔法で人間を襲わないように調教されている。味方を攻撃しないかわりに、敵にけしかけることもできない。完全な兵員輸送用であり、突撃には普通の軍馬を使う。


  「……ウーゴが死んだそうだな」


  　ソフィア少将が沈んだ声で言った。


  「見事な戦死でした」とシナフィ。


  「終わったらまた葬そう式しきか。いい兵士だった」


  　短い言葉だが、ソフィア少将の言葉には深い悲しみがこめられていた。少将の双そう眸ぼうが一瞬涙で潤うるんだが、すぐに戦う人間の顔つきに戻る。


  「ヴァンダル革命軍の高官と話し合いたい。どこにいる？」


  「ゲートハウスの屋上です」僕が答える。「敵の動きを観察できる高さです」


  「それはちょうどいい」


  　まだ片付けていない関所の兵士の死体を踏み越えて、僕たちは少将を屋上まで案内した。


  



  「初めまして、エドゥルネ・ヴァンダル王女様。メイトリア国防騎士団ＯＮＤ、ソフィア・ロレンス少将です。お見知りおきを」


  　エドゥルネ王女とコンスタンシア将軍が、壁かべ際ぎわに並んで立っていた。二人の肩越しに、魔女の大軍が槍やりの穂先や甲かつ冑ちゆうで陽光を反射させているのが見える。ソフィア少将は、片かた膝ひざをついて恭うやうやしく自己紹介をした。


  「話は聞いております。ご尽じん力りよく感謝いたします。もっと楽にしてください」


  「もったいないお言葉です。では、失礼ながら」


  　と、ソフィア少将は立ち上がる。滅ほろびた国の王女より、メイトリア帝国の将軍のほうが実質的な立場は上だ。しかし少将は、エドゥルネ・ヴァンダルのことを軽かろんじたりはしなかった。この戦いくさに勝ったあとの外交のことまで考えているからだろう。


  「こちらは、コンスタンシア将軍ですね。槍の達人。生え抜きの山岳騎士。お噂うわさはかねがね」


  「なんの、ソフィア将軍の武ぶ勲くんと比べたら私など新兵に等しい」


  　二人の女将軍は、武人同士らしい骨っぽい挨あい拶さつを交わした。ソフィア少将はまだ将軍になったばかりだが、特殊部隊指揮官としてその勇名は轟とどろいている。


  「兵を一万率ひきいてきました。この狭く入り組んだ動脈回廊で戦えるギリギリの数です。これ以上多ければ、動きがとれなくなる」と、ここでソフィア少将は首を巡めぐらして周囲を遠くまで見渡す。「敵の数は見たところ一万四千といったところですか。まだ数では負けていますが、なあにどうにかしますよ」


  「宣戦布告したとか」とエドゥルネ。


  「理由がありましてね」


  　と、階段のほうから声がした。見上げるような大男と知的な美女のコンビが姿を現す。二人も片膝をついてエドゥルネ王女に敬意を払ってから、立ち上がって話を続ける。


  「失礼しました。メイトリア帝国陸軍調査部のリカルド・アイアンハイドです。階級は中途半はん端ぱな中佐です。よろしくお願いします。隣にいるのが副官のクレア大たい尉い」


  　相変わらず、とらえどころない表情をしている。いつも笑っているような目のせいか、リカルドの態度はどこか軽い。コンスタンシアが一瞬「……大丈夫なのか、この男？」とでも言いたげな怪け訝げんな顔つきになった。


  「今回のウイスキー・ハンティング作戦の拠きよ点てんとなっている、エルフェンクラングのシュヴァルベ城に、ヴォルコフ大公国の密みつ偵ていがいたんです。なんとか逮たい捕ほできましたが、はっきり言って楽観はできない」とリカルド。「軍の上層部は、ヴォルコフ大公国のマルランダへの軍事介かい入にゆうは時間の問題だと判断した。そこで、エドゥルネ・ヴァンダル王女救出成功の報告もあり、宣戦布告に思い切ったわけです。あなたがたのおかげで、国境の守りはほとんど無人。こんなチャンスは滅多にない」


  　ああ──僕たちは珍しく政治の気まぐれに助けられたわけか。


  　いざとなったら下したっ端ぱを切り捨てるのも政治。


  　そうならなかったのはただの幸運か、それともソフィア少将のおかげなのか。


  「この関せき所しよの北五〇〇メートルに騎士団の軽騎兵大隊六〇〇。そのさらに三〇〇メートルほど奥に敵の主力およそ一万。そして、南六〇〇メートルにはマルランダの国境警備隊二千。さあウイスキ・ハンター・チーム、敵の配置の欠点がわかるか？」


  「この関所を挟はさんで軍が分かれていることです」僕が即答した。「こっちに戦力さえあれば、各個撃破が可能に」


  「その通りだ。お前はいい生徒だよ」


  　少将に褒ほめられるとやっぱり嬉うれしい。


  「敵は今、攻撃準備を整えているところだろう。その前に味方が到着すれば、南に陣取った国境警備隊の背後をつける。もう味方はとっくの昔に国境を越えているはずだ。敵がこの関所を挟み撃ちにするんじゃない。こっちが挟み撃ちをやる」


  　そのときだった。国境方面からときの声が聞こえた。


  「どうやら、天はこちらに味方しているようだな」


  　と、ソフィア少将が涼しげに微笑する。


  　僕たちは、リカルドから特殊部隊用の遠えん隔かく通信装置を受け取って耳と喉のどに装着した。胸きよう甲こうつきのバフ・コートや、予備の武器も忘れてはいけない。


  



  　メイトリア帝国軍一万がやってきた。


  　総司令官のソフィア少将は、現在僕たちと一緒にいる。彼女のかわりに軍勢を率ひきいているのは、ソフィア少将の父親の代からロレンス家に仕つかえている初老の騎士ジョゼフ・ブランタジネット大佐だ。


  　リカルドが、味方一万の内訳を説明してくれる。


  「一万のうちの、六千が国防騎士団ＯＮＤ。四千が陸軍です。たった一〇〇人ですが、エルフェンクラングの特殊部隊ＫＳＫ第一中隊も同行しています」


  「第一中隊……兄様も来ているのか！」


  　フランカが驚きの声。


  　リカルドは説明を続ける。「国防騎士団ＯＮＤは、重装騎士連隊と竜りゆう騎き兵へい連隊、そして長ちよう弓きゆう従兵連隊。これで六千。陸軍は軽騎兵連隊と重装歩兵連隊で四千。なにしろ大急ぎだったので、マジシャンズ・ファランクスの同行は不可能でした。陸軍の軽騎兵連隊が予備戦力となります」


  



  　ソフィア少将の指示を受けているジョゼフ大佐が、重装騎士連隊と竜騎兵連隊で突撃を実行した。先頭を突っ走るのは、連隊の中でも特にエリートの強化装そう甲こう騎士たちだ。彼らは魔法鍛か冶じが鍛きたえた全身鎧よろいで守りを固めていて、ロングボウやクロスボウといった飛び道具の攻撃にもある程度耐える。鷲わしやガチョウの羽根で作った旗はた指さし物もので奇妙な音を奏かなでつつ、強化装甲騎士たちが突破口を切り開き、通常鎧の騎士たちがそれに続くのが、メイトリア帝国国防騎士団ＯＮＤの得意戦術だった。


  　問題は、動脈回廊の複雑な地形だった。下へ手たに軍馬で湿地に踏み込めば、足をとられてまったく動けなくなってしまう。地形に沿って突撃すると、どうしても陣形が縦たてに長くなり、横からの攻撃に弱くなる。


  　しかし、陣形が崩れているのは敵も同じだった。くわえてマルランダ国境警備隊二千はメイトリア帝国軍に背中を向けている。慌あわてて振り返ろうとして、国境警備隊の陣形はさらに乱れた。重装騎士連隊の突撃は成功した。


  　──緊張感や焦しよう燥そう感かんが薄い、遭遇戦に近い合かつ戦せんの始まり方だった。じっくり始まる会戦もあれば、こういったドタバタと慌あわただしい合戦もある。


  



  　重装騎士が長く頑丈な槍やりで国境警備隊の兵士を刺し貫つらぬいた。軍馬の勢いがくわわっているので、騎き兵へい槍そうの先端が触れただけで首や肩の肉を「ごっそり」持っていく。


  　恐怖で我われを失った兵士が槍で突いても、力がこもっていないので騎士の分厚い鎧よろいには通じない。専用の防具をつけた軍馬は、訓練を受けているので人間を踏み潰つぶしても怯ひるまない。悲鳴と絶叫が響いて、国境警備隊の二千はたちまち烏う合ごうの衆と化した。


  　すると──。


  「──っ！」


  　北の敵に動きがあった。


  　各個撃破の気配を察して、弾はじかれたように敵軍の傭よう兵へい騎馬連隊が動き出したのだ。


  　独断突撃ではないか、と僕は感じた。


  　ウーゴを殺したあの男──銀腕のコルテスの部隊だ。


  



  
    ２

  


  



  　北に陣取った敵本体と関せき所しよの間には、五〇〇人の旧ヴァンダル山岳騎士と集まったばかりの民兵千人がいる。合わせて一五〇〇人。コルテスの傭兵騎馬連隊二千人にぶつけるのには無理がある。


  「アーサー、やってくれ」


  　ソフィア少将が言った。


  　この関所に続く道は、こちらから見て左側が湿地帯、右側が川という逃げ場のない地形の中にあった。そのためコルテスの部隊は、騎兵らしからぬ密集隊形になっている。大量破壊系魔法の絶好の餌え食じきと言ってよかった。直撃すれば数百名が消し飛ぶ。一瞬で先頭集団がいなくなれば、騎兵はその突進力を維い持じできない。


  「こういうことのために、俺が選ばれたわけだろう」と、アーサーは唇くちびるだけで笑った。「長距離攻撃魔法の平均的な射程は一〇〇メートル。俺の魔法は二〇〇メートルまでいける。王都アルモニアではやり損そこねたが、今度こそ仕留める」


  　アーサーは屋上から直接魔法の狙ねらいをつけた。精神を集中し、星光体アストラルを投射し、例の大量破壊系魔法──ブリムストーンをいつでも撃てる状態にしたままコルテスの傭よう兵へい騎馬連隊が魔法の効果範囲に入るのを待つ。


  　土煙をあげてまっすぐこちらに向かってくる敵部隊。


  　先頭は──もちろん銀腕のコルテスだ。


  　遠くからでも、あの獰どう猛もうな牙馬フアングホースに乗っているのがわかる。


  「いただきだ」


  　爆発する赤い球体が、アーサーの手からいくつも放たれた。美しい赤く輝く放物線を描えがいて、ブリムストーンの弾丸がコルテスの傭兵騎馬連隊に襲いかかる。


  　次の瞬間──予想外のことが起きた。


  　コルテスとその傭兵たちは力を込めて手た綱づなを引き、足を引き締めて、それぞれの乗り物に急激な方向転換を命じた。ほぼ直角に曲がって、魔法の直撃を避けたのだ。曲がった先は、右側の川だった。


  　渡り切るのは無理でも、川の浅あさ瀬せなら馬でも走ることができる。いくつも大爆発が起きたのに、巻き込んだのはほんの数十人。コルテスは無傷だ。敵は、王都の戦いでこちらに大量破壊系の魔術師がいるのを知っている。手を読まれていた。


  「今日はオッカムの剃かみ刀そりも使ってる。あとはハンドカノン数十発が精一杯だ……！」


  　と、アーサーは心底悔くやしそうに舌打ちした。


  　魔法をやり過ごしたコルテス傭兵騎馬連隊は、浅瀬から道に戻って進撃を再開。


  「……私が行きましょう。山岳騎士団五〇〇と民兵一千でコルテスの部隊に突っ込みます」


  　コンスタンシアが険けわしい目つきで言った。


  「民兵はコルテスに蹴け散ちらされる。止められませんよ」とソフィア少将。


  「こっちの五〇〇は多数のマンティコラ騎士も含んでいます。時間は稼かせぎますよ。ここで議論している暇ひまはない」


  「確かに……時間がない」ソフィア少将はコルテス傭兵騎馬連隊に目をやった。一度浅瀬を通ったせいで速度が落ちているが、あと三〇秒ほどでこの関せき所しよに突入してくるだろう。「お願いします。だが、あとのことは任せてください」


  「配下の山岳騎士を一〇人ほど、王女様の護衛に置いていきます」


  「コンスタンシア……どうか武運に恵まれますように」


  「王女様のご期待を裏切ったりはいたしません！」


  　コンスタンシアは、いきなり屋上から飛び降りた。下に、笛ふえの音を聞きつけてやってきた彼女のマンティコラがずっと待機していたのだ。マンティコラがクッションの役目を果たし、落ちてきた女将軍をしっかりと受け止めた。


  「いくぞ！　国の誇りを取り戻せ！」


  　ヴァンダルのマンティコラは、メイトリアのグリフォンと違って魔法で調教されたわけではない。長い年月をかけて信頼関係を築いているので、相手が人間でも戦うことができる。そういう意味では、コルテスの牙馬フアングホースと同じだ。


  「毒を撃て！」


  　手た綱づなを握って関せき所しよから飛び出すと、コンスタンシアは大声で部下に命じた。


  　マンティコラはライオンの体を持ち、その尻尾しつぽには毒の棘とげがついている。接近戦で刺すだけでなく、矢のように棘を飛ばして敵を攻撃する。


  　コンスタンシアの号令一下、数百のマンティコラが尻尾を振って毒の棘を飛ばした。特注の鎧よろいを着込んだコルテスや牙馬フアングホースには通じないが、普通の兵士や軍馬はかすっただけでも激痛に身をよじって転倒する。


  「山岳騎士突撃！　農民たちもついてこい！」


  　コンスタンシアは、自分の従者から愛用の槍やりを受け取っていた。長さ三メートル三〇センチ。穂先が「十字」の形になっているので、突くだけでなく相手を斬ることもできる。


  　十じゆう文もん字じ槍そうを構えて、マンティコラで突進。正面やや斜めにいる敵騎兵の胸を刺して、落馬させる。さらにコンスタンシアは走るマンティコラ上で槍を回転させ、すれ違いざまに別の敵騎兵の首を斬る。


  　コンスタンシアは長い十文字槍を華か麗れいに振り回した。水平に払うと、十文字の横についた刃が敵騎兵の左耳から頭部に侵しん入にゆうし、先端が右耳から飛び出す。


  「我が名はヴァンダル国の将軍コンスタンシア！　いざ尋じん常じように勝負！」


  「いいね！」


  　喜んでコンスタンシアの呼びかけに応じたのは、特大のハルベルトを振り回す銀腕のコルテスだ。あっという間に三人の山岳騎士が、マンティコラごと真っ二つにされている。十文字槍とハルベルトの刃がぶつかり合って、耳みみ障ざわりな金属音が鳴り響く。


  



  　一方、国防騎士団ＯＮＤの重装騎士連隊と竜りゆう騎き兵へい連隊は、マルランダの国境警備隊をほぼ壊滅させていた。みな殺しにしたわけではない。二千人の半数近くを死傷させたところで、残った連中は逃げ始めたのだ。士気が低い部隊が一度崩れると、そうなる。


  　南側をふさいでいた国境警備隊が消えたので、味方の軍勢が僕たちがいる関せき所しよを通過できるようになった。


  　ソフィア少将の代理で一万の軍勢を率ひきいていたジョゼフ大佐やゲオルクが近くまでやってきた。いよいよ僕たちも動くときだ。王女に一礼してから、屋上から階段を駆け降りる。軍馬に乗って関所を出て、味方と合流する。


  「お嬢様！　指揮を返します！」


  　顔中に傷のある頑健な体つきの初老の男──ジョゼフ大佐がソフィア少将に向かって大声で言った。


  「戦場でお嬢様はやめろ！　まったく」


  「失礼しました。ついうっかり」


  　これから戦争だというのに、フランカが僕についてきていた。自主的にゲートハウスに残ってくれると思っていたのだが、甘かったようだ……。恋人の気丈さを改めて思い知った。どうやって説得しようか考えていたら、ゲオルクが近寄ってきて馬を停とめる。


  「なんでフランカがここにいるんだ!?」


  「もちろん、私も戦いに出るからです！」


  「ダメだ！」


  　僕とゲオルクは、同時に叫んでしまった。彼とこんなにぴったり息が合うのなんて初めてのことだ。僕たちは反射的に顔を見合わせて、しかしばつが悪くてすぐに視線をそらした。


  　恋人と兄、二人の男に強く反対されて、渋々フランカは「わかった……」とゲートハウスに戻っていった。ちょっとだけ泣きそうな顔だった。気持ちはわかるが、彼女の命は自分の命よりも大事だ。ヴァンダル王女と一緒にいれば、戦いくさに負けない限り安全だろう。


  　フランカとゲオルクがそろったということは、エルフの双子専用の大量破壊系魔法が使える。サローヤンの部下、ニコラスと戦ったときに役に立った魔法だ。今は敵味方が入り乱れているので撃ちこむわけにはいかないが、切り札には違いない。散開している騎兵を一瞬で一五〇人殺すことができた魔法だ。これだけ敵が密集していれば、楽に五〇〇人は殺せる。


  「敵の本隊がこちらに向かってますよ」とリカルド中佐。


  「こちらも全軍で突っ込む」ソフィア少将が鋭く言った。そして、僕たちのほうに向き直ってこう続ける。「あと、ウイスキー・ハンター・チームに新たな任務だ。お前たち五人は『指揮官狩り』をやってほしい。戦場内を自由に動いていい。放っておくとヤバそうな敵を片かたっ端ぱしから殺していけ」


  「ヤバそうな敵？」と僕。


  「コルテスやエドヴァルドのことだ」


  　なるほど納得。


  「ＯＫボス」とシナフィ。「コルテスにはウーゴを殺された恨うらみもあります」


  　ソフィア少将は重装騎士連隊と合流。


  　ジョゼフ大佐は竜りゆう騎き兵へい連隊の指揮をとる。


  　リカルド中佐はクレア大たい尉いとともに、陸軍の重装歩兵連隊に合流。


  　国防騎士団ＯＮＤの長ちよう弓きゆう従兵連隊は、関せき所しよの周囲に整列して射撃陣形を作りあげた。


  



  　コルテスの部隊を見殺しにするわけにはいかないのだろう──マルランダの主力が前進してきた。マルランダ王国軍元げん帥すい、フェルナンド・スアレスが自みずから指揮する騎馬弓きゆう兵へい部隊が距離一〇〇メートルほどで射撃を開始する。


  　マルランダの騎馬弓兵部隊は、その名前通り騎乗のまま弓を撃てるよう訓練を積んでいる。最も速い馬の襲歩ギヤロツプで敵に一〇〇メートルほど近づき、矢を撃ちながら右に旋回。方向転換しつつ五〇メートルほどに接近したところで、完全に馬を反転させる。反転してからも、騎兵は後ろ向きに射撃を続ける。あとはこれを繰り返し、敵軍に反撃の機会を与えないわけだ。


  　鞍くらに直接六〇本入りの矢や筒づつをとりつけた騎馬弓兵部隊。しかし、こちらにはすでに射撃陣形をとったロングボウ部隊がある。ロングボウは、騎馬弓兵たちの合成弓よりも一〇〇メートル近く射程が長く、威力も強い。撃ち合いになったら、圧倒的にメイトリアが有利だった。


  　ロングボウ部隊は育成と運用が難しいため、マルランダには存在していなかった。弓兵部隊の中に、たまにロングボウを使うものがいる──その程度だ。


  　敵の総大将──恐らくフレデゴンド──は早々と射撃戦に見切りをつけ、マルランダ王国騎士団の黒衣連隊に突撃を命じた。


  　黒衣連隊は、マルランダの最強騎兵部隊である。全身板ばん金きん鎧よろいに黒い上衣コートを組み合わせているのがその部隊名の由来だ。馬には防具をつけず、騎き兵へい槍そうはやや短めのものを携行する。いざというとき投げることもできる槍やりだ。馬で勢いのついた投げ槍は、重装騎士の突撃に匹敵する攻撃力を持つ。


  [image: ]


  　黒衣連隊の指揮官は、残ざん酷こくで好色だが勇ゆう猛もうな騎士団長アントニオ・バルデム。


  「メイトリアの騎士たちよ、突っ走れ！　貫つらぬけ！」


  　ソフィア少将自みずから槍やりを構えて、重装騎士連隊が黒衣連隊に当たった。


  　勇猛な騎士団同士がぶつかり合って、双方に多数の死傷者が出る。


  



  　敵軍の元げん帥すいフェルナンド・スアレスはかなりの戦いくさ上じよう手ずと見えて、配下の騎馬弓きゆう兵へいたちに弓矢を捨てさせた。予備武器の長剣を抜いて、ただの軽騎兵連隊となる。射撃戦ではロングボウにかなわないから、接近戦に集中しようという考えだ。機動力を生かして、フェルナンドの騎馬弓兵改め軽騎兵連隊は、重装騎士連隊の側面を突こうとする。


  　それが上う手まくいけば、メイトリア軍は総崩れだ。側面を守るために、リカルドの重装歩兵連隊があがった。槍やり衾ぶすまで騎兵に対抗する。


  



  
    ３

  


  



  　そして、僕たちはといえば──。


  



  　最初は、コルテスを狙ねらって、コンスタンシアを助けるつもりだった。しかし間近で重装騎士連隊と黒衣連隊が激突し、そこにフェルナンド軽騎兵連隊とリカルド重装歩兵連隊もくわわってきたために、狭い動脈回廊で大混戦になってしまった。双方が、必要な場所に必要な兵力を注ぎこんだがゆえの泥どろ仕じ合あいだ。


  　仕方なく僕たちハンター・チームは、手近なところから少しでも強そうな敵を片かたっ端ぱしから殺していくことにした。馬を急がせて、結果的に黒衣連隊に突っ込むことに。僕とシナフィは、馬上で戦うために珍しく槍を使っていた。敵兵の死体から奪った長槍パイクだ。


  　集団戦では、岩猪イワイノシシを駆るゲオルギウスのスパイクつきウォーハンマーが猛もう威いをふるった。その一撃で、馬の頭でもリンゴのように砕け散る。


  　ニコレッテの大剣さばきも華か麗れいだった。馬上とは思えない安定感だ。フランベルジュが左右に閃ひらめいて、敵兵の首がごろりと落ちる。たとえ相手が全身鎧よろいを着込んでいても、装そう甲こうの薄い場所を確実に切断していく。


  　メイトリア重装騎士連隊とマルランダ黒衣連隊のぶつかり合いでは、味方のほうが押していた。敵の投げ槍戦法を、こちらの強化装甲騎士がその防御力で強引に封じ込めたのだ。騎兵同士の戦いで一度遅れをとれば、挽ばん回かいするのは難しい。


  「魔法いきますか!?」


  　フランベルジュで敵を殺しながらニコレッテが訊きいてきた。


  「とっておけ！」僕は答えた。「どうせ後半もっときつくなる！」


  　剣と槍やりの轟とどろきで耳が痛いほどだ。殺し合いで阿あ鼻び叫きよう喚かんの巷ちまたと化す。逃げるものは湿地に足をとられて泥どろの中でもがく。脇の川に死体を投げ込んで真っ赤に染まる。そろそろ夕方になろうとしている。暮れかかる空のやや弱まった陽光が、戦場を錆さびた色に照らし出す。戦死者の血で雲まで濡ぬれてしまったかのようだ。


  　やがて僕は、敵の騎士団長──アントニオを見つけた。


  　味方の劣勢に焦あせっているのだろう。前に出すぎている。


  『なにがしかしだ！　身分をわきまえろ！　みな殺しにするぞクズども！』


  　僕は、彼に唾つばを吐きかけられたことを思い出す。あのときは手が出せなかった。


  「見つけたぞ！」


  　怒鳴りつけて、僕は馬を加速させた。すると護衛らしき騎士が二人、妨ぼう害がいしてくる。シナフィやニコレッテといった仲間たちは、別の敵と戦っていて手が離せない状況なので、自分一人でなんとかする。


  　槍の長さで勝まさっていることが幸さいわいして、僕はそのうちの一人をあっさり突き殺すことができた。しかし頑丈な騎き兵へい槍そうではなく歩兵用の長槍パイクだったため、相手の体に刺さったまま先端の部分が折れてしまう。


  「──っ！」


  　僕は慌あわてず騒がず、折れた槍の残った部分をもう一人の敵に向かって投げた。穂先はなくなっても、先が尖とがっていたので「殺せる」と思ったのだ。短くなったぶん、投げやすかった。折れた槍は狙ねらった通り、敵の喉のど仏ぼとけに正面から突き刺さる。


  　武器を失った僕は、ハンガーとパリーイング・ダガーを鞘さやから抜いた。


  　いつも通りの二刀流だ。


  　馬は、足だけでもある程度操そう縦じゆうできる生き物なので、両手がふさがっていても問題ない。


  「身の程ほど知らずめ！」


  　アントニオが槍を構えて突っ込んでくる。


  　僕はパリーイング・ダガーでその穂先を受け止めた。「！」凄すさまじい衝撃だったが、力を後方に受け流してなんとか持ちこたえた。それからハンガーを叩たたきつけて、敵の槍を半分に切断する。槍は横からの力に弱い。


  「く！」


  　相手は壊れた槍を捨てて、腰の長剣を抜いた。


  　あえて僕は、敵が左側に来るように馬を進めた。相手から見ても左側となり、左利ききでなければ戦いにくい体勢である。しかし、僕には勝算があった。こっちは普段から二刀流なので、左手で剣を振るうことにもある程度慣れているのだ。


  　ハンガーを左手に、パリーイング・ダガーを右手に持ち替えてから、馬の速度をあげてすれ違いざまに斬りつける。


  「がッ！」


  　僕のハンガーが、アントニオの左腕を切り落とした。


  　彼は悲鳴をあげてバランスを崩し、落馬する。


  　とどめを刺すために、僕はパリーイング・ダガーを鞘さやに戻して手た綱づなを握り、馬首を返した。


  「俺を捕ほ虜りよにすれば巨額の身みの代しろ金きんを払うぞ！」


  　と、アントニオが命いのち乞ごい。


  「強襲部隊は戦場で捕虜をとらん！」


  　僕は叫んだ。これは嘘うそ。偉い人間は捕虜にするのが一番だと相場が決まっている。殺すのは、ええと、ようするに僕の気分。ハンガーを打ちおろし兜かぶとをへこませて、軍馬ではねて吹き飛ばす。「ひい、ひい」と情けない声をあげているアントニオの顔面を、馬の蹄ひづめで思い切り踏みつけて破壊する。──ああ、すっきりした。


  



  　黒衣連隊のトップを殺すことに成功した。あとで手柄を申請するために、一度馬を降りて彼の両耳と装飾品を奪って腰の雑嚢フイールドバツグに突っ込んでおく。


  　戦いはますます激化していた。


  　トロール猟りよう兵へいコマンドが、重装歩兵を蹴け散ちらしている。


  　コルテスと戦うコンスタンシアの部隊が完全に崩れている。


  　押している場所もあれば、押されている場所もあり──まったく予断を許さない戦況だ。しかも敵の後方には、無傷の女王親衛隊が控えている──。


  　シナフィたちと合流したところで、ソフィア少将から遠えん隔かく通信が入った。


  『トロールを任せていいか』


  　トロール──エドヴァルドのことだ。やつの強さはずば抜けている。


  「ウーゴの仇かたきを討ちたいんですが……！」


  　僕は必死になって頼んだ。


  『戦場に私情は持ちこむべきではないと思うが……コンスタンシアが危ないのも確かだ。コルテスはなんとかしたほうがいい』


  「俺とリョウトはコンスタンシアの救援に」と、シナフィが提案した。「ニコレッテ、ゲオルギウス、アーサーの三人はトロールに向かう。これでどうでしょう」


  『む……』ソフィア少将が悩む気配がした。たった五人の部隊をさらに二手に分ける意味があるのかどうか疑問なのだ。少し考えてから、少将は不ふ承しよう不ぶ承しよう『……仕方ないな』と許可を出してくれた。


  　これで僕たちの方針は決まった。


  「大物狙ねらいだ、全員死ぬな！」とシナフィ。それを聞いたニコレッテたちが力強くうなずく。


  　僕とシナフィは、銀腕の男を目指して戦場を駆け抜ける。
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   第十章　転機


  



  
    １

  


  



  　ニコレッテ、ゲオルギウス、アーサーの三人は、シナフィ、リョウトと別れてトロール猟りよう兵へいコマンドに向かった。


  　猟兵コマンドは、トロールの狩人かりゆうどや森林番が傭よう兵へい軍として働くうちに特殊部隊化していったものだ。数は五〇〇でも、トロールは一人一人の戦闘能力が高い。平均身長は二メートル五〇センチ、筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうで、武器はノコギリ状の刃がついた大剣を片手で使うことが多い。防具は鉄板のような盾たて以外ほとんど身につけず、戦場でも分厚い革かわのエプロンを好む。


  　フェルナンド軽騎兵隊の突撃を止とめたリカルドの重装歩兵連隊に、トロール猟兵コマンドが襲いかかった。トロールがその剛ごう腕わんで大剣を振るたびに、数人の兵士がまとめて吹き飛ぶ。鋸のこぎり刃ば剣の切断面はひどいギザギザで、人体をただのミンチに変えてしまう。


  「うおおおッ！」


  　乱戦の中、ニコレッテがトロールの兵士に斬りつけた。馬上では逆に戦いにくいので、アーサー以外は徒歩に切り替えている。敵の鋸刃剣をかいくぐり、フランベルジュを股こ間かんに思い切り突き刺す。トロールもそこが急所だ、と聞いたことがあった。その噂うわさは正しかったようで、その敵は膝ひざから崩れ落ちて激痛に悶もん絶ぜつする。


  　背の低いゲオルギウスは、ウォーハンマーでトロールの膝ひざ頭がしらを叩たたいた。ガッ！　と膝の皿をかち割って、相手の頭が下がってきたところにもう一撃。頭ず蓋がい骨こつを陥かん没ぼつさせ、脳にスパイクを食い込ませてとどめを刺す。


  　アーサーはすでに魔法を使いすぎていた。それでも、彼が持っている魔法の中では一番弱いハンドカノンなら、あともう数十発は撃てる。弱いといっても、それはあくまで「他の術と比べて」というだけの話だ。伸ばした手の先から、衝撃波を放つ。ハンドカノンが直撃すれば、頑健なトロールでもバラバラになって内臓をまき散らす。


  「！」


  　別のトロールが凄すさまじい勢いでアーサーに体当たりしてきた。避よけ損そこねて、馬ごと倒される。受け身をとって横に転がり、馬の下敷きにならないようにする。危ないところだった。アーサーは慌あわてて立ち上がる。馬は脚の骨が折れてもう立てない。


  「くそッ！」


  　アーサーは、馬を殺したトロールにハンドカノンを一発。相手は盾に隠れて防御を固めたが、衝撃波で腕の骨が折れた。それでも右手で大剣を振ることができるので、再びアーサーに襲いかかってくる。もう一発ハンドカノンを撃とうとするが──間に合わない！


  　そこに、横合いからゲオルギウスが飛び込んできた。ウォーハンマーでトロールの腹部をぶん殴なぐった。肋ろつ骨こつが折れて、さらにスパイクが皮ひ膚ふと肉を引き剥はがす。さらに何発も殴って、戦闘能力を完全に奪う。


  「大丈夫ですか!?　アーサーどの！」


  「『どの』なんかいらん！　呼び捨てでいい！」


  　アーサーとゲオルギウスの近くに、トロールの蹴けりを食らったニコレッテが転がってきた。彼女から「……かはッ！」とくぐもった悲鳴。魔法で強化された防具の肩当てがひび割れている。かなりのダメージを受けたようだが、フランベルジュから手は離していない。


  「くそったれが！」


  　ニコレッテらしくない乱暴な言葉遣づかいだった。


  「傷は!?」とアーサー。


  「軽い打だ撲ぼくです。大丈夫！」


  　ニコレッテ、ゲオルギウス、アーサーの三人に、同じ数のトロールが並んで突進してきた。敵は全員、盾たてを前に押し出すように構えている。三つの巨大な盾が、まるで壁のように迫ってくる。


  　それを見て、ニコレッテとゲオルギウスは散開した。素早く盾を構えたトロールたちの側面に回り込んで、踏み込んで勢いをつけて足を攻撃する。太ふと腿ももの内側や膝ひざの裏など、柔やわらかい場所を徹底的に攻める。


  　体が大きければ大きいほど、下半身にかかっている負ふ荷かは大きいものだ。二人の的確な攻撃で右側と左側のトロールが倒れて、中央のトロールはアーサーがハンドカノンで頭部を消し飛ばす。


  　さらにトロールがやってくる。鋸のこぎり刃ば剣がかすめて、ゲオルギウスの顔が血まみれになった。ハンドカノンを数発撃って、アーサーの上半身全体に大粒の汗が浮かびあがり、疲労の色が濃くなってくる。周囲では、重装歩兵がくるったような雄お叫たけびをあげて長なが槍やりを構えて突撃。無数の槍で刺し貫つらぬかれて死んでいくトロール。トロールの反撃で首をもがれる重装歩兵。互いに死体を──肉と骨を──踏み潰つぶしながら戦う。断末魔の悲鳴と武器がぶつかり合う音を組み合わせた交響曲がいつまでも続く。敵も味方も地じ獄ごくの中にいた。


  「魔法を使います！」


  　ニコレッテが叫んだ。


  「頼む！」アーサーとゲオルギウスは彼女の脇を固めて魔法を援護する。


  　ニコレッテの土の魔法。急激に地面が隆りゆう起きして、数十本の太い土の牙きばとなり、生き物のように敵に噛かみついていく。牙が二〇人近くのトロールを貫通。もがきながら死んでいく。


  「その魔法、あと何発だ!?」


  　アーサーの質問に、


  「ギリギリ一発です！　すみません！」


  　とニコレッテ。


  　これで、メイトリア軍が勢いづいた。ニコレッテたちの奮ふん闘とうは、少数精鋭をうたうトロール猟りよう兵へいコマンドにとっては手痛いものだった。


  　このまま放っておけば厄やつ介かいだ──と、猟兵コマンドの部隊長エドヴァルドが動く。


  



  　トロールの平均身長は二メートル五〇センチ。


  　エドヴァルドはそれより二〇センチも高い。巨体の中でも一ひと際きわ目立つ。そんなトロールの部隊長が、魔法を使ったデザートエルフ──ニコレッテに殺意を向けた。


  　エドヴァルドは近くにいた部下についてくるように命じたが、敵重装歩兵の数が多く、思うようにはいかなかった。仕方なく、自分で片付けることにする。全速力で駆け寄って、鋸のこぎり刃ば剣を振り下ろす。


  「！」


  　ニコレッテは、巨体の割りに動きが素早いエドヴァルドに驚きつつも、咄とつ嗟さに反応して横に跳んだ。鋸刃剣が地面にめり込んで轟ごう音おんが鳴る。深々と地中に刺さってしまうが、怪力に任せて一気に引き抜く。
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  　とんでもないヤツがきた、とニコレッテは思う。


  　王城で戦ったとき、二度と会いたくないから魔法で死んでいてほしいと願ったものだが、かなわなかったようだ。


  　特殊部隊では、トロールのような大型生物との戦いかたも徹底的に鍛きたえられる。どの血管を切り、どの腱けんを断てばいいのか熟知している。トロールは動物の象に似ていて、いざ突進を開始すると凄すさまじい勢いだが小回りは利かない。こちらが側面をとると、反応の鈍にぶさが目立つ。だから、体格差があってもなんとか殺せる。


  　トロールならやはり膝ひざだ。歩行する動物の膝のあたりには、たいてい靭じん帯たいが集まっている。横からなら切りやすい。そこをざっくりやって、崩れ落ちたところで頸けい動どう脈みやくを狙ねらう。


  　しかし、部隊長のエドヴァルドは別格だった。反応がいい。無駄のない、訓練された動きだ。ただ力が強いだけではない、剣術の足運び──フットワークを使っている。大量の返り血を吸った革かわエプロンは伊だ達てではない。


  「ふんッ」


  　とエドヴァルドが鋸刃剣を横に払った。


  　ニコレッテは地面を転がってその攻撃を避よけた。


  　凶悪な刃が、頭の上のギリギリを通り過ぎる。


  「あぶなっ……！」


  　その風圧で、長い耳がビリビリ震ふるえるようだ。


  　ゲオルギウスがウォーハンマーでエドヴァルドの膝ひざを狙ねらう。


  　エドヴァルドは攻撃を左の盾たてで防いだ。はね返されて、ゲオルギウスの体勢が崩れた。


  「しまっ……」


  　ゲオルギウスの脇ががら空きになった。そこを、鋸のこぎり刃ば剣が薙なぐ。


  　薄い鎧よろいとたくましい筋肉の層が削り取られて、ばっと血が噴いた。肋ろつ骨こつが一瞬見えるほど深い傷だった。


  　ゲオルギウスを助けるために、アーサーがハンドカノンを撃った。エドヴァルドは飛び退のいて、衝撃波の直撃を避よける。そこに、隙すきが生じる。「もう一発！」と、二発目のハンドカノンで仕留めようとする。


  　だが、アーサーは踏み込みすぎた。剣よりもすぐに出る攻撃──エドヴァルドの蹴けりのことを忘れていたのだ。トロールの巨大な足の裏が、アーサーの顔面をかすめた。かすっただけでも、人間にとっては丸太で殴なぐられたに等しい。それでも運が良かった。直撃なら即死だ。


  　アーサーの端正な顔が血まみれになった。額ひたいが裂け、鼻血も出ている。彼は尻しり餅もちをついて、折れた奥歯を吐き出し、血を手の甲で拭ぬぐう。意識ははっきりしている。


  　──魔法か？　それしかないか？


  　ニコレッテは最後の一発──土の魔法を使うことを考えた。


  　しかし、必要なだけの精神集中ができない。ほんの数秒の余よ裕ゆうがない。アーサーを蹴り倒したエドヴァルドは、もうニコレッテに向き直っている。


  　──少しだけでいい、時間が欲しい。


  　ニコレッテは左右に視線を走らせた。アイコンタクト。目で合図を出す。


  「…………」


  　意図はすぐに通じた。重傷を負ったゲオルギウスが、それでもウォーハンマーで殴なぐりかかった。無理をさせるようでニコレッテには申し訳なく思うが、このままうずくまっていても全員殺されるだけだ。


  　エドヴァルドはハンマーをまた盾で受ける。


  　鋸刃剣が今度はゲオルギウスの胸を切り裂く。


  　ただし、紙かみ一ひと重えで急所は外してある。


  　──ゲオルギウスは相手に剣を振らせるため、わざと切られたのだ！


  「デカブツがあああッ！」


  　アーサーが血の唾つばを吐きながら、エドヴァルドに肉薄してハンドカノンを発砲。


  　今度はかわしきれない。エドヴァルドの巨体がよろめく。


  　よろめきながらも、エドヴァルドは盾を投げてアーサーにぶつける。


  　ここで、ニコレッテの魔法が発動した。ずん、と地響き。地面が硬化しつつ触手となって長く伸びる。エドヴァルドは斜めに飛び退のき、さらに横に転がって避よけようとするが──魔法の展開速度が上回る。土の牙きばが、エドヴァルドを貫つらぬき、持ち上げる。まるで百も舌ずの早はや贄にえだ。


  「！」


  　胸部を二本の牙に貫通されながら、それでもエドヴァルドは抵抗をやめなかった。鋸のこぎり刃ば剣を引いて牙をへし折り、戦いに戻ろうとする。させるか、とニコレッテはフランベルジュを大上段に振りかぶり、渾こん身しんの一撃をトロールの顔面に叩たたきつけた。鼻の骨が硬く、刃が脳まで届かない。さらに斬り、突き刺し、頸けい椎ついが見えるようになるまで徹底的に破壊する。


  　完全にエドヴァルドを殺したのを確認してから、ニコレッテは「衛生兵！　衛生兵！」と大声をあげた。陸軍の重装歩兵連隊には、一〇人に一人ほどの割合で治療専門の衛生兵が配属されている。


  　しかしゲオルギウスは、衛生兵の処置を待たずに立ち上がった。


  「まだまだ、まだまだ」


  　敵のトロールは大将を失ったが、逃げるものは少数で、激しい戦いが続いている。ゲオルギウスは胸と脇わき腹ばらから血を流しながら、それでもウォーハンマーを振り回して襲いかかってくる敵を迎え撃つ。


  「……生きてますか？」


  　ニコレッテは、盾たてを投げつけられたアーサーに駆け寄った。エドヴァルドの巨大な盾が、アーサーの右足に覆おおいかぶさっている。ニコレッテが盾をどけると、骨が折れて膝ひざから先が不気味な方向に曲がっていた。


  「立てますか？」


  「無理だろ。どう見ても」と、アーサーは苦にが笑わらい。「俺のことは放っておけ」


  「そうはいきません。衛生兵が来るまで守ります」


  　そう言って、ニコレッテはフランベルジュを構え直した。


  「無理はするな」


  「しますよ。だって、アーサーさんは優秀な魔術師で、大事な仲間です」


  　ニコレッテの屈託のない微笑ほほえみに、アーサーは「ふん……」と視線をそらして唇くちびるを尖とがらせた。
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  　マルランダの魔女──女王フレデゴンドは馬車や御み輿こしは使わず、ちゃんと自分の軍馬を乗りこなしていた。


  　戦場を睥へい睨げいし、


  「攻めごろかな……」


  　と落ち着いた声でつぶやく。


  　フレデゴンドも他の騎士たちと同じように甲かつ冑ちゆう姿である。といっても、板ばん金きんを組み合わせた重厚なものではなく、乳房と股こ間かん、白い太ふと腿ももを大胆に露ろ出しゆつさせた過激なものだ。手てつ甲こうや肩当てに強力な星光体投射魔法アストラル・プロジエクシヨン・マジツクがかかっていて、女王を流れ矢の類たぐいから守っている。その凄せい絶ぜつな美しさに魅了された女王親衛隊は、熱狂した目つきでいつでも死ぬ覚悟だ。柄つかと鍔つばに紅こう玉ぎよくがはめこまれた曲刀を佩はき、軍馬には金属製の板がついた布が被かぶせられている。


  　黒衣連隊とトロール猟りよう兵へいコマンドは隊長を失って崩れている。しかし、フェルナンドの騎馬弓きゆう兵へい連隊──現在は軽騎兵連隊となっている──はよく戦っているし、すでに敵の被害もかなりのものだ。双方損そん耗もう率が一割を超えている悲ひ惨さんな戦争だが、ここで無傷の女王親衛隊四千が突っ込めばどうなるか。結果は火を見るより明らかだ。


  　女王親衛隊は重装騎士二千、クロスボウ兵一千、重装歩兵一千によって構成されている。


  「ふむ……」


  　フレデゴンドはただ美しく残ざん忍にんなだけの女ではなかった。戦況を見て、どこを突けば勝てるのか、冷静に判断を下そうとしている。やはり、こちらの最重要戦力は銀腕のコルテスだ。あの男の強さは人間離れしている。彼を掩えん護ごするように兵を進める。合流し、コルテスが先頭に立って再突撃。決着がつく。


  「よし、コルテスが戦っている方面に向けて……」


  　フレデゴンドは遠えん隔かく通信で部下たちに指示を出そうとした、そのときだった。


  　彼女と、女王親衛隊の頭上を巨大な影がいくつも通り過ぎた。


  　メイトリア帝国軍の輸送グリフォンである。


  



  　フレデゴンドの女王親衛隊が戦場で決定的な役目を果たす可能性について、ソフィア・ロレンス少将が気づいていないわけがなかった。気づいてもどんな手を打つかは難しいところだが、メイトリア軍には輸送グリフォンが存在する。これを使わない理由はない。


  　グリフォンによって、温存されていたゲオルク・ジーフェルスのＫＳＫ第一中隊とメイトリア軍空くう挺てい部隊合計二〇〇人が女王親衛隊の背後に回り込んだ。数は少ないが全員が精鋭であり、ＫＳＫの第一中隊には魔法戦士も多い。


  　また、魔法で調教されたグリフォンは敵を襲うこともできないが、女王親衛隊の軍馬を驚かせる効果はあった。着地するなり二〇〇人は猛烈な攻撃を開始し、予期せぬ奇襲に四千が混乱する。どんな時代、どんな戦争も、奇襲ほど大軍を悩ませるものはない。


  　空挺輸送にタイミングを合わせて、ソフィア少将は重装騎士を率ひきいて関せき所しよ近くの戦場を離脱していた。フェルナンドの連隊をリカルドに任せて、自分は女王親衛隊に挟はさみ撃ちをかけたのだ。


  「……やられた！」


  　フレデゴンドが舌打ちしたときには、すでにマルランダ側に対応策はなくなっていた。
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  　──敗北の予感がして、コルテスは心底興奮した。


  　負け戦いくさは望むところだ。逆転すれば、それは自分一人の手柄になる。


  　ここから先は、好きなようにやって、好きなように勝つ。


  　できなかったら逃げればいい。それだけだ。


  　さっきからずっとヴァンダルの女将軍──コンスタンシアと戦っている。十じゆう文もん字じ槍そうの達人で、かなりしつこい。実力では完全にコルテスのほうが上回っている自信があるが、それは向こうもわかっているようで、かなり遠い間合いからなかなか近づいてこない。槍やりでこちらを突いては、少し離れて他の兵士を殺す。


  　自分の実力を心得ている敵は厄やつ介かいだ。


  　そういえば──メイトリアの特殊部隊に格別厄介な敵がいた。厄介とは、コルテスにとっては褒ほめ言葉以外のなんでもない。


  「あの少年兵……いや、青年か」


  　王城に忍しのびこんでいたリョウトのことを思い出す。確か、ニューマケドニア戦争、ゴスティバル平原で会ったときは隻せき眼がんだった。今は、魔法の義眼でも入れているのだろう。


  　──彼と戦ってみたい。彼が気づいているかどうか知らないが、彼には殺しの才能がある。それも、並の才能ではない。特殊部隊に入るのは選ばれた人間だけだ。その中でも、抜群に戦いの神に愛されている者がごくたまにいる。その愛が欲しい。兵士と兵士の愛は戦うことでしかやりとりできない。コルテスは戦いたい。戦って戦って、愛と悲しみを知り、自分の才能を磨き抜いていく。


  　戦うことだけが、コルテスを自由にしてくれる。


  　殺す自由、そして死ぬ自由だ。それが戦いのすべてだ。


  



  　コルテスは、七歳のときにカルト邪じや教きよう──軍事工学教団に誘ゆう拐かいされた。


  　軍事工学教団は、子供を誘拐し、徹底的に訓練し、洗脳のように教育する。七歳のときから地下に監禁され、鎖くさりにつながれて、コルテスは自由を奪われたのだ。


  　教団の兵士として成長したコルテスは、ただ自由になりたかった。教団に完全に服従したふりをしながら、常に反撃の機会をうかがっていた。ただ逃げるだけではだめだ。追いつかれれば、死ぬより苦しい目にあわされる。


  　人が自由でいるためには、力がいる。強い力──。人を殺す力が。


  　ある日、コルテスは教団の実験にその体を使われた。


  　この世界のどこかに──本物の「悪魔」がいるという。比ひ喩ゆではなく、人間ではない生き物が。血と肉ではなく、鉄や銀の体を持つ悪魔が。


  　教団は、悪魔の部品を手に入れた。


  　銀と、筋肉に似た不思議なガラス状の物体でできた二本の腕だ。


  　コルテスの他にもう一人、実験用の人間が選ばれた。それぞれ腕を切断されて、悪魔の腕を移植されることになる。


  　そのとき、何が起きてもいいようにコルテスともう一人の実験体は厳重に拘こう束そくされていた。しかし、悪魔の腕は教団幹部が思っていたよりもずっと強力だった。コルテスは、長年待ち望んでいた反撃のチャンスを得る。


  　左の銀腕。


  　拘束していた鎖くさりをあっさりと破壊し、近くにいた教団の連中を片かたっ端ぱしから殺すことができた。殺して殺して、殺しまくった末に、教団の施設からいつの間にか脱走していた。もう一人の実験体がどうなったのかは知らない。


  　自由とは、コルテスにとって殺すことだ。


  　七歳のときに誘ゆう拐かいされたから、名字はわからない。洗脳教育のせいで、忘れてしまった。実のところ、コルテスという名前が正しかったかどうもかよくわからない。確かなのは銀腕を振るったときの解放感と、返り血の熱さ。この二つだけ。二つで十分。


  



  「負け戦いくさを引っくり返さなきゃあな」


  　もう、コンスタンシアなどに構っている場合ではない。


  　コルテスも、今までは自分を信頼してくれる女王フレデゴンドに義理を立てていた。部下が必要以上死なないように気をつけていたし、味方全体の動きを意識して戦っていた。


  　ようするに──味方に気を遣っていたのだ。


  　いよいよ劣勢となれば、全体の勝ち負けはどうでもいい。


  　自分が勝てばいい。


  　コルテスは右手にハルベルトを持ち、左手の銀腕を自由に使えるようにした。その銀腕で、近くにいた味方──マルランダ側騎馬傭よう兵へいの頭をつかんで、軍馬の鞍くらから引き剥はがす。


  「──えッ!?」


  「俺は、自由に戦う」


  　コルテスは、コンスタンシアに向かって味方を投げつけた。


  「！」


  　武装した人間を投げつけられると思っていなかったコンスタンシアは、さすがに避よけられなかった。マンティコラ上で抱きつかれるような形になってしまう。そこにコルテスは容よう赦しやなくハルベルトを突き刺した。ハルベルトの先端が味方を背中から貫通し、コンスタンシアの太ふと腿ももを抉えぐる。大だい腿たい動脈切断。骨まで刃が届いて、彼女は引っくり返る。あとは放っておいても死ぬだろう。


  「俺は一人でいい」


  　コルテスは目標に向かって牙馬フアングホースを加速させた。


  　敵兵を踏み潰つぶし、ハルベルトで薙なぎ払う。


  （俺は今）


  　どんなに殺しても、誰にも咎とがめられることはない。


  （誰にも止められない。自由だ──）
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   第十一章　きみに会いたかったんだ


  



  
    １

  


  



  　ニコレッテたちと別れて、僕とシナフィはコンスタンシア救援に向かう。大急ぎなので、敵との交戦はなるべく避ける。


  　ソフィア少将が敵本陣に挟はさみ撃ちをかけて、敵軍全体が浮き足立っていた。味方の士気は上がり、そろそろ決着が見えかけていた。残る問題があるとすれば──ただ一つ、銀腕のコルテスのことだけだ。この血で血を洗う戦場で、敵も味方も関係なく、たった一人、まるで自由な人間のように振る舞うあの男。


  　──僕とシナフィくらいでどうにかなるものだろうか？


  　不安はあるが、行かねばならない。行きたくない、ではすまされない。


  　そして僕たちはコンスタンシアを見つけた。足から大量の出血をする彼女が顔面蒼そう白はくで地面に横たわり、それをマンティコラが敵兵から守っている。これはいかん、と僕は軍馬を飛び降りて彼女に駆け寄った。


  　牙きばをむいて敵を威い嚇かくしていたマンティコラは、僕のことはすぐに味方だとわかってくれたようだ。腰の雑嚢フイールドバツグから応急処置の道具を取り出しつつ、コンスタンシアの傷の具合を確かめる。大だい腿たい動脈が切れているのは、まずい。あと数十秒で手遅れだった。彼女の腰の防具を外して、そけい部を革かわのベルトで締めつける。短い棒で固定する止し血けつ帯たいだ。


  　出血の勢いが弱まったところで、傷を水で洗い、消毒と傷口の保護をするための軟なん膏こうを塗りつけた。それから治ち癒ゆ魔法を使う。内部で血管と筋肉の再生が始まるはずだ。縫ほう合ごうするのは、本職の衛生兵に任せる。


  「きみは……リョウト大たい尉いだったか……」


  　コンスタンシアが、失血のせいかぼんやりとした口調で言った。


  「はい」


  「命を救たすけられたようだな。見事な処置だ」


  「出血がひどかったので、かなりキツめに止血帯を巻いています。このままだと血流を止めすぎてまずいことになるので、なるべく早く傷を衛生兵に縫合してもらって、ほどいちゃってください」


  「ありがとう。この恩おんは一生忘れない」


  「特殊戦闘員スペシヤル・オペレーターとして、当然の仕事です。──ところで、コルテスは？」


  「すまない。私にはわからん。もしかしたら逃げたのかもしれない」


  「……逃げた？」僕は将軍の言葉に、素直にうなずくことはできなかった。


  　いや──あの男は逃げない。ゴスティバル平原の戦いを思い出す。あいつは最後まで勝つつもりだった。総大将の首をとって一発逆転を狙ねらう。こちらの総大将は──ソフィア少将？


  　違う。


  　今回の合戦に限っては──エドゥルネ王女だ。彼女を殺されれば、結果的に負ける。


  「関せき所しよだ……！」


  「なに……？」


  　では失礼します、あの男を止めますと言い残して、僕はコンスタンシアから離れて、再び軍馬の鞍くらにまたがった。


  「どうした!?」と、シナフィが並へい走そうしてくる。


  「関所──国営交易所へ！」僕は答えた。エドゥルネ王女は、あそこのゲートハウスにいる。嫌いやな予感がする。ゲートハウスにはフランカもいる。


  



  
    ２

  


  



  　開きっぱなしになっている関所の城門に、コルテスの乗馬にして獰どう猛もうな大型肉食獣──牙馬フアングホースが待ちかまえていた。ただし、その主人の姿は見当たらない。邪じや魔まが来ないように、見張らせているのだ。


  　体重八〇〇キロ。黒こつ褐かつ色しよくの岩のように硬い皮ひ膚ふ。頭部に二本の巨大な角つの。二〇センチを超える長さの爪。殺気に満ちた赤い目──。魔獣のくせに、目と同じ色の角ばった鎧よろいを身につけている。


  　牙馬フアングホースを殺している暇ひまはなさそうだったので、僕たちは脇をすり抜けようとした。手た綱づなを引いて馬に合図を送って、牙馬フアングホースの手前ギリギリのところでジャンプさせる。


  　牙馬フアングホースは反応して前脚の爪を振った。僕の馬は無事だったが、シナフィの馬がつかまった。牙馬フアングホースの長い爪が、馬の腹を引き裂き、長い腸はらわたを引っ張り出す。


  「先に行け！　リョウト！」


  　倒れこむ馬から転がり落ちたシナフィは、しかし見事に足から着地することに成功していた。彼女は左右の手にハンドアックスを構えて、牙馬フアングホースに斬りつける。


  「すみません！」


  　僕は止まらなかった。牙馬フアングホースがここにいる。ということは、やはり思った通りコルテスの狙いはエドゥルネ王女だ。あと数分も余よ裕ゆうはないはずだ。もちろん、シナフィのことは心配だ。後ろ髪を引かれる思いで先に進む。


  　──どうかあとで、無事にシナフィと再会できますように。


  



  　馬から降りて、ゲートハウスに飛びこんだ。王女は屋上にいる。


  　残っていた山岳騎士や陸軍の兵士が、ほとんど死体になっていた。胴体が両断され、首をはねられ、心臓が一突きでやられている。ハルベルトなら、斬るのも突くのもなんでもありだ。こんな見事な殺しかたができる人間は、そう多くはない。


  　ゲートハウスの三階の大広間で、僕は銀腕のコルテスを見つけた。まるで悪夢のような光景だった。弓ゆみを構えたフランカが、屋上へと通じるドアを守ってコルテスの前に立ちはだかっていたのだ。


  　コルテスは兜かぶとを外していたが、分厚い鎧よろいはそのままだった。屋内戦闘では、曲がり角やドアで敵の不意討ちをくらうことが多い。それを防ぐためには、兜を脱いで死角を減らしておくのが一番だ。


  「いい女だ──」


  　コルテスは、無造作にフランカに近寄っていった。フランカは至近距離で矢を放つ。距離はほんの三メートルも離れていない。しかし信じられないことに、コルテスはその銀腕で彼女の矢を受け止めた。


  　僕は無言でコルテスに向かって走る。


  「あんたの裸が見たい」


  　受け止めた矢を放り捨てて、コルテスは右手のハルベルトをフランカの喉のどに突きつけた。あまりにも戦う力が違いすぎる。「……！」コルテスはフランカを壁に押しつけて、銀腕で彼女の革かわ鎧よろいと服を剥はぎ取った。彼女の白く豊かな乳房が露あらわになって、大きく揺れる。


  「や、やめ──」


  　フランカらしくない、怯おびえた声。


  　長く感じたが、時間にすればほんの数秒のことだった。僕は、コルテスの後頭部をハンガーの間合いにとらえた。フランカを助けるために、力をこめて使い慣れた武器を振り下ろす。気配は消しているつもりだったのに、コルテスにはお見通しだった。彼は、振り返りもせずに後ろ蹴げりを繰り出した。まったく予想外の一撃を腹にくらって、僕は二メートルほど後退することになった。


  「危ないじゃないか」


  　フランカから手を離して、振り返ったコルテスは笑顔で言った。


  「……リョウト！」


  「フランカ！　さがってて！」


  　僕は叫んだ。コルテスはすでに彼女から興味を失っていた。辱はずかしめたのは、ちょっとした思いつき──気まぐれだったのだろう。とんでもないやつだ。何を考えているのか、さっぱりわからない。


  　コルテスは僕を見て、こう言った。


  「きみに会いたかったんだ」


  



  　ゲートハウスは、そのほとんどが白はく砂さ岩で構成されている。基本的な色は白で、表面には風ふう紋もんのような美しい砂目模様がある。大広間には一枚岩のテーブルがあり、鹿しかの首をはく製にした壁飾りがかけられている。


  　コルテスはハルベルトを短く持って、屋内でも自由自在に振り回した。凄すさまじい速度で、まるで暴風だ。


  　僕は右手のハンガー、左手のパリーイング・ダガーで敵の連続攻撃を必死にしのぐ。上下左右、どこから来るかわからない。刃と刃がぶつかり合って、轟ごう音おんが鳴る。


  「……くっ！」自然と僕は押し返されて、じりじりと後退せざるをえない。そもそも、さっきの後ろ蹴げりがまだ尾を引いている。防具がなければ、一撃で肋ろつ骨こつや内臓が破壊されていてもおかしくないほどの蹴りだった。


  　コルテスはハルベルトを右手に短く持ち、左手の銀腕を空けていた。彼の銀腕は、それ自体が強力な武器なのだ。


  　僕はジャンプで背後のテーブルに飛び乗った。そこからさらに側方宙返りを行おこない、コルテスのハルベルトをかわしながら空中でハンガーを振るう。コルテスの肩に命中するが、分厚い鎧よろいにはね返された。空むなしく火花を散らしたのみだ。


  　相手の反撃を警戒して、僕は着地すると同時に床の上を滑るようにしてテーブルの下を潜って間合いをとった。


  　ハルベルトが水平に振り抜かれたあと、長い銀腕で殴なぐりつけてくる。


  　危ないところでかわしたその拳こぶしが、岩のテーブルを打って粉々にした。割れた岩板がパズルのようになって散らばる。


  「お前は強いな。なんで、一兵士の身に甘んじている？」


  「一兵士じゃない。特殊部隊の大たい尉いで、駐在武官だ」


  「どんな肩書きだろうが、しょせんは下働きさ」


  　コルテスがハルベルトを振るう。手元で回転させて、器用なものだ。踊るように華か麗れいな戦いかたに、僕は眩げん惑わくされそうだ。


  　刃だけではない、柄つかの後端──石いし突づきの部分も打撃に使ってくるので、こちらはまったく息つく暇がない。真下から顎あごを狙ねらって回転してきた石突を、上体を反そらしてかわす。直撃はなんとか避けたものの、鼻をかすった。それだけでぶわッと鼻血が噴いてびっくりした。血が逆流して息苦しい。


  　ハルベルトの動きに気をとられていると、銀腕の拳が飛んでくる。


  「！」


  　咄とつ嗟さに体を開いた。コルテスの拳が、僕の左耳を切り裂きつつ背後の壁に大穴を開けた。鼓こ膜まくまで届くような傷ではなかったが、ざっくりやられて出血と耳鳴りがひどい。


  　ぞっとした。ああ、本当に嫌いやだ。


  　戦うのは僕の仕事だが、こんなに強い相手は勘かん弁べんしてほしい。


  「傭よう兵へい稼か業ぎようは楽しいぞ」


  　間合いが近いので、コルテスはすかさず体当たりを仕掛けてきた。


  「がッ！」


  　自分の口から、聞いたこともないうめき声が漏もれる。


  　とてつもない衝撃でゲートハウスの壁に押しつけられた。僕の呼吸が、一瞬完全に止まった。胸が潰つぶれるかと思った。コルテスの拳こぶしで半壊していた壁が完全に崩れて、僕とコルテスは部屋の外へと落ちていく。


  「──ッ！」


  　もつれ合って落ちた先は、矢や狭はざ間まのついた関せき所しよの壁──胸きよう壁へきの上だった。落ちた高さは二メートルほどで、背中を強打したのでもういっそ死にたいくらい苦しい。不幸中の幸さいわいか、恐らく骨折はない。ただ、痛い。


  　コルテスが先に立ち上がった。僕の頭めがけてハルベルトが振り下ろされる。僕は必死に歯を食いしばり、横に転がってかわす。刃が胸壁に食い込んで破片が飛び散り、それが僕のこめかみのあたりを小さく切る。


  　僕も立ち上がって、左右の武器を構え直した。


  「傭兵なら、主君も戦争も自分の気分次第で選べる」コルテスは、まるで殺し合っているのが嘘うそのように穏やかな口調で言う。「略奪も殺しも思いのままだ。お前は自由になれる。それなのに、なぜそうしない？」


  　ハルベルト、そして銀腕の連続攻撃がくる。


  　全神経を集中して、左右の武器を駆使してなんとか後方に受け流す。


  　受け流せなかった一撃が、左鎖さ骨こつのあたりを切り裂いた。「ぎッ……！」重傷だ。鎖骨を断たれて、左腕に力が入らなくなる。パリーイング・ダガーを落としてしまい、石の上で跳はねて乾いた音を立てた。


  「あんたは、大事なものをどこかで学び損そこねてるんだ」


  　それでも僕は、強がって指摘した。


  「大事なもの？」とコルテスは怪け訝げんそうな顔つきになる。「何が足りない。教えてくれよ」


  「あんたは自由に生きることにこだわりがあるようだが」


  　僕は右手のハンガーで斬りつけるが、あっさりハルベルトに弾はじき返される。


  「あんたが言うような自由には、興味がない」


  「……なに？」


  「こういっちゃなんだけどさ、主君や戦争よりも大事なことはたくさんあるんだ」


  「それは、たとえば？」


  「自由に飯を食い、自由に好きな場所で寝て、自由に人を愛すること」


  　そう言った直後に、また斬られた。コートの胸きよう甲こうが吹き飛び、胸骨のあたりまで刃が届いていた。心臓までいかなかっただけマシか。また出血が増えて、僕は息も絶え絶えだ。


  　もうわかっていたことだが、改めて認めなければいけない。


  　コルテスは強い。


  　僕よりも、圧倒的に、強い。


  「……あんたには、生活のリアリティが欠けているんだよ。たぶん、自分の手で料理をして、それを人に食べてもらったこととかないだろう？　あんたにはそれをやる自由がある。でもやってない」僕は劣勢なのに、コルテスにそう突きつけた。「些さ細さいなことでいいんだよ。誰かが喜ぶ顔が見たいんだ。日常の、ありふれたものを愛する力が人生を豊かにする。僕はそう信じている」


  　すると──。


  「……はは」


  　コルテスは唇くちびるを笑みの形に歪ゆがめた。


  　見たことのない、底なしに寂しげな微笑だった。


  「生活のリアリティか、上う手まいことを言う。残念ながら俺は、ありふれたものを踏みにじることにしか喜びを感じないんだ」


  　コルテスのハルベルトを避けたあとに、銀腕で殴なぐられた。こめかみのあたりを、ガツンと。脳のう震しん盪とうのようになって、僕は尻しり餅もちをついた。膝ひざに力が入らない。そのまま恥も外聞もなく床を這はって、コルテスから逃げる。はたから見たら、さぞかし惨みじめな姿だろう。


  「マルランダのこともこの戦いくさもどうでもよくなった。──いや、最初から割りとどうでもよかったのかな」と、コルテスは何かを吹っ切ったように言う。「問題は、俺とお前だ。殺したくはないが、決着はつけよう」
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  　僕は四つん這ばいで、胸きよう壁へきのあちこちに建っている監視塔の中に逃げ込んだ。ドアは開いていて、暗く狭い部屋にマルランダ兵の死体があるだけだった。山岳騎士か、エルフの矢にやられたのだろう。


  　すぐに、僕は魔法を使った。コルテスに見られないように気をつけて、ドアの陰に直径一〇センチ程度の青白く輝くボールを生み出す。光の魔法──「ウィル・オ・ウィスプ」だ。暗い場所で松たい明まつのかわりになるし、僕が念じると一ひと際きわ強烈な光を放って破裂する。


  　少しだけ回復して、僕は立ち上がることができた。


  　コルテスが間近に迫っている。


  「じゃあな、惜しい男だ」


  　彼がハルベルトを振りかぶる。


  　僕は瞼まぶたを閉じて、ウィル・オ・ウィスプをコルテスの眼前にやって自爆させた。光の魔法を使った目くらましだ。


  「な──」


  　強い光が、一時的にコルテスの視力を奪う。さすがの彼も棒立ちだった。


  　対閃せん光こう魔法がかかった兜かぶとをかぶっていないのが命取りだ。


  　光が収まったころあいを見計らって、僕は瞼を開けて床を蹴けり、急激に加速した。


  　コルテスの真横を駆け抜ける。


  　すれ違う瞬間、横に一回転しつつ、右手で握ったハンガーを全力で振り抜く。


  　骨を断つ確かな手ごたえが、僕の指先から上半身まで突き抜けた。


  　やった、と思った。だが、自信がなかった。


  「…………」


  　確かめるために、僕は恐る恐る振り向いた。さっきと同じ場所に、銀腕のコルテスが立ち尽くしている。その背中を見ていると、どんどん不安が膨ふくらんでいく。やっぱりやり損そこねたんじゃないか。僕ではあの男には絶対に勝てないんじゃないか──。


  　不安と出血のせいで意識が遠くなってきて、僕が床に膝をついた次の瞬間、コルテスの首がごろりと下に落ちた。


  　切断面から、爆発的に鮮血が噴き出す。


  



  　──あんな男は見たことがなかった。


  　信じられないほど自分勝手で、暴力的で、誰も彼を理解することはできない。


  　銀色の腕が、まるで冬の月のように冴さえ冴ざえと輝いている。


  



  
    ３

  


  



  「リョウト！」


  　朦もう朧ろうとする僕に、フランカが走り寄ってきた。


  「やあ、フランカ」


  　僕はもう限界だ。緊張の糸をずっと張りっぱなしだったんだ。


  　フランカはコルテスに服を破られていたが、露あらわになった胸を隠そうともせずに僕を抱きしめてくれた。彼女の体温、そして繊せん細さいな肌の感触──。その素晴らしさに、生きていることを実感できる。これが僕の生活のリアリティだ。


  　生きている。だから、この手で彼女のために料理を作ることができる。買ってきたばかりの動物の皮を剥はいだり、二人で夜を過ごすためのベッドを修理したり、いずれ将来は一緒に子供を育てることもできるはずだ。


  「すごい敵を倒したよ」


  「……そんなことより、傷をなんとかしないと！」


  　僕もそう思う。応急処置の方法は知っている。


  　でも今は、なんだか体を動かすのがひどく面倒くさいんだ。


  「あと何秒かでいい……フランカに抱かれたまま休みたいんだ」


  「大丈夫か……リョウト!?」


  　フランカはかなり慌あわてていた。顔をぐしゃぐしゃにして泣いちゃって、もう。子供じゃないんだからさ。大おお袈げ裟さだよ。


  「大丈夫。致命傷は食らってない」


  　本当だよ。フランカにはなるべく嘘うそをつかないようにしてるんだ。


  　こっぴどくやられたけど、死にはしない。


  「愛してる、フランカ。勝ててよかった」


  [image: ]


   第十二章　魔女と女王


  



  
    １

  


  



  　牙馬フアングホースの爪と牙きばにやられて、シナフィの全身が血で濡ぬれていた。数十か所の切り傷のせいでふらついている。牙馬フアングホースの体にも二本のハンドアックスが深々と突き刺さっているが、頑健な魔獣にはまだまだ余よ裕ゆうがありそうだった。


  　──ここまでか。


  　シナフィは自分の死を覚悟してニヤリと笑った。人間以外の生き物にやられて死ぬとは想像もしていなかった。背中を見せて逃げようとしたところをやられるのだけはごめんだ。味方の死体が持っていた長剣を拾うが、手に力が入らない。


  　牙馬フアングホースを殺すには、どう考えてももっと強力な武器が必要だった。魔法──。シナフィの魔法は風向きによっては味方や自分も殺すことになる。この地形では使えない。精神集中するだけの時間もない。ゲオルギウスのウォーハンマー、ニコレッテのフランベルジュ、あるいはアーサーのハンドカノンのような発動が早い術がいる。


  　牙馬フアングホースが飛びかかってきて、あーあと何もかも諦あきらめかけたそのとき、シナフィの真上を短槍シヨートスピアが通過した。ちょうど牙馬フアングホースはシナフィに噛かみつくために大きな口を開けていた。そこにズドンと槍やりが突き刺さる。


  「！」獰どう猛もうで重装甲の牙馬フアングホースも、口の中──喉のどの奥は無防備だった。槍は、一気に内臓まで達していた。牙馬フアングホースは口から舌のかわりに槍の柄つかを伸ばしたまま、悲しげなうなり声をあげてよろめき、ゆっくりと崩れ落ちた。


  「本当はゴスティバル平原でこうやっておくべきだった」


  　槍を投げたのは、馬上のリカルド・アイアンハイド中佐だった。


  「リカルド中佐……」


  「どうも、シナフィ大たい尉い。おつかれさまです」


  　リカルドは相変わらずの笑っているような目で、落ち着き払った口調だ。


  「助かりました。危あやうく魔獣の餌えさになるところだった」シナフィは安あん堵どのため息をつき、「しかし、中佐がこんなところにいていいんですか？　合かつ戦せんの指揮は？」


  「合戦のほうはもう平気でしょう。空くう挺てい輸送と挟きよう撃げきが上う手まくいったところで、すべてはソフィア少将の計算通りだ。問題は、銀腕のコルテスだけなんですが……」


  　リカルドは、関せき所しよの階段を降りてくるリョウトとフランカを視界の端に認めた。


  「そっちも片付いたようですね」


  



  
    ２

  


  



  「魔女も終わりか……」


  　本陣が壊滅したのを見て、フェルナンドは独りごちた。指揮している騎兵連隊は、まだ千人以上生き残っている。──が、これ以上戦うことになんの意味も感じない。意味なんて、そもそも最初からありはしなかったのだ。まともな人間なら、マルランダの魔女の敗北を望む。仮にマルランダ王国軍の元げん帥すいだとしてもだ。


  「やめ、やめ」と、フェルナンドは剣を鞘さやに戻した。「降こう伏ふくだ、降伏」


  　ヴァンダルの王女は、捕ほ虜りよをいたぶったりはしないだろう。


  



  　マルランダの女王フレデゴンドは、ソフィア・ロレンス少将が指揮する部隊の重装騎士が捕とらえた。後ろ手に縛り上げたフレデゴンドを、ソフィア自みずからが関せき所しよのゲートハウス屋上にいるエドゥルネ王女のところまで引っ立てていく。関所周辺は死体が山積みで、あと一歩で銀腕のコルテスのために逆転負けするところだったのがわかる。


  　コルテスを仕留めたのはリョウトだと聞いて、ソフィアは思わず大たい笑しようしてしまった。いつか何かやる逸いつ材ざいだと期待していたが、あの若さで、まさかここまでの大手柄を立ててしまうとは。これで、特例の昇進は確実だろう。リョウトたちハンター・チーム、そしてヴァンダル革命軍のコンスタンシアは臨時のキャンプで衛生兵の手当てを受けているという。


  「…………」


  　フレデゴンドは顔色を失っていた。コルテスが死んだという事実が、まだ上う手まく呑のみこめていないらしい。トロール猟りよう兵へいコマンドのエドヴァルドも、騎士団長のアントニオも戦死。そういえば、アントニオを討ち取ったのもリョウトとか。完かん璧ぺきな活躍だ。


  　戦いは終わって、味方は敵の死体から金目のものを剥はぎ取っていた。重傷の敵は放っておくのもかわいそうなので、とどめを刺していく。病気のもとになるので、死体は深く埋うめるか燃やすかだ。


  　ゲートハウスの屋上に到着して、ソフィアはフレデゴンドの背中を蹴けり、エドゥルネ王女の前にひざまずかせた。


  「感謝の言葉もありません、ソフィア将軍」


  「無事勝つことができて安心しております。この女の身柄は王女様──いえ、次期ヴァンダル女王陛下に渡します。煮るなり焼くなりお好きなように」


  　ソフィアは下した手てに出ているが、メイトリアとヴァンダル革命軍の間には契けい約やくがある。監禁されていたエドゥルネにかわって、コンスタンシアが締てい結けつした条約だ。


  　メイトリアとエルフェンクラングはヴァンダル革命軍、そしてエドゥルネ王女を全力で支援する。しかしそのかわり、動脈回廊の利り益えきを三か国で分配するのだ。この合かつ戦せんのために最も兵力を出したメイトリアが主導権を握るのが自然な流れと言える。


  「フレデゴンド、立場が逆転しましたね」


  　エドゥルネは勝利に浮かれるわけでもなく、落ち着いた態度だった。


  「エドゥルネ・ヴァンダル……！　私を殺して両親の恨うらみを晴らすがいい」


  「あなたは両親を殺し、私を監禁しました。しかし、命は助けてくれた。だから私もあなたの命だけは助けることにします」


  「なんだと……！」


  「ただし、身みの代しろ金きんは受け付けません。監禁し、二度と外には出しません。ずっと罰ばつを与え続けます。細かいことはコンスタンシアに任せますが」


  「私を殺さないと後悔するぞ」


  　と、フレデゴンドはうそぶく。


  「そうでしょうか？」エドゥルネは可愛かわいらしく小首を傾かしげてみせた。「むしろあなたが、捕ほ虜りよになる前に自害しなかったことを後悔するかもしれません」


  　ソフィアは驚いた。エドゥルネには九歳とは思えない迫力がある。このまま彼女が成長すれば、いずれメイトリアの厄やつ介かいな敵になるかもしれない──。ソフィアは初めて、ヴァンダルを支援したのは軽率だったかもしれない、と思った。
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  　動脈回廊を通過しようとしていたたくさんの隊商が、合戦に巻き込まれるのを恐れて関せき所しよの周辺から避難していた。離れた村でやり過ごそうとするもの、トレントまで引き返すもの、小高い丘からどちらが勝つか見守っていたもの──様々だ。


  「メイトリアの圧勝か……」


  　隊商を率ひきいる一人の女がいた。馬上から、ずっと遠く離れた戦場を見物していたのだ。その女はベリーショートの栗くり毛げで、悩ましい目つきだった。南国のような薄着に、高級そうな毛皮のコートを羽織っている。


  　以前、メイトリア帝国領内で活動していたときには「レベッカ」と名乗っていた。本名はルイシ・ブブノワという。ヴォルコフ大公国、統合参さん謀ぼう本部の特殊部隊スペツナズ少佐。精鋭部隊ウラガーンを指揮し、専門は情報収集と暗殺である。


  　今は全員、旅の商人を装よそおっている。


  「これでソフィア・ロレンスがしくじっていれば、介かい入にゆうする余地があったのにな」


  「今からでは間に合いませんか？」


  　と副官の男が訊きいてきた。


  「今からでは代理戦争にはならん。メイトリアとの全面戦争になる。それは、大たい公こう様も望むところではない」


  　レベッカ──ルイシは官能的な唇くちびるに苦笑を浮かべた。


  「エルフェンクラングが、メイトリアの大軍が領内を行き来するのを許すとは誤算だった……」


  「地形的に、エルフどももマルランダが喉のどから手が出るほど欲しかったということですな。厄やつ介かいな連中です」


  「今、我が国とメイトリアが戦っても博ばく打ちにしかならん。それは向こうの皇帝もわかっている。確実に勝てるだけの国力を手に入れるにはどうするべきか──。鍵かぎを握るのは、大国の周辺に散らばるストロベリー・リパブリックだ」


  [image: ]


   エピローグ


  



  　こうしてウイスキー・ハンティング作戦は予想外の形で成功した。作戦が始まったときには、まさか最後が合かつ戦せんになるなんて誰も思っていなかったはずだ。骨折したり斬られたり、みなが大おお怪け我がを負ったが、ウーゴの他に戦死者が出ることはなかった。


  　マルランダ騎士団長と銀腕のコルテスの首──二つの大手柄のおかげで、僕は昇進した。


  　少佐になったのだ。


  　来月、とうとう正式に騎士の叙じよ勲くんを受けることになった。平民から、ここまで出世する人間は滅多にいない。


  　シナフィも同じタイミングで少佐になる。任務を達成して、ウイスキー・ハンター・チームは解散。ニコレッテ、ゲオルギウス、アーサー──仲間たちは、それぞれの原隊に復帰した。しかしソフィア少将は彼らの今回の働きをおおいに気に入って、特戦群強襲部隊への引き抜きを狙ねらっているらしい。僕とシナフィが少佐になって、ウーゴも戦死し、強襲部隊チーム２も大きく形を変えることになる。事実上の解散と言っていい。


  



  　僕はエルフェンクラングの大使館勤務に戻った。とはいえ、ケガが完治するまでは休きゆう暇かということになって、僕はフランカと一緒に郊外の森でリラックスしている。エルフたちが好む森林浴だ。血管内を洗い流してくれるような新鮮な空気を肺はいいっぱいに吸い込む。森林の緑が目にも優しい。やっぱりエルフェンクラングはいい国だと思う。僕はここが好きだ。問題といえば、ゲオルクがますます僕に対して攻撃的になっていることと、ニコレッテが奇妙な好意を向けてくることくらいか……。


  「ふう……」


  「どうした」


  「いや、フランカの膝ひざがあんまり気持ちよくて」


  「思わずため息が？」


  「そう」僕はフランカの膝枕まくらで体を横たえていた。木の枝が微そよ風かぜで揺れている。心地いい空間が出来上がっている。木こ漏もれ日びが僕たちの周囲に微妙な濃淡の模様を描き、まるで光と影が踊っているかのようだ。


  「……結婚しようか」唐とう突とつに僕は言った。


  「したい」フランカが微笑ほほえむ。「でもみんな反対する」


  「だろうね」僕はうなずく。「いざとなったら、反対なんか気にしないけど。フランカは？」


  「私も気にしない。リョウトと一緒がいい……」


  　優しい時間が流れていく。急ぐ必要はない。きっとみんなわかってくれるはずだ。


  　──僕たちは自由なんだから。


  
    ──了
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